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創造都市ネットワーク日本（CCNJ）の活動報告

第 1 章 創造都市ネットワーク日本（以下、CCNJ) の活動報告

(1）幹事団体会議の開催
1) 平成 26 年度 第 1回幹事団体会議
日程 : 平成 26年 8月7日（木） 13時 30 分〜 15時
会場 : 札幌市役所 18 階第二常任委員会会議室
参加者 : 札幌市、鶴岡市、新潟市、金沢市、浜松市、神戸市、篠山市、文化庁、顧問、事務局

（オブザーバー）横浜市、文化庁文化芸術創造都市振興室、NPO法人都市文化創造機構
< 報告事項 >
1. 参加登録状況について
< 審議事項 >
平成 26年度 今後の事業計画（案）について
1. 創造都市政策セミナー、創造農村ワークショップ → 「了承」
2. 創造都市ネットワーク日本 自治体サミット（仮称）→ 「了承」
3.ネットワーク会議（総会） → 「了承」
4.その他 自治体会員の拡大→ 「了承」 、調査事業→ 「了承」
< 意見交換 >
○一般団体の（自治体以外の団体）の参加申込について 推薦についての取り扱い等
○CCNJの運営について
○平成 27年度以降の事業計画について
創造都市政策セミナー、創造農村ワークショップ、ネットワーク会議の開催都市について 他

2) 平成 26 年度 第 2回幹事団体会議
日程 : 平成 26年 11月1日（土） 9時 30 分〜 10時 15 分
会場 : 横浜市開港記念会館 2 階 9号室
参加者 : 札幌市、鶴岡市、新潟市、金沢市、浜松市、神戸市、篠山市、文化庁、顧問、事務局

（オブザーバー）横浜市
< 報告事項 >
1. 参加登録状況について
2.CCNJのウェブサイトの利用状況の報告
3.CCNJサイトのスマートフォン対応イメージについて
< 意見交換 >
○平成 26年度今後の事業計画（案）について （総会の開催について、新潟市の東アジア文化都市のオープニン
グイベントとの連携）

○調査事項（資料・文化芸術創造都市事業の推進に関する自治体アンケートの実施）
○平成 27年度以降の事業計画について 創造都市政策セミナ、創造農村ワークショップの開催地
○CCNJパンフレット作成について 表記内容と活用方法
○その他 参加団体名及び主な取組について 取組概要一覧の作成と、活用について 他
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3) 平成 26 年度 第 3回幹事団体会議
日程 : 平成 27年 2月26日（木） 11時 〜 11 時 30 分
会場 : 金沢市役所 7 階第 3委員会室
参加者 : 札幌市、鶴岡市、新潟市、金沢市、浜松市、神戸市、篠山市、文化庁、顧問、事務局

  （オブザーバー）横浜市、文化庁文化芸術創造都市振興室、NPO法人都市文化創造機構
< 報告事項 >
1. 創造都市ネットワーク会議（総会）の議案の最終確認→「了承」
2. 創造都市ネットワーク会議（総会）総会の進行について →「了承」
3.CCNJパンフレットの確認について
< 意見交換 >
○商標登録について
○現代アート芸術祭に関する部会創設について

（2）平成26年度 創造都市ネットワーク会議（総会）
日程 : 平成 27年 2月26日（木） 13時〜 14時 30 分
会場 : 金沢 21世紀美術館 シアター 21
出席団体：27自治体、4団体、1個人会員
○金沢市長挨拶
○文化庁長官挨拶
○顧問挨拶
○議案審議
・議案提案・説明

第 1号議案 平成 26年度事業報告について（第 3章 会議、研修の実施 参照）
・創造都市政策セミナー
・創造農村ワークショップ
・創造都市ネットワーク日本 自治体サミット

第 2号議案 平成 27年度事業計画について
1. 創造農村ワークショップ
開催月日: 平成 27年 8月/ 開催地 : 十日町市（新潟県）/共催 : 十日町市

2. 創造都市政策セミナー
開催月日: 平成 27年 9月/ 開催地 : 大分市 /共催 : 大分県

3.ネットワーク会議（総会）
開催月日: 平成 28年 2月/ 開催地 : 金沢市

4.「世界創造都市サミット（仮称）」
開催月日: 平成 27年 5月25日（月）/開催地 : 金沢市
内容 : 第一部 世界の創造都市による取組み紹介、第二部 パネリストによる意見交換
※ユネスコ創造都市ネットワーク会議金沢 2015に合わせて実施（会期 :5月25日 (月 )~28日 ( 金 )）

5.その他 規約第 4条に掲げる事業
・質疑・討論・採決

○その他 新規加盟団体あいさつ等
閉 会
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（3）参加団体の拡充
幹事団体、CCNJ 顧問、文化芸術創造都市振興室によって全国の自治体に対する参加の呼びかけ、またセミナー

を通じる広報を行なった結果、平成 26年度中に自治体が 14団体（広域自治体含む）、自治体以外の団体が 5団体、
新たに参加することとなった。平成 27 年 3月31日現在で、CCNJ 参加団体数は、65 団体（自治体 47、自治
体以外の団体 18）となった。各自治体の概要および取組は、CCNJウェブサイトの参加団体一覧を参照されたい。
（http://ccn-j.net/network/list.html）

また、ウェブサイトの問合せフォーム経由の参加に関する問合せも年間を通じて12 件あり、文化芸術創造都市
に対する関心が高まっていることが伺えた。

新規加盟団体（自治体）
山形市（山形県）
取手市（茨城県）
草加市（埼玉県）
長浜市（滋賀県）
甲賀市（滋賀県）
南丹市（京都府）
真庭市（岡山県）
尾道市（広島県）
大分市（大分県）
埼玉県
滋賀県
京都府
兵庫県
大分県

新規加盟団体（自治体以外）
公益財団法人岡山シンフォニーホール
一般財団法人日本ファッション協会
公益財団法人兵庫県芸術文化協会
公益財団法人びわ湖ホール
山形国際ドキュメンタリー映画祭
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（4）CCNJ参加呼びかけパンフレットの作成
全国の自治体、文化団体に向けて、参加の呼びかけや、各種問い合わせに対応するためにパンフレットを作成した。

趣旨や活動内容、文化庁長官と顧問からの推薦文を記載した本誌と、団体一覧・問い合わせ先を記載した中紙か
らなり、本誌は来年度以降も引き続き使用できるように、記載方法を考慮した。
また平成２７年５月に開催予定の世界創造都市サミット（仮称）にも使用できるよう、一部英文での説明も加えた。
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第２章 国内・海外の取組に関する情報収集

（１）ユネスコ創造都市ネットワークUCCNの動向
世界各都市の多様な文化産業が持っている発展可能性を都市間の連携によって持続的に発展させる枠組みとし

て、2004 年以来、ユネスコが推進してきた創造都市ネットワーク（UCCN）事業は全世界規模に広がり、デザイン、
クラフト＆フォークアート、音楽、メディアアート、ガストロノミー、映画、文学の7 分野で世界 41 都市の登録を
承認してきた。
ユネスコ本部の財政危機（アメリカが分担金の支出をストップしていることに起因する）により中断していた新規

加入都市に関する審査プロセスは、中国政府が資金援助することにより、2014 年初めより再開となり、世界から
約 60都市が新たに申請を行い、後述のように12月には新たに、28都市が認定を受けた。
１）第8回UCCN年次総会－成都会議 2014年 9月26－28日
そのような新たな状況下で、2014 年 9月26－ 28日、中国成都市にて開催された年次総会では、加盟 37都

市に加えて、申請中の18候補都市が参加して、今後のUCCNの発展方向と組織のあり方に関して、内容の濃い
討論が交わされることとなった。日本からは、名古屋市、神戸市、金沢市、札幌市の他に、候補都市である鶴岡市、
新潟市、浜松市、篠山市がオブザーバーとして参加した。
会議の主催者であるユネスコからは、新たに設置された戦略計画担当の事務局長補 Assistant Director-

General for Strategic Planning であるハンス・ドーヴィルHans d'Orville と文化局文化多様性部門Diversity 
of Cultural Expression Section, Culture SectorのUCCN担当Programme Specialist であるメリカ・メディ
チMelika Medici の二人が出席して、冒頭に、以下のような新たな提案を行った。
昨年のボローニャ会議で合意されたUCCNの独自化案、すなわち、認定作業はユネスコ本部が引き続き担当す

るものの、事務局を外部に置き、運営のための分担金を徴収することを内容とする方針案を覆して、事務局は引き
続きユネスコ本部に置き、分担金は徴収しないとする提案を行った。その理由としては、UCCNの独自化は創造都
市ネットワークがユネスコから独立したNGOとなることにより、ユネスコの冠を使えなくなるので、加盟都市に対す
るデメリットが生じ、ネットワークの発展にとって障害となる可能性があるとのことであった。
これに対して、UCCN独自化方針を推進してきたモントリオール市やエディンバラ市の代表から、激しい批判が飛

び出したが、ユネスコのボコバ事務局長も新提案について合意をしていることを踏まえて、新提案が了承された。
その他の重要な事項としては、UCCNの規模を当面どの程度までとするのか、100 都市程度か、150 都市程度か、

また、現行の審査プロセスには既加盟都市からの推薦状を必要とすることになっているが、審査自体に既加盟都市
の意見を反映させたいという意見が出された。
また、加盟都市の増加により、年次総会での全会一致での議事が困難になるため、7分野から代表を選び運営

委員会 steering committeeを置くことが決まり、また、事業活動の評価のあり方や、加盟後の事業推進が滞って
いる都市に対するサンセットクローズ条項についても議論が行われた。引き続き、2015 年 5月の金沢会議で議論
が続く予定である。
なお、運営委員の任期は2年であり、Justyna Jochym  ( 文学；クラクフ)、Jiao Hui ( 食文化：成都 )、

David Wilson ( 映画；ブラッドフォード)、Francesca Martinese ( 音楽；ボローニャ)、Ting Xu (デザイン；深圳 )、
Peter Yves (クラフト＆フォークアート；サンタフェ)、Marie Lesage (メディアアート；アンギャンレバン) そして、
2015 年の開催都市である金沢市の髙橋信博の8名が選任された。
このあと、成都総会の記念講演は著名な創造都市政策の専門家であるイギリスのチャールズ・ランドリー 

Charles Landry が行った。講演の中で、彼が述べた「創造都市の評価をどのような視点」で行うかという点が、
今後のユネスコ創造都市の評価にあたって、参考にされるべきものと思われる。



7

国内・海外の取組に関する情報収集

ランドリーは「評価指標は、複雑な情報を単純化して伝達するものである。そしてその第１の目的は、評価プロ
セスの道案内をして、政策立案者が行動し、その次に決定の影響を評価し測定し監督する手助けをすることにある。
指標が重要な理由はいくつかある。例えば、何が目標となるべきかに関する議論は、何が都市にとって重要なのか
に関する議論を起こす引き金となる。指標は、どの目標に到達したいのかを明確にすることで都市に目的と行動計画
を与え、そうすることで欲求が生み出される。指標は、長所と短所とを評価する機会を、またどうやってそれらを取
り上げるのかを評価する機会を与える。最後に、数値化は活動に正当性を与える」と述べている。
つまり、ランドリーによれば、評価指標は以下の3つのツールであるといえよう。
①都市の目標を市民との間で合意形成、対話議論するためのツール
②再帰的、反省の過程として政策を見直すためのツール
③政策の正当化と検証（evidenceとevaluation）のためのツール

そのうえで、以下の2つの創造都市の指標群を提起している。
第 1の指標群：創造都市の前提条件に基づくもの
①人の資質
②意思とリーダーシップ
③多様な人間の存在と多様な才能へのアクセス
④組織文化
⑤地域アイデンティティ
⑥都市空間と都市施設
⑦ネットワーキングの力学

第 2の指標群：創造都市に不可欠な「都市の活力と実用性」の測定に基づくもの
①関係性の臨界点（クリティカルマス）
②多様性
③利便性
④安全および治安
⑤アイデンティティおよび固有性
⑥革新性
⑦連携と協働性による活性化
⑧競争力
⑨組織が持つ能力
今後、ユネスコは以上のランドリーによる提案を参考に、登録都市の活動を客観的に評価する指標づくりに向か

い、成果を挙げられない都市に対する指導や勧告を行うものと思われる。
記念講演の後、7分野ごとの会議が行われたが、成都市が属するガストロノミー分野では候補都市のプレゼンテー

ションが行われ、日本からは鶴岡市の榎本政則市長と新潟市の松田暢夫参事政策監統括が登壇して取り組みの紹
介を行い、登録に向けた意気込みを示した。

2014 年 12月1日にユネスコは新たに世界 19か国 28都市の登録を発表して、ユネスコ創造都市は合計 32か
国 69都市に達した。分野ごとの内訳はデザイン：5（16）、映画：3（5）、メディアアーツ：5（8）、文学：4（11）、
ガストロノミー：3（8）、音楽：3（9）、クラフト＆フォークアート：5（12）となっている。（カッコ内は総数）
今回の特徴は、昨年 1月から開始した新たな審査プロセスで、申請総数 60 都市以上が応募したのを受けて、

書類選考と既加盟 5都市以上の推薦書などを勘案して、クラフト・フォークアート、デザイン、メディアアーツの3
分野で5都市、文学分野が 4都市、映画、音楽、ガストロノミー分野が 3都市と一挙に加盟数が増加したことで
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ある。反面、約半数の申請都市が今回は登録見送りとなった。
国別ではこれまで、登録のなかったドイツでは、ハイデルベルグがクラフト・フォークアート、ハノーバーとマンハ

イムがともに音楽で、オーストリアではリンツがメディアアーツでまた、スペインのビルバオ、フィンランドのヘルシンキ、
イタリアのトリノがデザイン登録を実現し、西欧が存在感を高めた。また、中国の景徳鎮がクラフト・フォークアート
でそれぞれ登録されたほか、ニュージーランドのドニーデンとチェコのプラハがともに文学で、ブルガリアのソフィア
が映画で、ハイチのジャクメル、バハマ諸島のナッソー、インドネシアのぺカロンガンがともにクラフト・フォークアー
ト、ブラジルのクリティーバがデザイン、セネガルのダカールとイスラエルのテルアビブがともにメディアアーツで新加
盟を果たし、いわゆるグローバルサウスの都市も含む文字通り地球全体にわたって、都市のグローバルネットワーク
として大きく展開する可能性を広げたことである。

日本からは浜松市が音楽分野で、鶴岡市がガストロノミー分野での登録を果たして、合計 5分野で6都市が登
録されることになった。国別にみると中国が 8都市、日本とイギリスが 6都市、韓国が 5都市と続いており、先進
的な取り組みが評価されている。分野別には日本とイギリス、韓国が 5分野と最も多様性があり、一方、中国の8
都市はデザイン、ガストロノミー、クラフト・フォークアートの3分野にとどまっている。（資料上を参照）

ユネスコ創造都市ネットワーク登録都市 平成26年(2014年)12月現在 32か国 69都市

登録年月 番号・都市名 国名 分野 登録年月 番号・都市名 国名 分野 登録年月 番号・都市名 国名 分野

2004/10 エディンバラ イギリス 文学 2010/07 エステルスンド ＊2016 スウェーデン 食文化 2014/12 ゴールウェイ アイルランド 映画

2005/07 サンタフェ ＊2008 アメリカ ｸﾗﾌﾄ&ﾌｫｰｸｱｰﾄ ソウル ★＊2011 韓国 デザイン ソフィア ブルガリア 映画

2005/08 ポパヤン コロンビア 食文化 2010/11 サンテティエンヌ フランス デザイン

ブエノスアイレス アルゼンチン デザイン 2010/12 シドニー オーストラリア 映画 ハノーファー ドイツ 音楽

2005/09 アスワン エジプト ｸﾗﾌﾄ&ﾌｫｰｸｱｰﾄ 2011/03 グラーツ オーストリア デザイン マンハイム ドイツ 音楽

2005/11 ベルリン ドイツ デザイン 2011/08 レイキャヴィク アイスランド 文学 ジャクメル ハイチ ｸﾗﾌﾄ&ﾌｫｰｸｱｰﾄ

2006/03 セビリア スペイン 音楽 2012/03 ボゴタ コロンビア 音楽 景徳鎮 中国 ｸﾗﾌﾄ&ﾌｫｰｸｱｰﾄ

2006/05 モントリオール ＊2012 カナダ デザイン 2012/04 杭州 中国 ｸﾗﾌﾄ&ﾌｫｰｸｱｰﾄ 蘇州 中国 ｸﾗﾌﾄ&ﾌｫｰｸｱｰﾄ

ボローニャ ＊2013 イタリア 音楽 2012/05 北京 ★2013 中国 デザイン ナッソー バハマ ｸﾗﾌﾄ&ﾌｫｰｸｱｰﾄ

2008/06 リヨン ＊2009 フランス メディアアート 全州 韓国 食文化 プカロンガン インドネシア ｸﾗﾌﾄ&ﾌｫｰｸｱｰﾄ

2008/08 グラスゴー イギリス 音楽 ノリッチ イギリス 文学 ビルバオ スペイン デザイン

メルボルン オーストラリア 文学 2013/10 ブラザビル コンゴ共和国 音楽 クリチバ ブラジル デザイン

2008/10 ン ザーレ レバノン 食文化 ダンディー イギリス デザイン

クラクフ ポーランド 文学 ヘルシンキ フィンランド デザイン

2008/11 深圳 ＊2010 中国 デザイン ファブリアーノ イタリア ｸﾗﾌﾄ&ﾌｫｰｸｱｰﾄ トリノ イタリア デザイン

アイオワシティ アメリカ 文学 2013/11 アンギャン＝レ＝バン フランス メディアアート ダカール セネガル メディアアート

2009/06 金 ★ 2015 ﾌ ﾌｫｰ ｱｰ パデューカ アメリカ ｸﾗﾌﾄ&ﾌｫｰｸｱｰﾄ 光州 韓国 メディアアート

ゲント ベルギー 音楽 デ アア リンツ オーストリア メディアアート

ブラッドフォード イギリス 映画 2014/12 ダニーデン ニュージーランド 文学 テルアビブ イスラエル メディアアート

2010/02 上海 中国 デザイン グラナダ スペイン 文学 ヨーク イギリス メディアアート

成都 ＊2014 中国 食文化 ハイデルベルグ ドイツ 文学 順徳 中国 食文化

2010/07 ダブリン アイルランド 文学 プラハ チェコ 文学 フロリアノーポリス ブラジル 食文化

利川 韓国 ｸﾗﾌﾄ&ﾌｫｰｸｱｰﾄ 釜山 韓国 映画

↑登録順 ＊・・・定例会議の開催年 ★市長会議の開催年
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２）ユネスコ本部（パリ）訪問 2015年 1月
2015年1月27日、パリのユネスコ本部を訪問し、担当のメリカ・メディチMelika Medici とユネスコ創造都市ネッ

トワークの今後の方向と日本の創造都市の役割について懇談した。以下に、その要点をまとめると、
1. 2014 年との変更点
2015 年における選考の新しい点として、ユネスコ事務局と外部の専門家の他に、既存の加盟都市が審査に加わ

ることになる。今まで必要だった加盟都市による推薦書が不要となる代わりに、分野の既存の加盟都市に審査書類
を送り、同じ分野に加盟している都市からの審査を受けることになった。つまり、ユネスコ事務局、専門家と既存の
加盟都市が３分の１ずつ評価の決定に影響することになるため、同分野の既存加盟都市による評価が重要になる。
２．2015 年の申請の見通し
2014 年は既に64都市から申請希望の連絡があり、2015 年度は150～ 200 都市の申請があることを予想して

いる。そのうち20～ 30 都市が選考されることになるため、厳しい選考が予想される。他方、2014 年選考にあと
一歩で落選した都市が再挑戦する余地はある。
申請書のフォーマットについては、2014 年から統一されたが、その経験を踏まえ、現在 2015 年の申請フォーマッ

トを改訂しており、公開されるのは本年の3月を予定している。
３．選出都市の数制限や地理的配分について
2015 年には応募を制限することはしないが、一国からの選出を3都市まで、同一分野は2都市までという制限

を設けることを協議中である。同じ国からあまりに多くの都市が出るとユネスコ創造都市の価値が下がるといった意
見やネットワークとして地理的配分のバランスは重要との考えからである。
現在のところ、加盟数を制御しつつも都市数を増やしていく方向で活動しているが、事務局としては、将来的には

応募受付を２年に１回にしたり、既に都市数の多い特定の国からの応募は見合わせたりすることを考えている。金
沢の総会でもサンセットクローズ（活動していない加盟都市の除名）について話し合われる予定である。

３）ユネスコ・ガストロノミー都市登録記念シンポジウム 鶴岡市 2015年 2月
2015 年 2月15日にユネスコ創造都市ネットワークにガストロノミー分野において日本で初めて認定された鶴岡

市が登録記念シンポジウムを開催し、同分野の既存加盟都市であるポパヤン市（コロンビア）、全州市（韓国）、
成都市（中国）などの参加と、著名なイタリアレストラン、ア・ルケッチャーノの奥田政行シェフらが加わって、登録
を祝うとともに今後の方向について会場の参加者とともに討論を深めた。
記念講演では、文化庁文化芸術創造都市振興室の佐々木雅幸室長が「ユネスコ加盟認定はゴールではなくスター

トだ」と以下のように述べた。
創造都市は21世紀の都市のあり方として注目されており、都市間競争の時代から、都市と都市が互いにネットワー

クを組み、地球の平和な持続的発展の担い手になることが求められている。鶴岡市がユネスコから評価されたのは、
以下の点であろう。
すなわち、海・山・川の囲まれた独特の自然条件の中で、たくさんの種類の在来作物や魚介類など生物多様性

に富んでおり、それらの食材を活かした精進料理や家庭料理、更には独特のイタリア料理まで食文化の多様性に富
んでいることであり、アルケッチャーノの奥田政行シェフによるイタリア料理の創作が、市場から見向きもされなかっ
た在来作物の生産を蘇生させるという成果を生み、「よみがえりのレシピ」というドキュメンタリー映画の傑作まで創
出し、食文化映画祭では古い繊維工場を再生させたコミュニティ映画館が使われるなど、次 と々創造の場の連鎖反
応が起きていることであろう。これらを活かした、クリエイティブツーリズムの展開も地域経済の発展に資するであろう。
ユネスコ創造都市認定はゴールでなくスタートであり、行政のみならず市民の出番である。今後の発展方向として

は、以下の5点が重要である。
第１に、食文化を中心に創造的なまちづくりを市民とともにすすめ、ユネスコネットワークに貢献する。
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第 2 に、地域固有の食文化を継承するとと
もに、新たなガストロノミーを創造し、在来野
菜を復活させ、農業を創造産業に転換する。

第 3 に、食文化映画祭などを発展させて、
食文化と映画やクラフト、デザインなどと融合
して、創造産業群を作り出し、持続的な地域
発展をめざす。

第 4 に、若手料理人や食文化の担い手を
養成し、また、食育を普及して持続的で健康
な社会に向けて貢献する。

第 5 に、地球環境を保全し、飢餓と貧困
のない、グローバル社会に向けて貢献する。

その後のパネル討論では、食文化と観光
の発展や、伝統的な食文化を継承する教育、
食事を通じたコミュニケーションの回復、そし
て、地元の食材の価値を世界に広げて分かち
合うことなどが、話され、250 名を超える参
加者とともに、今後の創造都市の発展とネッ
トワークへの貢献に向けた決意が固められた。

（資料右を参照）

以上のように、鶴岡市のガストロノミー分野
での登録認定によって、日本は名古屋市、神
戸市、金沢市、札幌市、浜松市と合わせて
5 分野、6 都市となり、分野数では韓国とと
もに最多となり、都市数では中国に次いで第
2 位となった。この上は、日本におけるユネス
コ創造都市の連絡会議などを定期的に開催
することよって、互いに経験を交流するのみな
らず、日本のユネスコ国内委員会に対する要
望のとりまとめを行うことが必要になってくると思われる。2015 年 5 月に金沢市で開催されるユネスコ創造都市年
次総会の場が、さしあたり、それにふさわしいものと思われる。

（２）東アジア文化都市2014の動向
１）東アジア文化都市2014の順調なスタート

2014 年より新たに、東アジア文化都市 Culture City of East Asia 事業がスタートすることになった。これは、
1985 年に開始された「欧州文化首都」事業に範を取り、アジアの平和と共生、持続的発展に寄与するために、
都市間の文化交流を進めようとするもので、2011 年の第 3 回日中韓文化大臣会合において日本側から提案し、翌
年の第 4 回大臣会合で合意を見たものであり、ゆくゆくはアジア全域の都市に広げる構想である。

すなわち、日中韓 3 国がそれぞれ文化芸術による発展を目指す都市を選定し、その都市において様々な文化芸
術イベントを実施するものであり、以下の目的を掲げている。
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国内・海外の取組に関する情報収集

１．東アジア域内の相互理解と連帯感の形成を促進する
２．東アジアの多様な文化の国際発信力を強化する。
３．都市の文化的特徴を活かして、文化芸術・クリエイティブ産業・観光の振興を図り、持続的に発展する。
日中韓文化大臣会合は 2007 年 1 月に開催された日中韓首脳会談において、同年が「日中韓文化交流年」と位

置付けられたことを受けて、毎年開催されている。
事業スタートの 2014 年には日中韓 3 国が同時にそれぞれ、東アジア文化都市を選定し、記念の交流事業を展

開することとなり、当初は 2015 年－中国、2016 年－韓国、2017 年－日本と順番に毎年 1 都市を選定する運び
であった。2013 年の第 5 回日中韓文化大臣会合では「光州共同コミュニケ」により、中国では泉州市、韓国で
は光州広域市、日本では横浜市が選ばれて、交流事業を開始した。

最初に、開幕式典を開催したのは中国・泉州市であり、2014 年 2 月 13 日の開幕式には、泉州市市長や光州
広域市東アジア文化都市推進委員会委員長、横浜市副市長らが出席して、記者発表と挨拶を行った。14 日の開
幕式と記念公演会には、横浜市からは広報親善大使のアイドルグループ「でんぱ組 .inc」が登場して、現代日本
の若者文化を発信して、聴衆から盛んな拍手を受けた。また、伝統的日本音楽ユニット「岩田ユニット・あべや」
による尺八、琴、三味線等による特別公演会は、伝統と現代との融合した新たな日本文化を発信として注目された。

同日はまた東アジア文化都市記念フォーラムが開催され、光州広域市東アジア文化都市推進委員会委員長のジョ
ン・ドンジェ氏が東アジア文化都市事業の背景と歴史的意義について語り、横浜市東アジア文化都市実行委員会
副委員長を務める佐々木雅幸氏が、横浜市の創造都市事業の取組の経緯と特徴について発表し、参加した泉州市
側の専門家から、熱心な質問が続き、学術交流の重要性が認識された。

引き続き、舞台を移して、2 月 25 日には横浜市での開幕記念イベントに泉州市、光州広域市の代表が参集して、
開会式と、ウェイウェイ・ウー（二胡／中国）ベー・チェチョル（テノール／韓国）らとの競演によるオープニング
イベント「三都浪漫～時空を超えた音絵巻」が、行われ、多くの聴衆を魅了した。

さらに、3 月 18 日から20 日には光州広域市において開幕式、特別公演会、文化施設見学など行われ、泉州
市、横浜市の代表団、アイドルグループ「でんぱ組 .inc」や伝統的日本音楽ユニット「岩田ユニット・あべや」の他、
3 都市のマスコミもそれぞれ交流を行った。

次いで、5 月 22 日には韓国光州広域市金大中コンベンションセンターにおいて東アジア共生フォーラムが開催さ
れ、シンポジウムにおいて光州広域市東アジア文化都市推進委員会委員長ジョン・ドンジェ氏が基調講演を行い、
横浜市東アジア文化都市実行委員会副委員長を務める佐々木雅幸らがパネル討論に参加した。その後は、2015
年 9 月にオープン予定のアジア文化殿堂の視察を行った。

2）東アジア文化都市2014横浜の主要な取り組み
東アジア文化都市 2014 に選ばれた横浜市では前述のオープニングイベントから11 月のクロージングイベントまで

主催・共催事業 24、特別事業 1、3 都市交流事業 15、パートナー事業 60 の合計 100 事業を行い、約 261 万
人の来場者、アーティスト・クリエーターの招へい 230 人、派遣 100 人、総事業予算は約 570,000,000 円（う
ち実行委員会約 350,000,000 円となっている。

事業のコンセプトは以下の 3 つである。
１．横浜の気風ともいえる新しいものを受け入れつつ、さらに新しいものを生み出す先駆性・開放性
２．中国・韓国を始めとする東アジア諸国や国内他都市との交流・協働
３．観光の振興、産業の活性化につながる事業展開で創り出す賑わい・経済効果

主要な 3 都市交流事業としては、青少年文化交流事業、泉州市・光州広域市文化ウィークIN 横浜、横浜
文化ウィークIN 泉州、横浜文化ウィークIN 光州が取り組まれ、相互に青少年やアーティスト・クリエーターの招
へい・派遣を行った。
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特別事業として、ヨコハマトリエンナーレ 2014「華氏 451 の芸術：世界の中心には忘却の海がある」が、コア
期間の 8 月 1 日から11 月 3 日まで開催され、214,901 人の来場者を迎え、黄金町バザールなどの創造界隈事業
も関連事業として展開された。これらは、いずれも横浜創造都市事業として、2001 年以来取り組まれてきたもので
ある。

9 月 4 日には横浜市の神奈川芸術劇場において、日中韓芸術祭 2014 が開催され、日本からは、でんぱ組 .inc、
山海塾、コンドルズ、中国からは、福建省梨園戯実験団、泉州南少林武術団、韓国からは伝統国楽室内楽団「律」

（ユル）、LDP（Laboratory Dance Project）といった、伝統と前衛が混じり合った、力のこもった競演が行われた。
この芸術祭は、2013 年 9 月に光州広域市で開催された第 5 回日中韓文化大臣会合において、中国側から提案さ
れて合意された共同事業である。

11 月 17 日には日中韓文化芸術教育フォーラム 2014、Arts for Children が横浜市で開催され、日中韓の文
化芸術教育の専門家がシンポジウムを行うとともに、3 か国の高校生による演劇ワークショップを開催した。これは
韓国側からの提案によるものである。

同日、クロージング式典とイベントが開催されて、泉州市副市長、並びに 光州広域市長も列席し、「三都共鳴
～響き合う街、語り継ぐ明日」が三国のアーティストによって披露され、フィナーレは会場全体が熱気に包まれ、参
加者も一体となった。

３）東アジア文化都市の今後の発展方向
また、この間、横浜市、泉州市、光州広域市の市長会議が実務者会議の積み重ねの中で次年度以降も互いの

文化・芸術・観光分野で交流を促進する目的で「東アジア文化都市 友好協力都市協定」が 11 月 18 日に横浜
市で締結された。

以上のような成果を踏まえて、第 6 回日中韓文化大臣会合が横浜市で開かれ「横浜共同声明」が発表され、
横浜市、泉州市、光州広域市が東アジア文化都市として文化交流事業を活発に展開してきたこと、横浜市におい
て日中韓芸術祭及び文化芸術教育フォーラムが成功裏に開催されたことが高く評価され、今後、東アジア文化都
市を ASEAN 文化都市と連携することや、2018 年ピョンチャンオリンピック・パラリンピック、2020 年東京オリンピッ
ク・パラリンピックに向けた日中韓の文化交流のための共同プログラムの推進することなどが盛り込まれた。合わせ
て東アジア文化都市 2015 に新潟市、青島市、清洲市が決定されたことが発表され、毎年 3 国から東アジア文化
都市選定する方式となった。

以上のように、東アジア文化都市は順調な滑り出しで、今後の大きな展開が期待されているのであり、安定的持
続的に発展させるために、関係者の相互理解と努力が求められている。

４）東アジア文化都市2015の取組状況
2015 年 2 月 27 日には東アジア文化都市 2015 に選ばれた新潟市で、オープニングイベントと式典・シンポジウ

ムが行われた。新潟市からは和楽器ユニット「音魂」（おとだま）、清州市からは市立舞踊団 < 伝統舞踊 + 現代舞
踊 >、ノリマダン・ウルリム < サムルノリ( 農楽 )、パングッ>、青島市からは鴛鴦螳螂拳 ( えんおうとうろうけん ) 倶
楽部 < 武術 >、青島市歌舞劇院有限会社 < 舞踊 >、戦春東 ( せんしゅんとう)、戦翠 ( せんすい )< 中国チャルメラ
吹奏 >、趙涛 ( ちょうとう)< 中国古筝 (こそう) 演奏 > が舞台に立ち、最後に特別参加として若者に人気のあるラッ
プユニットの Hilcrhyme の演奏で大きな盛り上がりとなった。その後の記念シンポジウムでは太下義之氏（三菱
UFJリサーチ＆コンサルティング、経済・社会政策部兼芸術・文化政策センター主席研究員 / センター長）による
講演の他、2014 年の東アジア文化都市事業の成果発表が横浜市などから行われた。

引き続き、3 月 29 日には青島市でのオープニングイベントと式典・シンポジウムが行われた。シンポジウムでは中
国の専門家 2 名による基調講演に続いて 2014 年東アジア文化都市の事業成果について、泉州市（陳恵平 泉
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州市文化広電新聞出版局副局長）、横浜市（中山こずゑ 横浜市文化観光局長）、光州広域市（蔡永鮮 光州
広域市文化都市政策官）の 3 氏が、さらに 2015 年東アジア文化都市の事業内容について、青島市（ラウン・シ
ン 青島市副市長）、新潟市（浜田栄治 新潟市副市長）、清州市（尹在佶 清州市副市長）が発表を行い、
2015 年事業の内容とともに、今後の課題として、東アジア文化都市の連携を継続するための協議体の組織や国か
らの支援について提案があった。

５）東アジア文化都市事業の背景と特徴
1985 年に始まった「欧州文化首都」European Capital of Culture は 2000 年に迫った本格的な欧州統合と

通貨統合を前にして、EU 市民としての共通のアイデンティティの形成と、持続的発展の単位としての都市の固有性
を再認識する目的をもって進められたものであり、当初は毎年 1 都市が選ばれ、2000 年には一挙に 9 都市が選ば
れて、1 年間に亘って多様な文化イベントを展開した。以後は、毎年 2 都市が選ばれており、都市文化の多様性
を互いに競い合うこととなった。

約 30 年に亘る事業の展開の中で、文化芸術の創造性を活用して新産業や雇用が生み出されることによって都市
経済の再生や、移民などの社会包摂においても成功事例が生まれ、これらが、「創造都市」Creative Cityとして
世界中から注目されることになった。アメリカでは R. Florida が The Rise of the Creative Class を 2002 年に出
版して話題を集め、創造都市論は欧州から北米、そしてアジアにまで普及した。

世界的な広がりの中で 2004 年には、ユネスコが創造都市ネットワークを提唱して、東アジアでも日本、中国、
韓国において 2014 年 12 月までに 19 都市がユネスコ創造都市ネットワークに加盟することになった。

このように、文化都市や創造都市が注目される背景には、グローバル化と知識情報経済化の中で都市経済の基
盤が製造業から創造産業に移行してきたことが挙げられる。すでに、欧州や北米では自動車や造船、鉄鋼業などの
産業が衰退して都市経済が破綻する事例が生まれて、創造産業や文化産業による都市再生の関心が特に強まって
いたのである。

日本、中国、韓国はいずれも第 2 次大戦後の高度経済成長を経験して、製造業が成熟し、創造産業への関心
が徐々に高まっていた。また、相互の経済交流が進み、東アジアが市場としても急速に大きくなり、相互依存関係
が深まってきたことが背景として挙げられる。「欧州文化首都」を推進するEU の存在と比較すると、「東アジア文化
都市」を推進する日中韓 3 国の間にはいくつか乗り越えるべき壁が存在するが、近い将来、文化産業、創造産業
においても東アジア市場は大きな発展可能性も持っているといえよう。

東アジア地域は、歴史上、一時的な争いの時期もあったが、長期的に見れば互いの文化から学びあい、欧州や
アメリカなど地球上の他地域とは異なる独自の東アジア文化を醸成し、発信して人類の発展に貢献してきたといえよう。

特に、自然を征服して物質的豊かさを追求してきた西欧文明とはことなり、自然の脅威を受け入れ、自然と共生
する思想や哲学を東アジア文明は育んできたといえよう。こうした思想や哲学は、東アジア文化都市の共通の土壌
であり、互いの交流の基盤となるものであるといえよう。同時に、地球環境に過大な負荷をかけることなく、地球社
会の持続的発展に貢献する都市モデルを構築するものであると思われる。

それゆえ、東アジア文化都市が、互いの文化を尊重しあい、平和と共生、環境保全型の持続的な都市発展のモ
デルとなり、リーダーとなるべきであると考えられる。

NPO 法人都市文化創造機構
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国内・海外の取組に関する情報収集

（３）文化芸術創造都市事業の推進に関する自治体アンケートの実施
「平成 22年度・文化芸術創造都市事業の推進に関するアンケート」（以下、平成 22年調査）以降、自治体にお
ける文化芸術創造都市事業の推進がどのように行われてきたかを把握すること、並びに今後、文化芸術創造都市
事業を推進しようとする自治体に対し、先行した活動・取組の情報提供を行うことを目的に実施した。

対象： 	 調査対象は、平成 26 年 10月末時点で創造都市ネットワーク日本（以下、CCNJ）に参加している
43自治体（広域自治体を含む）、及びCCNJに参加していないがこれまで文化庁長官表彰を受けたこ
とがあるか、又はモデル事業に選定されたことがある11自治体。

実施時期と方法：	平成 26 年 11月1日から11月30日までの間に、電子メールと郵便による調査票の送付と回
収を行った。

回収状況： 	計 54自治体に配布し、33自治体から回答があった。ただし回答の内、1自治体は「現時点では
回答を持ち合わせていない」というものであり、したがって有効回答数は32自治体・有効回収率は
59.3％。

分析結果：添付資料を参照のこと

（4）CCNJ参加自治体取組一覧の作成
加盟団体の取組概要について、情報共有を行い、CCNJの紹介等に広く活用するために実施した。

対象： 	 全加盟団体（自治体、一般団体含む）
回収状況： 加盟自治体 :47（全加盟団体）、一般団体 :11
取組一覧： 加盟自治体 添付資料を参照のこと

 一般団体 http://ccn-j.net/activity/pdf/CCNJ_members_activity.pdf 参照のこと
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第 3 章 会議、研修の実施

1）創造都市政策セミナー「芸術祭と創造都市」
日 程 : 平成 26 年 8月8日 ( 金 ) 14 時 30 分〜 18時
会場 : 北海道大学構内 ファカルティハウス エンレイソウ
主催 : 文化庁、創造都市ネットワーク日本 (CCNJ) 
共催 : 札幌市
参加者数 : 約 84 名
< 基調講演 講師 > 青柳 正規氏（文化庁長官）
	 北川 フラム氏（株式会社アートフロントギャラリー代表取締役会長 /公益財団法人福武財団常任理事）
<モデレーター > 佐々木 雅幸氏(同志社大学経済学部特別客員教授/文化庁文化芸術創造都市振興室室長)
< パネリスト>	 田邊 俊一氏 ( 横浜市文化観光局創造都市推進課トリエンナーレ係長 )
	 山出 淳也氏 (NPO法人 BEPPU PROJECT 代表理事 /アーティスト)
	 酒井 裕司氏 ( 札幌市市長政策室創造都市推進担当部長 )

はじめに青柳文化庁長官より、主催の挨拶とともに、地方の地域おこしが日本社会全体にとっていかに重要で
あるかを主題として、金沢市などの具体例を添えながら創造都市の取組に関する基調講演が行なわれた。その後、
開催地である札幌市上田市長より挨拶が行われ、「芸術祭の期間中に創造都市の政策セミナーという企画が、こう
して札幌で持たれるということになり本当に嬉しく思ってございます。資源収奪的な経済から創造的な経済へ私達が
歩んでいく一歩にできれば」と今後の展望が述べられた。
次に、北川フラム氏より「芸術祭と創造都市」と題して、越後妻有（新潟県十日町市・津南市）で開催されている「大

地の芸術祭」を事例に、芸術祭が地域に起こし得る影響や効果について解説された。生活実感の持てる「集落」
という単位にこだわることで、その土地での生き方暮らし方に焦点をあてることの重要さ、東アジア連携の可能性に
ついて取組の写真を交えながら語られ、ノウハウと情熱がこもった過去 20年に渡る実例の数々に、参加者も集中し
て耳を傾けた。
次のプログラム「パネルディスカッション」では、パネリストがそれぞれのまちでの「芸術祭」について、紹介を行っ

た。最初に田邊俊一氏が、創造都市政策のリーディングプロジェクトとして位置づけられている「横浜トリエンナーレ」
について紹介した。2001 年の初開催から、今年度までを振り返り、運営体制、資金面などの様々な課題をどのよ
うにクリアしてきたのか、政策の展開方法について解説された。

次に、パネリストでは唯一の民間関係者として、温泉で有名な大分県別府市から駆けつけられた、山出淳也氏に
よって、民間の力で展開してきた別府での「アート×まちづくり」について紹介された。芸術祭をはじめ、大分県と
してのブランディングプロジェクトや、商店街近くの高架下スペースの活用によるアーティスト支援など、地域の住民
たちと作り上げてきたプロジェクトによるまちの変化について言及した。
最後に、開催地札幌市の酒井裕司氏より、創造都市さっぽろの経緯やユネスコ創造都市ネットワーク、そして、

札幌国際芸術祭２０１４について紹介。創造都市を軸に多くの有識者・市民の声を取り入れながら進めてきた政策
が、札幌での芸術祭に繋がるまでの経緯を解説された。
発表の後、モデレーターの佐々木雅幸氏とともに、それぞれの取組の課題や、取組にかける情熱の源泉とはなにか、

などの意見が交わされ、「来年の創造都市政策セミナーはぜひ大分で !」という宣言も飛び出した。最後に、青柳
文化庁長官より、文化庁としても応援を続けていくと表明し、閉会した。

※シンポジウム当日の視察ツアーでは、札幌国際芸術祭の視察が行われた。
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2）創造農村ワークショップ「創造農村と文化景観ツーリズム」
日程 : 平成 26 年 8月10日（金） 9時 30 分〜 12時 30 分
会場 : 東川町地域交流センター 多目的室
主催 : 文化庁、創造都市ネットワーク日本（CCNJ）
共催 : 東川町
参加者 : 61 名
< 基調講演 講師 > 敷田 麻実氏
	 	 （北海道大学観光学高等研究センター教授）
< モデレーター > 野田 邦弘氏 （鳥取大学地域学部地域文化学科教授）
< パネリスト>	 浜田 哲氏（美瑛町長 /「日本で最も美しい村」連合会長）
	 貝沼 航氏（株式会社明天 代表取締役 /テマヒマうつわ旅 主宰）
	 松岡 市郎氏（東川町長）

敷田麻実氏より、「創造農村とツーリズム: 都市と農村の新たな関係を創る」と題し、基調講演が行なわれた。
まず観光、ツーリズムの意味と都市と農村の関係性の解説があり、クリエイティブツーリズムによる創造農村という
提案が述べられた。具体的な事例や、創造農村を主体としたツーリズムとするために注意点に触れ、地域資源を活
用するためのナレッジマネジメントの重要性が語られた。
次のプログラム「パネルディスカッション」では、パネリストが自身のまち、または事業の取組について紹介を行った。
最初に浜田哲氏が美瑛町と「日本で最も美しい村」連合の取組について語った。「日本で最も美しい村」との出

会いから発足まで、そして「小さな輝くオンリーワンを持つ農山村が自らの地域に誇りを持って自立する」という理
念に基づいた広域的な活動が紹介された。
次に民間の立場から地元工芸の会津漆器の振興を行なう貝沼航氏が、その魅力と直面する課題を見つめ、試行

錯誤しながらも、終止現場に密着した活動を熱く語られた。この活動が工芸品を使う人に魅力を伝えるだけでなく、
作る人にも誇りをもたらすことができるという側面に言及し、後の質疑応答では可能性を感じた参加者からも多くの
質問・意見が交わされた。
最後に地元東川町の松岡市郎氏が、「写真文化首都」を宣言した経緯や「それぞれ得意な分野を東京から地方

に」という熱い想いを語った。その他写真だけに留まらないオリジナリティ溢れる取組が紹介され、「人口増加」と
いう目に見える効果をもたらしたこれらの取組に、参加者の関心が集まった。
それぞれの発表の後、ファシリテーター野田氏の解説や一般質問を交えながら、地方にこそ残る固有の価値や

文化に焦点をあてた、これからの観光のあり方、またまちづくりの進め方について掘り下げた議論が行なわれた。最
後に野田氏が、個々の地域のまちづくりを進める上で、「交流・ネットワークといったものがキーワードになる」と、
その重要性を語り、閉会した。

※シンポジウム前日の視察ツアーでは、東川町国際写真フェスティバル「写真の町東川賞受賞式」への参加や、上水道の存在しない
まち東川町の水源である「大雪旭岳源水」の視察が行われた。

3）創造都市ネットワーク日本（CCNJ）自治体サミット
「東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機とした創造都市・創造農村の更なる発展」
日程 : 平成 26年 10月31日（金） 13時〜 17時
会場 : 横浜シンポジア（横浜市中区山下町 2 産業貿易センタービル9F）
主催 : 文化庁、創造都市ネットワーク日本（CCNJ） 共催 : 横浜市
参加者 :150 名
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プログラム
■挨拶 : 青柳 正規氏（文化庁長官）/林 文子氏（横浜市長）
■第 1 部 : 基調講演
佐々木 雅幸 氏（同志社大学経済学部特別客員教授 /文化庁文化芸術創造都市振興室長 /創造都市ネットワー
ク日本（CCNJ）顧問）
■第 2 部 : 首長サミット
「東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機とした創造都市・創造農村の更なる発展」を主テーマに、2
グループに分かれ、それぞれのサブテーマに沿った議論を行った。
◎サブテーマ 1 「文化景観や資産を生かした創造都市・創造農村の発信とCCNJ の役割」
< 登壇者 > 
榎本 正規氏（鶴岡市長）、山野 之義氏（金沢市長）、酒井 隆明氏（篠山市長）、仲川 げん氏（奈良市長）
<ファシリテーター> 太下 義之氏（三菱UFJリサーチ&コンサルティング芸術文化政策センター主席研究員/センター長）
<コメンテーター > 熊倉 純子氏（東京藝術大学音楽環境創造科教授）
◎サブテーマ 2 「現代の文化芸術の国際発信」
< 登壇者 > 
上田 文雄氏（札幌市長）、関口 芳史氏（十日町市長）、門川 大作氏（京都市長）、林 文子氏（横浜市長）
<ファシリテーター > 熊倉 純子氏
<コメンテーター > 太下 義之氏
<まとめ> 青木 保氏（国立新美術館館長 /創造都市ネットワーク日本（CCNJ）顧問）
■創造都市ネットワーク日本 自治体サミット 宣言：山野 之義氏（金沢市長、CCNJ 代表）

 青柳文化庁長官、横浜市長の挨拶にはじまり、第一部では、佐々木雅幸氏による基調講演「創造都市と東ア
ジア文化都市」が行われた。東アジア文化都市の取組の経緯や、カルチュラルオリンピアードとして成功を収めたロ
ンドンオリンピックの事例が紹介されるなど、創造都市のこれまでの潮流を振り返った。また、創造都市ネットワー
クの今後の展望として、その役割と重要性が語られ、創造都市の多層的ネットワークが広がる中で、創造的アジア
への展望を語られた。
第二部の首長サミットでは、テーマ別に2グループにわかれ、ディスカッションが行われた。
第一グループでは、「文化景観や資産を生かした創造都市・創造農村の発信とCCNJの役割」をテーマに、榎

本正規氏、山野之義氏、酒井隆明氏、仲川げん氏が登壇された。2020 年、東京オリンピック・パラリンピックを
契機に世界の人が日本を訪れる際に、東アジアの中の日本として、文化をどう伝えることができるか、それぞれの都
市の魅力を紹介しつつ、今後の取組について語られた。
休憩を挟んで、第二グループでは、「現代の文化芸術の国際発信」をテーマに、上田文雄氏、関口芳史氏、門

川大作氏、林文子氏が登壇された。これまで既に芸術祭に取り組んでいた都市、今年芸術祭を開催した都市、来
年新たに開催する都市が一同に会し、国際芸術祭を継続実施していくことの意義やまちづくりにおける影響力につい
て語られた。
首長サミットのまとめとして、各都市の創造都市活動に関する総括が青木保氏より行われた。
最後に、山野之義氏より、「創造都市ネットワーク日本 自治体サミット宣言」が提案され、参加団体、参加者

一同により承認され、「2020 年に日本が『世界の文化芸術交流のハブ 』となる」という目標に向けて、ネットワー
クを広げるとともに、文化芸術活動を強力に推進していくことが宣言された。
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創造都市ネットワーク日本 自治体サミット 宣言
2020 年のオリンピック・パラリンピック競技大会が東京で開催されることが決定しました。オリンピック憲章では「文化プロ

グラム」の実施について定められており、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会は、文化芸術活動においても、日
本全体の取組を一層加速する、重要なきっかけになると考えています。

「創造都市ネットワーク日本 自治体サミット」では、東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機として日本のプレゼン
スを高めていくために、世界に誇る日本の文化的な景観や資産を活かしたまちづくり及び日本各地で行われている芸術フェスティ
バルを積極的に世界発信していくこと、創造都市ネットワーク日本はそのプラットフォームとして機能していくことの重要性を確認
いたしました。

この会議に参加した文化庁、自治体、NPO 等団体及び参加者は、「2020 年に日本が『世界の文化芸術交流のハブ』となる」
という目標に向けて、ネットワークを広げるとともに、文化芸術活動を強力に推進していくことをここに宣言します。

平成 26 年 10 月 31 日
文化庁長官 青柳 正規
創造都市ネットワーク日本 自治体サミット
首長サミット登壇都市

札幌市長 上田 文雄
鶴岡市長 榎本 政規
横浜市長 林 文子
十日町市長 関口 芳史
金沢市長 山野 之義
京都市長 門川 大作
篠山市長 酒井 隆明
奈良市長 仲川 げん

参加団体・参加者一同

４）クリエイティブ cafe （文化庁文化芸術創造都市振興室）
「関西でまちづくり、文化や産業などの様 な々分野で、悩みを抱えながら、現場で日々奮闘している人たちが集まり、
自由に語り、聴くことを丁寧に積み重ね、新たな創造へつなげるプラットフォームを形成し、課題の解決を目指すもの」
をコンセプトとして、市民、行政・NPO、学生等多様な立場で文化、芸術、産業等にかかわる“人 ”と“ 人 ”と
が交流し、対等な立場で議論することにより、創造的な課題解決のできるアイディアの醸成と人材の育成につなげる
ことを成果目標として実施された（主催：文化庁文化芸術創造都市振興室）

①「アーツカウンシルの役割について考える」
日程 : 8月27日（水）18時 30 分〜 20時 30 分
会場 : 大阪府立江之子島文化芸術創造センター［enoco］
講師 : 佐藤 千晴氏（フリージャーナリスト、

   大阪アーツカウンシル 統括責任者）
参加人数 : 41 名（定員40名）

③「京都におけるクリエイティブ産業の可能性について考える」
日程 : 12月15日（月）18時 30 分〜 20時 30 分
会場 : 京都芸術センター「ミーティングルーム2」
講師 :白須 正氏（京都市産業戦略監）、

  齋藤 茂氏（㈱トーセ 代表取締役社長兼C.E.O.）
参加人数  : 46 名（定員50名）

②「文化×産業でクリエイティブになる?」
日程 : 10月16日（木）18時 30 分〜 20時 30 分
会場 : 京都芸術センター和室「明倫」
講師 : 後藤 和子氏（摂南大学経済学部教授）
参加人数 : 34 名（定員30名）

④「現代芸術祭の意義について考える」
日程 : 3月20日（金）18時 30 分〜 20時 30 分
会場 : 京都芸術センター「フリースペース」
講師 : 椿 昇氏（現代美術家 /京都造形芸術大学教授）
参加人数 : 45 名（定員40名）
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第 4 章 CCNJ ウェブサイトの運営

１)ウェブサイト情報発信力の充実
CCNJの情報発信力の強化のため、ウェブサイト（http://ccn-j.net/ ）およびCCNJ 公式 Facebookページ（ 

https://www.facebook.com/CreativeCityNetworkofJapan 以下、Facebook ページ）の運営を行った。文
化芸術創造都市推進事業として実施した創造都市政策セミナー（8月・札幌市）、創造農村ワークショップ（8月・
東川町）、創造都市ネットワーク日本自治体サミット（10月・横浜市）について、昨年度までと同様にウェブサイト
およびFacebookページにて告知・広報を実施し、各セミナーの集客へと繋げた。CCNJ 公式 Facebookページ
への投稿に対するリーチ数は、通常 400 ～ 600 人程度（※１）であったが、上記セミナーの告知投稿においては、
いずれも1,800 人を上回り記録し、閲覧者の関心の高さが際立った。

表 1 Facebook ページへの投稿のうち、リーチ数 1,000 位上の投稿一覧

投稿日 投稿内容（冒頭文の一部のみ）
リーチ数（人）

※ 2
表示回数（回）

※ 3
2014/10/21 山形市が映画分野でのユネスコ登録を目指していることが

朝日新聞デジタルに掲載されています。（～省略）
1,910 4,553

2014/9/30 【お知らせ】 創造都市ネットワーク日本（CCNJ）自治体サ
ミット開催のお知らせ（～省略）

1,853 4,545

2014/12/1 浜松市は平成 26 年 12 月 1 日に「ユネスコ創造都市ネッ
トワーク」へ音楽分野で加盟しました。（～省略）

1,829 4,413

2014/7/15 【イベント】夏の北海道にて連続開催！創造都市政策セミ
ナー＆創造農村ワークショップのお知らせ（～省略）

1,818 4,783

2015/3/25 横浜市の指定有形文化財である旧関東財務局について、創
造産業の集積を推進し、（～省略）

1,798 4,236

2014/9/3 横浜・象の鼻テラスを拠点に、創造的な街づくりを推進す
る世界各地の港町との（～省略）

1,770 5,562

2014/10/31 本日の自治体サミットにて「創造都市ネットワーク日本
自治体サミット 宣言」が採択され、（～省略）

1,507 4,275

2014/11/4 CCNJ 自治体サミットの様子が NHK（首都圏）で放映され
ました。（～省略）

1,506 3,724

※ 1 2014 年 7 月 15 日～ 2015 年 3 月の平均リーチ数 648 人。リーチ数 1,000 以上の投稿を省いた場合の平均リーチ数 496 人。
※ 2 ユニークユーザー数と同義。
※ 3 インプレッション数と同義。

創造都市政策セミナーおよび創造農村ワークショップ告知時には、創造都市ネットワーク日本名義でのプレスリ
リースを実施し、253 件のメディアに同リリースが配信された。自治体サミット告知時には、横浜市と連携しプレスリ
リースを実施した。

ウェブサイトには、CCNJに加盟している自治体名を一覧として記載するだけでなく、自治体の特徴や、創造都市
に関連する取組概要を画像とともに紹介することができるプロフィールページと、団体独自の情報発信機能が設けら
れている。昨年の総会以降に新規加盟した自治体のプロフィールページを同様の様式にて追加した。また、すでに
加盟済みで、まだページが作成されていなかった自治体には、再度原稿提出を促し、プロフィールページの充実を図っ
た。自治体以外の団体については、昨年まで上記のような紹介ページが設けられておらず、各団体の自社ウェブサイ
トに直接リンクされていたが、機能拡充を行い、自治体以外の団体も、専用のプロフィールページおよび、お知らせ・
イベント投稿機能を設けられる仕様に改善した。ページの追加を行った団体は、自治体、自治体以外の団体を含めて、
計 26団体（次ページ）である。
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■自治体 （16）※自治体コード順
東川町、山形市、取手市、草加市、長浜市、草津市、
守山市、甲賀市、真庭市、尾道市、大分市、埼玉県、
滋賀県、兵庫県、徳島県、大分県

■自治体以外の団体（10）※50音順
公益財団法人岡山シンフォニーホール、公益財団
法人音楽文化創造、滋賀次世代文化芸術センター、
NPO法人駿河地域経営支援研究所、大道芸ワー
ルドカップ実行委員会、NPO法人都市文化創造機
構、一般財団法人日本ファッション協会、一般社団
法人ノオト、公益財団法人びわ湖ホール、公益財
団法人横浜芸術文化振興財団、

２)モバイル表示最適化対応
CCNJウェブサイトへのアクセスは、約３割がモバ

イルおよびタブレット端末よりアクセスされているもの
の、表示最適化が行われていなかったため、直帰
率は約 80%と高い状態であった。これに対し、モ
バイルおよびタブレット端末でアクセスした場合に、
より閲覧のしやすいレイアウトで表示されるよう表示
最適化対応を行った。結果、モバイルおよびタブレットの直帰率は平均 69%まで改善した。

３)今後の課題
・加盟団体からの情報発信頻度の向上

平成 26 年度末で加盟している47自治体・18 団体のうちプロフィールページを作成したのは、44自治体・10
団体であり、さらに一度でもお知らせ・イベント等の記事を更新している自治体・団体数は12に留まっているため、
より積極的な情報発信を促進するための対応（操作案内、投稿記事の紹介等）を継続して実施していく必要がある。
・英語コンテンツの一層の充実もしくはサイトの多言語対応

2020 年東京オリンピック・パラリンピック文化プログラム開催を見据えて、英語コンテンツの充実、掲載内容の
多言語化対応が求められる。各自治体が、更新するイベント情報を都度翻訳して掲載することは、情報発信の頻度
を下げる要因ともなるので、まず第一ステップとして簡易的に自動翻訳機能を追加実装するという対応が考えられる。
・セミナー、ワークショップの動画アーカイブ

事業の一環として実施している各種セミナー、ワークショップについては、開催後に要約を作成・公開しているが、
その場で発表された内容全てを集約することは困難なため、今後の情報発信・蓄積の方向性として、動画アーカイブ、
ストリーミング配信といった手法が求められる。

図 1 参加団体一覧（トップページ） 図 2 モバイル版表示
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添付資料 第 1 章 関係

創造都市ネットワーク会議（総会）

開催地挨拶 金沢市長 山野之義氏
金沢市へようこそいらっしゃいました。心より歓迎をいた

します。本日は文化庁の青柳長官、顧問の佐々木先生にも
お越しいただきました。心から感謝を申し上げたいと思いま
す。この CCNJ、創造都市ネットワーク日本ですけれども、
設立から 2 年がたちました。そして 47 自治体、18 一般
団体・個人会員のネットワークに広がりました。大変心強
く思っております。そして今年 5 月、ユネスコ創造都市ネッ
トワーク会議が日本で初めて、この金沢で行われます。是非、
この CCNJ の皆さま方のお力添えをいただき、その会議を
成功させることによって日本中に創造都市の名前を広げて
いければと思っています。

みなさんのお手元にはないのですが、これは金沢市の水
です。おそらく、皆さまの自治体にもペットボトルにして販
売されている所もたくさんあるかと思いますが、これは少し
変わっていますよね。金沢の伝統工芸で加賀手毬というの
があります。前田家の三代藩主利常公に、珠姫という徳川
2 代将軍の子どもが嫁いできた時、遊び道具として持って
きた手毬が、加賀手毬としてずっと伝統工芸として残ってい
ます。その加賀手毬をイメージしたデザイン。金沢美術工
芸大学の女子大生がデザインをし、それを採用してペットボ
トルとして販売しています。可愛らしいでしょ、色も 4 種類
ある、水も美味しい、文化的、でも不便なのです。鞄に入
れるとなると、かさばります。冷蔵庫のドアポケットにも入
らない。僕はいつも言うのです。文化と言うのは不便なも
のだ。これが便利だったら、機能的だったら、さらに機能
性を求められて、一般的な形になってします。不便というの
は語弊があるかもしれませんが、機能性を必ずしも求めら
れないところが、おそらく文化として残っていくのだと思い
ます。ただそうは言っても、我々の生活と全く乖離してしまっ
たら、おそらくどこかで途切れてしまう。不便でありながら、
我々の生活で接点を持っているからこそ、文化庁長官の前
で文化論を言うのもおこがましいところですが、文化として
残っているのではないかと思います。

その積み重ねが文字通り文化じゃないかと思っています
し、それぞれの都市の文化を大切に磨き高めていくことが、
都市のブランドを高めていくことになると思います。創造都
市ネットワークの仲間として、お互いを刺激しあって、個性
を再確認して、その個性にさらに磨きをかけようという仲間
が集まった会だと思っていますし、その刺激を得ながら、い
いまちをつくっていければと思っています。本日はどうもあ
りがとうございました。

文化庁挨拶 文化庁長官 青柳正規氏
本日の総会にあたり準備にあたってこられた、一般社団

法人ノオトの皆さま、創造都市ネットワーク日本（CCNJ）
の顧問である佐々木先生、今年度の CCNJ の代表幹事団
体であり、本総会の開催都市でもある、山野市長をはじめ
金沢市の皆さま、本日のためにお越しくださった CCNJ 加
盟の皆さま、その他多くの皆さまのご尽力に、感謝を申し
上げます。

皆さまよくご存じかと思いますが、現在政府でも、「ま
ち・ひと・しごと」という地方創生の政策が、国にとって
の最重要政策のひとつであり、政府全体が地域おこしに取
り組んでおります。小規模の町や農村の疲弊が大きいこと
は、私が言うまでもないと思います。例えば、富山県に下
村という地域がございます。10 年くらい前の統計では、こ
の地域は、2000 人くらいの人口がおり、250 家族くらい
の農業を携わっている方々がいらっしゃいますが、専業農
家はたった 1 件で、第 1 種兼業農家も 17 件しかございま
せん。後の方々は第 2 種兼業農家であり、農村であった所
も、構造的に変わってしまっています。そういう所で、年中
行事を調べると、村を挙げての年中行事が 25くらいあり、
そのうち 16 から 17くらいが農耕儀礼としての年中行事で
した。ところが、その地域のコミュニティの核としての役割
を兼ねていた農業の役割が変質するとともに、農耕儀礼と
しての年中行事も変質、もしくは消滅していっております。
つまり、経済的、社会的な構造変化により、日本で非常に
重要な役割を果たしてきたお祭りなどの文化も、形が変わっ
てきています。一方で、下村の伝統行事ではなかった、3
月 3 日のお雛様や、5 月 5 日の端午の節句などが取り入れ
られていって、それが非常に盛んに催されるようになってい
ます。コミュニティという地域におけるまとまりを持つため
には、お祭りなどの文化が必要なわけですが、その文化は、
新しい社会構造や経済構造に対応したものになっていなけ
ればならない。その部分をどうしていくかが、文化芸術の
持つ創造性で地域を活性化するという、文化芸術創造都市
の取組を推進するCCNJが担っている部分だと思われます。
よき伝統を残しながら、新たに構造的に変わる部分に対応
した文化を生み出していくといった取組を推進することで、
ようやく、日本の様々な地域が活性化していくのだと思いま
す。

そして第 2 に、1970 年代、80 年代の高度成長、バブ
ルが起こった時によく言われましたが、「日本はものづくり
に優れている国だから、GDP が世界 2 位にまでなっていっ
た」と言われていることについて、実は、正確にはそうでは
ないのではないかと考えております。第 2 次世界大戦が終
わった時の我が国の人口は 7200 万でした。それが 1980
年くらいには、4000 万人以上増えて、1 億 1 千万を超え
ている。つまり、昭和 20 年に比べると 5 割以上の人口増



23

添付資料 創造都市ネットワーク会議（総会）

があったから GDP が増えているのです。現在、中国やイン
ドでも、人口が増えているから GDP が増えている。逆に言
えば、2030 年には、1000 万人程度人口が減っているだ
ろうと考えられています。つまり、毎年 60 万人くらいの人
口が減っていくわけです。60 万人が減るということは、一
人の生涯所得を 2 億 5000 万とすると、毎年 600 億円、
単純決算すると、15 年間で、2.5 兆円とか 3 兆円くらい
が物理的に減っていくのです。そうなると、経済の縮小に
向かっている我が国で、個々の人々の生活のクオリティをど
う維持するかが、今後の豊かさの指標として一番重要であ
ると思われます。このクオリティを維持するのは、まさに文
化をどれだけ充実するかにかかっています。人口減により我
が国の GDP が縮んでいくと思われますが、その時に、我々
が日本に住んでいる幸せや安全を実感し、満足度を維持し
高めていくには、いかに文化を充実させるかではないでしょ
うか。

先ほどお話を聞いていましたが、この金沢市は、ナンシー
（Nancy: ナント市）と姉妹都市であります。私は、ナンシー
に 2~3 度行っておりますが、そこは、いわゆるアール・デ
コで大変有名なところです。町中に、曲線を使った素晴ら
しいアパートや銀行があるところで、しかも、周りがシャン
パンを作る地域なので、大変に豊かな所です。そこにシャ
ンパンのオーナーであった人に注文されて、画家の藤田嗣
治が晩年の頃に短期間で描き上げた絵がある、教会のよう
な小さい建物があります。ナンシーのような素晴らしいまち
と協力しながら、お互い文化というものを認め合って、それ
を軸に街の活性化を図っていらっしゃる金沢市に尊敬を申
し上げると同時に、この創造都市、またナンシーにしても、
グラスゴーにしても日本の金沢、横浜にしても、まちの政策
を主導する首長さんのイニシアティブというものが非常に重
要な役割をしていると感じております。そういう意味で、金
沢市では、山野市長が先陣をきっているので大変心強いで
す。現在日本では、様々な地域おこしが行われていますが、
CCNJ ほど勢いがあって、実際に様々な活動が行われてい
る組織はなく、日本の一番先陣をきっているのではないか
と思います。そういう意味で、もっともっと勢いをつけて、
広がりを持った活動になることをお祈りし、私の挨拶とさせ
ていただきます。どうもありがとうございました。

顧問挨拶 佐々木雅幸氏
皆さま、こんにちは。佐々木です。このネットワークとい

うのは日本の国内で進めているものですが、実はユネスコ
がグローバルなレベルで創造都市ネットワークを進めており
ますし、アジアにおいては昨年から日本と中国と韓国の間
で東アジア文化都市という形で事業を展開しまして、ちょう
どグローバルと、広域とナショナルと 3 つのレベルでのネッ
トワークでムーブメントが揃ってきた。改めて大きな節目に
立っていると思うわけです。1 月にユネスコ本部に行って、
いろいろ議論をさせてもらいましたが、昨年度 12 月の 1
日に新規の加盟国が発表され、現在世界 32 か国で 69 都
市という形まで発展しています。この中にはこれまで比較的
関心の薄かったドイツが一気に 3 都市入りましたし、その
中でもハイデルベルクとハノーバー等、有名な都市が入り
ました。それからスペインでもビルバオが今頃入ってきたか
と。アジアでは景徳鎮、ビックネームですよね。クラフトの
分野では全世界に影響を与えたような景徳鎮が入ってくる
ということで、内容面でもこれからかなり充実してくると思
います。日本も最初は名古屋と神戸の 2 都市が 2008 年
に加盟をして、次いで 2009 年に金沢が入ったと。その後
しばらく3 都市のままだったのですが、一昨年、昨年と相
次いで札幌と浜松と鶴岡が入った。ユネスコの場合は 7 つ
のジャンルを設けているのですが、7 つのジャンルの 5 つま
でこの 6 都市でまわるという形になってきまして、これは世
界で見ても相当なレベルだというところですね。尚且つユネ
スコの方から見て日本の国内に創造都市ネットワーク日本
というものがあって、しかも 23 自治体で出発したものがわ
ずかの期間の間に 47 と、倍増しているわけです。この調
子でいきますと 2020 を目途に 170という目標を掲げてい
るわけだけれど、この勢いは持続されればこういったことも
可能だと思うわけですね。

今度は数だけではなく、質の面でも創造都市として相応
しい、高い目標を掲げる都市が出てきてほしいと思います。
幹事団体の長として横浜が先陣をきり金沢が今引き受けて
くださっているわけですが、是非この金沢の後、我が自治
体こそ引き受けたいという所が次 と々出てきてくださればと
思います。それから今日は北海度の東川と札幌、東北、関
東、中部、関西、四国、九州、あと沖縄が無いのです。先々
週沖縄に行って講演してきたけれど、是非沖縄でも、どこ
かにネットワークに入っていただいて、文字通り全国的な広
がりを持つものにしていきたい。是非いろんな機会を通じて
皆さま方も働きかけをしていただきたいですね。

それから 2 月 9 日に八戸にいきまして、八戸は昨年度の
文化庁長官表彰を受けたところで、その記念のシンポジウ
ムに、本来なら長官がいかれるところ、私が代わりに行っ
てきたのですが、やはり東北の場合、震災復興の中で物理
的な復興もそうだけれど、心の復興ということで、これから
いよいよ精神的な生活の充実だとか、日常生活の中に文化
がきちんと根付くような、そういう形の被災地における生活
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の向上というものが求められる。
とりわけネットワークを組んでいるのですから、もっと交

流を強めながら、被災された地域におけるネットワークの
影響を広めたいということで、これからの課題があるかとも
思っていたします。

昨年は札幌で政策セミナーを開催させていただいて、
札幌ではちょうど国際芸術祭が開かれた。昨年、横浜
は横浜トリエンナーレを開催された、それから BEPPU 
PROJECT が国東半島芸術祭をやっておられた。というこ
とで創造都市事業の中に国際的な現代芸術祭というものが
定着されて、2 年とか 3 年とかという形で継続的に開催さ
れていく。ということが進んできて、創造都市事業を継続的
に持続的に発展させる、その為に現代芸術祭というものが
継続的におこなわれ、そして担い手の人たちから、もっと
若い人たちが生まれてくるということが望ましいわけですが、
そういう意味で創造都市と現代芸術祭というようなネット
ワークの中における部会を作ったらどうかという意見も聞い
ております。考えてみると、我々が目標とするベネチアビエ
ンナーレは 100 年以上続けられているわけです、文化の運
動というのは先が長いです。持続的な取り組みになるので、
もちろん 2020 という東京オリンピック、パラリンピックの
成功も大切だけれど、もっと長期的な視点を持った取組と
いうことも併せて一緒にこれから考えていきたいと思ってお
ります。どうぞ、ますますの発展をされることを祈念しまして、
挨拶とさせていただきます。どうもありがとうございました。

議事
司会 :それでは、議事に入りたいと思います。議長の選出
ですが、事務局案として、金沢市都市政策局長の相川を指
名したいと考えております。- 承認ーここからの議事の進行
は、相川局長よろしくお願いいたします。

議長 : 相川氏 金沢市都市政策局長の相川でございます。
ここ金沢 21 世紀美術館で、創造都市ネットワーク日本総
会を行われる事に関しまして、文化庁、佐々木先生に感謝
を申し上げたいと思います。市長の話にもありましたけれど
5 月には創造都市ネットワークの世界会議を金沢で開催さ
せていただきます。改めてご案内をさせていただきますが、
いろいろな関連事業を含めて開催させていただく予定であ
ります。その際は3月14日に新幹線が開通いたしますので、
また新幹線でお越しいただける方もたくさんおいでになられ
るのではないかと思います。心よりお待ちしております。

ただいま議長に指名されましたので、これから議事をさ
せていただきますので宜しくお願いいたします。最初に、本
日の出席者数について、総数を事務局から報告願います。

事務局 : 橋本氏 事務局を担当しております、金沢市企画
調整課の橋本と申します。

本日の会議の自治体・団体・個人会員の出席者数につ

いてご報告します。
○自治体 27 団体
○自治体以外の団体 4 団体
〇個人会員 1 名

議長 :それでは、議案の審査に入りたいと思います。議案
書の方をご覧いただきながら進めさせていただきますが、
第 1 号議案 「平成 26 年度事業報告について」および第
2 号議案 「平成 27 年度事業計画について」、各議案につ
いて事務局から説明願います。

事務局 :議案についてご説明します。第 1 号議案、平成
26 年度事業報告についてございます。

平成 26 年 8 月 8 日に、創造都市政策セミナーを札幌
市で開催いたしました。テーマは「芸術祭と創造都市」で、
会場は北海道大学構内ファカルティハウス「エンレイソウ」
で、スクリーンに投影しているとおり、緑あふれる大学構内
の施設での開催となりました。

基調講演として、青柳長官、北川フラム様にご講演をい
ただき、横浜市創造都市推進課トリエンナーレ担当の田邊
係長、BEPPU PROJECT の山出代表理事、札幌市創造
都市推進担当部長の酒井担当部長からそれぞれの取り組み
について事例発表をいただき、佐々木顧問をモデレーター
としたパネルディスカッションを実施いたしました。

また、現地視察として、札幌市内各地を会場として開催
されていた札幌国際芸術祭の視察で札幌芸術の森美術館
を訪問しました。

ユネスコ創造都市ネットワークのメディアアート部門で登
録認定された札幌市ならではの作品や屋外展示、こちらの
展示は周囲に配置されたスピーカーからの音を用いた作品
で写真では伝わりにくいのですが、このような多彩な作品
を拝見することができました。

続いて、8 月 10 日に、創造農村ワークショップを東川町
で開催いたしました。テーマは「創造農村と文化景観ツー
リズム」で、会場は東川町地域交流センター多目的ホール
でしたが、この交流センターは、東川小学校と一体的に整
備をされた施設で、非常に開放感にあふれた施設でした。

佐々木文化庁文化芸術創造都市振興室長と松岡東川町
長にご挨拶をいただいた後、北海道大学観光学高等教育セ
ンターの敷田教授から「創造農村とツーリズム、都市と農
村の新たな関係を創る」と題した基調講演をいただきまし
た。

鳥取大学の野田教授をモデレーターとし、日本で最も美
しい村連合会長の浜田美瑛町長、テマヒマうつわ旅主催の
貝沼様、開催地の松岡東川町長によるパネルディスカッショ
ンを実施し、会場からも多くの質問が出るなど、非常に白
熱したワークショップになったかと思います。

ワークショップに先立ちまして、前日の 9 日に、東川町
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国際写真フェスティバルに参加いたしました。第 30 回写
真の町東川賞授賞式や、同賞受賞作家作品展の鑑賞、街
中ではあらゆるところで写真展やイベントが開催されており
ました。また、自然豊かな東川町では全家庭が地下水でま
かなわれており、その水源である大雪旭岳源水にもご案内
いただきました。

10 月 31 日には、横浜シンポジアを会場に、創造都市ネッ
トワーク日本自治体サミットを開催いたしました。青柳長官、
林史子横浜市長のご挨拶の後、佐々木顧問から「東アジア
文化都市を契機としたネットワーク形成」と題した基調講
演をいただきました。
「東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機とし

た創造都市・創造農村の更なる発展」を主テーマとした首
長サミットを実施しました。セッションⅠでは、「文化景観や
資産を生かした創造都市・創造農村の発信と CCNJ の役
割」をテーマとし、三菱 UFJ リサーチ & コンサルティング
芸術・文化政策センター主席研究員 / センター長の太下様
がファシリテーターをつとめ、榎本鶴岡市長、酒井篠山市
長、仲川奈良市長、山野金沢市長によるパネルディスカッ
ションを実施しました。セッションⅡでは、「現代の文化芸
術の国際発信」をテーマとし、東京藝術大学音楽環境創
造科の熊倉教授がファシリテーターをつとめ、上田札幌市
長、関口十日町市長、門川京都市長、林横浜市長による
パネルディスカッションを実施しました。

また、休憩時間には、パネリスト登壇自治体から提供を
受けた名産品がロビーで振る舞われました。また、その名
産品は、各登壇者にもご賞味いただいております。

青木顧問から感想をいただいた後、このサミットを契機
に文化庁と創造都市ネットワーク日本（CCNJ）が文化芸
術創造都市をさらに推進していくことを「自治体サミット宣
言」として採択しました。

また、サミット後には、スマートイルミネーション 2014
船上視察として、横浜港クルーズを実施。参加自治体から
提供を受けたお酒などが振る舞われ、横浜の美しい夜景を
観賞しながら、深い意見交換が行われました。

また、開催中のヨコハマトリエンナーレ 2014 のチケット
をご提供いただき、視察も合わせて実施いたしました。

ここで、平成 26 年度の事業を共催した各自治体の皆さ
まから、一言ずつ頂戴したいと思います。

創造都市政策セミナー 札幌市 :山口氏
札幌市山口と申します。この度は文化庁の皆さま方、日

本の創造都市をリードする自治体、個人の皆さま方、セミ
ナーを設ける機会をいただきましたこと、誠に感謝を申しあ
げます。北海道の一番良い時期に東川町さんと連携して開
催できたことは、北海道に住む人間として嬉しく思っており
ます。

今回「芸術祭と創造都市」というテーマで開催させてい

ただいたものですから、ちょうど開催しております札幌国際
芸術祭の視察も行いました。国際芸術祭につきましては、
創造都市さっぽろの象徴的な事業として始めて開催したも
のでございますけれど、なにぶん札幌は広いものですから、
全部は見ていただくことはできませんでしたけれど、札幌が
取り組のもうとしております一端を感じていただけたものと
思っております。今後につきまして、夏の時期を見ていただ
きましたので、いつになるか分かりませんが、冬の札幌の
時期も大変良いものですから、そういう機会を今後も設け
ていただけるよう、札幌の創造都市を推進していければと
思っております。ありがとうございました。

創造農村ワークショップ 東川町 : 竹部氏
北海道、写真の町東川町から参りました、写真の町課の

竹部と申します。昨年は札幌市さんと連携をとらせていただ
きながら、創造農村ワークショップ第 4 回目を東川で開催
させていただきました。文化庁さまを始め事務局ノオトの皆
さまにお世話になって、無事に開催することができました。
写真の町は 1985 年に写真の町を宣言して、昨年ちょうど
30 年という節目の年を迎えたわけです。それに合わせて
東川で開催していただきたいと申し出をさせていただきまし
た。先ほど橋本さんの方からお話がありましたけれど、会
場であった「地域交流センター 多目的ホール」、ここは小
学校とくっついている施設であり、まだ小学校がオープンす
る前でありました。この創造農村ワークショップがこけらお
としになったというわけであります。この小学校は、平屋建
てでありまして、直線廊下が350mで全部の学年をまかなっ
ている、360 人くらいいる学校です。一直線の廊下が日本
一長い廊下ではないかということであります。教育も日本一
を目指して、力をいれているところであります。

経済の首都は東京、いろいろな機関も都市部に集まっ
ているわけですけれど、文化は地方でもいいのではないか
ということで、写真文化首都というものを昨年 3 月に議会
で議決をいただき、東川町は宣言をさせていただきました。
これは日本写真協会、日本写真家協会にもお話をさせてい
ただいて、今までそういったものを宣言したところは無いの
で、早いもの勝ちだよということで、全国で最初に写真文
化首都ということを宣言させていただきました。東川から写
真に関する情報発信を国内、国外にさらに広めていきたい
と思っております。昨年東アジアの地域とも写真で連携をと
ろうという事業も実施させていただきましたし、国内で写真
を核として、まちづくりや地域づくりをやろうという自治体、
団体と連絡協議会を設立させていただきました。横の連携
をとりながら、写真文化の発展に今後努めていきたいと思っ
ております。今後とも宜しくお願いいたします。

自治体サミット 横浜市 : 矢野氏
横浜市文化観光局創造都市推進部の矢野と申します。

10 月 31 日に横浜で開催させていただきまして、その際に
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は青柳長官、佐々木先生をはじめ、7 都市の首長さん、そ
して CCNJ の加盟団体の皆さまに多数おいでいただきまし
た。そこの中で創造都市ネットワーク日本の自治体サミット
という形で熱心な討議をしていただき、宣言という形でまと
まったことは非常に意義深いことだと考えております。

宣言の中に盛り込まれておりますように 2020 年にむけ
た大きな目標で、世界に向けて日本が文化芸術でハブになっ
ていくのだということは、まさに一都市で出来ることではな
いと考えております。ちょうど横浜で東アジア文化都市とい
う事業をやっておりまして、この事業は海外の都市とやっ
ていましたが、国内国外取り合わせながら、日本が世界に
対して文化芸術のハブになっていく、という心構えを打ち出
していったことは非常に素晴らしいことだと思っております。
またパネルの中にありましたけれど、当日たくさんの物品の
提供をいただきまして、誠にありがとうございました。

事務局 :引き続き、第 2 号議案「平成 27 年度事業計画
について」ご説明いたします。

創造農村ワークショップを、平成 27 年 8 月に新潟県十
日町市を会場とし、十日町市を共催として開催いたします。

創造都市政策セミナーを、平成 27 年 9 月に大分市を
会場とし、大分県を共催として開催いたします。

ネットワーク会議、総会になりますが、平成 28 年 2 月
に金沢市で開催いたします。

仮称となりますが、世界創造都市サミットを平成 27 年
5 月 25 日に金沢市で開催いたします。

また、これらの会合に加え、規約第 4 条に掲げる各事業
を必要に応じて実施いたします。

第 2 号議案「平成 27 年度事業計画について」は以上
です。

議長 :それでは、議案についての質疑・討論を行いたいと
思います。ご発言される場合には、挙手をお願いします。
ご発言の冒頭には、所属、肩書き、お名前をおっしゃって
いただきますようお願いいたします。いかがでしょうか。ー
ないようでしたら、議案の採決に入りたいと思います。

本ネットワークの規約第 10 条第 3 項の規定により、総
会にご出席の構成員の「過半数」をもって議決となります。
先ほど報告を受けたとおり、本日の出席数は 32 ですので、
過半数は 17 となります。なお、採決の方法については、
各団体代表 1 名及び個人会員の方の「挙手」にて行わせ
ていただきたいと思いますので、よろしくご協力お願いした
いと思います。

それでは、第 1 号議案「平成 26 年度事業報告について」
の採決を行わせていただきます。議案に賛成の方は、挙手
をお願いします。

ーありがとうございます。賛成多数ですので、第 1 号議
案は「承認」とさせていただきます。

続きまして、第2号議案「平成27年度事業計画について」
の採決を行わせていただきます。議案に賛成の方は、挙手
をお願いします。

ありがとうございます。賛成多数でございますので、第 2
号議案は「承認」とさせていただきたいと存じます。

議長 : 本総会の議案については、すべて承認されました。

ー新規加盟団体挨拶（http://ccn-j.net/activity/ 参照）

創造政策セミンター開催予定地 大分市、大分県
大分市 : 三好氏

大分市からまいりました商工労政課課長の三好と申しま
す。大分県立美術館が今年 4 月に完成します。また、大分
の駅ビルもこの 4 月に、22 階建てのビルが完成します。そ
ういう中にありまして、大分市は「トイレンナーレ」という
職員提案でトイレを舞台としたアートフェスティバルをやり
たいということでありまして、25 年度から 3 年間かけて準
備を進めています。今年の 7 月から 9 月の間、この期間は
奇しくもJR各社が大分県でディスティネーションキャンペー
ンをやっていただけるということで、たくさんのお客様が来
て頂く中で、アートフェスティバルを開催します。

私は昨年、大分市の文化国際課というところにおり、文
化芸術振興プランの策定をしておりました。そこで鳥取大
学の野田先生のご講演を聞かせていただきながら、作って
いたのですが、その時に文化芸術創造都市ネットワークに
入ったらどうかというお誘いいただきました。そして、私が
異動したら中心市街地の活性化に資する為ということで「ト
イレンナーレ」を担当している課いうことで商工労政課が担
当課になりました。文化は人間的には縁が無いのですが、
仕事的には縁があるなと思っております。どうぞ宜しくお願
いいたします。

大分県 : 大海氏
皆様こんにちは。大分県の芸術文化スポーツ振興課の大

海と申します。先ほど大分市さんのほうからお話がありまし
たけれど、4 月 24 日に県立美術館がオープンいたします。
昨年の美術館誕生 1 年前イベントでは青柳長官においでい
ただきありがとうございました。大分市に県立総合文化セ
ンターという大きなホールがありまして、美術館は道を挟ん
で向かい側、まさしくホールと美術館が同じ場所にできると
いうことで、大分県では両施設を芸術文化ゾーンの中核と
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位置付けています。そこを拠点として、芸術文化関係団体
をはじめ、教育、産業、福祉、地域づくりなど様々な団体
とネットワークを構築し、連携することで、芸術文化の振
興はもとより、芸術文化の持つ創造性を活かしながら、少
子高齢化や産業振興、人材育成など様々な行政課題に対
応していきたいと考えております。

そうした中で、今年度、県の長期総合計画の見直し時期
になっておりまして、今後の芸術文化施策の方向性につい
て提言いただくことを目的に「芸術文化ゾーンを活用した新
たな展開研究会」を設置いたしました。研究会の委員には、
佐々木先生をはじめ、外部有識者の方々に就任いただき、
芸術文化による創造の場づくりや関係団体等との連携のあ
り方、大分県ならではの創造都市の取組といったことで多
くの示唆に富んだ提言をいただいたところです。

このような流れもありまして、昨年 6 月、CCNJ に参加
させていただいたところです。本日は、研究会の座長をつと
めました三浦も来ておりますので代わりたいと思います

大分県芸術文化スポーツ振興財団 : 三浦氏
三浦と申します。弊財団は、大分県立総合文化センター

と、今春開館する大分県立美術館、愛称 OPAM を運営す
る財団でございます。また、BEPPU PROJECT の山出代
表理事がどうしても本日都合がつかないということで、私は

「混浴温泉世界」の実行委員もつとめておりますので、山
出の代理としても、ご挨拶をさせていただきます。

先ほど 21 世紀美術館の展示を拝見しまして、建築をテー
マにした 3 つの展覧会を非常に興味深く拝見させていただ
きました。我が大分県出身の磯崎新氏が大きく取り上げら
れていました。また 3 つの展覧会に共通で展示されていた
建築家はごく少数だと思いますが、その一人が坂茂氏です。
実は OPAM は坂茂氏のデザインであり、非常に特徴的な
美術館です。是非来年度セミナーで大分にお越しの際、ご
覧いただきたいと思っております。またその時には、先ほど
話題に出た大分市のトイレンナーレ、別府では「混浴温泉
世界」、或いは「国東半島芸術祭」のプロジェクトも残って
おりますし、竹田でもアートや工芸のイベントがございます。
そういったこともあり、大分県の先ほどの研究会の提言とし
まして、創造都市、創造農村が県内にいっぱいある姿を目
指して、「そうぞう県おおいた」を名乗ることになりました。
一昨日知事に報告してきたところでございます。またロング
ライフデザインの視点から地域の観光、魅力をとりあげる「d 
design travel」という観光ガイドがございます。その最新
号は大分県を特集しています。県としてもいろいろ協力しな
がら、ようやく刊行までこぎつけたところです。是非、大分
にお越しなる時には「d design travel OITA」をお手元に
常備いただけると、いろいろな切り口で大分の魅力を味わっ
ていただけるのではないかと思います。宜しくお願いいたし
ます。ありがとうございました。

創造農村ワークショップ 十日町市 : 渡辺氏
どうも皆さまこんにちは。新潟県十日町市からやってきま

した観光交流課の , 渡辺でございます。この度は平成 27
年度の創造農村ワークショップの開催地に十日町市を選定
いただきましてありがとうございます。精一杯務めさせてい
ただきますので、どうぞ宜しくお願いいたします。

私ども新潟県十日町市は新潟の南部に位置しておりまし
て、皆さま創造都市も想像できないと思いますが、まだ約
3m の積雪がございます。ワークショップの 8 月には、雪も
融けて皆さまを歓迎できると思っているところでございます。
今年は 7 月 26 日から第 6 回大地の芸術祭、越後妻有アー
トトリエンナーが開催されます。50 日間でございますので、
ちょうどワークショップで皆さま方がおいでいただく頃に開
催しております。現代アートと、日本の原風景であります十
日町市の里山の風景を、ご堪能いただければと思っている
ところでございます。開催市といたしまして文化庁さまや佐々
木先生にご指導賜りながら、開催に向けて準備を進めてい
きたいと思っております。どうぞ宜しくお願いいたします。

議長 :大地の芸術祭を楽しみにして、皆様お越しいただけ
ればと思います。いろいろな芸術祭やイベントを持っておい
でになる自治体はたくさんいらっしゃいます。この繋がりを
ますます広く広く繋げていければいいかと思いますので、皆
さま方のお声掛けもひとつよろしくお願いいたしたいと思っ
ております。ありがとうございました。

皆さま方に円滑な議事にご協力いただきまして、ほんとう
にありがとうございます。厚くお礼申し上げます。

司会 :次に、その他の項目となります。改めて、横浜市より
ご報告頂戴できるという旨を伺っておりますので、横浜市の
矢野部長からお願いいたします。

横浜市 : 矢野氏 
横浜市の矢野でございます。昨年 1 年間にわたりまして

東アジア文化都市を開催させていただきました。事業の遂
行にあたりまして、CCNJ 加盟の都市、団体の皆さまの多
大なるご支援、ご協力を賜りました結果、無事に終えるこ
とができました。この場をお借りしまして、御礼を申し上げ
たいと思います。ありがとうございました。また、佐々木先
生には実行委員会の副委員長になっていただき、いろいろ
な場面でお願いすることが多かったと思います。ありがとう
ございました。事業の具体的なご報告につきましては、明日、
新潟市で行われますシンポジウムでご報告させていただきた
いと思いますので、もしよろしければそちらでご覧いただけ
ばと考えております。今後とも引き続いて宜しくお願いいた
します。

閉会
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添付資料 第 2 章 関係
（３）文化芸術創造都市事業の推進に関する自治体アンケートの調査について
第1章	 アンケート調査の概要

目的：本アンケートは「平成 22 年度・文化芸術創造都市事業の推進に関するアンケート」（以下、平成 22 年調査）以降、
自治体における文化芸術創造都市事業の推進がどのように行われてきたかを把握すること、並びに今後、文化芸術創造都
市事業を推進しようとする自治体に対し、先行した活動・取組の情報提供を行うことを目的に実施された。

対象：調査対象は、平成 26 年 10 月末時点で創造都市ネットワーク日本（以下、CCNJ）に参加している 43 自治体（広
域自治体を含む）、及び CCNJ に参加していないがこれまで文化庁長官表彰を受けたことがあるか、又はモデル事業に選
定されたことがある 11 自治体を対象とした。合計 54 自治体であるが、これは CCNJ が結成されていなかった平成 22 年
の対象数 36 自治体に比べて 50% の増加である。また都道府県は初めて対象になっている。
実施時期と方法：平成 26 年 11 月 1 日から 11 月 30 日までの間に、電子メールと郵便による調査票の送付と回収を行っ
た。また対象数が多くないこと、及び交流情報を取得するためにアンケートの設問は記述式を増やした。

実施主体：文化庁の平成 26 年度文化芸術創造都市事業の委託を受けた一般社団法人ノオトが行い、回答の分析につい
ては NPO 法人都市文化創造機構が協力した。

回収状況：計 54 自治体に配布し、33 自治体から回答があった。ただし回答の内、1 自治体は「現時点では回答を持ち
合わせていない」というものであり、したがって有効回答数は 32 自治体・有効回収率は 59.3%ということになる。これ
を都道府県、政令市、中核市、さらに市・区・町を人口規模 10 万人以上と未満に分けると表 1-1 のようになる（村は
対象に含まれていない）。

（表 1-1）自治体の種類別アンケート回収状況

自治体区分 送付数 有効回答数・率 全体に占める比率
都道府県 7 5 71.4% 15.6%
政令市・中核市 17 10 58.8% 31.3%
市・区（人口 10 万人以上） 17 10 58.8% 31.3%
市・町（人口 10 万人未満） 13 7 53.8% 21.9%
全体 54 32 59.3% 100.0%

第2章	 アンケート結果の特徴
はじめに
本アンケート調査は数量的に傾向を把握するだけでなく、取組を互いに交流できるように情報収集することが目的になって
いる。そこでこの第 2 章では全体を通じた概略的な特徴について述べ、第 3 章で設問ごとの数量的集計を報告した後、第
4 章に自治体ごとの取組について情報を集約する。なお交流情報はアンケートに記述された原文を活かしながらも、文体は

「である」調に統一し、スペースの関係で短くするなどの編集をしている。その点で文責は編集部にある。また第 5 章には
使用した調査票を資料として掲載した。
調査結果の分析は大きく次のような視点で行っている。すなわち、①どのような文化芸術創造都市（以下、創造都市）の
事業が、②どのような体制・手法で行われており、③その中で担当者はどのように事業を評価し課題を感じているか、とい
うことである。それは創造都市ネットワーク日本（CCNJ）等の取組を通じて、自治体相互の議論につながることを企図し
たものである。
平成 22 年調査との比較は、都道府県の加わったことがまったく新しい条件であるが、基礎自治体の傾向としては変わって
いないことが多いため、要所でふれる程度にとどめている。なお結果分析は全体集計だけでなく、自治体の種類別でも行った。
広域自治体・基礎自治体という役割の違い、人口規模による体力の違い、また権限の違いが事業の内容や規模に大きく影
響するからである。ただし分類は、特別区と村の回答がなく、中核市が 2 自治体と少なかったため、「都道府県」「政令市・
中核市」「普通市（10 万人以上）」「普通市・町（10 万人未満）」の 4 つとした。
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1. 創造都市事業の特徴
（1）都市戦略としての事業
創造都市の事業は都市戦略の柱として行っている自治体が多い。これが第一の特徴である。アンケート結果からそのように
見る理由は 2 つある。1 つに創造都市事業の主管部署が企画部門に多い。回答全体では 46.9% の自治体が企画部門に
主管させているが、これまで創造都市の取組をリードしてきた政令市・中核市では 50.0% になる（表 3-1 参照）。2 つに
創造都市の事業が、多く総合計画に位置づけられている。図 2-1 にあるように、その比率は全体が 46.9% であるが、政
令市・中核市では 70.0% になる。総合計画は自治体の最上位計画であり、中長期の自治体像を示すものであるから、そ
こに位置づけられているということは重要な戦略課題であることを表している。
ただし事業の根拠として条例化している自治体は多くない。
都道府県には 60.0% あるが、基礎自治体では政令市・中
核市が 20.0%、10 万人以上の普通市が 10.0%、10 万
人未満の普通市・町が 14.3% にとどまる（表 3-11 参照）。
これが政策の機動性・柔軟性を確保するためであるのか、
それとも条例化するまでイメージが高められていないため
であるのかは、関係者による議論をまたなければ即断でき
ないが、地域主体の参加を促進するうえでどうであるのか
を検討すべきではないだろうか。

（2）目線としてのグローカル
創造都市事業の第二の特徴は、表 4-3 の注力事業一覧に見られるように、グローバルな目線と足下の地域に対するローカ
ルな目線を併せ持っていることである。たとえば設問（13）において国の支援事業を「①活用した（している）」「②でき
ればしたい」と答えたのは合計 25 自治体であったが（表 3-16 参照）、その内 16 自治体（64.0%）が「地域発・文化
芸術創造発信イニシアチブ事業（文化庁）」の名前をあげている。この事業は「文化芸術活動、古典に親しむ活動等を活
発化させ、地域文化の再生やコミュニティの再構築、ひいては地域の活性化」（文化庁 HP より）を実現するという、地域
目線をもつものである。他方、平成 27 年度からの新規事業である文字どおりグローカルな目線を持つ「文化芸術グロー
カル化推進事業（文化庁）」には、すでに 2 自治体（8%）が名乗りを上げている。
また、設問（18）の今後注力したい分野でベスト3 になったのは、1 位「地域資源の活用」62.5%、2 位「伝統文化・
工芸の継承」37.5%、3 位「国際的イベ
ントの誘致・開催」34.4% であった（図
2-2 参照）。ちなみに政令市・中核市では

「地域資源の活用」も「国際的イベント
の誘致・開催」も共に 70.0% を数えてい
る（表 3-18 参照）。こうしたところから、
地域目線とグローバル目線が同居している
といえる。

（3）形としてのイベント
創造都市事業の第三の特徴はイベントの形が多いということである。各自治体が現在「注力している事業」（設問 15）は、
全部で 80 ある（表 4-3 参照）。その内、54 事業（67.5%）が文化芸術のイベント系であった（図 2-3 参照）。内容は
地域外からの集客をめざしたもの、地域内の賑わいをめざしたもの、アーティストの集積をめざしたもの等 と々多種多様で
ある。規模も国際的なものから地域的なもの
まで幅広い。次に多いのは住民の文化活動系
であるが、こちらは 8 事業（10.0%）にとどまっ
ている。ただしその形は伝統文化等の体験教
室や活動助成等であるので、部分的にイベント
の要素を含んでいることになる。こうしたことか
ら言えるのは、創造都市の事業は、形としての
イベントが主軸になっているということである。
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2. 事業推進体制と手法の特徴
（1）行政のコーディネート力を求める事業執行体制
ではイベント系の事業が多いということはどのような意味を持つのだ
ろうか。まず事業の執行体制を調べてみよう。第 4 章の表 4-3 に
記載された各事業の事務局を見れば歴然であるが、イベント系の事
業で行政が直接の事務局を担うのは 4 本（7.4%）だけである。そ
こでイベント系事業の執行体制を集計すると、図 2-4 にあるように、

「①行政主導型」が 33.3%、「②地域主導型」が 22.2%、「③官
民共同型」が 38.9%、「④その他」が 3.7%、「不明」が 1.9% であっ
た。これらのことから、次のことを言うことができる。
第一は事業の執行が「外部委託」に近いということである。イベン
ト系の事業において、行政が直接事務局を担うのは 7.4% であることに示される。第二は、「外部委託」方式は行政に高
いコーディネート力を求めるということである。「行政主導型」にしろ「官民共同型」にしろ、また「地域主導型」はなお
のこと、行政が他の主体の意思をコーディネートしながら「共同の方針」を形成しなければならないからである。つまりイ
ベント系が多いということは、事業の「外部委託」によって主管部署をスリムにできるが、その分だけ政策管理・執行管理
においてコーディネート力を高めないと、事業が形式化するおそれがあるということである。

（2）三重苦に悩む主管部署
ところが主管部署の事業推進条件は決してゆたかではない。設問（16）でこれまで事業を進める中で困難さを感じたこ

とを複数選択してもらったところ、図 2-5 のように、1 位「予算の確保」71.4%、2 位「行政内の連携確立」53.6%、3
位「担当職員の確保」50.0%、4 位「専門知識やノウハウの確保」35.7%、5 位「住民の事業参加」32.1%、5 位「地
域経済界の協力確保」32.1%、7 位「アーティストや専門家の確保」25.0% であった。つまり 1 位から 4 位までが行政
内の推進条件にかかることであり、その内の 3 つが主管部署の根幹に係わっている。

こうして見ると、事業の外部委託的執行が多いのは、予算不足と人員不足が背景にあるのではないかと思われる。しか
し財源で国支援を活用し、実務的な労力を外部に依拠したとしても、政策を企画・執行する専門的知識やノウハウまでを
外部に依拠することになれば、行政に
求められているコーディネート力は発
展の手段を失うことになる。ところが、
現状では主管部署の経験年数は平均
して 2 年に満たない（表 3-3 参照）。
この傾向は自治体の財政難から生じ
ているだけに平成 22 年調査の時と変
わっていないが、それだけに今後も続
くと思われる。事業の推進については
抜本的なシステム変換が必要になって
いるのではなかろうか。

3. 担当者による事業評価の特徴
（1）地域の変化を感じる担当者

設問（17）で記述された、事業を進める中での「特筆すべき変化」から一部抜粋すると、次のようである。「行政自ら
が企画運営する事業が主体であったが、（中略）県民や団体の自律的な取組に対する支援事業が広がりつつある」（兵庫県）。

「地域住民の方々がアーティストとの交流や展示作品を通じて、地域の魅力を再発見」（大分県）。「アートの力による取組
により地区のイメージは大きく変わった」（横浜市）、「大道芸ワールドカップの運営については、最初は行政主体であったが、

（中略）近年は完全に実行委員会による運営が成立している」（静岡市）。「まちづくり活動に主体的に関わる市民が増え、
その市民が新たなネットワークをつくって活動するようになってきている」（八戸市）。「何より、そこに暮らす住民の自信醸
成に繋がっている」（十日町市）。（表 4-4 参照）。
上記からは、担当者が地域の変化に敏感であり、その発展を事業の成果として評価していることが伝わってくる。創造都市
の事業は、単に文化芸術の事業を行うことが目的ではなく、文化芸術の取組を通じて都市（地域）の創造性を高めること
が目的であるから、地域の変化を重視することが重要である。しかし都市（地域）の創造性を発展させることに、全体とし
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て視座が確立しているかといえば、必ずしもそうではない。そのことについて、次に評価指標の側面からふれておきたい。

（2）方向としての地域主体による指標設定と評価
設問（22）で評価指標についての問題点・課題を記述してもらったところ、「主観的な評価では、文化芸術創造都市事業
への理解やその予算確保につながらない」。だからといって「文化施策全般に関して、事業参加者以外からデータを取るこ
とが難しく、評価指標設定の困難さを感じる」。また「創造産業従事者数や創造産業関係企業数は何を根拠にするのか。
経済センサスや国勢調査は毎年度調査ではなく結果の公表に時間がかかるため、現況が把握しにくい」といった悩みが出
された（表 3-23 参照）。
行政内で事業評価が行われるのは、毎年度の予算編成や決算の時期である。そのため評価は予算額に対する「費用対効果」
に焦点が当てられることになりやすい。説得力として「経済効果」、「宣伝効果」、「来客数」等の実績、あるいは執行方法の「効
率化」といったことがよく用いられるが、その多くはある程度の数値データとロジックで組みたてられており、厳密な実証デー
タにもとづくものは少ない。上述の「悩み」に出ているように、そうしたデータを集めるための現実の作業は難しいからである。
しかし創造都市の事業を評価するうえで、経済効果をどこまで厳密に測定する必要があるのだろうか。というよりも、創造
都市事業の第一義的な評価指標は「都市（地域）の創造性がどれだけ高まったか」にあったのではないか。
都市（地域）の創造性を高めるために、それぞれが立てた目標に沿って具体的な計画が作られ、その計画がさらに細かな
事業に分かれて、そうした事業を実践する中で創造性が高まっていくのであるから、評価指標は個別事業ごとに存在し、そ
れらが階層的な構造をつくっていることになる。そうであれば、事業評価は最も現場を知っている事業主体の手によって行
うことが効率的であり効果的である。現状では実質的に行政主導の事業が多いだけに、行政による指標設定と評価が行わ
れているが、意識的に地域主体の参画を増やし、そうした主体による指標設定と評価に軸足を移していく時期ではないだろ
うか。

第3章	 設問ごとの集計結果
1. 創造都市事業の推進体制について

（1）自治体名（記述式）
（省略）

（2）主管部署（記述式）
文化芸術創造都市（以下、創造都市）事業を主管する部署は、企画部門が最も多い 46.9% であった。ただし自治体の
種類別に見ると、都道府県では事業部門・文化の方が多く60.0% になる。政令市・中核市は企画部門と事業部門が同
率で、普通市と町は人口規模に関わりなく企画部門の方が多い。一般的に自治体の戦略的事業を開始するときは企画部門
が主担することが多く、経常的な事業になると事業部門に移管する傾向がある。その意味からすると、普通市と町において
企画部門が多いのは、創造都市の事業が都市づくりの戦略的事業として位置づけられていること、及び取組の歴史が浅い
自治体が多いことによると思われる。また都道府県において事業部門（文化）が多いのは、創造都市の方針をとる市町村
だけではないことから、共通する文化事業として展開しているからであろう。そのことは後述する行政内連携の類型にも表
れている。
ちなみに、教育委員会が主管する自治体は全体集計の 12.5%と少ない。これは「首長部局の方が政策的機動性を確保し
やすいこと、及び創造都市の事業は首長の判断が大きく影響する」（「平成 22 年調査報告書」）ことの反映であると思われる。

（表 3-1） 担当部署の行政部門（記述）

総数 企画部門 事業部門・文化 教育委員会

都道府県 5 2 40.0% 3 60.0% 0 0.0%

政令市・中核市 10 5 50.0% 5 50.0% 0 0.0%

普通市（10 万人以上） 10 5 50.0% 3 30.0% 2 20.0%

普通市・町（10 万人未満） 7 3 42.9% 2 28.6% 2 28.6%

全体 32 15 46.9% 13 40.6% 4 12.5%
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（3）職員体制（記述式・選択式）
①職員数（記述式）
担当職員数については、人口 10 万人あたりに換算した人数と配置実数について、それぞれ中央値、最大値、最小値を自
治体の種類別に集計した（表 3-2 参照）。ただし人口 10 万人あたりの数値は、10 万人未満の普通市・町の場合は実際
より多くなるので留意されたい。
まず実数の中央値で見ると、普通市及び普通市・町は 2~3 人、政令市・中核市は 5.5 人、都道府県は 7.0 人と、規模
が大きくなるほど増えている。予期される結果であるが、次に人口 10 万人あたりの担当数を見ると、規模が小さいほど人
数が多いという逆転現象になる。
ここから言えることは、担当職員体制が二層構造になっているということである。すなわち、組織的な推進体制をつくるた
めには自治体の規模に関わりなく少なくとも 2~3 人を必要とし、これが基礎人数になる。その上に事業量に応じた人数が
加算されるのであるが、事業量は人口規模に比例する部分と政策の内容と量に比例する部分がある。この規模に比例する
部分に「規模の経済」が働くのである。そのために、たとえば人口が 5 倍になっても担当職員数は 2 倍未満などにとどまる、
といったことになる。逆に言えば、規模の小さな自治体ほど基礎人数の確保が負担になるということでもある。

（表 3-2） 人口 10 万人あたり担当職員数及び配置実数（記述）

中央値 最大値 最小値
NA人口 10 万

人あたり
実数

人口 10 万
人あたり

実数
人口 10 万
人あたり

実数

都道府県 0.25 人 7.0 人 1.66 人 14 人 0.04 人 2 人 0

政令市・中核市 0.47 人 5.5 人 0.89 人 33 人 0.22 人 1 人 0

普通市（10 万人以上） 2.22 人 3.0 人 4.95 人 7 人 0.37 人 1 人 1

普通市・町（10 万人未満） 6.21 人 2.5 人 9.08 人 6 人 1.51 人 1 人 1
（集計は NA を除いている )

②平均担当年数（記述式）
職員の平均担当年数を中央値で見ると、最も長いのが人口 10 万人未満の普通市・町で 2 年 7.5 ヶ月である。都道府県
や政令市・中核市の中央値より 1 年 1.1 ヶ月長い。最大値では人口 10 万人以上の普通市が 3 年 5 ヶ月と最長である。
昨今の自治体では 2~3 年で異動するケースが一般化し、規模が大きくなるほどその傾向が顕著になっているが、それがス
トレートに反映しているようである。

（表 3-3） 職員の平均担当年数（記述）
中央値 最大値 最小値 NA

都道府県 1 年 6 月 2 年 8 月 1 年 0 月 0
政令市・中核市 1 年 6 月 3 年 0 月 0 年 7 月 0
普通市（10 万人以上） 1 年 10.5 月 3 年 5 月 1 年 0 月 1
普通市・町（10 万人未満） 2 年 7.5 月 3 年 0 月 0 年 8 月 1

（集計は NA を除いている )
③最長経験年数（記述式）
最長経験年数を自治体の種類別に見ると政令市・中核市が最も長く、中央値で 4 年 0.5 ヶ月である。ただし自治体として
創造都市の取組を開始した時期と、一職員として担当した年数は必ずしも連動していない。たとえば 2000 年に取組を開
始した自治体の最長担当年数は 2 年 0 ヶ月と短いが、1988 年に開始した自治体の最長も 1 年 8 ヶ月である。レアケース
として 1999 年に開始した自治体の最長が 10 年 7 ヶ月とかなり連動しているが、これ以外にはない。この点では、平均
担当年数のところでも述べたように、自治体としての取組の長さが職員に蓄積されているのか、やや不安が残る。ちなみに、
最大値が 14 年 9 ヶ月という自治体では取組開始が 2013 年と回答されているため、考察からは除外している。

（表 3-4） 職員の最長担当年数（記述）

中央値 最大値 最小値 NA

都道府県 2 年 7 月 8 年 8 月 0 年 6 月 0

政令市・中核市 4 年 0.5 月 14 年 9 月 0 年 9 月 0

普通市（10 万人以上） 2 年 8 月 10 年 7 月 1 年 0 月 2

普通市・町（10 万人未満） 3 年 3 月 4 年 3 月 2 年 7 月 1
（集計は NA を除いている )
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④専門的知識 ･ 経験を有する人の配置（選択式・単数）
主管部署において「文化政策に関して経験や専門性
をもつ人」が「①いる」のは都道府県で 60.0%、
政令市・中核市で 20.0%、10 万人以上の市区町
村で 40.2%、10 万人未満の市区町村で 42.9% で
ある。主管部署の部門別で見ると、事業部門（文
化）の場合は 53.8% に専門性職員が配置されてお
り、企画部門の 26.7%、教育委員会の 25.0% を
大きく上回っている（図 3-1 参照）。都道府県にお
いて専門性職員の配置率が高い理由は、主管部署の
60.0% が事業部門・文化であること、及び自治体と
しての体力が強く専門職員を抱えやすいことにあると
思われる。

（表 3-5） 専門性を持つ職員の配置
総数 いる いない NA

都道府県 5 3 60.0% 2 40.0% 0
政令市・中核市 10 2 20.0% 8 80.0% 0
普通市（10 万人以上） 10 4 40.0% 5 50.0% 1
普通市・町（10 万人未満） 7 3 42.9% 3 42.9% 1

全体 32 12 37.5% 18 56.3% 2

（4）行政内連携部署（記述式・5 つまで）
主管部署が創造都市事業の企画・実施において連携している他の行政部署を 5 つ以内で挙げてもらったところ、84.4%
の自治体が行政内連携を行いながら事業を進めていた。連携がなかったのは 5 自治体だけである。
部署間の組合せを事業内容によって類型化すると「文化関係のみ」「文化 + 市民参画」「文化 + 産業振興」「文化 + 産業
振興 + 福祉」「文化 + 産業振興 + 都市計画」「文化 + 産業振興 + 都市計画 + 市民参画」「文化 + 都市計画」という 7
種類になった（表 3-6 参照）。単純集計として見ると、最も多いのは「文化関係のみ」であり、37.5% を占める。次いで
多いのが「文化 + 産業振興」の 25.0% である。ただし「文化 + 産業振興 + α」という組合せを全て合算すると 40.6%
となる。ここからして現状における創造都市事業の進め方は、文化事業として行う体系と文化に産業振興を組み合わせて
行う体系が二大潮流になっていると思われる。
連携の類型を自治体の種類別に見ると、都道府県では「文化関係のみ」が最も多く60.0% を占める。政令市・中核市では「文
化 + 産業振興 + α」の組合せが合計 70.0% になる。人口 10 万人以上の普通市では「文化関係のみ」が 50.0% で、「文
化 + 産業振興 +α」が 40.0%である。また人口10 万人未満の普通市・町では、「文化関係のみ」が最多の28.6%である（た
だし全体集計の中では「連携無し」が 42.9% で最多）。つまり基礎自治体の場合は、文化と産業振興を結びつける取組
は規模が大きくなるほど強いことになる。

（表 3-6） 行政内連携の類型（記述を類型化）

文化関係
のみ

文 + 参 文 + 産
文 + 産 +

福
文 + 産 +

都
文 + 産 +
都 + 参

文 + 都
連携無し・

NA
都道府県 60.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0%
政令市・中核市 20.0% 10.0% 60.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0%
普通市（10 万人以上） 50.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 10.0%
普通市・町（10 万人未満） 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 42.9%

全体 37.5% 3.1% 25.0% 3.1% 9.4% 3.1% 3.1% 15.6%
凡例 : 文 = 文化、参 = 市民参画、産 = 産業、福 = 福祉、都 = 都市計画

（5）行政外の連携組織（記述式・3 つまで）
行政外の連携組織を 3 つまで挙げてもらったところ、「なし・NA」の自治体が 40.6% であった。こうしたところでは地域
主体と連携するシステムが弱い可能性がある。では連携しているところの内容はどうだろうか。回答から判断できるように、
連携先を役割にもとづいて次のように類型化した。すなわち「文化芸術施設の管理・事業運営組織」、「文化芸術イベント
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の事務局」、「個別事業の連携・委託先」、「総合的企画・推進組織」、「大学等」という 5 つである。これらの内、前 3 者
が外部委託的性格であり、後 2 者が地域参画的性格である。表 3-7 に類型毎の比率を自治体の種類別にまとめたが、行
政外の組織と連携している自治体においても外部委託的性格が 68.8%、地域参画的性格が 21.9% と、参画型の弱さが
表れている。
個々の類型別に見ると、全体集計として最も多いのが「文化芸術施設の管理・事業運営組織」であり、37.5% を占めた。
これを自治体の種類別にすると、都道府県及び政令市・中核市ではそれぞれ 60.0% になる。しかし 10 万人以上の普通
市では 30.0%、10 万人未満の普通市・町では 0.0% である。文化芸術施設の建設が都道府県や規模の大きな基礎自治
体でないと困難であることを反映していると思われる。

（表 3-7） 行政以外の推進組織（記述を類型化）
外部委託的性格 地域参画的性格

なし・
NA

文化芸術施設
の管理・事業

運営組織

文化芸術イベ
ントの事務局

個別事業の連
携・委託先

総合的企
画・推進組

織
大学等

都道府県 60.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0%
政令市・中核市 60.0% 30.0% 20.0% 30.0% 0.0% 20.0%
普通市（10 万人以上） 30.0% 20.0% 0.0% 10.0% 20.0% 40.0%
普通市・町（10 万人未満） 0.0% 14.3% 14.3% 14.3% 0.0% 71.4%

全体 37.5% 21.9% 9.4% 15.6% 6.3% 40.6%
注 : 複数回答のため合計は 100% にならない

（6）創造都市事業と既存事業の関係（選択式・単数）
創造都市事業と既存事業の関係について、「①独立型（既存の事業とは独立して、新規体系として展開）」、「②連携型（既
存の事業と連携しつつ、一定の独立性をもった新規体系として展開）」、「③統合型（既存の事業を重要な要素としてとりこ
み、それらの関連づけ ･ 方向づけにウエイトを置きながら、一定の新規事業も展開）」、「④その他」として選択してもらった。
結果的に最も多かったのはどの自治体の種類においても「③統合型」で、全体集計では 50.0% であった（表 3-8 参照）。
既存事業をスクラップ & ビルドしながら新規事業を展開する場合に、連携型と統合型が活用しやすいが、統合型はより財
政効率が高い特徴がある。それが最も多かったというのは、自治体の財政難を反映していると思われる。
ちなみに、10 万人未満の普通市・町では新規財源が必要とされる「独立型」が 2 自治体あるが、後の設問に今後の事
業継続は困難と答えていることからすると、短期事業として行われたものと考えられる。

（表 3-8） 既存事業との関係（単数）
総数 ①独立型 ②連携型 ③統合型 ④その他 NA

都道府県 5 0 0.0% 1 20.0% 3 60.0% 1 20.0% 0.0%
政令市・中核市 10 0 0.0% 3 30.0% 4 40.0% 3 30.0% 0.0%
普通市（10 万人以上） 10 0 0.0% 3 30.0% 5 50.0% 2 20.0% 0.0%
普通市・町（10 万人未満） 7 2 28.6% 0 0.0% 4 57.1% 1 14.3% 0.0%

全体 32 2 6.3% 7 21.9% 16 50.0% 7 21.9% 0.0%

2. 文化芸術創造都市事業の位置づけについて
（7）創造都市事業の開始年（記述式）
文化芸術の創造性を地域づくりに活用するようになった年を記述してもらい、それを 2000 年を基準に 5 年刻みに区分し
たのが表 3-9 である。10 万人以上の普通市と 10 万人未満の普通市・町に「未定・NA」がそれぞれ 10.0%と 42.9%
含まれているが、これは「文化庁長官表彰」等を受けたものの、当該の文化事業を「創造都市事業として意識的な位置づ
けをしていない」という理由によるものである。
意識的な位置づけをしている自治体の中では、2010 年以降の開始が 34.4% と最も多い。5 年ごとの伸び率を見ると、

「1999 年以前」から「00~04 年」に 3.1%、「00~04 年」から「05~09 年」に 9.4%、「05~09 年」から「2010 年以降」
に 9.4% であるから、創造都市の取組は 2005 年から加速したと考えられる。また自治体の種類別に見ると、10 万人以
上の普通市では 2010 年以降の開始が 60.0% であり、直近の加速を見せている。しかし 10 万人未満の普通市・町では
2010 年以降の開始が 0.0% であり、減速している可能性がある。
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（表 3-9） 活用開始年（記述を区分）
総数 99 年以前 00~04 年 05~09 年 2010 年以降 未定・NA

都道府県 5 0 0.0% 2 40.0% 2 40.0% 1 20.0% 0 0.0%
政令市・中核市 10 0 0.0% 2 20.0% 4 40.0% 4 40.0% 0 0.0%
普通市（10 万人以上） 10 2 20.0% 0 0.0% 1 10.0% 6 60.0% 1 10.0%
普通市・町（10 万人未満） 7 1 14.3% 1 14.3% 2 28.6% 0 0.0% 3 42.9%

全体 32 4 12.5% 5 15.6% 8 25.0% 11 34.4% 4 12.5%

（8）行政方針の中での位置づけ（選択式・複数）
創造都市事業が行政方針の中でどのように位置づけられているかとの問に、自治体の最上位計画である「総合計画」と答
えたのは 46.9% であった。特に政令市・中核市（70.0%）と 10 万人以上の普通市（50.0%）に高い。次いで、「平成
26 年度の施政方針で重点」と「自治体の重点事業として採択」がそれぞれ 28.1% になっている。
総合計画に位置づけられると、事業が中長期的な展望を持って戦略的に展開されることになる。それが平成 22 年調査の
8 自治体から 15 自治体に増えたということは、創造都市事業の前進を表すものと評価できる。
なお「その他」が全体集計の40.6%を占めているが、その内訳は部分的に総合計画に位置づけられていたり、文化振興ビジョ
ンや指針等に位置づけられたりしているものであり、特に位置づけがないというのは 3 自治体にとどまっている。

（表 3-10） 行政方針での位置づけ（複数）
総数 ①総合計画 ②施政方針 ③重点事業 ④その他 NA

都道府県 5 2 40.0% 2 40.0% 2 40.0% 1 20.0% 0.0%
政令市・中核市 10 7 70.0% 3 30.0% 4 40.0% 3 30.0% 0.0%
普通市（10 万人以上） 10 5 50.0% 3 30.0% 2 20.0% 4 40.0% 0.0%
普通市・町（10 万人未満） 7 1 14.3% 1 14.3% 1 14.3% 5 71.4% 0.0%

全体 32 15 46.9% 9 28.1% 9 28.1% 13 40.6% 0.0%
注 : 複数回答のため合計は 100% にならない

（9）制定している条例やビジョン等（記述式）
創造都市事業について条例やビジョン・計画等に定めている場合に、その名称と制定年月を記述してもらった（一覧は第
4章に掲載）。全体集計では「ビジョン・計画のみ」で進めているケースが43.8%と最多である。特に政令市・中核市（60.0%）
及び 10 万人以上の普通市（50.0%）に多く見られる。対して都道府県では「条例と計画」で進めているところが 60.0%
と最多であり、10 万人未満の普通市・町では条例や計画をもたずに行っているのが 57.1% になる。

（表 3-11） 条例・計画等の策定状況（記述を類型化）

総数 条例 + 計画 条例のみ
ビジョン・計画

のみ
なし NA

都道府県 5 3 60.0% 0 0.0% 1 20.0% 1 20.0% 0.0%
政令市・中核市 10 1 10.0% 1 10.0% 6 60.0% 2 20.0% 0.0%
普通市（10 万人以上） 10 0 0.0% 1 10.0% 5 50.0% 4 40.0% 0.0%
普通市・町（10 万人未満） 7 0 0.0% 1 14.3% 2 28.6% 4 57.1% 0.0%

全体 32 4 12.5% 3 9.4% 14 43.8% 11 34.4% 0.0%

（10）ユネスコ創造都市ネットワークへの申請（選択式・単数）   
2014 年 12 月現在において、日本では神戸市、名古屋市、金沢市、札幌市、浜松市、鶴岡市が加盟承認されており、

申請中が新潟市と篠山市である。アンケート結果を見ると、これら先行グループに続く意向が「申請予定」として明確になっ
たところはまだない（表 3-12 参照）。

（表 3-12） ユネスコ創造都市ネットワーク加盟申請状況（単数）

総数 ①認定済 ②申請中
③申請予
定

④予定な
し

⑤未定 NA

都道府県 5 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 40.0% 0.0%
政令市・中核市 10 40.0% 10.0% 0.0% 30.0% 20.0% 0.0%
普通市（10 万人以上） 10 10.0% 0.0% 0.0% 40.0% 50.0% 0.0%
普通市・町（10 万人未満） 7 0.0% 14.3% 0.0% 57.1% 28.6% 0.0%

全体 32 15.6% 6.3% 0.0% 43.8% 34.4% 0.0%



36

添付資料 国内の取組に関する情報収集

（11）創造都市ネットワーク日本への加盟（選択式・単数）
設問（25）の前に集約している。

3. 創造都市関連の年間予算及び特別予算について
（12）創造都市事業に関連する年間文化予算及び特別予算（記述式）
①創造都市関連の年間文化予算（記述式）
創造都市に関連する文化事業の年間予算を平成 25 年度と平成 26 年度について記述してもらった。ただし生の数字その
ものは自治体の規模に比例して大きくなるのが当然で、比較する意味が乏しい。たとえば平成 25 年度でいうと、都道府県
の平均額は 1 自治体あたり12 億 1,992 万 5 千円であるが、10 万人未満の普通市・町の平均額は 1 自治体あたり1 億
5,134 万 9 千円である。そこで比較できるように、人口千人あたりの金額に直して、平均額・最大値・最小値を調べた（表
3-13 参照）。
そうすると規模の小さな自治体ほど人口千人あたりの創造都市関連予算額の平均が大きいという結果になった。ただし 10
万人未満の普通市・町については、「創造都市関連予算という把握をしていない」等の理由で回答していない自治体が 7
分の 4 あり、積極的な事業展開をしている自治体の動向がより強く反映された可能性がある。しかしそうした要素を割り引
いたとしても、表 3-14 の平均額や最大値に見られるように、基礎自治体の方が都道府県よりも人口千人あたりの創造都
市関連予算額が大きいという事実は動かない。そしてそのことは、規模の小さな自治体ほど事業の負担感が大きくなること
を意味する。ではどうしてそのような傾向が生まれるのだろうか。その構造を知るために、創造都市事業の予算比率と特別
予算の内容について見ることにしたい。

（表 3-13） 人口千人あたりの創造都市関連文化事業予算額（記述額を加工）
平均額（千円） 最大値（千円） 最小値（千円） NA

( 自治体数）H25 H26 H25 H26 H25 H26
都道府県 329 521 616 1,290 67 115 1/5
政令市・中核市 1,077 1,778 3,061 9,640 44 76 1/10
普通市（10 万人以上） 1,352 1,194 3,044 2,952 20 57 2/10
普通市・町（10 万人未満） 3,658 4,524 9,454 12,650 148 159 4/7

（金額は NA を除く。小数点以下は四捨五入 )

②創造都市関連文化事業予算の文化予算全体に占める比率（記述式）
文化予算全体に占める創造都市関連文化事業予算の比率は、自治体の種類によって最小値 0.8% から最大値 100.0% ま
での幅がある（表 3-14 参照）。中央値だけを見ても同様に 6.0% から 78.0% までの幅になっている。これは自治体の種
類や重点度の違いによるものというよりも、創造都市事業関連文化事業の捉え方が自治体によって相当異なっているからだ
と思われる。そのことが NA の多さにも表れているようである。したがってこのデータから客観的な傾向を読み取ることは
難しく、参考掲示するにとどめておきたい。

（表 3-14） 創造都市関係予算が文化関係予算に占める比率（記述）
中央値 最大値 最小値 NA

( 自治体数）H25 H26 H25 H26 H25 H26
都道府県 71.0% 78.0% 100% 100% 18.8% 19.5% 1/5
政令市・中核市 8.0% 6.0% 40.8% 29.0% 2.0% 2.0% 3/10
普通市（10 万人以上） 11.8% 12.1% 19.8% 28.4% 0.8% 2.5% 4/10
普通市・町（10 万人未満） 44.5% 36.0% 86.0% 70.0% 3.0% 2.0% 5/7

（予算比率は NA を除く）

③特別予算額（記述式）
特別予算は、ほとんどが文化芸術イベント及び施設整備関連である。ただし施設整備は回答の中で 2 自治体だけにとどまる

（金額は億の単位であるが、回答はイベントとの合計額であるため、施設整備費を特定できない）。単年度で少額になって
いるのはイベントの事前調査費用である。特別予算の内容として最も多い文化芸術イベントの開催は、平成 26 年度で 12
自治体を数える。またイベント開催の最小予算額は単年度で2,000万円程度であるが、同一事業の予算が複数年度にわたっ
て執行されているので、2 倍以上になる計算である。こうした情報を下表 3-15と合わせると、文化芸術イベントの開催が
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創造都市事業の基本パターンとして定着していること、及びイベント開催は最低でも 4,000 万円を超す予算を必要としてい
ることがうかがえる。

（表 3-15） 特別予算額（記述）
平均額（千円） 最大値（千円） 最小値（千円） NA

( 自治
体数）

H25 H26 H25 H26 H25 H26

都道府県 397,116 709,714 1,065,348 2,637,854 46,000 11,000 1/5
政令市・中核市 88,696 352,900 210,000 847,600 20,783 50,000 6/10
普通市（10 万人以上） 140,111 138,563 300,090 340,929 20,242 24,760 7/10
普通市・町（10 万人未満） 45,950 75,282 90,900 150,164 1,000 400 5/7

（金額は NA を除く。小数点以下は四捨五入）
4. 国の支援について

（13）国の支援事業の活用（選択式・複数）
国の支援事業を活用している自治体は、表 3-16 に見るとおり、62.5% である。自治体の種類別では都道府県が 80.0%、
政令市・中核市・10 万人以上の普通市が 70.0%と高い活用率を示す。目につくのは 10 万人未満の普通市・町の低さ
であるが、アンケートの他の設問への回答から見る限り、（6）や（7）でもふれたように創造都市事業として今後行うこと
が困難であるとする自治体が 40.0% 以上あることに関係しているようである。
ではどのような支援メニューを活用しているかというと、最も多かったのは「地域発・文化芸術創造発信イニシアチブ事業」

（文化庁）で 16 自治体あった。2 位が「劇場・音楽堂活性化事業」（文化庁）の 4 自治体、3 位は「文化芸術グロー
カル化推進事業」（文化庁）の 2 自治体であった。4 位以下はいずれも 1 自治体の活用で、「文化芸術振興費」（文化庁）、

「国宝重要文化財等保存整備費補助金」（文化庁）、「文化芸術創造都市モデル事業」（文化庁）、「国際芸術フェスティバ
ル支援事業」（文化庁）、「文化芸術の海外発信拠点形成事業」（文化庁）、「2016 東アジア文化都市」（文化庁）「社会
資本整備総合交付金」（国土交通省）、「自治総合センターコミュニティ助成金」（総務省）、「実践型地域雇用創造事業」（厚
生労働省）、「海外経済活動支援特別対策事業」（自治体国際化協会）、「震災復興交付金」（復興庁）、「定住自立圏等推
進調査事業」（総務省）、「特定地域再生計画」（内閣府）となっている。

（表 3-16） 国支援策事業の活用（複数）
総数 ①活用した ②活用したい ③予定なし ④未定 NA

都道府県 5 4 80.0% 1 20.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
政令市・中核市 10 7 70.0% 2 20.0% 0 0.0% 1 10.0% 0 0.0%
普通市（10 万人以上） 10 7 70.0% 1 10.0% 0 0.0% 2 20.0% 1 10.0%
普通市・町（10 万人未満） 7 2 28.6% 1 14.3% 1 14.3% 2 28.6% 1 14.3%

全体 32 20 62.5% 5 15.6% 1 3.1% 5 15.6% 2 6.3%

5. 情報収集及び情報発信について
（14）注目している自治体名とポイント（記述式）

第 4 章に一覧を掲示している。

6. 取組内容について
（15）注力している事業（記述式・選択式）

第 4 章に一覧を掲示している。なお、記述された事業の執行体制（選択式・単数）を集計すると、「①行政主導型」
が 39.2%、「②地域主導型」が 19.0%、「③官民共同型」が 35.4%、「④その他」が 6.3% であった。

（16）これまで困難さを感じたこと（選択式・複数）
創造都市の事業を進める中で特に困難を感じたことを複数選択してもらい、その 9 位までを表 3-17 にまとめた。大きな特
徴は 1 位から 4 位までを担当部署の執行力に関する内容が占めていることである。「②予算確保」「④行政内連携」「①担
当職員確保」「⑩専門的知識やノウハウの取得」に困難さがあるということは、創造都市の取組が、現状ではまだ「行政
の事業」にとどまっていることにも一因がある。そのことは、前述した事業の執行体制において、行政力量を必要とする「行
政主導型」と「官民共同型」が合計 74.6% を占めていることにも表れている。地方自治体の財政難が長期化して、どこで
も財源不足、人員不足に悩まされているが、状況の早期改善が見込めない現状においては、地域の創造力を高めることが
課題になろう。
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（表 3-17） これまでに困難さを感じたこと・上 9 位（複数）
1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位 7 位 8 位 9 位

②
予
算
確
保

④
行
政
内
連
携

①
担
当
職
員
確
保

⑩
専
門
的
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得

⑤
住
民
の
事
業
参
加

⑧
地
域
経
済
界
の

協
力
確
保

⑨
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

専
門
家
の
確
保

③
施
設
確
保

⑥
文
化
・
芸
術
団
体

の
協
力
確
保

全体 71.4% 53.6% 50.0% 35.7% 32.1% 32.1% 25.0% 21.4% 17.9%

都道府県 60.0% 20.0% 40.0% 20.0% 60.0% 40.0% 20.0% 40.0% 40.0%

政令市・中核市 80.0% 60.0% 60.0% 60.0% 30.0% 40.0% 40.0% 30.0% 10.0%

普通市（10 万人以上） 75.0% 62.5% 37.5% 37.5% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0%

普通市・町（10 万人未満） 60.0% 60.0% 60.0% 0.0% 60.0% 20.0% 40.0% 20.0% 40.0%
NA は「普通市」25.0%（2 自治体）、「普通市・町」40.0%（2 自治体）

（17）	 事業を進める中での特筆すべき変化（記述式）
第 4 章に一覧を掲示している。

（18）今後注力したい分野（記述式）
今後注力したい分野を記述してもらい、結果を上 8 位まで並べた（表 3-18 参照）。全体集計でみると、1 位は「⑤

地域資源の活用」62.5%、2 位は「③伝統文化・工芸の継承」37.5%、3 位は「③国際的イベント」34.4% である。
自治体の種類別にみると、都道府県は「地域資源の活用」「伝統文化・工芸の継承」「クリエイティブ人材の集積」が
60.0% で 1 位に並び、地域の活力を重視する傾向が見られる。政令市・中核市では「地域資源の活用」と「国際的イベ
ント」が 70.0% で 1 位に並び、3 位が「クリエイティブ人材の集積」50.0% である。このグループだけに「国際的イベン
ト」が突出して多いのは、ユネスコ創造都市ネットワークに加盟もしくは加盟申請している自治体が集中していることと関係
していると思われる。

10 万人以上の普通市では 1 位が「地域資源の活用」の 60.0% で他のグループと共通するが、2 位に「⑦施策・制度
の整理」が 50.0% で続いて、創造都市事業の枠組みづくりが課題になっていることをうかがわせる。10 万人未満の普通市・
町では 1 位が「地域資源の活用」57.1% であるのは他と共通するが、2 位の「伝統文化・工芸の継承」が都道府県に
次いで 42.9%と高くなっている。これは小規模ゆえに地域が身近であることの表れと思えるが、一方で「国際的イベント」
が 3 位の 28.6% になっているところに、このグループの特色が出ている。

（表 3-18） 今後注力したい分野（複数）
1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位 7 位 8 位

⑤
地
域
資
源
の
活
用

③
伝
統
文
化
・
工
芸
の

継
承

①
国
際
的
イ
ベ
ン
ト

②
文
化
イ
ベ
ン
ト

④
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

人
材
の
集
積

⑦
（
①~

⑥
）
の
た
め

の
⑥
文
化
活
動
拠
点
の

整
備
・
運
営

⑧
そ
の
他

全体 62.5% 37.5% 34.4% 28.1% 28.1% 28.1% 18.8% 12.5%
都道府県 60.0% 60.0% 20.0% 40.0% 60.0% 0.0% 40.0% 20.0%
政令市・中核市 70.0% 30.0% 70.0% 30.0% 50.0% 40.0% 20.0% 10.0%
普通市（10 万人以上） 60.0% 30.0% 10.0% 30.0% 10.0% 50.0% 10.0% 10.0%
普通市・町（10 万人未満） 57.1% 42.9% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3%

NA は無し
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（19）創造都市事業の継続予定（選択式・単数）
創造都市事業の継続予定をたずねたところ、都道府県では明確な意思表示である「①リニューアルしつつ継続」が

80.0% のトップであった。ついでやや不確定要素が混じる「③継続の予定」が 20.0% の 2 位となり、全体が継続の方向
にあることが確認できる。政令市・中核市も「継続の予定」が 30.0% になるけれども、全体が継続の方向である。10 万
人以上の普通市では大きく継続の方向を向いているが、一部に「不明」や NA が生まれている。さらに 10 万人未満の普
通市・町では、トップは「継続の予定」の 42.9% であるが、「リニューアルしつつ継続」は 28.6% にとどまる。反対に「④
継続にやや困難さがある」と「⑤継続は困難」がそれぞれ 14.3% ずつあり、このグループは継続と撤退の両方向を抱えて
いるといえる。

（表 3-19） 今後の継続予定（単数）

総数

①
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
つ
つ

継
続

②
現
状
の
ま

ま
継
続

③
継
続
の
予

定 ④
継
続
に
や

や
困
難
さ
が

あ
る

⑤
継
続
は
困

難 ⑥
不
明

都道府県 5 80.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0%
政令市・中核市 10 60.0% 10.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0%
普通市（10 万人以上） 10 70.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 10.0%
普通市・町（10 万人未満） 7 28.6% 0.0% 42.9% 14.3% 14.3% 0.0%

全体 32 59.4% 3.1% 25.0% 3.1% 3.1% 3.1%
NA は「普通市」に 10.0%（2 自治体）のみ。

7. 評価指標について
（20）使用している定性的指標と定量的指標（選択式・5 つまで）
「実際に使用している」との条件をつけて、創造都市事業の定性的指標（表 3-20 参照）と定量的指標（表 3-21 参照）
をそれぞれ 5 つまで選んでもらった。2 表とも「その他」を除いて比率の高い順に 7 位までを並べたが、全体集計では
NA が最も多いという結果になっている。「実際に使用している」との条件がついたため、指標を使っていない自治体が回
答できなかったことによる。具体的には、定性的評価では 40.6%、定量的評価では 34.4% が NAとなった。
有効回答を見ると、まず定性的指標については、1 位が「③地域資源の再発見と魅力発信」の 37.5%、2 位が「⑩地域
文化・伝統文化の継承と発展」の 31.3%、3 位が「①多彩な市民文化活動の推進」「④まちづくり等と文化施策の連携」
の 25.0% である。これを自治体の種類別にすると、都道府県では「地域文化・伝統文化の継承と発展」40.0%と特に高
くなっている。先に述べた設問（18）の今後注力したい分野で「伝統文化・工芸の継承」が 60.0% であったことと結び
ついていると思われる。また 10 万人未満の普通市・町において、「地域資源の再発見と魅力発信」と「まちづくり等と文
化施策の連携」が共に 57.1% のトップになり、2 位に「地域文化・伝統文化の継承と発展」が 42.9% で続くのは、地
域を身近に捉えられているからと思われる。
政令市・中核市、及び 10 万人以上の普通市では、それぞれの自治体がそれぞれなりの指標を用いているようであり、
20.0%~40.0% の間に 6 つほどの指標が並ぶ結果になっている。これも創造都市事業の 1 つの姿であると思われる。

（表 3-20） 創造都市事業の定性的評価指標（5 つまで選択）上 7 位
1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位 7 位

NA

③
地
域
資
源
の
再
発

見
と
魅
力
発
信

⑩
地
域
文
化
・
伝
統

文
化
の
継
承
と
発
展

①
多
彩
な
市
民
文
化

活
動
の
推
進

④
ま
ち
づ
く
り
等
と

文
化
施
策
の
連
携

⑤
文
化
芸
術
創
造
環

境
の
整
備

⑦
創
造
都
市
へ
の
市

民
・
企
業
の
認
知

②
創
造
的
人
材
の
集

積
・
育
成

全体 37.5% 31.3% 25.0% 25.0% 18.8% 15.6% 12.5% 40.6%
都道府県 20.0% 40.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0%
政令市・中核市 30.0% 20.0% 30.0% 20.0% 20.0% 20.0% 10.0% 40.0%
普通市（10 万人以上） 40.0% 30.0% 20.0% 20.0% 30.0% 10.0% 30.0% 40.0%
普通市・町（10 万人未満） 57.1% 42.9% 28.6% 57.1% 14.3% 28.6% 0.0% 28.6%
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続いて定量的指標の全体集計を見ると、「①創造都市事業の開催数・参加者数」、「⑥事業への満足度」、「⑤事業への参
加率」がトップ 3 になっている。7 位までの内、アウトプット指標になるのが「事業の開催数」、「拠点施設の整備」、「活
動支援数」であり、アウトカム指標になるのが「参加者数」、「参加率」、「アーティスト・クリエイター数、「企業数」、「満
足度」である。「満足度」は参加者や市民へのアンケート調査等で数量化されるものであるが、これが「事業の開催数」
と並んでトップになったということは、事業対象者の評価として分かりやすいからであろう。

（表 3-21） 創造都市事業の定量的評価指標（5 つまで選択）上 7 位
1 位 1 位 3 位 4 位 5 位 6 位 7 位

NA

①
事
業
の
開
催

数
・
参
加
者
数

⑥
事
業
へ
の
満
足

度 ⑤
事
業
へ
の
参
加

率 ②
文
化
拠
点
施
設

の
整
備

④
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

ク
リ
エ
イ
タ
ー
数

⑦
創
造
産
業
関
係

企
業
数

⑧
伝
統
芸
能
等
活

動
支
援
数

全体 31.3% 31.3% 21.9% 18.8% 15.6% 6.3% 6.3% 34.4%
都道府県 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0%
政令市・中核市 30.0% 30.0% 20.0% 20.0% 20.0% 10.0% 0.0% 20.0%
普通市（10 万人以上） 20.0% 40.0% 30.0% 30.0% 10.0% 10.0% 0.0% 40.0%
普通市・町（10 万人未満） 71.4% 28.6% 14.3% 14.3% 28.6% 0.0% 28.6% 28.6%

（21）特に有効だと思われる評価指標の具体例（記述式）
設問（20）で選択した回答肢の内、特に有効と思われる指標を記述してもらったが、それを自治体の種類別に一覧化し

た（表 3-22 参照）。ただし表現は、できるだけ原文を尊重しつつ、編集している。
（表 3-22） 使っている評価指標の内、特に有効と思われる具体例

特に有効だと思われる指標例

都道府県
・回答した指標等を用いたインターネットによるアンケート調査。
・定性的指標の②、③、⑩、定量的指標の⑥。

政令市・中核市

・ユネスコ創造都市の認定指標。
・クリエイター数。
・市民意識調査。
・創造産業従事者数。

普通市（10 万人以上）

・文化芸術施設が行う事業への参加状況や、施設への注目度。
・他地域からの交流人口の拡大。
・市民アンケート調査。
・実施回数 / 実施会場数 / 参加人数 / 公演来場者数。

普通市・町（10 万人未満）

・来場者数及び参加集落数。
・メディアの露出度。
・担い手の状況及び市民意識の変化。
・参加者の客層の変化。
・参加者の満足度 / 住民からの要望。

（22）評価指標の課題と問題点（記述式）
設問（20）で選択した回答肢について、課題や問題点を記述してもらい、それを自治体の種類別に集約した。ただし表現
は、できるだけ原文を尊重しつつ、編集している。
ここにはそれぞれの自治体が自ら掲げた目標に沿って事業を評価しようとして、様々に苦心している姿がそのまま表れている。
たとえば政令市・中核市のグループからは「アーティスト・クリエイターが行っている経済活動の波及効果」を測定する必
要が提起されているが、この手法を開発すれば他の項目にも適用できるだろう。他にも、事業参加者以外からのデータ取
得であったり、統計データの活用方法についても意見が出されている。10 万人以上の普通市グループからは「満足度」が
エピソード的にしかならないのではないか、といった疑問も出された。
こうした提起や疑問を共有しながら、連携して解決策を見いだしていくことが大切である。文化庁が共通する指標を策定す
るのが望ましいという意見も出されているが、そうした提起も含めて都市の創造性を高める議論が必要ではないだろうか。
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（表 3-23） 使っている評価指標の課題と問題点
指標の問題点

都道府県
・インターネットによるアンケート調査はリテラシーの度合い等により、サンプル

に偏りがある。
・単純に数字で表すことができないこと。

政令市・中核市

・アーティスト・クリエイターは市の事業に参加した人しか把握できない。それ以
外に活動している人達を把握する必要。

・イベント来街者数をもとに経済波及効果を算出しているが、市内のアーティスト・
クリエイターが行っている経済活動の波及効果を検討する必要がある。

・文化施策全般に関して、事業参加者以外からデータを取ることが難しく、評価指
標設定の困難さを感じる。

・該当する評価指標が少ないことが課題。主観的な評価では、文化芸術創造都市事
業への理解やその予算確保につながらない。

・中間見直しのため、25 年度から 32 年度までの間の適切な時期に、市民意識調
査の実施を検討する。

・「③創造産業従事者数」や「⑦創造産業関係企業数」は何を根拠にするか。経済
センサスや国勢調査は毎年度調査ではなく結果の公表に時間がかかるため、現況
が把握しにくい。

・文化庁で各都市に共通する成果指標を策定し、根拠データの整備・提供をするの
が望ましい。

普通市（10 万人以上）

・文化芸術施策による市民文化の向上、及び産業振興や地域活性化への効果につい
ては、明確かつ正確な評価が得られる指標はなく、多角的な指標を総合的に分析
した上で、判断する必要がある。

・「満足度」はエピソード評価のような形にならざるを得ないのではないか。
・担い手となる民間中心の組織育成が課題。

普通市・町（10 万人未満）
・市民意識への啓発活動。
・住民参加の事業開催。

8.2020 年に向けた文化関係の取組意向について
（23）2020 年に向けた文化プログラム等の取組意向（記述式）

2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に焦点を合わせた文化プログラムについて意向を記述してもらった。
結果は第 4 章に設問 (24)と合わせて一覧を掲示している。

（24）現在決まっているプレイベント（記述式）
第 4 章に設問 (23)と合わせて一覧を掲示している

9. 創造都市ネットワーク日本（CCNJ）について
※（11）CCNJ への加盟意向（選択式・単数）
32 の有効回答のうち CCNJ に加盟しているのは 27 自治体である。5 自治体が未加盟であるが、設問 (11) に示された加
入意思の結果は表 3-24 のとおりであった。

（表 3-24） CCNJ への加盟意向（未加盟の場合のみ）（単数）
回答数 ①申請中 ④予定なし ⑤未定

普通市（10 万人以上） 2 1 50.0% 0 0.0% 1 50.0%
普通市・町（10 万人未満） 3 0 0.0% 1 33.3% 2 66.7%

全体 5 1 20.0% 1 20.0% 3 60.0%

（25）CCNJ の取組の中で特に役立っているもの（選択式・複数）
創造都市ネットワーク日本（CCNJ）が行っている取組の中で、特に自らの自治体に役立っていると思うものを選択して

もらった。「その他」を除いて上 7 位まで順位をつけたところ、「①創造都市政策セミナー」と「⑤公式 HP での情報発信」
が共に34.4%で 1 位であった。自治体の種類別に見ると、都道府県では「公式 HPでの情報発信」が 60.0%と突出したトッ
プであり、情報収集に活用されていることがうかがわれる。政令市・中核市、10 万人以上の普通市では「創造都市政策
セミナー」と「公式 HP での情報発信」の評価が高い。対して 10 万人未満の普通市・町では「③ネットワーク会議」の
評価が高く、交流を欲していることがうかがわれる。
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（表 3-25） CCNJ の活動で貴自治体の役に立っていること・上 7 位（複数）
1 位 1 位 3 位 4 位 5 位 6 位 7 位

NA

①
創
造
都
市

政
策
セ
ミ
ナ
ー

⑤
公
式H

P

で
の
情
報
発
信

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議

⑧
該
当
な
し

②
創
造
農
村

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

④
各
種
視
察

ツ
ア
ー

⑥
調
査
・
研
究

全体 34.4% 34.4% 18.8% 15.6% 12.5% 9.4% 3.1% 6.3%
都道府県 20.0% 60.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%
政令市・中核市 50.0% 40.0% 20.0% 10.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0%
普通市（10 万人以上） 40.0% 30.0% 10.0% 10.0% 10.0% 20.0% 0.0% 10.0%
普通市・町（10 万人未満） 14.3% 14.3% 42.9% 28.6% 28.6% 0.0% 0.0% 14.3%

注 :「その他」の項目は除外して順位をつけている。

（26）今後 CCNJ の枠組みで行いたい取組等（記述式）
CCNJ の枠組みで行いたい取組や実現したい仕組みを記述してもらい、それを自治体の種類別に一覧化した（表 3-26

参照）。ただし表現は、できるだけ原文を尊重しつつ、編集している。また評価指標に係わる提起等で、記述のものは割愛
した。

（表 3-26）  CCNJ の枠組みで行いたい取組等

都道府県

・他の自治体との事業連携。
・2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催時の文化プログラム実
施に向けた CCNJ の枠組みを通じた情報共有、連携実施などの取組の実現。
・連携や情報交換。

政令市・中核市

・現代アートの芸術祭を行っている自治体間ネットワークの形成を通して、事務方
職員の知識・課題共有や広報連携などを図る。
・CCNJ とユネスコ創造都市ネットワークの連携。
・ユネスコ創造都市ネットワークに認定されている海外都市への視察。
・事業の組み立てを進める中で、陥りやすい困難の解決についてネットワーク内の
事例を参考にしたい。
・2016 年の東アジア文化都市で連携できる事業や、広報宣伝等に協力いただきた
い。

普通市（10 万人以上）
・加盟都市との共同プロジェクトの実施（広域によるフードツーリズムの展開、人
材の交流等）。

普通市・町（10 万人未満） ・国内の CCNJ 加盟自治体等との交流及びイベントへの参加。

第4章	 自治体の交流情報
1.	 （表 4-1） 創造都市事業に係わる条例やビジョン・計画

自治体名 条例 ビジョン・計画

都
道
府
県

埼玉県 埼玉県文化芸術振興条例 
（平成 21 年 7 月）

埼玉県文化芸術振興計画 
（平成 23 年 3 月）

京都府 京都府文化力による京都活性化推進条
例（平成 17 年 10 月）

京都こころの文化・未来創造ビジョン 
（平成 24 年 12 月）

兵庫県 兵庫県芸術文化振興ビジョン 
（平成 16 年 5 月策定、平成 27 年 3 月改定予定）

徳島県 徳島県文化振興条例（平成 17 年 3 月）徳島県文化振興方針（平成 18 年）
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自治体名 条例 ビジョン・計画

政
令
市

札幌市 札幌市まちづくり戦略ビジョン（平成 25 年 2 月）

さいたま市
さいたま市文化芸術都市創造条例 

（平成 23 年 12 月）
さいたま市文化芸術都市創造計画（平成 26 年 3 月）

横浜市

ナショナルアートパーク構想（平成 18 年 1 月） 
横浜市基本構想（平成 18 年 6 月） 
横浜市文化芸術創造都市施策の基本的考え方（平成
24 年 12 月） 
横浜市中期 4 か年計画（平成 26~29 年度）（策定中）

浜松市

浜松市文化振興ビジョン（平成 12 年・平成 21 年 3
月改定） 

「創造都市・浜松』推進のための基本方針（平成 25
年 3 月）

名古屋市 名古屋市文化振興計画（平成 22 年 3 月）

神戸市

「デザイン都市・神戸」を推進するための基本的方針
（平成 19 年 12 月）
神戸 2015 ビジョン（平成 23 年 2 月） 
第 5 次神戸市基本計画「神戸づくりの指針」（平成
23 年 2 月）

中
核
市

金沢市
金沢市文化芸術振興プラン（平成 18 年） 
金沢創造都市推進プログラム（平成 22 年、23 年・
25 年改訂）

奈良市 奈良市文化振興条例（平成 21 年 3 月）

10
万
人
以
上
普
通
市

八戸市 （仮称）文化のまちづくりビジョン（策定中）

鶴岡市
鶴岡食文化創造都市推進プラン（平成 25 年 2 月） 
鶴岡食文化創造都市推進プラン実施計画（平成 26
年 5 月）

取手市 第 5 次総合計画後期 5 か年基本計画（平成 24 年 3 月）

小田原市 小田原市文化振興ビジョン（平成 24 年 3 月）

高岡市 （仮称）文化創造都市高岡推進ビジョン（今年度末ま
でに予定）

可児市
（仮称）創造のまちづくり文化芸術振
興条例（策定中）10

万
人
未
満
普
通
市・

近江八幡市
近江八幡市文化振興条例 

（平成 26 年 3 月 25 日）

栗東市 栗東市文化振興計画（平成 25 年 3 月）

篠山市 篠山市歴史文化基本構想（平成 23 年 3 月） 
篠山市創造都市推進計画（平成 25 年 9 月）

※その他、京都市（政令市）では平成 19 年 3 月に「京都文化芸術都市創生計画」を策定（平成 24 年 3 月改定）、
高松市（中核市）では平成 25 年 10 月に「高松市創造都市推進ビジョン」を策定している。
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2.（表 4-2） 注目する都市と理由

国内

札幌市
ユネスコ創造都市ネットワーク加盟都市としての取組。 
地元の資源を活かしつつ外部の活力も取り入れ、人を呼び込む多くの事業を開催し都市の
価値を高めている。

鶴岡市 創造都市の先進的な取組。

東京都 アーツカウンシル東京の取組。

横浜市

歴史的建造物を生かした景観づくり、アート関係の民間セクターの集積などを生かした取
組。 
東アジア文化都市に向けての取組。 
横浜トリエンナーレ、横浜ジャズプロムナードなどの開催。

新潟市 東アジア文化都市に向けての取組。

金沢市
ユネスコ創造都市ネットワーク加盟都市としての取組。 
若手人材の育成。

浜松市 創造都市の先進的な取組。

名古屋市 ユネスコ創造都市ネットワーク加盟都市としての取組。

京都市 東アジア文化都市に向けての取組。

神戸市 ユネスコ創造都市ネットワーク加盟都市としての取組。

篠山市 文化による地域（集落）の再生。

奈良市 東アジア文化都市に向けての取組。

鳥取県 鳥取藝住祭。

国外

バンクーバー（カナダ）産学連携の映像産業。

アンギャン・レ・バン
（フランス）

デジタルアートフェスティバルの取組。

サンタフェ（アメリカ）2013 年工芸トリエンナーレ第 2 回展（金沢）に出品。

ブラ（イタリア） 戦略的な人材育成（食の大学）。

ボローニャ（イタリア）音楽都市であり、文化事業、人材育成が活発。

ワイマール（ドイツ） 歴史や教育機関を生かしたメディアアーツを活用した取組。

台湾（中国） 2013 年工芸トリエンナーレ第 2 回展（金沢）に出品。

利川（韓国） ユネスコ創造都市ネットワーク（クラフト & フォークアート）としての取組。
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3.	 （表 4-3） 注力している創造都市事業（5 つまで）

※執行体制の凡例 : ①行政主導型、②地域主導型、③官民共同型、④その他

自治体名 事業名 事務局団体
関係団
体数

執行体
制

都
道
府
県

京都府

「文化のみやこ・京都」推進事業 京都府 多数 ①

「国際現代芸術祭 2015」開催 京都国際現代芸術祭組織委員会事務局 3 ③

琳派 400 年記念祭開催 琳派 400 年記念祭実行委員会 3 ③

北山文化環境ゾーン整備 京都府 23 ①

兵庫県

ひょうごのふるさと芸術文化活動推進事
業 芸術文化課 多数 ②

伝統文化体験事業 芸術文化課（（公財）兵庫県芸術文化
協会） 多数 ①

県民芸術劇場 芸術文化課（（公財）兵庫県芸術文化
協会） 多数 ②

ｱｰﾄ de 元気ﾈｯﾄﾜｰｸ in 兵庫・神戸推進事業 芸術文化課 （ｱｰﾄ de 元気ﾈｯﾄﾜｰｸ推進
会議） 多数 ③

兵庫陶芸美術館・芸術文化ｾﾝﾀｰ等、各芸
術文化施設における自主企画事業 各芸術文化施設 多数 ①

徳島県
文化立県とくしま推進事業 文化立県とくしま推進会議 17 ①

徳島県民文化祭 徳島県民文化祭開催委員会 19 ①

大分県 国東半島芸術祭開催事業 国東半島芸術祭実行委員会 4 ③

政
令
指
定
都
市
（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

札幌市

ユネスコ創造都市ネットワーク活用 札幌市 1 ①

札幌国際芸術祭 創造都市さっぽろ・国際芸術祭実行委員会 25 ③

パシフィック・ミュージック・フェスティ
バル（PMF）

パシフィック・ミュージック・フェス
ティバル組織委員会 5 ③

仙台市

仙台国際音楽コンクール 仙台市市民文化事業団 1 ①

仙台クラシックフェスティバル 仙台市市民文化事業団 1 ①

舞台芸術振興（劇都仙台） 仙台市市民文化事業団 1 ①

創造都市推進事業 仙台市市民文化事業団 1 ①

さいたま市 さいたまトリエンナーレ 文化振興課 29 ③

横浜市

創造界隈活動支援事業 - 5 ④

アーツコミッション事業 ( 公財 ) 横浜市芸術文化振興財団 1 ④

横浜トリエンナーレ事業 横浜トリエンナーレ組織委員会 4 ③

スマートイルミネーション事業 スマートイルミネーション実行委員会 5 ②

創造都市市民連携事業
横濱 JAZZ PROMENADE 実行委員会 
ホッチポッチミュージックフェスティ
バル実行委員会

10 
6 ②

静岡市 大道芸ワールドカップ 大道芸ワールドカップ実行委員会 - ②

浜松市

浜松国際ピアノコンクール 浜松国際ピアノコンクール事務局 2 ③

静岡国際オペラコンクール 静岡国際オペラコンクール実行委員会
事務局 2 ①

浜松市アクトシティ音楽院 浜松市アクトシティ音楽院事務局 2 ①
アクトシティ浜松及び浜松市楽器博物館
の運営 浜松市文化振興財団 2 ③

みんなの浜松創造プロジェクト（補助金
交付事業） （各事業主体） - ②
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自治体名 事業名 事務局団体
関係団
体数

執行
体制

名古屋市

あいちトリエンナーレ あいちトリエンナーレ実行委員会 15 ①
やっとかめ文化祭 ~ 芸どころ・旅どこ
ろ・なごや ~ やっとかめ文化祭実行委員会 5 ①

金山ぐるりタイムトンネル なごや子どもまちかど文化プロジェク
ト実行委員会 4 ①

神戸市

神戸ビエンナーレ 神戸ビエンナーレ組織委員会 - ③

KOBE デザインの日記念イベント 神戸市 - ①

KOBE ぽっぷカルチャーフェスティバル 神戸ポップカルチャー実行委員会 - ③

デザイン・クリエイティブセンター神戸
（KIITO）の運営 神戸市 - ④

中
核
市

金沢市

金沢・世界工芸トリエンナーレ開催事業 金沢・世界工芸トリエンナーレ開催委員会 1 ③

金沢 JAZZSTREET 開催事業 金沢 JAZZSTREET 実行委員会 15 ①

金沢アカペラ・タウン開催事業 金沢アカペラ ･ タウン実行委員会 1 ②

金沢 21 世紀美術館企画運営事業 金沢 21 世紀美術館（( 公財 ) 金沢芸術
創造財団） 1 ①

卯辰山工芸工房技術研修者奨励事業 金沢市・( 公財 ) 金沢芸術創造財団 2 ①

奈良市 2016 東アジア文化都市 未定 未定

普
通
市
・
町
（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

八戸市

「まちぐ（る）み」事業 
（はっちｱｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 八戸ﾎﾟｰﾀﾙﾐｭｰｼﾞｱﾑ 1 ①

「はっち魚ラボ」事業 
（ｱｰﾃｨｽﾄ ･ ｲﾝ ･ ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ事業） 八戸ﾎﾟｰﾀﾙﾐｭｰｼﾞｱﾑ 1 ①

酔っ払いに愛を ~ 横丁ｵﾝﾘｰﾕｰ ･ ｼｱﾀｰ ~ 八戸ﾎﾟｰﾀﾙﾐｭｰｼﾞｱﾑ 1 ②

南郷アートプロジェクト 八戸市まちづくり文化推進室 1 ①
工場アート 八戸市まちづくり文化推進室 1 ③

山形市 山形国際ドキュメンタリー映画祭 認定 NPO 法人山形国際ドキュメンタ
リー映画祭 - ②

鶴岡市

ユネスコ創造都市ネットワーク加盟推進事業 鶴岡食文化創造都市推進協議会 22 ③

食の祭典開催事業 鶴岡食文化創造都市推進協議会 22 ③

鶴岡のれん開催事業 鶴岡食文化創造都市推進協議会 22 ③

実践型地域雇用創造事業 鶴岡食文化創造都市推進協議会 22 ③

食文化テキスト整備事業 鶴岡食文化創造都市推進協議会 22 ③

普
通
市
・
町

水戸市

水戸の街へ響け !300 人の《第 9》 公益財団法人水戸市芸術振興財団 3 ①

プレイ・プレイプロジェクト 公益財団法人水戸市芸術振興財団 7 ①

街なか展示「コーヒー & アート」 公益財団法人水戸市芸術振興財団 5 ①
アートタワーみと スターライトファン
タジー ATMS 実行委員会事務局 8 ②

水戸短編映画祭・水戸映画祭 水戸映画祭実行委員会 6 ②

取手市

取手アートプロジェクト 取手アートプロジェクト実行委員会 3 ②

壁画によるまちづくり 壁画によるまちづくり実行委員会 2 ③

取手音楽の日事業「取手 JAZZ DAYZ」 公益財団法人 取手市文化事業団 1 ①

中之条町
中之条ビエンナーレ 実行委員会 1 ③

伊参スタジオ映画祭 実行委員会 1 ③
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小田原市

文化創造活動担い手育成事業 文化政策課 - ①

小田原城ミュージックストリート事業 実行委員会 - ③

å 清閑亭を核とするまちづくり事業 文化政策課 - ②

市民による小田原音楽フェスティバル事
業 実行委員会 - ②

十日町市 大地の芸術祭 越後妻有アートトリエン
ナーレ 大地の芸術祭実行委員会 80 ①

高岡市 文化創造都市高岡パイロット事業 文化創造都市高岡プロモーション実行
委員会 5 ③

千曲市 とがびプロジェクト 戸倉上山田中学校 - ④

可児市 ala まち元気プロジェクト （公財）可児市文化芸術振興財団 1 ④

舞鶴市
赤れんがパーク賑わい創出事業 （一財）torindo 1 ②

イルミネーションアート事業 舞鶴市 1 ①

篠山市

重要伝統的建造物群保存地区保存経費事業 篠山市 2 ①

民俗芸能後継者養成事業 篠山市 4 ③

篠山子ども狂言 一般社団法人ノオト 3 ③
丹波篠山ひなまつり事業 篠山市 6 ③

丹波立杭登窯修復事業 丹波立杭陶磁器協働組合 3 ③

4.	 （表 4-4） 創造都市事業を進める中で起こった特筆すべき変化

自治体名 特筆すべき変化

都
道
府
県

京都府

・文化事業を所管する府体制の強化 
文化芸術室→文化政策課・文化芸術振興課 (H24.4.1~) 
（北山文化環境ゾーン整備事業と国民文化祭の継承・発展等のため） 

→文化政策課・文化芸術振興課・文化交流事業課 (H26.5.1~)  
（2020 年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸの開催に向けた文化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ推進のため）

兵庫県

これまで行政自らが企画運営する事業が主体であったが、芸術文化団体や地域団体が自ら文
化を継承し発展させようとする事業への助成や、地域の既存イベントのネットワーク化への
支援など、県民や団体の自律的な取組に対する支援事業が広がりつつある。 
また、26 年 6 月に実施した県域芸術文化団体に対するアンケート調査では、本県の芸術文化
振興のために、今後、芸術家や芸術文化団体が力を入れるべきものとして、「担い手育成」や

「小・中学校で行う芸術文化教育の支援」、「青少年が芸術文化に親しむ機会の充実」が大きな
ウエイトを占めており、後継者育成に対する芸術文化団体の意識の高さがうかがえる。

徳島県 地域の文化資源を見つめ直す契機となり、その機運が醸成された。

大分県

まだ取組を始めたばかりで、特筆すべき変化等については把握できていない。
しかしながら、現在開催している国東半島芸術祭においては、地域住民の方々がアーティス
トとの交流や展示作品を通じて、地域の魅力を再発見し、それを芸術祭の来場者に「おせっ
たい」と一緒に伝える、といった現象が生まれている。

政
令
指
定
都
市

札幌市
・総合計画「札幌市まちづくり戦略ビジョン」において、創造都市を目指すため、創造戦略が

設定された。
・創造都市さっぽろ宣言後、具体的に検討が始まった国際芸術祭の開催が実現した。

さいたま市

これまでは、さいたま市らしさにあふれた「さいたま文化」の創造・発信を目指し、文化芸
術の振興を図ってきた。しかし、本市を「文化的なまち・芸術のまち」とイメージする市民
は少ないことから、今後は、教育・経済等の様々な分野と連携し、文化芸術を活かした地域
経済の活性化や産業の振興という視点を踏まえ活力のあるまちづくりに向けた取組を行って
いくこととしている。
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横浜市

・民間空きビル等の活用
旧富士銀行や日本郵船横浜海岸通倉庫などを活用した創造界隈形成の取組を進めたことに
より、民間の複数の空きビルがアーティスト・クリエーターの活動拠点に転用され始める
など、まちの活性化につながる動きが出ている。その他にも、民間主体の活動拠点が、み
なとみらい地区に開設されるなど、創造的な取り組みが広がりを見せている。

・まちの再生 
初黄・黄金町地区は、かつての違法風俗店街のイメージを一掃し、アートの力による取組
により地区のイメージは大きく変わった。毎年開催する「黄金町バザール」では多くの来
場者で賑わい、地域の方々や商店主の活動が加わり経済面での活性化の兆しが見えてきて
いる。また、地域の方々と黄金町に集まったアーティスト・クリエーターとの交流から、
地域の方々が主体的に参画するイベントが生まれている。

・都市ブランドの形成
2001 年から始まった横浜トリエンナーレは、現代アートにおける国内唯一のナショナル・
プロジェクトとして、着実に定着してきた。これらが評価され、創造都市ネットワーク日
本の幹事団体代表、東アジア文化都市の開催都市と、いずれも日本で初めて選ばれるなど、
国内外から高い評価を受け、都市ブランドの形成につながっていると考える。

静岡市
大道芸ワールドカップの運営については、最初は行政主体であったが、年数を経るに従い市
民による実行委員会の担う役割が大きくなり、近年は完全に実行委員会による運営が成立し
ている。

浜松市 「みんなのはままつ創造プロジェクト」（補助金事業）により、音楽以外の分野を含む市民の
創造的活動が活発化し、担い手の発掘、ネットワーク化が進んだ。

名古屋市 まちづくり、教育、観光など、文化行政の関わる領域が広がっている。

神戸市 文化・芸術・デザインに対する、庁内における理解や興味が高まりつつあり、事業数が増加
している。

普
通
市
・
町
村

八戸市 まちづくり活動に主体的に関わる市民が増え、その市民が新たなネットワークをつくって活
動するようになってきている。

鶴岡市 市民の意識変化（地域食文化の価値に関する再認識、食文化を活用した産業振興や地域振興
に関する機運の醸成）

水戸市

本市が取り組む文化振興の分野は幅広いが、特に水戸芸術館については、平成 2 年の開館以
来（吉田秀和館長のもと）一貫した運営基本理念の基に、音楽、演劇、美術の 3 部門において、
既成概念にとらわれない、質の高い多種多様な事業を積極的に展開し、また、世界に向けて、
水戸から芸術・文化の発信を行ってきた。 この結果、日本の文化施設の役割としての発展や、
大きな可能性を示すとともに、国内外からの高い評価を受けることができた。

取手市
地域において現代アートが理解され、市民権を得るには相当な時間が必要である。そのことは、
行政内でも同様である。当市においても最近の活動について議会等で質問を受けることが多
くなり、アートの必要性が認識され始めてきた

中之条町

芸術や文化などを通してクリエイティブなまちづくりを推進していく中で、政策に関しては、
景観条例を制定し景観を守り、住民との協働で事業に取り組み、文化団体にはイベントや交
流事業で複合施設を利用してもらい、地域文化・伝統文化の魅力を知る機会を創るようになっ
た。

十日町市

市総合計画の中にある「まちづくり重点方針」の重点施策として、大地の芸術祭事業が位置
づけられている。事業を重ねるごとに市民の意識にも変化があり、芸術祭を通じた交流の機
会及び地域の伝統文化を発信する意識が向上してきた。そして何より、そこに暮らす住民の
自信醸成に繋がっている。

高岡市 参加した団体が相互に連携し新たな取り組みを行うなど、市民活動のネットワーク形成に繋
がっている。

可児市 ・文化庁特別支援施設への採択 
・（仮称）創造のまちづくり文化芸術振興条例の検討開始

篠山市
【市民意識の変化】 
・市民が主体となったまちづくり事業（丹波篠山まちなみアートフェスティバル） 
・まちづくり地区を単位とした地域の自発的な活動
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5.	 （表 4-5） 2020 年に向けた文化プログラムの意向及び H27 年度予定事業

自治体名 2020 年に向けた文化プログラムの意向
左記の内、平成 27 年度に予定している事
業等

都
道
府
県

埼玉県 日本最大規模の公募参加型イベント 
民俗芸能活用事業 現在予算折衝中のため未定

京都府

文化・観光・学術関係の有識者などから成るオール
京都の委員会を平成 26 年 10 月に立ち上げ基本構想
の策定を進めている。 
基本構想については、日本の文化首都・京都にふさ
わしい取組を、大所高所から、長期的な展望のもとに、
一過性のイベントに終わらせないものとして策定す
ることとしている。

・U25 京都文化フェアアイデアコンペティ
ションによる若者からのアイデア募集

・京都文化フェア呼びかけ文の多言語発信

以上について平成 27 年度当初予算要求中

兵庫県 今後、検討予定。 今後、検討予定
大分県 情報収集および検討中。 情報収集および検討中

徳島県
徳島ならではの文化資源（阿波藍、阿波人形浄瑠璃、
阿波おどり、ベートーベン第九）を活かしたプログ
ラム。

・徳島ジャズフェスティバル（仮称）の開催
・クラシック入門コンサートの開催

政
令
市
（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

札幌市

札幌国際芸術祭2020やパシフィック・ミュージック・
フェスティバル（PMF）といった国際色豊かな地域
の文化資源を活用し、訪日外国人等に札幌、日本の
文化発信に向けた取り組みを行いたいと考えている。
また、世界の創造都市相互の交流・連携促進を図る
とともに、創造都市・札幌の世界的な知名度を高め
るため、構想段階であるが、ユネスコ創造都市ネッ
トワーク年次総会の誘致についても検討している。

検討段階であり、決まっていない

仙台市

東日本大震災後は、音楽をはじめとした文化芸術が被
災地の復興に大きな役割を果たしている。本市では、
被災地における復興のプロセスを活かし、文化芸術
の持つ大きな力を世界に向けて発信していきたい。

検討中

さいたま市
具体的な内容は未定だが、2016 年に予定しているさ
いたまトリエンナーレを、文化プログラムの 1 つと
して位置付けたいと考えている。

なし

横浜市

文化プログラムの基本スキームは明らかになってい
ないが、横浜トリエンナーレや横浜芸術アクション
事業等を、世界における日本のプレゼンス向上につ
ながる、横浜らしい特色のある文化芸術イベントと
して実施したいと考えている。

・事業名 Dance Dance Dance @ YOKOHAMA 
2015（仮称）※横浜芸術アクション事業（文
化芸術創造都市事業と文化芸術地域活性化事業
の総称）で実施されるフェスティバル

・期間 平成 27 年 8 月 1 日 ( 土 )~10 月 4 日 ( 日 )
(65 日間 ) 予定

・場所 横浜市内全域（横浜の街そのものが舞台）
・内容 オールジャンルのダンスフェスティバル
・事業数 約 200 プログラム（内、主催・共催約

40 ）
・総事業費 5 億 7,000 万円（予定）※「文化芸

術グローカル化推進事業（27 年度事業）」を
申請予定

静岡市 検討中

浜松市

既存の「浜松国際ピアノコンクール」（平成 27 年度、
30 年度予定）「静岡国際オペラコンクール」（29 年度、
32 年度予定）を軸として、新規に「音楽を通じた文
化的多様性に関する国際会議（仮称）」、「世界音楽の
祭典（仮称）」の開催を予定。また、東アジア文化都
市への参加も検討する。

・「第 9 回浜松国際ピアノコンクール」
・「音楽を通じた文化的多様性に関する国際
会議 ( 仮称 )」



50

添付資料 国内の取組に関する情報収集

名古屋市 詳細は未定だが、地域の文化資源を活用した
文化プログラムの開催について検討したい。

やっとかめ文化祭 ~ 芸どころ・旅どころ・なごや ~
伝統芸能の公演、講座・ワークショップ、まち歩き
など、地域の歴史・文化資源を活用したプログラム
を、まちじゅうで開催（予算額 :60,000 千円程度）

神戸市

これまで具体的な検討は行っていないが、
2020 年を見据え、市としてどのような事業
が実施できるか等について、今後検討を行っ
ていく。

予定していない

中
核
市

金沢市

多様な文化事業（美術展・音楽祭・舞台芸術等）
の実施 
( 例 ) 金沢 JAZZSTREET を国際的なジャズ
フェスティバルへ各国のジャズフェスティバ
ルと連携し、世界からアーティストや観客が
集まるジャズフェスティバルを目指す。

・名称 金沢 JAZZSTREET
・概要 市内中心部での「まちかど・ジャズライブ」

やトップアーティストによる「ホール ･ コンサー
ト」を開催し、まちなかの賑わいを創出する。
また、平成 27 年度から新たに国際的なコンペ
ティションを開催し、国際的な人材育成、金沢
JAZZSTREET の知名度向上を図る。

・予算額 60,000 千円 ・集客規模 10 万人

奈良市

2016 年の東アジア文化都市から、2020 年
東京オリンピック・パラリンピック競技大会
の実施に向け、継続したプログラムを奈良市
文化振興計画で検討する予定。

平成 28 年 1 月から 2016 年の東アジア文化都市
の事業を実施していく予定（詳細未定）

普
通
市
・
町

八戸市 現在取り組んでいる事業を継続し、2020 年
に向けて発展的に展開していきたい。

山形市
平成 27 年度に（仮称）創造都市推進協議会
の立ち上げを検討しており、その中で検討し
ていきたい。

鶴岡市 検討中 検討中

水戸市

政治、経済のみならず、文化においても東京
等の大都市に集中している現状を踏まえ、世
界に向けて文化芸術を発信している地方都市
としての水戸をアピールできるような事業を
水戸芸術館を中心に検討、実施していきたい。

なし

取手市 検討中（既存の継続プロジェクトの中で取り
組みが可能か検討中）

・取手アートプロジェクト 
・壁画によるまちづくり（壁画制作及び修復） 
・取手音楽の日事業「取手 JAZZ DAYZ」

中之条町

・事業名 中之条ビエンナーレ 2015
・日時 平成 27 年 9 月 12 日（土）-10 月 12 日（月・
祝） 31 日間 9:30-17:00 無休
・入場料 パスポート 1,000 円（前売 800 円）高校

生以下無料
・イベント規模 会場数 町内 6 エリア 約 40 会場

作家数 約 120 組を予定
・予算額 30,000 千円 ・集客数 30,000 人

小田原市 伝統芸能に関係する文化プログラム 調整中

十日町市

大地の芸術祭に関連したプログラムを検討
中。また当地域で発掘された国宝火焔型土器
の縄文文化や、雪まつりなど豪雪地帯特有の
里山文化も発信していきたい。

・事業名 大地の芸術祭 越後妻有アートトリエン
ナーレ 2015

・会期 平成 27 年 7 月 26 日 ~9 月 13 日（50 日間）
・会場 十日町市・津南町全域（760k㎡）
・規模 集客…約 50 万人
※現時点では特にプレイベントとしての位置づけではな

い。

舞鶴市

平成 27 年度より文化芸術創造都市を掲げ、
取組みを推進する予定。現時点で実施プログ
ラムを決めいていないが、当該取組みを実施
していきたい。

なし

篠山市 ・近隣市町村や CCNJ 参加自治体と連携し、小
規模自治体として可能な範囲で取り組んでいく。

・食と器の国際ビエンナーレ事業（時期は未定） 
・創造農村シンポジウム

尾道市
本市においても平成 32 年を展望した芸術・
文化的取組を平成 27 年度から継続的に展開
していきたい。

・市内の空き家を活用した現代アートによる滞在型
創作活動や作品展示、或いは空き家修繕（再生）
ワークショップの開催

・事業費 16,000 千円



51

添付資料 国内の取組に関する情報収集

第５章	 資料（使用した調査票）

 

第１章 資料（使用した調査票） 
 

‐文化庁・平成 26 年度文化芸術創造都市推進事業‐

文化芸術創造都市事業の推進に関する自治体アンケート

一般社団法人ノオト 

 

 

 

注 1：本アンケートでは、文化庁の支援事業のみでなく、自治体が行っている、「文化・芸

術の創造性を活かした地域づくり政策」の全体を対象にして、お答えください。 

注 2：選択式設問は回答箇所にマーカーで色をつけてください。(例：①いる  ②いない) 

注 3：用紙に記入される場合、選択式設問は、◯で囲んで下さい。 

 

 

１．この調査は文化庁の委託により、一般社団法人ノオトが行っています。 
２．目的は、「平成 22年度文化芸術創造都市推進事業」で行った「国内自治体アン

ケート」以降、自治体における文化芸術創造都市事業の推進がどのように行わ

れてきたかを把握すること、ならびに、今後、文化芸術創造都市事業を推進し

ようとする自治体に対し、先行した活動・取組の情報提供を行うことです。 
３．対象は、平成 26年 10月末時点で創造都市ネットワーク日本（以下、CCNJ）

に参加している自治体（広域自治体を含む）、これまで文化庁長官表彰を受け

た自治体、及びモデル事業に選定された自治体です。 
４．調査結果は創造都市ネットワーク日本公式ホームページにて公開いたします。

また「課題と発展方向」の形に整理した後、文化庁のホームページにアップす

る予定です。 
５．回答はこのWordファイルに直接記入し、Emailにて返送していただくか、郵

送にて返送してください。回答情報が多く、ページ数が増えるのはかまいませ

ん。 
６．設問は全部で 27問あります。 
７．返送は 11月 28日（金）までに、下記のアドレスにお送りいただくか、下記住

所まで返送をお願いします。また問い合わせについては、お手数ですが、同ア

ドレスに Emailにてお願いします。 
８．なお回答の基準日は平成 26年 11月 1日といたします。 

ccnj@plus-note.com  

一般社団法人ノオト 担当：荒木志穂、伊藤清花 

〒669-2321 兵庫県篠山市黒岡 191 篠山市民センター内 電話：079-552-7373 FAX：079-552-4680 

 

化芸 市事 の づ  
（７) 文化芸術の創造性を地域づくりに活用するようになったのは何年頃ですか。 

①（ ）年頃から ②（ ）年頃を予定 ③未定 

 
（８) 行政方針の中で文化芸術創造都市事業はどう位置づけられていますか。(複数可) 

①総合計画の中に位置づけられている 

②平成 26年度の施政方針で重点とされている 

③自治体の重点事業として採択されている 

④その他（兵庫県芸術文化振興ビジョンの中に位置づけられている） 

 
（９) 文化芸術創造都市事業のビジョンや条例等、制定しているものをお書き下さい。

策定中の場合は、ビジョン・条例名の後に（策定中）と記載してください。 

ビジョン・条例名 制定年月 

  

  

  

 
（１０) ユネスコの創造都市ネットワーク（UNESCO Creative Cities Network）への申

請状況についてお書き下さい。 

①認定済 ②申請中（分野名： ） 

③申請予定（分野名： 申請予定年度： ） 

④申請の予定は無い ⑤未定 

 
（１１) 【CCNJ未加盟の場合のみご回答下さい】 

CCNJ加盟の検討状況についてお書き下さい。 ④を選択された場合は、その理由
についてもお聞かせ下さい。 

①加盟申請中 ②未申請だが、具体的に加盟を検討中 

③時期は未定だが、加盟を検討したい 

④加盟を検討する予定はない 

理由：（ ） 

⑤未定 

 
 
 

 

市の推 に て 
（１) 最初に自治体名をお書きください。 

 

 
（２) 文化芸術創造都市事業を主管する行政部署（局･部･課･係）名をお書きください。 

 

 
（３) 上記（２）の主管部署で文化芸術創造都市事業の担当職員に関してお答えくださ

い。 

合計 
人数 

平均 
担当年数 

最長 
担当年数 

（学芸員資格を有する、大学等で文化政
策を学んだ、文化活動の経験がある、等） 
文化政策に関して経験や専門性をもつ人 

人 年 月 年 月 ①いる ②いない 

 
（４) 上記（２）の主管部署以外で、文化芸術創造都市事業の企画・実施に関与してい

る主な行政部署 局･部･課･係）名を５つ以内でお書きください。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

 
（５) 上記（２）、（４）の部署以外で、文化芸術創造都市推進事業を推進している組織

がある場合、下記についてお応え下さい。（最大３組織まで） 

組織名称 主な役割 構成員人数 

  人 

  人 

  人 

 
（６) 文化芸術創造都市事業は、既存事業との関係で次のどれに該当しますか。（単数） 

①独立型 既存の事業とは独立して、新規体系として展開） 

②連携型 既存の事業と連携しつつ、一定の独立性をもった新規体系として展開） 

③統合型（既存の事業を重要な要素としてとりこみ、それらの関連づけ･方向づけ

にウエイトを置きながら、一定の新規事業も展開） 

④その他（ 

 

３ 予 芸 どの 予  
（１２) 貴自治体において文化芸術創造都市事業と関連づけている文化事業の平成 25年度

および平成 26 年度の合計予算額はいくらですか（①）。文化芸術創造都市事業が
文化関係予算全体に占める比率は何％ですか（②）。国際芸術祭の開催など、特別

予算（経常的な予算外のもの）として計上した金額（③）と事業名（④）につい

てもお答え下さい。 

 ①合計予算額 ②比率 ③特別予算額 ④特別予算適用事業名 

H25年度 千円 ％ 千円  

H26年度 千円 ％ 千円  

 
４ の支 て 
（１３) 文化芸術創造都市事業を進める上で、国の支援策 補助金等）を活用しています

か。(複数可) 
選択肢 具体的な支援策名（①②選択時のみ） 

①活用した（している） 
 

②できれば活用したい 
 

③活用しておらず・予定もない  

④活用しておらず・今後は未定  
 
５ 情報 よ 情報発 について 
（１４) 文化芸術創造都市事業の活動を注目している地域があれば、自治体名と注目して

いるポイントについてお書き下さい。（国内・海外問わず） 
 自治体名 注目しているポイント 
国

内 
  

海

外 
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取 に いて 
（１５) 文化芸術創造都市事業を推進する上で、注力している事業についてお答え下さい。（５つ

まで） 

 事業名 事務局団体名 主な関係 
団体数 

事業の 
執行体制 

※１ 選択式 

１     

２     

３     

４     

５     

※１ 事業の執行体制 選択肢 

①行政主導型（主に行政が方針を考え、地域主体が協力して運営している） 

②地域主導型（主に地域主体が企画･運営し、行政がそれを名義的･資金的に支援している） 

③官民共同型（行政と地域主体が共同する組織･機関を設置し、そこが企画･運営している） 

④その他（ 

 
（１６) 文化芸術創造都市事業を進める中で、これまで特に困難さを感じたのは次のどのような

ことですか。（複数可） 

①担当職員の確保 ②予算の確保 ③施設確保 ④行政内の連携確立

⑤住民の事業参加 ⑥文化･芸術団体等の協力確保 ⑦大学･研究機関の協力確保

⑧地域経済界の協力確保 ⑨アーティストや専門家の確保  

⑩専門的知識やノウハウの取得 ⑪その他（具体的に：  

 
（１７) 文化芸術創造都市事業を継続してきた中で起こった、政策体系の変化や、市民の意識変

化、文化団体の参加状況など、貴自治体において特筆すべき変化をお書き下さい。（定性

的、定量的どちらでも可） 
 

 

 

（２１) 上記（裏面）（２０）で回答いただいた評価指標のうち、特に有効だと思われる指標につ
いて、具体的な事例をお書き下さい。 

 

 
（２２) 上記（裏面）（２０）で回答いただいた評価指標に関する問題点・課題をお書き下さい。 

 

 
化 係の 向 て 

（２３) 文化庁では、『2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会』に合わせ、2020年
を新たな日本の創造の年とすることを目標に、日本中で魅力的な文化イベント開催を文

化芸術立国中期プランに盛り込んでいます。貴自治体にて実施されたい文化プログラム

の内容等、本取組への意向についてお聞かせ下さい。 
 

参考：文化芸術立国中期プラン（文化庁ホームページ） 
http //www bunka go jp/bunka gyousei/plan/index html 
 

（２４）上記（２３）のうち、来年度（平成 27 年度）に文化プログラムのプレイベントとして、
実施を予定している事業・イベント等あれば、名称・概要・規模（予算額、集客規模等）

を、現在決まっている範囲で教えて下さい。 
 
 
 
 
 

 

 

（１８) 貴自治体の文化芸術創造都市事業について、今後注力したい分野をお選び下さい。 

①国際的イベントの誘致・開催（例：国際芸術祭など） ②文化イベントの開催

③伝統文化・工芸の継承 ④クリエイティブ人材の集積 ⑤地域資源の活用  
⑥文化活動拠点の整備・運営 ⑦ ①～⑥を実現するための施策・制度の整理  
⑧その他（  
 

 
（１９) 貴自治体の文化芸術創造都市事業について、今後の継続性をどのようにお考えですか。

(単数) 

①リニューアルしつつ継続 ②現状のまま継続 ③継続の予定  
④継続にやや困難さがある ⑤継続は困難 ⑥不明 

 
て 

（２０) 文化芸術創造都市事業の現況を総体的に評価するために、実際に使用している評価指標
をそれぞれ５つまで選択して下さい。  

定性的指標 定量的指標 

①多彩な市民文化活動の推進 

②創造的人材の集積・育成 

③地域資源の再発見と魅力発信 

④まちづくり等と文化施策の連携 

⑤文化芸術創造環境の整備 

⑥文化財の保存と活用 

⑦創造都市への市民・企業の認知 

⑧市民ニーズに基づく企画の実現 

⑨国内外の創造都市との交流 

⑩地域文化・伝統文化の継承と発展 

⑪その他（ 

 

①創造都市事業の開催数・参加者数 

②文化拠点施設の整備 

③創造産業従事者数 

④アーティスト・クリエイター数 

⑤事業への参加率 

⑥事業への満足度 

⑦創造産業関係企業数 

⑧伝統芸能等活動支援数 

⑨文化財の指定・登録件数 

⑩ホームページアクセス数 

⑪その他（ 

 

 ※選択肢は、H22年度国内自治体アンケート結果より一部抜粋。 
 

 
 

 

造都 ネットワ 本 ついて 
（２５）平成 25年１月の発足以降、創造都市ネットワーク日本の取組の中で特に貴自治体にとっ

て役立っているものお選び下さい。 
①創造都市政策セミナー ②創造農村ワークショップ ③ネットワーク会議

④各種視察ツアー ⑤公式ホームページでの情報発信 ⑥調査・研究  
⑦その他（ ） ⑧該当なし 

 
（２６）今後 CCNJの枠組みを通じて、行いたい取組や実現したい仕組みがあればお書き 

下さい。 

 

 
記入  

（２７）後日、補足的に質問させていただくかも知れません。最後に、回答者のお名前と 
連絡先をご記入ください。 

お名前  職場電話  

＜Emailアドレス＞  

以上です。ご協力ありがとうございました。 
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（４）CCNJ参加自治体取組一覧 ( 平成２７年３月３１日）
自治体名 主な分野 主な取組 備考
札幌市
北海道

音楽
映画
アート

国際的な音楽祭や映画祭の開催、デザイン学部を持つ大学（札幌市立大学）の
設置、クリエーター育成施設設置（ICC）、風土を生かした祭の開催や食文化の
推進 

【イベント例：札幌国際芸術祭、パシフィック・ミュージック・フェスティバル、サッ
ポロ・シティ・ジャズ、YOSAKOI ソーラン祭り、オータムフェスト、さっぽろ雪ま
つりなど】

文化庁長官表彰受賞都市
（H20 年度） 
ユネスコ「クリエイティ
ブ・シティズ・ネットワー
ク」加盟都市（メディア
アーツ分野）（H25 年度）

東川町
北海道

写真 国際写真賞「写真の町・東川賞」の授賞、東川町国際写真フェスティバル（通称：
東川町フォトフェスタ）の開催、全国高等学校写真選手権大会（通称：写真甲子
園）の実施など、写真に関連した事業を展開し、写真を通じた地域づくりの推進、
写真映りの良い風景・生活づくりの奨励など 

【イベント例：東川町国際写真フェスティバル（東川町フォトフェスタ）、全国高等
学校写真選手権大会（写真甲子園）など】

文化庁長官表彰受賞都市
（H21 年度）

八戸市
青森県

アート 
ものづくり

伝統文化から新しい文化まで、多種多様な分野で活発に繰り広げられている市民
の特色ある文化活動を「多文化」と定義し、これを推進することで地域活力の創
出を図っており、市民力の源となる「アート」に着目し、様々なアートプロジェクト
を展開しながら、新しいまちづくりに取り組んでいる。 

【事業例：フィールドミュージアム構想、八戸ポータルミュージアム「はっち」、南
郷アートプロジェクト、工場アートなど】

文化庁長官表彰受賞都市
（H25 年度）

仙台市
宮城県

音楽
舞台芸術
アート

国際的な音楽コンクールの開催、音楽祭の開催、舞台芸術振興、若手芸術家の
育成事業、地域資源を活かした各種アートイベント、古典芸能の振興 等 

【イベント例：仙台国際音楽コンクール、せんだいクラッシックフェスティバル、杜
の都の演劇祭、舞台スタッフラボ、仙台フォトコンテスト、RE：プロジェクト、市
民能楽講座 など】

文化庁長官表彰受賞都市
（H21 年度）

仙北市
秋田県

アート 
伝統建築 
劇場  温泉 
農業

アートイベントの開催、伝統建造物地区（武家屋敷）の保存・活用、劇場・温泉・
農家体験等の一体的な展開（たざわこ芸術村） 

【イベント例：ネオ・クラシック！カクノダテ】

文化庁長官表彰受賞都市
（H23 年度）

鶴岡市
山形県

食文化 
映画 
文学 
工芸

料理店・旅館のネットワーク作りや鶴岡ふうどガイド育成等フードツーリズムの振
興、食文化アーカイブ（レシピ本作成）等による食文化の保存・活用、能の伝承、
映画オープンセット、藤沢周平記念館、鶴岡シルク・しな織関連事業 等 

【イベント例：庄内酒まつり・鶴岡ふうど駅スポ】

文化庁長官表彰受賞都市
（H23 年度） 
ユネスコ「クリエイティ
ブ・シティズ・ネットワー
ク」加盟都市（食文化
分野）（H26 年度）

山形市
山形県

映画 
アート 
食文化 
クラフト 
音楽 
文学

国際的な映画祭の開催、東北芸術工科大学の設置、食文化の推進・活用 
【イベント例：山形国際ドキュメンタリー映画祭、ムービーフェスティバル、みちの
おくの芸術祭山形ビエンナーレ、山形市芸術祭、アフィニス夏の音楽祭、日本一
の芋煮会、鈍翁茶会、英語俳句大会など】

－

取手市
茨城県

アート 
音楽 
映像

東京藝術大学との交流事業（小中学校への派遣授業・藝大生によるミニコンサー
トの開催・市主催のジャズコンサートである取手ＪＡＺＺ ＤＡＹＺ出演・取手市
長賞など）、取手アートプロジェクト（長期的な取り組みで行う郊外都市への社会
提案を目指す「アートのある団地」と、農と芸術の融合を目指す「半農半芸」）、
壁画プロジェクト及び映像コンペティション（動く壁画）、ストリートアートステー
ジ及びリングなど

－

中之条町
群馬県

映画 
アート 
文化

文化芸術の持つ創造性を活かした産業振興や地域活性化の取組で、行政、芸術
家や文化団体、企業、大学、住民などの連携のもとに事業を推進 

【イベント例：中之条ビエンナーレ、伊参ｽﾀｼﾞｵ映画祭】

文化庁長官表彰受賞都市
（H21 年度）

さいたま
市
埼玉県

アート 文化芸術を活かしたまちの活性化、文化芸術都市創造を担う人材の育成、さいた
ま市の魅力ある資源の活用と発信 

【イベント例：さいたまトリエンナーレ（平成 28 年度）、アーティスト・インレジデ
ンス（平成 28 年度）、世界盆栽大会への支援・人材情報バンク事業の拡充（平
成 26 年度～）】

－

草加市
埼玉県

音楽 
文学 
国際

県内初の音楽都市宣言（平成 25 年度に２０周年を迎える）、草加市文化芸術振
興条例制定（平成 26 年度）、日光街道「草加宿」としての街並みを活かした催事、
外国籍市民との国際交流推進 

【イベント例：国際ハープフェスティバル、奥の細道文学賞、草加宿場まつり、ふ
ささら祭り、国際交流フェスティバルなど】

草加松原が「おくのほそ
道の風景地」として国名
勝に指定（H25 年度）

佐倉市
千葉県

伝統建築 
アート 
景観

城下町の整備、音楽ホール・美術館等における展示、桜・チューリップ・薔薇・
菖蒲等様々な花めぐりの催しを実施 

【イベント例：フラワーフェスタ、佐倉・時代まつりなど佐倉・城下町 400 年記念
事業 等】

－
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豊島区
東京都

アート
( 舞台芸
術、美術、
音楽、マン
ガ・アニメ）

音楽祭やアートイベントの開催、次世代文化の担い手育成、新たな文化芸術創造
と情報発信の拠点を設置 

【イベント例：フェスティバル /トーキョー（F/T）、池袋演劇祭、新池袋モンパル
ナス西口まちかど回遊美術館、アート夏まつり、子どもに見せたい舞台、としま文
化フォーラム、東京マンガ・アニメカーニバル inとしま、など】

文化庁長官表彰受賞都市
（H20 年度）

横浜市
神奈川県

まちづくり 
アート

新進アーティストの発掘・育成・支援、アーティスト・クリエーターの集積の推進、
創造的産業につながるネットワークの形成、アーティスト・クリエーターへの支援
機能の充実、現代アートの国際展開催による国内外への魅力発信、文化芸術の国
際交流の推進 

【イベント例：横浜トリエンナーレ、スマートイルミネーション横浜、パラトリエンナー
レ、横濱 JAZZ PROMENADE、TPAM、黄金町バザール】 

【主要施設：ヨコハマ創造都市センター、東京藝術大学大学院映像研究科、
BankART Studio NYK、急な坂スタジオ、象の鼻テラス、初黄・日ノ出町地区
文化芸術振興拠点】

・文化庁長官表彰受賞都
市（H19 年度）
・安全・安心なまちづく
り関係功労者表彰「内閣
総理大臣賞」（H21 年度） 
・地域再生大賞優秀賞
（H23 年度）
・都市景観大賞【都市空
間部門】（H23 年度） 
・創造都市ネットワーク
日本幹事団体代表 (H24
～ 25 年度 )
・2014 年東アジア文化
都市

小田原市
神奈川県

音楽 
歴史 
なりわい

平成 29 年秋に開館予定として芸術文化創造センターの整備を進めている。文化
創造担い手育成事業、小田原城ミュージックストリート事業、歴史的維持風致向
上計画に基づく地域資源を活かしたまちづくり

新潟市
新潟県

アート 
食文化 
マンガ・ア
ニメ 
音楽 
舞台芸術

芸術祭の開催、食文化の推進、マンガ・アニメを生かしたまちづくり（マンガの家、
マンガ・アニメ情報館の設置など）、音楽・舞台芸術活動の推進（劇場専属ダン
スカンパニー Noism など） 

【イベント例：水と土の芸術祭、食と花の世界フォーラムにいがた、にいがたアニメ・
マンガフェスティバル（がたふぇす）、にいがたマンガ大賞、ラ・フォル・ジュルネ
音楽祭、アート・ミックス・ジャパンなど】

文化庁長官表彰受賞都市
（H24 年度） 
東アジア文化都市 

（2015 年）

十日町市
新潟県

アート 
食文化

国際的な野外アート展の開催、里山現代美術館 [ キナーレ ] の運営、光の館やオー
ストラリア・ハウスなどの拠点作品施設の運営、伝統文化や風土を生かした祭や
交流事業の開催 

【イベント例：きものまつり、大地の芸術祭、越後妻有林間学校、越後妻有雪花火、
十日町雪まつりなど】

文化庁長官表彰受賞都市
（H22 年度） 
※津南町と共同受賞

高岡市
富山県

アート 
工芸

ものづくり文化等を活かした文化創造都市の取り組み。クラフト作品展示・販売、
公開講座、コンサート、ワークショップ等。大学及び市民団体等の創造的活動へ
の支援。 

【イベント例：金屋町楽市、クラフト市場街、万葉まつり】
南砺市
富山県

伝統建築 
演劇 
音楽

世界遺産（五箇山の合掌造り集落）等歴史・文化遺産の保存と活用、演劇・舞
台芸術音楽等の新たな文化の拠点づくり※全国初の芸術特区 

【イベント例：井波国際木彫刻キャンプ、スキヤキ・ミーツザ・ワールド、SCOT サマー
シーズンなど】

文化庁長官表彰受賞都市
（H22 年度）

金沢市
石川県

工芸 
食文化 
アート 
伝統芸能 
建築文化 
音楽

「文化のビジネス化」「後継者の育成」「世界への発信」を柱に、金沢ブランドの
発信力強化や技術の継承、人材の国際化や実践的な交流・連携に取り組む。 
※ 「金沢の文化的景観城下町の伝統と文化」が国の重要文化的景観に選定 

【イベント例：おしゃれメッセ、金沢・世界工芸トリエンナーレ、ラ・フォル・ジュ
ルネ金沢、金沢 Jazz Street など】

文化庁長官表彰受賞都市
（H19 年度） 
ユネスコ「クリエイティ
ブ・シティズ・ネットワー
ク」加盟都市（工芸（（ク
ラフト＆フォークアート）
分野）（H19 年度）

木曽町
長野県

音楽 
農村景観 
漆器 
食文化

音楽祭や演奏会の開催、農山村の景観の保全、地元の伝統文化（木曽漆器、食材）
の学校教育への活用 

【イベント例：木曽音楽祭（日本で最も歴史がある地方音楽祭）など】

文化庁長官表彰受賞都市
（H22 年度）

可児市
岐阜県

まちづくり
（社会包
摂事業）

可児市文化創造センターａｌａにおいて、主軸事業である「まち元気プロジェクト」
を実施。 

【イベント例：ココロとカラダの健康広場、親子ｄｅ仲間づくりワークショップ、ス
マイリングワークショップ、その他各種ワークショップ、アウトリーチ等】

－

静岡市
静岡県

パフォーミ
ングアーツ 
歴史文化 
伝統工芸

大道芸、姉妹都市提携に基づく文化事業、歴史文化事業、漆器・蒔絵・雛人形
等郷土工芸品に関する人材育成や展示・販売 

【イベント例：大道芸ワールドカップ、シズオカ × カンヌウィーク、家康公 400 年祭】

－
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浜松市
静岡県

音楽 国際規模の音楽イベントや若手音楽家育成事業、市民参加型のコンサート・講座
の開催、市民団体等の創造的活動への助成・支援 

【イベント例：浜松国際ピアノコンクール、静岡国際オペラコンクール、浜松吹奏
楽大会、アクトシティ音楽院（浜松国際ピアノアカデミー、浜松国際管楽器アカデ
ミー、主催者育成セミナーほか）、みんなのはままつ創造プロジェクト、ハママツ・
ジャズ・ウィーク、中部日本吹奏楽大会、やらまいかミュージックフェイスティバル】 
・【主要施設：アクトシティ浜松、浜松市楽器博物館、鴨江アートセンター】

文化庁長官表彰受賞都市
（H23 年度） 
 
ユネスコ「クリエイティ
ブ・シティズ・ネットワー
ク」加盟都市（音楽分野） 

（H26 年度）
名古屋市
愛知県

デザイン 
アート 
その他

ユネスコ創造都市ネットワークを活用して、デザイン分野の国際交流・発信事業、
人材育成事業などを行うほか、アートや音楽、伝統芸能等を活かした都市の賑わ
いづくり、魅力発信を行う。 

【イベント例：トリエンナーレあいち、やっとかめ文化祭 ～芸どころ・旅どころ・な
ごや～、金山ぐるりタイムトンネル（なごや子どもまちかど文化プロジェクト）、ま
ちかどアンサンブルなど】

ユネスコ「クリエイティ
ブ・シティズ・ネットワー
ク」加盟都市（デザイン
分野）（H20 年度）

長浜市
滋賀県

伝統文化 
歴史文化 
歴史的景
観 
アート 
音楽

戦国時代の史跡、黒壁スクエアとガラス文化、菅浦集落の文化的景観など、伝統
文化、歴史文化、歴史的景観を活かしたまちづくりに取り組んでいる。 
長浜曳山まつりのユネスコ無形文化遺産登録をめざした事業や、市北部地域に偏
在する仏教文化財（観音菩薩像など）と信仰の歴史と文化（観音文化）の発信、
市北部地域を「音楽と芸術を中心とした文化薫るまち」としてブランディングして
いる。【イベント例：長浜曳山まつり、観音の里ふるさとまつり、アートインナガハマ、
芸術村 in 余呉など】

草津市
滋賀県

映像 街の魅力を発信するチーム（ＫＵＳＡＴＳＵ ＢＯＯＳＴＥＲＳ）の結成、くさつ魅
力発信塾実施

－

守山市
滋賀県

音楽 
アート

市民が優れた音楽や芸術に触れられる機会の提供、子どもの文化芸術体験、文
化芸術の拠点の活性化、伝統文化の伝承、市民の文化芸術活動の充実、協働パー
トナーへの情報の発信と連携 

【イベント例：ルシオール アート キッズフェスティバル、ルシオール街かどコン
サート、ルシオール音楽塾、小学校文化芸術体験など】

－

甲賀市
滋賀県

伝統 
建築 
工芸

宿場町としての魅力発信、「陶都・信楽」としての信楽焼の振興 
【イベント例：信楽まちなか芸術祭、あいこうかうたプロジェクト、東海道の宿場、
あいこうか岡山城プロジェクト、鈴鹿馬子唄全国大会、斎王群行など】

－

京都市
京都府

伝統文化 
生活文化 
アート 
マンガ・ア
ニメ 
舞台芸術

「京都文化芸術都市創生計画」に基づき，①継承と創造に関する人材の育成等②
創造環境の整備③文化芸術と社会の出会いの促進を進めている。 

【事業例：京都芸術センター事業（アーティストインレジデンス事業等）、
PARASOPIHA:京都国際現代芸術祭2015、琳派400年記念祭事業、「古典の日」
の推進、京都国際舞台芸術祭、京都国際マンガアニメフェア、京都国際映画祭、
若手芸術家等の居住 ･ 制作・発表の場づくり（ＨＡＰＳ等）ほか】

2017 年東アジア文化都
市開催候補都市

舞鶴市
京都府

地域資源
の活用 
アート

赤れんが倉庫等歴史的建造物を舞台として、アートイベント、音楽イベントを開催 
【イベント例：イルミネーションアート、種は船プロジェクト、アート& クラフトフェア】

文化庁長官表彰受賞都市
（H23 年度）

南丹市
京都府

農山村文
化創造

文化芸術の持つ創造性を活用した農山村を主体としたまちづくりを今後展開してい
きたいと考えている。

-

神戸市
兵庫県

デザイン 
ファッショ
ン 
アート

文化芸術による震災復興とまちづくり、デザイン・クリエイティブセンター神戸
（KIITO）を中心とした創造的人材の育成・集積、「まち」、「くらし」、「ものづくり」
の 3 つの分野における「デザイン都市・神戸」の推進と発信 

【イベント例：「ちびっこうべ」などの「KOBE デザインの日」記念イベント、神戸
ビエンナーレ】

ユネスコ「クリエイティ
ブ・シティズ・ネットワー
ク」加盟都市（デザイン
分野）（H20 年度） 
文化庁長官表彰受賞都市

（H22 年度）
篠山市
兵庫県

創造農村 
クラフト＆
フォークアート 
食文化

・食と農を中心とした創造農村の取り組み ・古民家の再生 
・丹波焼などの伝統産業の育成 ・祭礼行事や伝統文化の継承 
【イベント例：創造農村ワークショップ、食と器の国際ビエンナーレ プレイベント、
丹波篠山・まちなみアートフェスティバル】

文化庁長官表彰受賞都市
（H20 年度） 
都市景観大賞【都市景
観部門】（H26 年度）

奈良市
奈良県

映画 なら国際映画祭の開催支援。また、ならまちなどの古い街並みを活かしたまちづくり
と街並み保全や、東部農村地域の活性化及び農村風景の維持保全等に努めている。

2016 年東アジア文化都
市

真庭市
岡山県

音楽 
映画 
アート 
工芸

管弦楽団や合唱団を運営する公益財団（真庭エスパス文化振興財団）との音楽
普及支援事業【第九演奏会】 
町並みの風情を利用したお雛祭りや町家を活用したものづくりワークショップ事業

【勝山・中津井お雛祭り、町並みクラフト市】 
大学との連携による空き家や国重文建造物（旧遷喬尋常小学校）の映像アートへ
の活用事業【映像フェスティバル】 
開催する創作イベント【勝山町並みクラフト市】

－
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尾道市
広島県

絵画 
文学 
映画 
食文化

官民連携による空き家再生の取り組み、尾道市立大学 ( 美術学科）の設置による
人材育成、文化財や歴史的町建造物の保存活用、独特な歴史的景観を積極的に
映像文化の振興に取り組むフィルムコミッションの設置。 

【イベント例：絵のまち尾道四季展、高校生絵のまち尾道四季展、お蔵出し映画祭、
尾道灯りまつり、グルメ・海の印象派～おのみち～、尾道みなと祭、おのみち住
吉花火まつり、尾道ベッチャー祭り】

文化庁長官表彰受賞都市
（H25 年度）

高松市
香川県

アート          
食
工芸

まちなかパフォーマンス事業、さぬきマルシェ、匠のおもてなし事業、芸術士派遣
事業など、「高松市創造都市推進ビジョン」に掲げる「交流空間」「食」「生活工
芸」「祝祭」「国際会議」「こども」 の６つのテーマを中心に、プロジェクトに取り
組んでいる。

【イベント例：瀬戸内国際芸術祭、高松メディアアート祭、瀬戸内生活工芸祭、高
松国際ピアノコンクール、サンポート高松トライアスロン、高松盆栽大会など】

－

久留米市
福岡県

音楽 
食文化

多彩な音楽イベントを市内の複数会場で同時開催、ラーメン・やきとり・酒等の
食文化の推進 

【イベント例：くるめ街かど音楽祭】

－

大分市
大分県

音楽 
アート 
歴史遺産 
食文化 
スポーツ

市民参加型の音楽イベントの実施、アートを活かしたまちづくり、キリシタン・南
蛮文化遺産の活用・発信、食文化の継承 

【イベント例：おおいた夢色音楽祭、おおいたトイレンナーレ、大分七夕まつり、
郷土料理アレンジコンテスト、おおいたスポーツ広場、大友氏遺跡フェスタ、まち
なかアートフルロードプロジェクト、郷土料理講習会など】

－

埼玉県 音楽 
民俗芸能 
演劇 
映像・ア
ニメ

県内文化資源を活用した各種公演の開催、蜷川幸雄氏による舞台芸術の創造、
アニメの聖地化プロジェクト、SKIP シティ・彩の国ビジュアルプラザを活用した映
像関連産業の振興 

【イベント例：県民の日コンサート、彩の国埼玉童謡コンサート、アーティストボラ
ンティアコンサート、埼玉伝統芸能フェスティバル、彩の国シェイクスピアシリーズ、
アニ玉祭、埼玉聖地横断ラリー、国際 D シネマ映画祭など】

-

滋賀県 文化芸術 びわ湖ホール、近代美術館を拠点とした国際規模の音楽祭、美術展の開催と多様
な主体による文化芸術を活かした地域づくりの取組を推進 

【イベント例：ラ・フォル・ジュルネ、風と土の交藝 in 琵琶湖高島、余呉まるごと
里山芸術村2014、BIWAKOビエンナーレ、近江のまつりフォーラム、七曲フェスタ、
ボーダレス・アートミュージアムＮＯ - ＭＡ運営支援など】

－

京都府 伝統芸能 
生活文化 
現代芸術 

ほか

・京都ならではの伝統芸能等の次世代育成、文化継承の取組 
（小中学校への芸術家派遣事業、全国高校生伝統文化フェスティバルの開催等） 
・北山文化環境ゾーン（京都市内）の文化施設整備（新総合資料館（仮称）の建設、
植物園の充実） 
・京都の文化芸術を世界に発信する取組（2015 年の京都国際現代芸術祭、琳
派 400 年記念祭に向けたプレイベントの実施等） 
・2020 京都文化フェア（仮称）に向けた取組推進

-

兵庫県 舞台芸術 阪神・淡路大震災からの心の復興と文化の復興のシンボルとして平成 17 年に開
館した県立芸術文化センターは、これまでの 9 年間で各種公演事業への入場者
450 万人を達成。10 周年を迎える 27 年は、大晦日のジルヴェスターコンサート
を皮切りに、佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ「椿姫」のロングラン公演（10
公演）など多彩な事業を実施予定。

－

鳥取県 デザイン 
ファッション 
アート

鳥取県ではアーティストによる地域と結びついた活動を積極的に支援し、文化・
芸術活動による地域活性化を図るアーティストリゾートとっとりの推進を県政の主
要施策として掲げており、アーティストと連携して地域振興を図る芸術祭「鳥取藝
住祭」を基軸とした事業を展開。具体的には、アーティスト・イン・レジデンス（AIR）
の受入団体の育成（暮らしとアートとコノサキ計画（H２４～））や、拠点施設を
有する AIR 事業の支援（鳥取市中心市街地ホスピテイルプロジェクト（H２３～））、
アーティスト滞在支援などの事業を通じて、移住定住促進及び地域活性化に AIR
を活用。加えて、県民誰もが参加できる様々な文化芸術事業を展開。 

【イベント例：鳥取藝住祭（げいじゅうさい）（鳥の演劇祭、暮らしとアートとコノ
サキ計画、温泉ＡＩＲ、芸術学校ほか）、鳥取県美術展覧会、鳥取県総合芸術文
化祭「とりアート」、とっとり伝統芸能まつりなど】

－

徳島県 伝統文化 
音楽

・徳島ならではの文化 “ あわ文化 ” を活かした体験型のプログラムや魅力発信 
・県民参加型の質の高い舞台公演

－

大分県 音楽 
アート

国際的な音楽祭の開催、現代アートによる芸術祭、アートを活用したリパッケージ
事業などの推進 
県立美術館の建設・開館（開館日：平成 27 年 4 月 24 日） 

【イベント・取組例：別府アルゲリッチ音楽祭、別府現代芸術フェスティバル
２０１５「混浴温泉世界」、国東半島芸術祭、Oita Made、大分アジア彫刻展など】

－

その他一般団体については、作成中につき http://ccn-j.net/activity/pdf/CCNJ_members_activity.pdf を参照のこと
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添付資料 第３章関係

創造都市政策セミナー in 札幌市

「創造都市と芸術祭」

主催者挨拶 文化庁長官 青柳正規氏
ご紹介いただいた青柳でございます。文化芸術創造都市

というのは、日本で非常に重要な社会的な役割を担いつつ
あるのだと思います。そのことはここにいるみなさんそれぞ
れが、それぞれの地域で取り組んでいらっしゃることなので、
よくご認識してらっしゃると思います。私は、去年の 7 月の
七夕の時に今のポストに就任して、それからにわか勉強でこ
の分野のことを見聞きしたり、勉強したりしてきたので、む
しろ新参者です。ですから、その新参者が、見てきたことを
これからお話するので、むしろ、実際にはこうなんだと、後
でご意見をいただきたいと思っております。

第二次世界大戦が終わってから、世界でも奇跡的な復興
を成し遂げ、もちろんドイツもそうですし、イタリアも日本
も、不思議なことに敗戦国の方が、戦後の復興の中では連
合国よりも、めざましい復興を遂げたのではないか。それは、
やっぱり戦禍を受けて、色々なシステムを徹底的に変えるこ
とができたのではないかと思いますが、そういう成長の後
で、今我々は、ある成熟段階にきており、モデルが無くなっ
てしまっております。そのために、これからこの日本という
社会をどういう風にしていけばよいのか。傾向としては、様々
な格差が広がります。例えば、地域の格差や、社会的な格
差、そういう格差をどううまく拡大しないようにしていけば
いいのか。そういった観点で、おそらくみなさまが取り組ん
でいらっしゃる、文化芸術創造都市に関するお仕事が、非
常に重要な役割を担いつつあるのではないか、と私は認識
しております。

特に、よく言われることですが、日本はアジア地域で、あ
るいは世界で、非常に不思議な三権分立を持っていると言
われています。その三権分立が何かというと、いわゆる司法・
立法・行政の三権ではなくて、権力とそれから名誉、お金
のこの三権ではないかと考えております。日本以外の国で
は、権力とお金と名誉がだいたい結びついているんですね。
ところが日本では、権力がある人は、名誉とお金がないし、
お金がある人は、権力と名誉がないし、名誉がある人は権
力とお金がないという、非常に世界的にも珍しい三権分立
システムを持っている。これは、大変国として優れた社会
ではないかと考えられます。よく言われることですけれども、
東南アジアからの留学生などが来て、日本の金持ちの家に
行ったんだけれども、自分たちの国だったら多分正面の門
から玄関まで車で 5 分 10 分ぐらいかかるところを、日本だ
ととんでもない実業家の家に行っても、門から玄関まで 10

歩くらいしかない。そういうところに、代表的な大会社の社
長をやっている人の家があるのは非常に親しみを覚えると
言っていました。これは、恐らく世界で見ても、日本にしか
ない現象です。ある意味フラットな社会であると思われます。

ところが、今現在日当たりのいい都市、つまり札幌のよ
うな様々な意味で行政的に地域の中核を成しているところ、
あるいは、先端産業がたまたまあることによって地域が潤っ
ている所、あるいは、京都のような歴史的に非常に恵まれ
た文化を持っている所、そういう日当たりの良い地域に比べ
て、現代の様々な条件の中で、決して恵まれていない、日
当たりの悪い地域との格差が、どんどん広がっているのでは
ないか、という気が致します。その中で、決して日当たりが
いいわけではないけれども頑張っている都市が、最近たくさ
ん日本の中で浮上しつつあるのではないか。文化庁に移っ
てからこの 1 年くらいで、色々な所を見させていただきまし
た。そのことも念頭に置きながら、これから簡単に初心者
として地方を解説し、地方の地域おこしがいかに日本社会
全体にとって重要なのか、いうことをお話させていただきた
いと思います。

言わずもがなですが、空洞化で衰退していくような先進
国では、いわゆる文化芸術創造都市というものが生まれて
きていて、経済とか産業ではなくて、文化芸術が持つ創造
性で地域を活性化させようとしている。このクリエイティブ
シティで一番重要なことは、やっぱりそれぞれの地域に住
む住民の方たちが、自分たちで何か作品を作るように工夫
しながら、考え抜き、試行錯誤し、そして、1 つの壺、絵画、
彫刻を、あるいは粘土細工を作り上げていくような、その
苦心して何かを生み出す、という過程である。これは、文
化芸術創造都市の特に創造という部分に込められているの
ではないか、と考えております。文化庁でも、今まで色 と々
地域活性化に携わってきておりますけれども、いわゆる一
般的なコンサルティング会社などに相談すると、本当に金
太郎飴みたいな企画しか持ってこないんですね。もちろん彼
らの経験というのは非常に大切だけれども、それをどうロー
カライズするか、その都市、地域にあったものにしていくか。
これは、そこに住んでいる方々の心意気が一番大切であり、
そこで色々創造するように、悩み苦しみそして何かを生み出
していただきたいということで、創造都市という言葉は、今、
我々の社会の中で、その重要な役割を担っているのではな
いか、と考えております。

ナント市などの、典型的な、選択的な衰退傾向を持って
いて、その中で選択的な復活の仕方をした都市については、
実に学ぶべきだけど、やはり、今日は札幌市長がいらっしゃ
るので、ぜひ訴えたいのは、市長のイニシアチブというもの
が非常に重要だということです。このナント市や、金沢市も
そうですし、創造都市で先行しているところでは、市長の
存在が実に大きな役割を担っていると思います。ナント市の
ジャン = マルク・エローにしても、30 年近く市長をやって
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イニシアチブをとって、そして、このまちを文化で再びかつ
てのようなまちにするんだという、非常に強い意志のもとに
全体を引っ張ってきております。

それから、私の尊敬する、金沢市の山出保元市長にし
ても、やっぱり 5 期・20 年間なさったからこそ、金沢市
を、あれだけの文化都市にすることができたのではないか
と思われます。恐らく、同じ市を持っていても、違う方がそ
の 10 年後に次の市長になってやっていくというと、なかな
か一貫したイメージの中での創造都市を創るということがで
きないのではないか。もちろんその一方では、何期もやる
のはよくないというような、批判がありますけれども、少な
くとも世界的に創造都市を考えた場合には、ほとんどのと
ころで、イニシアチブを強烈に発揮なさっている首長の存在
が例外なくあるということを、我々は意識せざるをえないの
ではないかと思います。そして、だからこそ、首長選挙に我々
も丁寧に慎重に選ぶことが必要になってくるのではないかな
と思っております。

以前は、社会の仕組みが今よりもかなり単純でありまし
た。単純であったからこそ、国が十把一絡げに政策を決め
て、それが日本全体にあまねくある一定の効用を持って浸
透していくことができました。ところが、どこでも成長した
国はそうですけれども、どんどん日本社会が複雑になってく
ると、それぞれの地域での必要なもの、あるいは、飢えや
乾き、あるいはそこで充足しているものというのは、それぞ
れ違ってきます。国が一様に政策を掲げて、一様に十把一
絡げにやっていくことができなくなってきているからこそ、地
方分権というものが必要になってきているわけです。ですか
ら、国の役割は、以前よりも小さくならざるを得なくて、そ
れぞれの地域で特性にあった政策を、その地域が作り上
げて実行していかないと、本当に有効性のある、あるいは、
効率性の高い行政というものはできなくなってしまっている。
それが、成熟社会なんですね。であるからこそ、そのこと
は、多くの国で認識されるようになって、地方分権、ある
いは、三位一体の政策とか、様々なことで、地方の判断に
任せる政策ができてきている。だから、地域おこしというも
のの、地域の首長や議会が、益々重要になっていると同時
に、そのことを支えるための一人ひとりの市民が、何があ
ればその地域はよくなるのか、何をやってもらえれば自分た
ちの生活がより安全になるのか、それぞれが主張せざるを
得なくなってくる。つまり、アドボケイティングが非常に重
要になっています。一人ひとりがマクロな政治に関わる必要
はないかもしれませんけど、自分たちの生活を守るために
は、ある一定の主張をせざるを得なくなってくる、というこ
とが、現代社会の過去の 10 年位前とは大きく違う状況で
はないかと思われます。

フランク・ゲーリーの作品である、グッゲンハイム美術館
に出来る前も出来てからも行きましたけれども、この美術館

1 つで、まちが劇的に変わるんですね。年間 100 万人以
上の方々が、ここを訪れるようになったと言われております。
彼が作る建築は、本当に彫刻のようなもので、この美術館
も戦艦のようなもので、しかもその表現にチタンの板を貼っ
てあるんですけれども、実は、これは日本製で、住友金属
が作った最先端の素晴らしい金属なんですよ。それをふん
だんに使っています。日本には素晴らしい建築家がたくさん
いますけれども、まちのメルクマールみたいになる形で、誰
もが注目するこれだけの存在感のある建築を造れる建築家
というのは日本にはいません。例えば、21世紀美術館を作っ
た瀬野さんや、長崎の美術館を作った隈さんなど、色々お
りますけれども、まちがガラッと変わるくらいのインパクトの
ある建築を作る人はいない。だから今、我々、三宅一生さ
んと僕で組んで、国立デザイン美術館つくる会を作っていま
す。

そういう様々な世界的な傾向、それから、日本の独自
の傾向というものを考えて、文化庁では、平成 15 年から、
文化芸術創造都市の表彰を行っております。現在では、28
のまちが創造都市になっています。そこでは、やっぱりみな
さんそれぞれの工夫を凝らして、まちおこしに大変真剣に取
り組んでいらっしゃいますし、その効果が一部現れてきてい
る。しかし、やっぱり日本の中でこのような形で本当に素晴
らしい効果を挙げているのは、金沢ではないかと思います。
それは、21 世紀美術館を作ったり、様々な市の予算のか
なりの部分を文化事業に充てたりしているということ。もち
ろん、金沢という、文化的に、大変に恵まれた環境にある
ということもありますけれども、それをさらに拡大する形で
の文化政策が市として行われているということです。中には、
鈴木大拙館のような、ただ瞑想するためだけの公共空間を
作り上げ、それを市長のイニシアチブで谷口吉生さんという
大変すぐれた建築家に作らせるという、かなり強引なやり方
までしていますが、それが、こういういいものを産ませる 1
つの大きな原因だったのではないかと思います。ナント市の
やり方を真似た音楽祭などもしていて、様々な事柄をやって
います。やっぱり 20 年間、ブレることなく金沢市を文化都
市に育て上げていくことが、一貫して、山出さん自身の政策
として繋がっていた。このことが、この結果を招いたのでは
ないかと思います。

最近、兵庫県の日本海側にある豊岡市に行きました。こ
こは文化というよりも絶滅したコウノトリを野生化して野に
放とうということを広め、成功しつつあるところです。1971
年に、完全に野生のコウノトリが絶滅してしまいました。そ
のために、ロシアのハバロフスクから二組のコウノトリのつ
がいを持ってきて、そしてそれを飼育場で育てて、そしてそ
の子どもたちを野に放つという事業をずっと続け、今現在、
野に放たれているのが 87 羽、これはもう完全に野生として
自分たちで過ごしています。それから、まだ飼育場の中に
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八十何羽、合計 200 羽近くが今集まっております。
しかも、この豊岡市では、色んな複合条件が重なって

なんですが、絶滅した大きな条件の 1 つが農薬だったとい
うことがわかったので、無農薬、減農薬で田んぼでお米を
育てる。そして、そのことによって、田んぼにドジョウやウ
ナギなどコウノトリの食物が蘇るようにしている。ところが、
農薬を減らしたり、使わなかったりすると、当然テマヒマが
かかるので、そこでとれるお米は 1.5 倍 ~2 倍することになっ
てしまう。ところが、その 1.5 倍 ~2 倍の値段を、コウノト
リのお米ということでブランド化して売っており、それが非
常に売れるようになっている。小学校の給食などでも、減
農薬、無農薬のお米を使うようにしている。農家がむしろ
率先してお米を耕すようになってきている。そのために、お
そらく豊岡市の田んぼはさらに、コウノトリの数を増やして
も大丈夫なくらいの食料を生産し、ドジョウやウナギを生か
していけるようになりつつあります。

もうひとつは、豊岡市にはある川がありまして、その出口
の両側に玄武岩がドカーンとあるために、普通であれば海
に近づくと、どんどん河口の幅が広がっていくのですが、あ
そこは広がる可能性がないので、河口の手前が沼地のよう
になっている。その沼地のところに、柳行李の元になる柳
がたくさん生えていて、そしてその柳の根本のところに、や
はり沼地ですから、ドジョウやウナギやあるいは、コウノト
リたちが食べる様々な貝が生息するようになっているという、
非常にうまい回転をしているんですね。現豊岡市長は、県
議会議員だった時に、コウノトリのことしか質問しないとい
うくらいにマニアックなコウノトリにこだわった地方政治家
で、ある一時期に、京都大学の農学部の大学院に入学して
コウノトリの生態研究をして、そして、豊岡市長選に立候補
して市長になり、それでこの地域をコウノトリを軸に活性化
するんだ、ということでずっと取り組んでおります。ですか
ら、彼は、コウノトリの話になり、そして豊岡市のまちおこ
しのことになると、10 分間・20 分間・30 分間、それぞ
れのスピーチ全てを完璧にできるんです。私が聞いていても
惚れ惚れとするぐらい理路整然と、それから魅力のある言
葉で説明されます。そういう首長がいるから、そして、その
ことにまた賛同する市民の方々がいるから、このような事業
が成功したんじゃないか、と思います。ですから、芸術文
化創造都市という範囲の中にも、決して芸術文化だけでは
なくて、その土地にあった、エコロジカルなやり方があった
り、あるいはある特殊な農業を育てて、それを文化にして
いくというようなことがあったり、あるいは、むしろもう産
業というものを呼び込んで、それが、例えば富士山の麓に
は忍野村というところがあります。ここには富士ファナック
というロボットを作る会社が、本社機能、工場機能全部を
持っています。非常に自然とも調和した工場を、建物をつく
り、そして、地域に色々貢献できるような社会貢献チーム
を社内に作って、うまく忍野村と融合した政策をとったりし
ている。だから、本当に様々な組み合わせがあると思います。

それをいかにそれぞれの地域に住んでらっしゃる方が、見
つけて、そしてブラッシュアップして、それを定着化し、そ
して長続きするようにしていくか、ということが、おそらくこ
の芸術文化創造都市の根幹であり、これが、日本の人口が
まだまだ減って少子化がさらに進んでも、なお、活力があり、
そこに住んでいるということに誇りが持てる地域にしていくこ
とではないかな、と僕は考えています。以上です。

開催地挨拶 札幌市長 上田文雄氏
札幌市長の上田でございます。歓迎を申し上げます。青柳
長官をはじめ、佐々木先生、北川フラムさん、そして多くの
パネリストの皆様方、そして、ご参加をいただきました皆様
方、ようこそ札幌へおいでいただきました。心から歓迎を申
し上げたいと思います。

札幌市では、第一回国際芸術祭をこの 7 月 19 日から開
催させていただいておりますが、その最中に創造都市の政
策セミナーという企画が、こうして札幌で持たれるというこ
とになり本当に嬉しく思ってございます。芸術祭が成功する
かどうか、それは入場者が多いかどうかということではなく
て、私達が、この芸術祭において何を感じ、これから私達
が何を起こすか。そういう気力なり、動機なり、そういった
ものを持つことができるかどうか。そして、どうそれをもの
にしていくか、ということにかかっていると思います。全国
の様々な事例を学習させていただきながら、この札幌で芸
術祭から何を学び、何をこれから私達は勝ち取ろうとしてい
るのか、ということを、時代を見極めているという意味でも、
本当に意義深く、心から感謝を申し上げたい、とこのように
思っております。

札幌は本当に自然豊かな場所ですが、今から 145 年前、
明治 2 年に北海道開拓使が設けられました。その当時札
幌の人口は約 200 人ぐらいであったとお聞きしております
が、100 年かかりまして、1971 年に 100 万人という人
口に相成りました。そして 72 年東京オリンピックが開かれ
たということで、札幌も国際都市を目指していこう、となっ
たわけですが、この後わずか 15 年、1985 年までの間に
100 万人が 150 万人になりました。それから、40 年が
経とうとしているわけですが、それから 44 万人人口が増え、
今 194 万人になっておりますけれども、145 年の間に、し
かも後半の間に格段と人口が伸びているという、そういうま
ちの状況です。

北海道の文化・経済、あるいは、札幌の経済というのは、
人口が伸びるということによって内需が活性化し、膨張化、
肥大化していくということによって発展をしています。しか
し、いよいよこの人口膨張も先が見えてまいりました。来年
2015 年をピークに少し下がっていき、このまちでは、かつ
てない人口減少という社会を迎えます。それから、札幌の
合計特殊出生率は 1.04 という数値でして、どんどん人が
産まれなくなっているということと合わせて、人口構造が超
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高齢化しているということが、札幌の抱えている問題でござ
います。人口膨張が無くなり少子化とともに、これからの
札幌の経済がどうなるかということを、今までの膨張・成
長発展していくというところから完全に変えていかなければ、
社会増発展、あるいは持続可能な発展はないだろうと。そ
して、我々が豊かだと思える基準を変えてゆくものに注がな
きゃだめだ、と私達は考えています。その過程で、私達は、
2006 年に創造都市さっぽろという宣言をさせていただきま
した。既存の価値を様々な観点から継承し直す創造的な活
動や発想が、新たな価値を生んでくるのではないか。そん
な想いで創造性を掲げて、2004 年に発足したユネスコの
CCN などを勉強しながら、私達のまちを創造的な視点で
ものを考えていく、という考え方に転換させていただいたと
いうことでございます。

幸いなことに、私達のまちの社会的な課題を解決をして
いくために人々が考えた色んな時代がございます。例えば、
雪。世界の 100 万人以上の大都市で、最も雪が降るのが
札幌でございます。これをどうするかと。大都市でなけれ
ば、自分で歩いて行けばいいのですが、多くの人がこのま
ちで経済活動、文化活動をし、様々な生活をしていく場合に、
道はしっかり除雪をしなければならない。要するに、都市
生活というものを送るためには、雪は邪魔なものであったん
ですね。どうしようもない、我慢するしかない、耐えるしか
ない、という風に思われていたものを、これを雪まつりとい
う形で転換をして世界の一大観光地に札幌市をならしめた
というのが雪まつりです。邪魔なものを有効なものに、とい
う発想をした先人がいた、ということです。これが、66 年
前のことであります。

それから、モエレ沼公園というのがございます。我々が
都市生活をしていく間に、たくさん出るごみの最終処分とし
て結局埋め立てをします。モエレ沼というところに、札幌市
のごみを沢山埋め込みました。その跡をどうするか、という
ことで考えたのが、公園化・緑地化をする、ということでした。
そして、単に緑地化をするのではなくて、イサム・ノグチさ
んという偉大な芸術家においでいただきまして、まちづくり
の中で、公園づくりを手伝っていただきたい、というお願い
をし、色々な場所を見ていただいた所、「自分のデザインを
するなら、ここだ !」ということでそのゴミ処理場での公園
づくりをデザインしていただいたのが、モエレ沼公園であり
ます。そこに、本物の山、プレイマウンテンと、モエレ山と
いう 50 メートルほどの 2 つの山があります。そういう、素
晴らしい公園を作っていただきました。

困難な社会的問題を解決するために、それをプラスの方
向にしていく、という経験を私達は持っております。そうい
う創造的、発展的な物の考え方を公園施設や、雪の処理
など、様々な場面で発揮できる可能性があると、私達は自
分達でまちの問題を考えて、この間取り組んできたわけでご
ざいます。そしてそれを、様々な場面にもっともっと活かし

きるそういう活動にしていこう、というのが、まちづくりの
中核に据える概念としての、「創造都市さっぽろ」です。音
楽も色んな芸術的な側面で刺激をし、感動を共有する。互
いに讃え合うことができる、感じあうことができ、共振がで
きる。そういう関係を作り出し、人間の様々な創造的な威
力を引き出すということによって、新しいまちづくりのあり方
をみんなで模索していこうじゃないか。それを後押しする市
政というものを進めていこうじゃないか。ということで、この
間手引をさせていただいたということでございます。

幸いなことに 2010 年に芸術文化創造都市文化長官表
彰の 2 回目の時に札幌市を選んでいただきました。昨年の
2013 年 11 月 11 日、佐々木先生、長官も大変ご指導い
ただきながら、ユネスコの創造都市ネットワークの中に登
録をして喜んでいるところでありますけれども、世界的なレ
ベルで見て札幌市のクオリティが、世界の創造都市の仲間
に入れても恥ずかしくないよね、と認めていただいたと、私
どもは認識しております。これを契機に、本当にこのまちが、
創造的で、活動的で、発想豊かなそんなまちにしていきたい、
という想いをいっそう強くしているところでございます。

その創造都市活動の発展形といたしまして、我々が取り
組んでいることが、世界的なレベルで見てひとりよがりでは
決してない、ということを検証しながら、このまちづくりを
進めていこうということで、国際芸術祭を 3 年に一度開催
いたします。世界の様々な評価に耐えてこられた芸術祭の
皆様方、アーティストの皆様方、キュレーターの皆様方に、
一同に会していただきまして、札幌のやっていること、そし
て、札幌の資源を見つめなおしていただきながら、地元の
芸術家クリエイターそういう方 と々刺激し合っていただきま
して、私達の取組を検証しながら、さらに発展させていく、
そんな契機にこの芸術祭を持っていきたい、そんな風に考
えていることでございます。ゲストディレクターには坂本龍
一さんに就いていただきまして、様々な議論を進めていく中
で、「都市と自然」という大きなテーマになりました。資源
を誇りに、そして、それを都市に提供するという形で産業
が発展してきたまちづくりをやってきましたが、そこから何
を発展させていくか、という段階にすでに来ているわけです。
資源収奪的な経済から創造的な経済へ私達が歩んでいく長
い一歩にできれば、本当に嬉しく思いますし、ぜひそういう
目で作品群を鑑賞し、そして、これからの、これまでの札幌・
北海道を展望できる、そんな意欲を私達が共有できるよう
な芸術祭になることを心から期待をしているところでござい
ます。

本日のこのセミナー、多くの皆様方に様々なご意見を交
わしていただく中で、私自身も、先ほど首長のイニシアチブ
について、長官からアジテーションを受けましたので、刺激
的にお聞きしたいと考えております。ぜひ実り多いセミナー
になりますことをご期待申し上げます。そして、皆さまのご
来札、心から歓迎をするということで、ご挨拶とさせていた
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だきたいと思います。

基調講演 株式会社アートフロントギャラリー代表取締役
会長 /公益財団法人福武財団常任理事 北川フラム氏

こんにちは、北川です。僕は、越後妻有・大地の芸術
祭や瀬戸内国際芸術祭などに関わるなかで、地域は相当疲
弊していることと感じます。格差はものすごく広がっていき、
第一次産業が壊滅的にまずい。僕は戦後生まれの 67 歳で
すが、「美術いいな」と思ってのうのうとやってこられた人
間です。しかし、僕より上の世代の人達は、戦中、あるい
は戦前も含めて相当厳しい時代を生きてこられました。そ
の人達が、今なにかとんでもない状況に追い込まれてしまっ
ている。これはちょっとおかしいんじゃないか。それが、大
地の芸術祭のきっかけになりました。

大地の芸術祭は、平成の大合併という国・県の政策が
きっかけで生まれました。例えば、長野県の小布施という
のは、人口 1 万 2 千人ですが、本当によくやっている町
だと思います。広さは越後妻有の 40 分の 1くらいですが、
小布施がすごいのは、小さな町でありながら、昭和の合併
以前から 10 の集落にこだわっているということです。一番
リアリティがあるのは、それぞれの 10 あった集落の単位で
す。そこを丁寧にやる中で、相当すごい成果を上げてきてい
ると思います。

越後妻有は、平成の大合併により、学校の校区で言い
ますと、150くらいの校区があった地域が今や 1 つの市に
なりました。津南町は合併しませんでしたから、十日町市
と津南町の 2 つからなります。

僕の職場は代官山にあります。代官山というのは、槇文
彦さんが設計したヒルサイドテラスが町の骨格をつくってき
ました。これは日本の代表的なモダニズム建築ですが、い
いまちづくりをしていると言われています。

代官山は渋谷に隣接しています。渋谷は名前の通り谷に
なっています。谷に沿ってネット企業や文化施設もいろいろ
なところにありました。駅を降りると、そこから道玄坂に行
ける、宮益坂に行ける、というように、いろいろな方向へ
出られました。しかし今、駅は地中化し、塞がれてしまっ
た。地中を通ってしか外へ出られません。渋谷は特区となり、
駅を囲んで高層ビルがものすごい勢いで建ち始めています。
しかもそこの開発費は、全部無利子で貸すので、建て放題
です。こんなこと本当に平気でやるのか、ということが今日
本で起きているのです。

そのうちの計画のひとつを手伝えとよばれ、僕は「そう
した計画には反対だ」と言ったわけですが、「そうじゃない
んだ、みんなダメだというのはわかってる。でもその中でど
うするかを考えなくてはいけないんです」と言われ、関わる
ことになりました。

ビルに囲まれた内側は非常に便利になるけれど、その外
側の人達はとんでもないことになってしまう。桜丘という町

に関して言うと、地権者が約 1,000 人いて、1 世帯あた
り平均が 1.6 人です。地権者のほとんどは、おじいちゃん
おばあちゃん。そのような地区にものすごい高層ビルがた
つ町を作ろうとしている。これに対し、僕が出した提案は、

「このビルに囲まれた駅周辺については自分はまったく興味
がない。それは勝手にやってください。私たちはこうしたビ
ルの外をどうするかだけを考えましょう」ということでした
が、意外にも地権者たちが感応し始めたのです。驚きまし
た。そういうおじいちゃん、おばあちゃん達と今、ワークショッ
プなどをやっていて、学校の記憶を求めて運動会をやろうと
か話しています。

そこの地区のお店は、ほとんどがチェーン店なので、儲
からなくなったら退去するというスタンスです。それをやら
れたらたまらない。釧路がそうなってしまい、相当厳しいこ
とになっています。桜丘では、このような状況で、じいちゃ
ま、ばあちゃま以外の人たちによる応援団を 2020 年まで
にどう作っていくかが鍵だと思っています。

代官山も、「アーバンヴィレッジ代官山」をキーワードと
して、都市の中に村を作ろうとしてきました。居住者とオフィ
スと店舗が良いバランスで成立しないとまずいと思ってやっ
ています。

大地の芸術祭はすでに 5 回を終えました。私は、越後
妻有、瀬戸内、そしてその他の地域でも仕事をやらせてい
ただいています。それによる欠点というのは、それぞれの場
所で違うことを考えて、場所に合わせたことをやっていても、
似てしまうということがあります。一方、決定的なプラスは、
アーティストやサポーターなど、それぞれの場所でやってい
る人たちのいろいろなことが毎年蓄積されて繋がってバトン
タッチされていくということです。このメリットは大きいです。

例えば、この春、千葉県の市原市でもアートイベントを
やりましたが、瀬戸内の人が大勢手伝いに来たり、香港や
上海からも大勢参加しました。今日札幌に来て「えっ」と思っ
たのですが、瀬戸内の人たちが手伝いに来ているのです。

都市が人口減となっていく中で、しかも第三次の人類の
大移動が今起こっているわけですが、実際、通信、金融、
社会システムの一元化などは、ヴァーチャルな仕組みです。
それに対して観光客、旅行者、あるいは外国人労働者と並
んで、ささやかではありますが、芸術祭や創造都市的な部
分に関わる人達は、猛烈に移動している。手伝ったり、あ
るいは、お客になっているのです。越後妻有や瀬戸芸で言
いますと、外国人のサポーターがぐんぐん増えてきています。
これは、相当驚くべきことで、ここに 1 つのヒントがあると
思います。その蓄積をどう活かしていけばいいか。

日本列島というのは、世界でも珍しい島です。寒流と暖
流がぶつかって、しかも大陸からの季節風が吹いて、こん
なに雨が多い。だから土が豊かでないところはない。さら
に決定的なのは、全部が海に囲まれているので、州とか鼻
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とか岬とか言われるあらゆるところから、アプローチできる
という特色を持っています。イタリアも同じく、ほとんどあら
ゆるところからアプローチできます。これは非常に大きな特
色です。

最近、日本海側を通って北海道の方から来た人の頭蓋
骨が富山市で見つかりました。どちらかというと太平洋側は
南から上がってきた人が来ている。その 2 つの文化が混ざ
り合っているという面白さ、これも日本の特色だと思います。
つまり、私達はどこから来てどこへ行くのか、ということを
根底に考えないとまずいのです。

縄文土器はそれなりに日本美術の特色を表しています。
越後というのは化外の地でした。字の通り、「越」の国のし
かもまた「後ろ」。そして、越後妻有というのは、新潟の中
でも、とどの「つまり」です。つまり、とんでもない奥の奥
ですね。『北越雪譜』に描かれた場所です。越後妻有の平
均積雪が高さ 3m です。雪は圧縮されますから、12m は
降り積もっているということです。

越後妻有には棚田が多くみられます。峠という集落には、
日本有数の美しい棚田があります。今から約 30 年前、こ
の集落の人が、自分たちは実は三河・尾張・伊勢から追
われ追われて、ついに富山で壊滅した一向宗の門徒の末裔
だということを明かしました。信長一派にやられて、山の一
番上まで来てやっと生きのびることができた。だから、山の
上から下まで田んぼを作ったわけです。

もう一つ特徴的な風景が瀬替えです。山ばかりで平地が
少ないために、川の流れをショートカットして、そこを田ん
ぼに変えている、というわけです。

ここで新潟全体の話をしますと、明治維新の頃の日本の
人口 3000 万人のうち 180 万人、6% 強が新潟にいました。
日本で一番多い人口を抱えていたのです。政治、経済、宗
教、その他何らかの理由で逃れてきた人たち、近畿中央に
住めない人たちを受け入れていったのが新潟でした。ある
意味で、北海道と似ているところもあるわけですが、とにか
く、来る人を全部受け入れて、その分米を作ったという場
所です。新潟は日本一の米どころであり、日本一の人口を
抱えていたわけですが、これは、ある意味でワーキングシェ
アを実に見事にやっていたことになります。

日本は農業を捨てる、あるいは効率が悪いところの田ん
ぼをやめる。山奥の集落に住むお年寄りには、そこから降
りて来なさい、米作るな、コストが合わない、道路の除
雪なんてやってられない、という話になるわけです。しかし、
それでいいのか、と思うのです。そこで頑張って生きてきた、
じいちゃま、ばあちゃまの明日がやがてなくなり、亡くなっ
たあとも、お墓を守る人がいないという現実。集落がなく
なるという厳しさを、僕は越後妻有に来る前もなんとなくわ
かっていたように思っていました。しかし、やってみて初め
てわかったのは、自分の得意手をやらせてもらえなくなるこ
とが彼らにとってどれだけ厳しいことであるかということで
す。十日町に 20 年近く通ってわかったのは、これはとにか

く大変だということです。この 20 年の中で、少しは変わっ
てきました。みんなの特技とか、これなら見せたい、これな
ら私にもできるということで、参加できるようなやり方に変
えていきたいと思っています。

直感的に、プロジェクトの最初から「人間は自然の一部
である」ということを言い続けてきています。これしか大地
の芸術祭のコンセプトはありません。越後妻有は日本有数
の豪雪地で、中山間地です。山肌に田んぼを作るから、道
は全部山を巻いて作っていく。ですから、雨が降ったら道
が駄目になるのは、当たり前な話ですね。今も越後湯沢か
ら来る 1 つの国道が駄目でしたし、延 と々道路を直していく
しかないんです。そういう場所で生きている。しかも多い所
で一年に 8 回雪下ろしをしなければ、屋根が抜けてしまう。
いい・悪いではない中で、生きてきたということ。そういう
厳しい自然の中で知恵を絞りながらやっていく、それこそが
誇りだったわけですね。ところが、それを全然違う価値観で、

「雪下ろし 8 回やるのばかばかしい、除雪するのは大変だ、
山奥まで道路なんて冗談じゃない」と否定する。まさに効
率化との戦いがこれから始まるという風に思っているわけで
す。

アートは場所を発見します。この雪国の中で、ネコの額
ほどの田んぼをやらざるを得ない。後継者がいない。その
ような現実に対して、寿ぎたい（ことほぎたい）、と僕は思っ
たのです。でもそこは人の土地です。人の土地にアートなる
ものをやらせてもらうのは、ほぼ無理ですね。そこで、その
土地の持ち主を説得するために、学習とか交渉とか凄まじ
い形の色々なことが行われ、それを通して地域の意識が開
かれていくのです。アーティストが作品をつくるとき、人の
土地であるし、よく知らない土地ですから、地元の人達が
手伝いだします。協働が生まれる。さらに、アートは、絶
対写真ではわかりませんし、口コミで、人を呼ぶ力がある。
発見、交流、交渉、協働、そして人を呼ぶ――これが、アー
トの役割としてあったわけです。

そういう中で、公共工事をできるだけ利用します。アート
のための予算はない。たとえば、コテージを 4 つ作る予算で、
ジェームス・タレルの「光の館」を作りました。屋根がス
ライドして矩形に切り取られた空が見えます。これは、合併
施策の中で作られた能舞台です。これは、ボルタンスキー
が20tの古着を積み重ねたものですが、クレーンが「神の手」
のように無作為につまんでは、落とすという――まるで私達
の運命を暗示するような作品をやったわけです。ボルタンス
キーはこれをやるにあたって、東北を回っています。これは
越後妻有里山現代美術館です。美術館ですが、生の土を
強引に入れています。札幌芸術祭で仕事をしているカール
ステン・ニコライも越後妻有では、常連でがんばって仕事
をやってくれています。

越後妻有では、できるだけある資源を使おうということ
が重要で、空家プロジェクトを行っています。空家というの
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は、二冬雪下ろしをしないと、だいたい屋根が抜けて、ペ
ンペン草が生えます。あばら屋になっていくわけですね。し
かし、家を取り壊すだけでも数百万、維持するだけでも毎
年数十万円かかります。まさにこの地域の過疎高齢化とい
う紛れもない事実の象徴です。これをちゃんとプラスの資源
に変えない限りダメだ、そうしないと、よその価値をそのま
ま受け入れざるをえなくなる。そうなったら、この地域はだ
めになる、と思い、美術館みたいなものに変えていきました。

これは、2000 年の第 1 回目につくられたマリーナ・ア
ブラモヴィッチの「夢の家」です。4 部屋を寝室に変えて、
宿屋にしました。家主の村山さんというおばあちゃんは、今
は東京に住んでいますが、「夢の家」ができたことで、いつ
でも田舎に帰れるし、自分の部屋も残されていて、家を維
持するためのお金もかからない、人に迷惑をかけないで帰
れる。そしてマリーナ・アブラモヴィッチというスーパースター
の作品がいつでも見られる。そこにお客さんが宿泊すること
で、わずかですが地域にケータリングや管理のお金が入る。
アートがすごいのは、普段だれも来ない集落にいろんな人
たち、若い人たちが来て、交流が始まったということですね。

越後妻有では、廃校の再生も行っています。ジャン・カ
ルマン、クリスチャン・ボルタンスキーがやったのが、「最
後の教室」という作品です。この間、日経新聞の一番うま
い廃校の使われ方に選ばれたのが、「田島征三 & 鉢 絵
本と木の実の美術館」です。鉢という集落の学校が廃校に
なり、それに伴って 3 人の子どもたちが転校しなくてはなら
なくなりました。その子どもたちが、かつていた学校に来る。
そして、自分たちがやっていた菜園を見に来るというストー
リーをこの学校で再現しました。実はこの鉢という集落に
は尾身という名前の人しかいないんですね。日本中にいる
尾身さんというのは、ここの出身なのです。

このように大地の芸術祭が 4 回続き、5 回目のときに佐
藤卓さんというグラフィックデザイナーの方が、わかりやす
いマークにしたほうがいいということでこのようなロゴマー
クをデザインされました。市長が実質的には、大地の芸術
祭の里として、政策の中心に「文化・創造」ということを
置こうという気持ちもおありでしたので、ロゴマークを非常
に単純化し、なんにでも使おうということにしたわけです。

越後妻有では、私達は 200 集落にこだわるというやり
方をやっています。つまり、生活実感がある単位でなければ、
人間はだめだろうと、言うようなことですね。例えば、蓬
平という集落の住民は、蓬平のためならなんでもやります。
松代町のためだったら、まぁまぁ。しかし合併でできた新十
日町市にはリアリティはないですね。ですから、まず集落と
いう単位、その素晴らしさを含めて、作品を作っていこうと
してきました。

来年は第 6 回ですが、今までにつくられてきた施設や作
品はすでに 200 以上あります。次回は、それぞれの集落が、

それぞれのテーマで、企業、学校、団体、あるいは、劇団・
アーティストとどうやって関わり、つながっていくかを考えて
います。すべての場所は、土地があって、山があって、そこ
に気象がからんで植生が変わってくる。つまり、地形と自然
条件との関わりの中に私達は生きています。そういう場所
に縄文の人たちが住みだした。約 4~5 千年前ですね。そ
の後、約 1500 年前から、米を作り出して、土地利用が行
われた。このように私達は生きてきました。これが「ローカ
リティ」ということです。

一方で、私達は、いろいろな意味でグローバリゼーショ
ンの中で生きざるを得ないし、この国の中で、良し悪しは別
にして生きざるを得ない。その時にどうやるかということを
考える手がかりとして、アート、建築はあるだろうと思った
わけです。これが、大地の芸術祭の出発です。つまり、否
応なく世界の流れに翻弄されるけれども、その時に自分た
ちの足場、何が自分たちの特徴で、先祖はどういう気象の
中で生きてきたか、ということを確認する。それがアート、
建築だろうと思ってやってきました。

そのような文脈のなかで交流館を美術館に変え、「越後
妻有里山現代美術館」としました。これは、ローカリティと
グローバリゼーションの掛けあわせた場所です。グローバリ
ゼーションに翻弄されていく中で、私達は、何をやるのかと
いうことを考えようとした。いろいろな場所に人が住み、食
べ物を採取し、それを料理しながら生きてきた。それぞれ
の土地が「人間の土地」だと。これはサンテグジュペリの
言葉ですが、そういったものとして、美術・芸術文化があ
るだろう。これを出発にしようと考えました。

来年に向けて、いくつかの課題があります。まず大きい
のは、200 を超える常設作品をどうするか。これを見るだ
けで一週間以上かかります。瀬戸芸は二回を終えましたが、
去年の二回目は平均 2 泊を越えました。一回目は平均の
滞在が 1.8 日くらいでしたが、二回目は 2 日を超えたのです。
これは非常に重要な事だと思っています。しかし妻有は作
品が 200 も点在していて、2 日では見られません。いろい
ろとダイジェストでまわるという方法もありますが、それぞ
れのエリアごとにまわって堪能できる仕組みを作れるように
したいと思っています。その目的は、お客さんのためが 1 つ。
2 つ目は、サポーターたちのためです。施設ごとの対応（管
理）だと、なかなか人間的に関われないわけですが、ある
エリアとした場合、サポーターたちは、地域の人達とつな
がりながら、いろいろとやっていけるでしょう。これがサポー
ターが継続的に関わっていくためには、かなり重要だろうと
いうことで、それぞれのエリアごとにテーマの設定をしました。

例えば、小屋丸という集落はフランスのジャン = ミシェ
ル・アルベローラという素晴らしいアーティストの作品があ
りながら、それを開館できないんですね。昔は小屋丸集落
も 20 軒、30 軒あったけれど、今は 3 軒しかない。それ
では守れないのだから、広域で守るような考え方、手伝え
るやり方はできないだろうかということです。これは行政の



64

添付資料 創造都市政策セミナー「芸術祭と創造都市」

区分とは全く違います。この間にできてきた繋がりや人の動
き方も含めて、いろいろ考えてエリア分けしています。

例えば、下条エリアの説明をしますと、ここはテーマとし
ては、アジアの稲作文化でやろうと思っています。キッドラッ
ク・タヒミックというフィリピンの有名なドキュメント映画監
督が、彼が住むイフガオの村の人 と々下条の住民と一緒に、
棚田をテーマにした作品をつくりました。イフガオの棚田は
世界遺産になっていて、下条の人々とイフガオの人々の交
流が現在も続いています。

この「うぶすなの家」のある地区は、中越地震の時に、
6 軒しかない上に 1 軒の家主がいなくなってしまいました。
その一軒に、田中文男さんという日本一の棟梁が最後の仕
事として関わり、安藤邦廣さんという古民家建築の研究者
が設計をしてくれて、8 人の焼き物の名手たちが入ることに
なりました。そこにレストランをつくり、地元のサポーター
のお母さんたちと地元の山野草を集めて、プロが入って地
元の料理をメニューにしました。これは典型的な事例です
が、人がいなくなって、そのままだとあばら屋になる家を使っ
て、地元の食材で地元のお母さんたちの料理を出す。だけ
どいろいろなプロセスにプロたちが関わるというやり方で
す。今年の 3 月には、8 つの集落で実験的におもてなし料
理を供しました。お母さん達は普段の料理を作る。でもお
客さんの相手をするのは、旦那達ではなく、お母さん達です、
とお願いしたわけです。

また、廃校で土をテーマにした展示もやります。窓に水
と土で絵を描く。徹底的に泥。この土で福島のアーティス
トが作品をつくります。

これも中越大震災の復興事業の一環、公共事業でつくら
れた東屋です。ドミニク・ペローというフランスの建築家の
作品ですね。こういう形でテーマをもちながら、エリア内の
作品をつなげましょうということです。

あるいは、清津川という信濃川の支流はものすごくきれ
いな川ですが、そこは「エメラルドルート」という形で、トレッ
キングをやりましょうということで、廃校を使うことになって
います。そこに、里山現代美術館の分館として、こういう大
きな作品を展示することを考えています。このエリアの、山
を越えたところにある集落では、いつも春になると地元の人
達が、かかしの作品を出してきてくれます。またカルデラン
グリーンは、自然がつくった名建築というか、素晴らしい作
品です。こういったエリアでやりましょうということですね。

廃校プロジェクトには、1 つの大きなテーマがあります。
大人の人口が減り、子どもたちがいなくなり、小学校が廃
校になる。これは厳然とした事実です。でも、学校が物理
的になくなると、地域は本当にだめになります。そういう中
で、来年から新しい廃校で、食・スポーツ・パフォーマン
ス・農をテーマにプロジェクトを展開します。ここは教育委
員会の管理する学校ではありませんが、農業を中心に置い
て、僕らの嫌いな主要 5 科目以外の授業、体育・美術・
家庭科・音楽でカリキュラムを組もうと思っています。これ

はかなりすごいレベルでやることを考えていて、現在その準
備をしています。

そこでは都市と地域の交換を徹底的にやろうと思ってい
ます。例えば、サッカー選手がいます。彼らは必死で、10
歳位から 30 歳位まで J1 でサッカーをやる。しかし 30 過
ぎてサッカーで食べれる人はあまりいません。この人達の「誇
り」というのは、スポーツを教えるとか、サッカーでボー
ルを蹴ること。この人達が、この地域だと月十数万円で生
きていけます。子どもたちにサッカーに教え、お年寄りたち
とラジオ体操をやり、学校にも時々先生として教えに行く。
十数万円で暮らせて、しかも、「田中太郎さん来てくれてあ
りがとう」と言われる関係があって、誇りを持って生きるこ
とができる。これが、地域が持っている力です。日本サッカー
協会の事務局が、ずっと僕のおっかけをしていたんですね。
Jリーグは地域密着を掲げてスタートしたけれど、今、サッ
カーサッカー言っているけれども、地元は相当弱くなってい
る。個々の選手が目的みたいになっていて、それはまずい
ぞと。そこでもう一度原点に戻ろうということを考えている
わけです。

これは、お芝居もアートも同じです。例えば、兵庫県の
豊岡市は、県のコンベンションセンターをお芝居のホールと
レジデンス施設に変えましたね。コウノトリの次は、お芝居
を少しやろうぜと思っているわけですね。そういう事例を含
めて、スポーツや芝居、アートをやっている人たちがやって
いける場所が、やっぱり田舎にはありえるのだと思うのです。
農業をやりながら、得意手を活かしてやっていく、そういう
学校を作ろうと。このエリアには、オーストラリア・ハウス
もあって、来年はその他の外国も少しずつ関わり始めます。

津南町にある集落は台湾の集落と姉妹協定を結ぶなど、
「東アジア芸術村」をテーマにしています。台湾は、5 年
前から妻有から学んで、猛烈な文化都市づくりをしています。
また、企業が相当関わってだしてきました。アウトドアブラ
ンドの KEEN が、ある集落に入っていろんなことを一緒に
やりだしているんですが、面白いのは、昔はとにかく儲ける
だけだった IT 企業を、かなり優秀な人達がやりだして、文
化と地方、そして農業に対して極めて興味を持って妻有に
関わりだしていることです。そういう企業が今いろいろな場
所に関わろうとしている。ただ、そういった企業も大地の芸
術祭全体のスポンサーはやれない。カバコフの「棚田」は
ベネッセさんがスポンサーになってくれているのですが、誰
も「Yahoo!ドーム」みたいには言ってくれないわけですね。
いわゆるネーミングライツはここでは通用しません。だから、
作品や施設ではなく、エリアであれば、企業も少しは関わ
れるのではないか、と思ってやっています。

これまで「東アジア芸術村」というのをかなり意識的に
やってきました。ご存知のように日本海は、政治的にも環
境的にも相当厳しい海です。しかし、遼東半島、山東半島
から、ずっと香港、あるいは台湾までのアジアというのは、
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共通の文化圏だったわけですね。そこをどう繋いでいくか、
これはやはり新潟の役割だと僕は思っています。ものすご
く丁寧なフェイストゥフェイスの繋がりを意識的にやろうと。
だから、来年、中国のアーティストが相当入ってきます。全
体をまとめるのは、香港大学が中心になってやります。その
国の一級の文化財団などと一緒にやる。それも、私達がお
金を全額払うのではなく、半々でやろうという条件にしてい
ます。これまでのように日本が全部お金を出してやる、とい
うことはやれないし、やらないと。それでも、みんな関わっ
てくれて、ありがたいですね。小豆島にある福武ハウスと連
動したものもあります。全部を繋いでいこう、というやりか
たです。

私たちがやっている取組は、7 月の海の日あたりから始
まるのもが多いですね。そうすると残念ながら、東京近辺
ですと、7 月に試験がないのは、筑波大学だけなんですね。
他はみんな試験期間なんです。僕は、サポーターに来る人
たちは勉強しない奴らだと思っていたら、大違いで、みんな
ちゃんと勉強して、試験・レポート出すんですね。驚きました。
そこで、人手がないということで、香港大学・上海大学が助っ
人をやろうという形で関わりだして、交流も増えてきています。

次回の芸術祭のもうひとつの課題はパフォーマンスの充
実です。十日町市と津南町が、芸術祭のために出すお金は、
3 年間で 1 億円なんです。この 1 億円は、メンテナンスで
消えちゃうんですね。雪国の中でこれだけの作品を維持す
るというのは、大変なんです。頑張ってくれているんですが、
作品のメンテナンスをこれ以上やれない。すると、もうパ
フォーマンスしか手がないぞ、これを徹底的にやろう、充実
させようということですね。津南の旧上郷小学校では、豊
岡から学んで、城崎温泉まではいかないけども、廃校をパ
フォーマーのレジデンスにしようとしています。これも都市
にないもの、みんながまとめて合宿できる、いろいろな関わ
りを地元とやりながら、それを一ヶ月あるいは 3 週間やれ
るような仕組みにしようと。本番は、東京芸術劇場でもい
いですが、ゲネプロぐらいは地元でやっていってくださいよ
と、いうことで成立させようしています。

瀬戸芸をやりながら、瀬戸内というのは、日本の縮図
だなぁと思いました。日本列島の面積は世界で 61 番目で
ありながら、外周は 6 番目なんですね。これが、日本の特
徴なのです。ユーラシア大陸から見ると、太平洋に面した
環礁ですね。つまり、太平洋の窓口であると。だけど、こ
れが特質であり、歪みになってしまった。ダンテの「神曲」
に出てくる「ヘラクレスの柱」の外が断崖で海に落ちている
のと同じように、私達は太平洋を「いい海」に変えなかった。
向こうにある太平洋に対する決定的な無理解が、現在まで
続いているわけですね。これが日本の文化を相当特色づけ
てしまった。いろんな意味で、これは考えねばいけないこと
です。

そしてイブの子孫がどのように日本に渡ってきたか。これ

がやはり重要なことなんですね。今、地球上にいる 70 億
人は、17 万年前に戻れば、一人の女性にいきつくわけで
すね。つまり私達は、同じ遺伝子をもちながら、いろいろ
な土地の中でどのように生きるかということだけで、変わっ
てきただけではないか。だからこそ、ひとつひとつの場所が
いろんな意味でかけがえのない場所になるのです。

最後に一言申し上げますが、安藤忠雄さんの建物の魅
力を僕は全然わからなかったんですね。しかし、瀬戸内に
通ううちにやっとわかりました。安藤さんの建物というのは、
瀬戸内の空と海を輸入する、輸送する仕組みだったのです。
アートも同様で、普通の夏の海や場所に、作品が入ること
によって、光と影、あるいは言葉を与えるものなのです。こ
れが今のアートの役割なのです。

そして、新しいものを使って新しい価値を作る。豊島で
は農業と共にやっています。もともとあった自給自足の農業
を 1 つの目標にしようとしているわけですね。みんなあるも
のをつかってやってきました。男木島では、休校になった
学校を使って会田誠とか、一番危ないアーティストたちがス
クールをやったのですが、そこに男木島を出た人たちが子
どもを連れて見にきた。そうしたら、子どもたちがこういう
島で生活したいと言い出して、本当に戻ってしまったんです。
その報せを僕は外国にいるときに聞いたのですが、「こんな
ことがありうるのか」と僕は思わず叫んでしまいました。そ
して、学校がオープンになり、三十何年ぶりの開校式が行
われたのです。

あともう一つ。私たちはできあがったものしか見なくなっ
てしまいました。モノを作る場面というのが、私達の生活
のなかから失われました。そこで、ちゃんとものを作る現場
を出来る限りつくっていこうということで、バングラデシュ・
プロジェクトというのを昨年の瀬戸内国際芸術祭でやりまし
た。バングラデシュは、世界で一番貧しいと言われていま
すが、ワーキングシェア世界一です。そして、餓死者がい
ません。それをちゃんと学ぼうと、職人やパフォーマーたち
に来ていただいて、「ベンガル島」というのをやりました。

瀬戸芸では、横浜の BankART1929 が、昔日本にい
い影響を与えた朝鮮通信使をもう一度新しい形でやってい
こうというプロジェクトをやっています。台湾のアーティスト、
林舜龍は、巨大な椰子の実のようなものを海から運ぼうと
したのですが、いくらなんでも危険なのでやめましたが、私
達の先祖がどういうふうにして海を渡って交流していたかを
辿るようなプロジェクトをやりました。方々でこういう動き
が出てきています。

瀬戸内の典型は、大島です。大島はハンセン病の元患
者さんたちが住む島です。100 年間ハンセン病患者を隔離
してきた「らい予防法」が、1996 年に廃止されましたが、
ほとんどの人たちは故郷には帰れませんでした。今も島に
生きる人たちの希望は 3 つあります。ひとつは医療生活面
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で現状がきちんとキープされること。もうひとつは、ここで
生きざるを得ない、だけど、ここで生きてきた記憶・記録
を残したいということ。もうひとつは、皆さん、お子さんは
いませんが、将来ここが子どもたちが遊ぶ島になってほしい
ということ。そういう夢を見たいと。この希望に沿いたいと
思っています。そこで、この大島の土で焼いた器を使ったカ
フェをつくりました。これは断種のための屈辱の解剖台です。
芸術祭に参加することになって、元患者さんたちが海から
引き上げて展示しました。 これは、今から 50 年位前で
しょうか、初めて島の周りで魚釣りをすることが許可された
時の船を探し出してきて展示したものですね。

大島を、将来子どもたちが集まっていろいろなことがや
れる島にしたい、ということで、今準備をはじめています。
そこでは、世界のいろいろな子どもたちを、だれでもいい
から受け入れる。そして何があっても守っていこう。そして
ものを作ろうということを、ちゃんと高らかに謳い、旗を振
る。大島がある高松市は、創造都市に名乗りをあげていま
す。高松市は大島をちゃんと立ち上げるということをやろう
としているわけです。

美術・芸術というのは一人ひとりが全員違うんだという
ことをささやかながら目指しているジャンルです。他のジャ
ンルは、正しいとか、速いとかに価値が置かれる。だけど、
みなさん記憶にあるでしょう。美術だけは人と違って褒めら
れることがある科目なんです。つまり美術の思想的基盤と
なっているのは、人間が全員違うんだということですね。違
う人たちが共存している中で、どうやるかということだと思
います。今のように同質化が求められる時代、まさに、美術・
文化というのは、自然とちゃんと対応できる、いろいろな意
味での柔らかさだろうと思うのです。今日はどうもありがと
うございました。

パネルディスカッション
横浜市 田邊俊一氏

横浜市文化観光局創造都市推進課の田邊です。どうぞよ
ろしくお願いいたします。横浜市の中では横浜トリエンナー
レを、創造都市政策のリーディングプロジェクトという位置
づけで事業を展開しております。今のリーディングプロジェ
クトということを念頭に置いていただいて、これまでの歴史
を振り返りたいと思います。

横浜トリエンナーレの始まりですれども、細川政権当時
の諮問機関が現代アートの国際美術展を日本でもやってい
くべきではないか、という話が出たことを発端に、その後
1997 年に外務省から国際美術展の定期開催方針が出さ
れます。そして、外務省の外郭機関である、国際交流基金が、
開催地を検討するということで、公募することとなったので
すが、その中で他の都市とともに横浜市は声を掛けられて
いました。ではやりましょう、とすぐには行かなくて、当時
の横浜市議会において、開催の賛否について、だいぶ議論
をしていまして、この頃は、2002 年の日韓ワールドカップ
をスポーツの大きなイベントとして横浜で実施するという話
をしている時期でした。街の発展を考えた時に、スポーツ
だけじゃダメでしょうと、文化的な政策をどのように実施し
ていこうか、という時に、このワールドカップとトリエンナー
レ、スポーツと文化の国際事業に取り組むことで議論がさ
れていました。

当時の議会で議論された内容を見ると、横浜は外国文
化の受け入れ窓口として、港を中心に発展してきており、そ
ういう横浜という都市が持つ、進取の気風、これが現代アー
トとあっているだろうという関係者の共通認識が次第に作ら
れていき、新たな横浜の都心部活性化のソフト計画という
ことで、このトリエンナーレが位置づけられています。

横浜市は、都市デザインのまちづくりをかなり先進的に
やっておりまして、こういうこととも関連してトリエンナーレ
をやっていこうと、いうことで議会の承認も得て、ぜひ横浜
で国際的な現代アートの美術展をやりたいと、手を挙げて
横浜トリエンナーレが始まったという経緯があります。

組織体制としては、横浜市と国際交流基金、あとメディ
アでアートや文化に強い NHK、朝日新聞社の 4 者によって、
トリエンナーレの組織委員会を構成して実施をしていくこと
になりました。

まず横浜トリエンナーレが 2001 年に初めて開催されま
す。当時は 9 月から 11 月、秋にあわせて開催していました。
会場は、海沿いにあるパシフィコ横浜の展示ホールと、赤
レンガ倉庫 1 号館。赤レンガ倉庫は当時、これから商業施
設、文化施設として活用していこうという時期で、いわゆる
休眠施設を活かしてやろうじゃないかという議論が当時され
ていて、実際に、横浜赤レンガ倉庫を事業オープンの前に
使ったということでございます。ちなみに、当時象徴的な作
品であったこの「飛蝗」という作品が、横浜にあるインター
コンチネンタルホテルの壁面に宙吊りになった状態で掲げら
れて、かなり話題になりました。当時、私は学生だったの
ですが、正直当時現代アートについては大変疎く、何も知
らなかったんですけれども、この作品があったことは、すご
く記憶に残っています。

そして、展覧会ですけれども、オノヨーコさんの作品が、
美術館の中だけではなくて赤レンガ倉庫にあるとか、内水
面と我々が呼んでいる運河に当たるようなところがみなとみ
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らいにはあるんですが、そちらに草間弥生さんの作品を設
置しました。いくつか他にも作品を設置して展開をしていま
した。当時の主会場が、地図上で赤丸がついている二箇所
ですね。

2001 年の時には、横浜市では創造都市政策が策定さ
れておらず、2004 年にスタートします。創造都市政策とい
うのは、まちづくり政策で、文化芸術の創造性を活かした
まちづくりですよと、いうことで始まりました。つまり横浜
が持っているソフトもハードも含めた資源を活かして推進し
ていこうということで、文化芸術創造都市・クリエイティブ
シティ横浜の推進をしようと。これは横浜全域を対象とし
ていません。バブルの時に整備された土地を活用して、み
なとみらいに企業を誘致し、建物を建てて市を活性化させ
ようと頑張っていた時期だったのですが、そこに注力をしす
ぎたために、昔からあった関内と関外と呼ばれる地域の人
やオフィスが減少、地盤沈下を起こしてきます。この地域の
活性化を今度はクリエイティブシティ政策を行う中で、また
やっていこうじゃないかと言う話が出てきて、創造都市政策
に位置づけられ、展開をすることになりました。

政策ができた後の横浜トリエンナーレ 2005 は、9 月か
ら 12 月までの開催期間でした。この時は、山下埠頭、を
使っております。当時は、まだまだ景気が下火の時で、山
下埠頭にある倉庫が空いている状態でしたので、そこを使っ
てやりました。この時も、山下埠頭にある倉庫を使用して
いるんですけれども、西野さんの作品は、中華街のど真ん
中で、外から見るとプレハブなんですけれども、ホテルを作
るといことをやっております。あとは、埠頭という形を活か
して、埠頭のアプローチの中で作品を設置したり、ルック・
デルーの作品は、山下公園に設置して、会場の中だけでは
なく、外でも作品を設置して展開していくということをやっ
ています。

2005 年が終わると、2006 年にナショナルアートパー
ク構想が発表されました。世界水準の文化芸術活動の創
造発信をこのエリアでやっていこうということや、都心臨海
部を今以上に市民に親しまれる場にしようという内容です。
この構想は、港や海が関係する場所というのは、様々な規
制などが存在し、一般の方が入れない状況となっているこ
とが多いです。文化芸術の力を活かして、ぜひ市民の方々、
観光客の方々にこれらの場を訪れていただいて、活性化を
していこうと、いうことを構想の中では考えています。この
構想が出た後、ヨコハマトリエンナーレ 2008 が開催され
ました。この時は新港ピアという、ヨコハマトリエンナーレ
2014 でも使っている会場をトリエンナーレのために建設し、
この他に、現在 BankART Studio NYK として活用し
ている日本郵船海岸通倉庫、横浜赤レンガ倉庫と、三渓園
という、原三溪という人が公開した庭園を会場にして、トリ
エンナーレを展開しています。近隣にある、神奈川県立博
物館の階段を使った大巻さんという作家の屋外作品であっ

たり、みなとみらいにあるランドマークタワーの吹き抜け部
分にも三菱地所さんの協力をいただき、設置しました。

この後、組織体制が大きく変わります。事業仕分けで国
際交流基金さんが外れることになり、組織体制が変わって、
横浜市が主に運営制作の場に強く関わっていくとことになり
ました。NHK さん、朝日新聞社さんはメディア事業者として、
引き続き組織委員会に入っていいただいていると言う形にな
りました。

これは、横浜市側が解釈していることですけれども、国
の位置づけとしては、今まで、主催者の一員として事業の
運営の資金拠出を国際交流基金さんがしていた。その後は、
2011 年に向けて文化庁さんが支援をしてくださるというス
キームに変わります。運営に関する関与は、国際交流基金
さんの方が非常に強かったんですけれども、文化庁さんに
指名型の補助金で支援していただくことで、政策的な位置
づけがすごく強まったんじゃないかという風に捉えています。
こういう変遷があるなかで、ヨコハマトリエンナーレ 2011
が、開催されます。主会場は美術館と日本郵船海岸通倉庫
を使ったのですが、周辺を含み街全体が会場という考え方
をはじめて打ち出しました。2001 から 2008 までも、既
にまちなかでも作品を設置していましたし、創造都市政策
の中で、様々な方が関わって、トリエンナーレ一緒に盛り上
げていたのですが、具体的に周辺を含み、まち全体が会場
という考え方でやりますよ、と打ち出したのがこの時です。

2011 年展でも、今まで、会場となってきた都心臨海部
とナショナルアートパーク構想の領域と重なっています。世
界水準の文化芸術活動の創造発信をこの界隈でやります
よと、都心臨海部を今以上に親しまれるようにということ
で、まさにトリエンナーレは、これを会場という切り口で示し、
実際に行っています。

このヨコハマトリエンナーレ 2011 に連動する形で、
OPEN YOKOHAMA という事業を展開します。この時
は、関内・関外地区、いわゆる創造都市政策の対象とし
ている地区であり、ナショナルアートパーク構想でも対象と
なっているエリアを中心に、市民の方々、普段活動してい
る方 と々ともに、トリエンナーレをやっている期間に、みな
さんが行っている事業をまとめて紹介し、一緒に発信をした
り、事業を展開したりしませんかということを、声掛けをし
て、一冊のガイドブックを作成しました。これをトリエンナー
レに来ていただいたお客様全員に配布をして、市民力・地
域力を活かした新たな魅力を発信し、にぎわい装置として
具体的なしかけをしました。この取り組みの中には、トリエ
ンナーレ会場のガイド役の方の体制を高め、地域情報の提
供をすることて、地域経済の活性化も図りたい、ということ
を具体的に展開しました。OPEN YOKOHAMA は、前
年から実施しており、2010、2011、2012 と三年間実
施しました。実際 2011 年はトリエンナーレ会場だけでな
く、創造都市政策で事業を普段から展開している黄金町エ
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リア、あと NPO の BankART1929 さんに、新港ピアとい
う 2008 年展で使った会場を活用していただいて、これら
の場所に無料バスを走らせて、お客様ができるだけ会場間
を回遊しやすいように、回遊性を高めて、まち全体が会場
になっているんですよ、ということを体感していただけたかと
思います。創造都市を、トリエンナーレを、ぜひ楽しんでい
ただきたいという考えを具現化したものです。

今回のヨコハマトリエンナーレ 2014 では、OPEN
YOKOHAMA の取組がある程度地元に根付いてきたと考
え、同様の取組をあえて行うことはしていません。ですが、
100 を超えるようなプログラムが集まっており、まち全体
で、トリエンナーレを一緒に盛り上げていこうという機運が
高まっております。今回は 8 月 1 日から 11 月 3 日までで
す。主会場が美術館と新港ピアの 2 箇所。今回は屋外設
置の作品だけでなく、横浜市の創造都市政策の中で創造界
隈拠点という、普段から活動している 5 つの拠点全てと連
携を初めて行いました。今年は、東アジア文化都市事業と
絡め、期間中にトリエンナーレとも連携し、として、大きなアー
トプロジェクトを展開しています。

横浜では、トリエンナーレが無い年も、様々な事業を展
開しているのですが、3 年に 1 度のフックとなるような形で
トリエンナーレを展開しています。

まとめとして、トリエンナーレは、創造都市政策 = 横浜
のまちづくりを体感してもらう場。2 つ目に、これからの横
浜の都市の可能性を導き出す。これは、会場などに現れて
います。今まで、なかなか使われていなかった場所を活用
していきたいということ。3 つ目は、地元の方々も含めて、
創造都市政策推進のきっかけづくりの場とする。これをトリ
エンナーレ・創造都市の関係として、位置づけ、展開して
います。

NPO法人BEPPU PROJECT代表理事 山出淳也氏
別府温泉というのは、全国でも有数の温泉地で、温泉湧

出量毎分 8 万リットル以上、源泉数 2508 湯、これは日本
の 10 分の 1 の源泉があるんですけれども、そのようなとて
も資源のある街で活動させていただいています。2005 年
に BEPPU PROJECT という NPO を立ち上げました。今
日は、いずれも行政の政策の中でどういう形で創造都市が
見えていくのか、という話がある中で、我々はあくまで民間
のひとつの小さな NPO から始まっているわけです。もちろ
ん今行政の方 と々も深い関係がございますけれども、個人
的には、小さく産んで大きく育てていきたいと思っているの
と、もう一つは、色んなところで連携しながら進めていきた
いという思いがあります。2005 年に活動を始めて、来年
10 年ということで、様々な活動を行っています。芸術祭の
ようなプロジェクトだったり、学校でも授業を作っています
よということがあるんですけれども、実は結構我々がやって

いる活動の範囲は多岐にわたっていて、ビジネスマッチング
というか、大分県の新たなブランドを作っていくような事業
を大分県と共に進めていたりとか、どちらかというと、今あ
る産業にどうやってクリエイティブな考え方が入っていける
か、ということを進めていることが多いです。もちろんそれ
と共に別府のまちづくりを進めていくわけなんですが、我々
BEPPU PROJECT も中心市街地活性化の協会の一員と
なっています。別府駅から 5 分位のスペースに中心市街地
があります。ここに、プラットフォームと呼んでいますけれど
も、まちの中の文化的なスペースを作っています。全部で 8
つありまして、空き店舗を活用して様々な団体さんがそこを
運営していく、稼働していくような場所を作っていく。色ん
な実験を重ねてきて、今年で 7 年になります。当初は 4 年
程度で事業を終わらせる予定だったんですが、地域の、特
に商店街からの継続してほしいという声が上がって、今でも
1 つの事業として行われているわけです。

こういう場所で、今まで活動していなかった、例えば竹
工芸の職人さんのスペースがまちに出来たりだとか、それ
を子どもたちが見に来てくれたり、ワークショップを通じて、
子どもたちが竹細工を作っていく。ちなみに、別府は竹工
芸が大変有名な所で、日本で唯一竹工芸の職業訓練学校
がある県です。それから、高齢者たちが地域の子どもたち
と一緒に何かしようという 3 世代交流サロン。だいたいこう
いうことは、計画に上げると通るんですが、うまく成功した
試しがないと思って、そこのおばあちゃんたちが試行錯誤す
るけれども、どうやっていいかよくわかんない。そこで、自
分たちの得意なことをやろうと、要らなくなってきた洋服だ
とかをもらってきて、そのほつれを直して修繕して、クリー
ニング・シミ抜きをして、それを安く100 円とかで売って、
だんだん子供服が増えてきて。それを売ったら、子どもたち
が来てくれて、その子ども達がおもちゃを忘れていって、そ
れを、また次来る子どもたちのおもちゃと交換する。もちろ
んこれは僕が教えたわけじゃなくて、おばあちゃんたちが勝
手に始めている活動が生まれたりします。何がやりたかった
かというと、回遊拠点としても位置づけているし、地域の
活性化、商店の活性化という位置づけもあるんですが、ど
ちらかというと、今まで外で活動していた方が、まちの中で
活動を始めていく1 つのきっかけになる。さらには、そのお
客様が世代も違っている、目的も違う方々が、こういう施
設の運用を行っていくということを行いました。

今、我々がアパートを運営していたりとか、別府という
温泉地ならではというか、多分日本で唯一ストリップ劇場
跡地を運営しているのはうちだけだろうと思いますけれど
も、こういうスペースができてくると、例えば、東京の芹沢
高志さんの P3という会社がレジデンススペースを持ったり
とか、オルタナティブな文化的なスペースがまちに生まれて
くるようになりました。こういう活動の 1 つの紹介をしてい
くと、platform04 という場所があります。これは、うち
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が運営しているセレクトショップで、全体のコンセプトは僕
が作って、市の補助金、を中心市街地活性化協議会にい
ただいて、そこから家賃を払ったりとか、工事をして、リノ
ベーションをして、こういう場所を作っていきます。なるべ
くハードにお金を掛けたくなかったのですが、100 年を超
える古い建物で耐震見極めが大変厳しい状況でした。実際
にこの建物のリノベーションは 300 万円を上限としておりま
すけれども、耐震が非常に厳しかったのが、今は新築並み
の耐震基準になっているという建物で、結構作られた当時
は、建築の方々が見に来られてました。その場所を地域の
竹工芸とか、この場所でしか購入できないような商品を販
売する拠点として運営しています。まだまだ主力の商品とし
ては、ここだけでしか買えるものは 7 割ぐらいしかないです
が、ただこういうことをしていくと、地域の様々な相談が入っ
てくるんですね。例えば、九州というのは南国なので、ここ
とはずいぶん違うもっともっと亜熱帯のような感じなのです
が、ザボン漬けとかが有名なんですね。ザボン漬けというと
みなさん知らないと思いますけれども、とても大きな柑橘類
の皮をシロップ漬けにしていく。それを A4 の袋いっぱいゴ
ロゴロ入れて、砂糖がついているようなお菓子です。それ
を 1000 円とかで売るんですよね。駅のキヨスクとかで売っ
ていて、でもほとんど今買われているのを見たことがないし、
こういうお店がどんどん無くなっていく中で、どうしようか、
と。そして、生産者の思いをちょっと聞くと、ザボンをちょっ
と煮出しを長くすると深い色になるんだとか、砂糖を多めに
入れるとちょっと黄色の透明度が上がるんだとか、色んな
話を聞いて、すごくそれを楽しそうに語られている。じゃあ
それをそのまま商品にしましょうということで、煮出しを長
くしたものを琥珀という名称で小さなパッケージに 5 本くら
い野菜スティックのようなものが入っていて 500 円で販売
しているんですけど、今うちのショップのかなり中心になっ
てくれていて、大体、2 つ 3 つ、一人の方が購入してくれ
ます。つまり、1000 円のパッケージは売れないけども、こ
ういうパッケージにすると売れる。そういうものが育ってい
て、今創業七十何年で、今まで家族だけで経営していたと
ころに、2 人くらい雇用が生まれ、うちの担当職員は季節
ごとに焼き肉をおごってくれるようになって、うちの団体に
も貢献してくれています。

右の指輪は柘植細工なんですね。別府は、温泉地で、
昔は新婚旅行のメッカでしたから、柘植細工が多かったん
ですね、柘植は大変硬い素材なので、固い絆ということで、
みんな買っていったんですけれども、今の若い子はかんざし
を挿すこととかなかなか無い。だけど、こういう指輪を作っ
て一個 1,000 円くらいで試してみて、だんだんみんなが飴
色になっていくということを感じる。僕らは実際売りたいの
は、ブラシなんですよ。一個 1 万円くらいするんですけども。
静電気は一切起きないですね。女性の皆さまいかがでしょ
うか。言っていただければすぐに紹介します。

こういうことを紹介するための情報発信のためのツール

を作っていて、「旅手帖 beppu」です。これも今不定期で
刊行しております。来年の 4 月に、また「旅手帖 beppu」
を作ります。無料配布していまして、これは、一切広告を
入れないというビジネスモデルになっていないようなビジネ
スモデルなんですが、アートイベントと商品の購入、温泉
の入湯、まちでの飲食など、お得に使える金券を発行して、
だいたい制作費の 8 割をそれでカバーできるということに
なっています。

こういう活動を通して、今一緒にやっているのが、大分
県全体の商品のブランディング。特に商品の主原料が大分
県産のものに限るということですが、色々見ていくと、お酒
なんかもう麦焼酎が大変有名なんですけれども、その麦も
日本で購入していないんですね。アルゼンチンとか、そちら
のほうが質がいい、安いということがあるかもしれない。で
も、それを麦畑からしっかり作っていこうよと。日本酒も、
そうやってコメからしっかりいいものを作っていこうよと、と
いうことを進めていくために、一つ一つの個性を逆に無くし
ていって、大分県全体としてブランドを作っていく。例えば、
かぼすっていう柑橘類の箱が見えます。その上はお米なん
ですけれども、その地域独自の文化や技術を持たれている
方々を紹介するためのツールとして、こういう新たなブラン
ディングを立ち上げています。

あとは、アパートも運営しています。これはアーティスト
のためのアパートで、家賃 1 万円です。4 畳半の部屋を 2
つつけて、流しも共同、トイレも共同。人が住めるかなと
思ったら、若い子たちがみなさん楽しんで住んでくれていて、
今毎年 8 名の方がここに居住しています。我 と々しては、こ
こで利益をあげようとしているわけではなくて、しかも行政
から補助金が入っているわけではありません。だけども、す
ごく小さなコンパクトなモデルで自立していきたいということ
がありました。アーティストたちは、家賃が安い分それだけ
色んな活動が始まります。例えば、地域の子どもたちに対
するお絵かき教室とか、障害者施設で何か一緒に運動する
とか、色々なことを始めてくれています。こういうアーティス
トが全く住んでいなかったので、僕らとしては、色んなお仕
事を発注していきたい。ワークショップなどを一緒にやって
いきたい。そこから生まれたのが、別府のまち中のケーキ
屋さんがクッキーを作っていて、それを他のところと少し差
別化したいんだよね、ということで、アイシングした上に砂
糖で絵を描きました。そういうプリントする技術で、このア
パートに住んでいるアーティストに絵を書いてもらって、オ
リジナルビスケットを作りました。通常 1 枚 100 円で売っ
ていたものを、今 1 枚 200 円で売っていますけれども、こ
れ結構売れていてですね、今もう 4 クールとかになってい
るから、もう 3,000 枚とか 4,000 枚とか売り上げている。
こんな活動を年間 200くらいやっているんですよ。とっても
小さな単位のワークショップだとか、色んなことをやってい
ます。こういうことがまちの中に、色んな影響を与えている
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のだと信じています。例えば、駅の高架下で全部で 12 店
舗くらい入るのかな。とても小さな商店街。だけども、ほと
んどが空き店舗だった。うちの事務所はここのすぐ近くに 3
年前に引っ越して、うちのスタッフ女性ばっかりで、この通
りを通って駐車場に行くのも、みんながあんな暗い通りを
夜通らせて、どうするんだ !と僕を攻めるんです。けれども、
ある僕らの友人が喫茶店をしたいと、じゃあうちの社食とし
て使うから、どんどんやってよと、JR さんに話をして安くし
てもらって、ギャラリーみたいなことを始めたら、色んな方々
がそこに入るようになって、だんだんみんながそこでワーク
ショップをするとか、週末ごとにずっと定期的に色んなイベ
ントを開催することで、今ではメディアとかで取り扱ってくれ
る。もちろん空き店舗は無い。ここもまた行政の文字が一
切入っていないという場所に育っています。僕はなんにもこ
こはやっていません。ただ社食が欲しいといっただけです。

こういうことをやりながら、3 年に一度混浴温泉世界とい
う芸術祭を開催しています。これは過去のプロジェクトです
けれども、我 と々しては、今日、僕の大先輩というか、ずっ
と背中を追いかけて育ってきた、北川フラムさんがいらっ
しゃるので、こういうことを言うのは恥ずかしいんですけれ
ども、僕はプロジェクト数をできるだけ少なくしたいと、い
つも考えています。それよりも、プロジェクトを通して、ま
ちをどうやって出会っていくか、というのが我々の BEPPU

PROJECTとしての考え方なので、混浴温泉世界も数を
絞っていくという志向性が強くなっていっています。そうい
う中で、越後妻有のようなアートの宿でも、我々の資金で
はなくて、こういう活動を応援するという市民ファンドを作
り、土地を購入し、建物のリノベーションだとか、作品の
制作というのも、そこが出していくというように、全く今回
初めてアートを所有するようになりました。この芸術祭、1
億ちょっとで行うんですね。別府市からの負担金というとだ
いたい 4%くらいなんですね。大変厳しい中でやっている
んですけれども、だいたい 12 万人くらい、前回は来まし
た。同時にやっているイベントと合わせると 17 万人。どう
いう方が来ているかというと 20 代、30 代の方、特に女性
が多い。6 割型県外で、ほとんど 1 泊もしくは 2 泊という
状況です。これが 3 年に 1 回。それと、毎年行っているも
のとして、別府アートマンスというものをずっと行っています。
2010 年から始めて、パンフレットを作り、Web サイトを
作り、そこにイベントの紹介をしますよ、別府は毎年 11 月
が BEPPU アートマンスですよ、ということを僕らは勝手に
決めて運動しています。当初 20 団体、27 団体くらい参
加してくれているんですが、昨年が 74 団体、今年はなん
と 88 団体。100 近く。全く助成金など一切お金を出して
いません。紹介をするだけです。こういう活動を見に来られ
る方、それも女性が多いんですけれども、ご高齢の方も結
構多くなっています。つまり、このイベントに参加される方、
このイベントを作られる方々は結構高齢の方が多くて、フラ
ダンスをするおばあちゃんたちも 75 歳で、毎年参加してく

れるんですけれども、その方たちが自分の友だちを呼んでく
る。今までなかなか県外の客層にアプローチできなかった
のが、我々ではなく、彼女たちがアプローチしていくという、
プログラムを行っています。

最後駆け足で申し訳ないですけれども、今まさにこの
秋に開催する芸術祭、「国東半島芸術祭」があります。
1300 年前に仏教が入ってきて、神道という、神と仏、神
仏習合の場所として知られている場所。上から見ると頂点
に二子山という 702m の山があるんですね。全部谷ででき
ていて、つまり火砕流なんです。火山の場所。隣の集落へ
なかなか行けなかった。だからこそ、その集落ごとにお祭
が残っている。修正鬼会とか、有名なお祭りが残っていて、
仮面をつけた鬼が各家々を巡っていくんですけれども、バッ
クをみていくと、こちらは、仏壇・こちらは神棚なんですね。
大体 1 件でもこのような形で残っています。このようなエ
リアで今アートプロジェクトを行っています。登山に非常に
近い考え方で、どのルートから、どの山を目指していこうか、
というルート設定をして、作品とも出会うんだけれども、そ
の場所と歴史などとも出会っていく。このコースは、岩山の
下から上まで登って行くんですね。だいたい 1 時間半で着
きます。その上には、このアントニー・ゴームリーの彫刻が
設置されていて、これは宗教行事で使われる道なんですね。
これは大変今物議を醸していて、反対運動も起こっていて、
ずっとそれを今説明会を重ねているところです。こういう場
所を地域の方々、おばあちゃんたちが守っている。ボランティ
アさんも全国から集まっていて大変ありがたいんだけれども、
ずっとこの場所を守っている地域の方々が、どうやったら元
気になるかという考え方。このおばあちゃんたちが、それを
守っていくという、ちょっと違うボランティアの在り方という
か、地域での守り方というのをデザインしようとしています。

その他に、これはプレ事業で行った一日 12 時間かけて
1 つのアート作品を体験する、飴屋法水という方のバスツ
アーで、一切観光地などに行かない、ミステリーツアーの
ようなものですが、これもまた秋に開催いたします。全部高
さが 30m 以上あるこういう岩肌、に宮島達男が、現代の
磨崖仏を作ろうとしています。また、川俣正が、地域の方々
と協同しながら、ある山に通路を作ろうとしています。こう
いう活動が、大分県の色んなところで起こっています。国
東半島は今年から始まりがあって、今、別府のまちなかで
壁画プロジェクトというものが始まろうとしています。これも
僕がディレクションしていますが、「Oita Made」、先ほど
言った商品開発があって、来年の春には大分県立美術館が
ある。隣の大分市は水族館が、アートの水族館としてリニュー
アルします。そして、混浴温泉世界が来年の夏に開催されて、
同時に大分市では、トイレのみを会場とする、おおいたト
インナーレがあって、これもちょっと僕が関わっていますが、
結構これ困っています。もう一つ大分県では鶏天、鳥の天
ぷらというものが郷土料理なんですけれども、何を間違っ
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たか、じゃあ次は、トリテンナーレっていうアートと鶏天の
融合だってやっていて、ほかにも、色んな地域で我々のプロ
デュースじゃない活動も始まっています。これらを全体を繋
いでいく冊子を作っていきながら、全国の方々に紹介する。
しかし考えてみたら、大分県の在来線、JR の在来線の駅
ごとにこういうアートプロジェクトをかける地域というものが
始まっているので、ぜひ、JR さんに今話しをしているのが、
JR のトレインナーレというね。トリエンナーレ、トイレンナー
レ、トリテンナーレ、トレインナーレ、どれがどれだかわか
んなくなっちゃってきて。こういうことを通して今まで一泊二
日のモデルを、二泊三日、三泊四日のモデルにして、地域
に貢献したいと思っています。すみません、早口になりまし
たが、ありがとうございました。

札幌市 酒井裕司氏
今ご紹介いただきました、札幌市創造都市推進部長の酒

井でございます。どうぞよろしくお願いいたします。国際芸
術祭と創造都市さっぽろということで、短い時間ですが、3
つ、創造都市さっぽろの経緯、ユネスコ創造都市ネットワー
クについて、そして、札幌国際芸術祭 2014 についてとい
うことで、簡単に経緯をお話させていただこうと思っており
ましたが、実はこれからお話する話は、さきほど上田市長が、
順序立てて丁寧に説明をしていただきましたので、今度は
絵付きで、再度復習をさせていただく、そういうようなこと
になろうかと思います。本当は、上田市長には、別な原稿
を渡していたのですが、全く。その辺はご容赦頂きたいと
思います。よろしくお願いいたします。

創造都市さっぽろの経緯ということで、これも、そのま
んまなんですが、1869 年に開拓使が設置されて以来、札
幌市の人口というのは、戦争の時の一時期を除いて、ほと
んど右肩上がりで参りました。この 1、2 年のうちにおそら
くピークを迎え、20 年後の 2035 年には、よくて 1% く
らいの減少傾向になってしまうだろうということが予想され
ています。こうした少子高齢化人口減少の進行ということ
で、生産年齢人口がずっと減っていきますので、そうした中
で持続可能な社会を目指すにはどうすればいいのかというこ
とで、やはり経済的にも札幌圏外からの財貨の獲得と、そ
うした付加価値の高い製品なり、サービスを生み出すため
の創造的人材の獲得が必要となるだろうと、それが課題だ
という認識を持ったところでございます。そのためにはどう
するのか。札幌の魅力は、様々言われておることはございま
すが、こうしたようなものを一層磨きをかけて、札幌を 1 つ
の商品のように強力な PRと情報発信をするということが今
後必要となってくるだろうと。いわゆる札幌という都市自体
のブランド化というのが必要になってくるだろうという認識
のもと、2006 年の 3 月に、創造都市さっぽろ宣言をいた
しました。創造性に富む市民の力で、国内外との交流によっ
て、新しい産業・文化を産んでいくまちにしようと、札幌は

文化芸術を大切にし、創造的な産業というものを活性化し、
創造的な人材をどんどん産んでいきますよ、ということを内
外に向かって宣言をしました。それと合わせまして、2008
年の 11 月には第二回目の文化庁長官表彰、文化芸術創
造都市部門の表彰をいただきました。これには、3 つの評
価ポイントがあったと聞いてございます。1 つは、音楽ホー
ルの Kitara や、大規模な文化芸術施設の整備、PMF と
呼んでおります国際教育音楽祭などのイベントの継続的な
開催といったようなことが、評価の対象となったと聞いてお
ります。 2 つ目は、札幌市はずっと IT コンテンツ産業の振
興をやっておりまして、特にコンテンツ産業の担い手育成に
は、力を注いで参りました。そして 3 つ目。札幌市立大学
を開設し、デザイン学部を設置し、教育研究による人材育
成にも力を注いでいる、という、それら 3 つが大きな評価
ポイントになりました。これは札幌市としては非常に大きな
励みになりました。そこから、より一層、この創造都市と
いうコンセプトをまちづくり全体に進めていこうということで、
有識者と市民の代表からなる、創造都市さっぽろ推進会議
を 2008 年度に立ち上げまして、この中で様々な、今とな
れば非常に重要な提言を 2009 年の 3 月にいただきました。
ユネスコの創造都市ネットワークにぜひ加盟をすべきではな
いかというのが、1 点目。2 点目が、国際芸術祭について
ぜひ検討するべきだと。3 つ目として、毎年恒常的に国際
会議、創造都市間交流の国際会議イベントというものを展
開していく必要があるだろうと。そして、4 つ目は、創造的
空間として、札幌市に縦横に走っている地下ネットワークを
活用していくべきだろうという提言をいただいております。こ
れらを、強力に推進していくために、市長の強力なリーダー
シップ、とともに、産学官に拠る推進体制というものを作る
べきだろうと。この 5 つの提言をいただいたところでござい
ました。

そして、ユネスコの創造都市ネットワークにつきまして、
登録を目指した努力をこの年からすることになりました。ユ
ネスコの創造都市ネットワークは、2004 年に設立したも
ので、その設立の背景には、世界的な急速な経済のグロー
バル化があったと言われております。電気製品や車などの
製品だけでなく、映画や雑誌といったコンテンツ産業も含
んだ文化的なものが、ハリウッド映画のような強力で大きな
モノに席巻されてしまうのではないか、というような危機感
がヨーロッパのフランスやイタリア、そういったところに多く
広まったということが設立の背景にはあったと聞いておりま
す。そして、札幌市は、ユネスコの創造都市ネットワークに
何のために加盟するのか、というところですけれども、世界
に名だたる、文化都市、創造都市と言われるところとネット
ワークすることにより、市の交流を期待できるだろうと。そ
して、ユネスコ創造都市ネットワーク加盟都市ということで、
都市ブランドの価値が向上するということが期待できるので
はないか、ということを加盟目的といたしまして、準備を進
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めてきたということでございます。
現状ですが、7 つの分野、文学・映画・音楽・クラフト

& フォークアート・デザイン・メディアアーツ・食文化（ガ
ストロノミー）、この 7 分野で現在 41 都市が登録をされて
ございます。世界地図を見ますと、今現状の状況ではアジ
ア地域とヨーロッパに多い状況で、今後はこれを全世界に
広げていくというお考えで、ユネスコの方もやっているとお
聞きしております。そして、ユネスコの日本の加盟都市でご
ざいますが、先輩都市といたしまして、今日のこの会議の
幹事都市でもございますが、金沢市さんがクラフト& フォー
クアート分野でいち早く登録をされておりますし、デザイン
分野では、名古屋市さん、神戸市さんが私達の先輩として、
既に加盟をされていました。では、札幌市は何の分野で加
盟を目指すのかという議論になるのですが、当時は、ずっと
ICT 産業、コンテンツ産業の振興に力を注いでおりましたし、
文化芸術の振興にも力を注いできたというところ、そしてこ
れまでに 1 年中を通して、特に大通公園などを、あたかも
メディアのように使って年がら年中様々なことをやっている
と。言ってみれば、都市全体をメディアとして、札幌の魅力
を発信していると。そういった意味でもメディアアーツ都市
だなとなりました。そして、このメディアというのは、様々
な産業への波及というものが、期待できるのではないだろ
うか、というところでございます。加盟を目指しながら、札
幌の既存の公園、雪まつりなどに、プロジェクションマッピ
ングをするなどのチャレンジをしてまいりました。特に雪ま
つりでのプロジェクションマッピングのチャレンジは、市民
にとっても非常に新鮮だったということで、雪まつり魅力向
上に新たなこうした技術、新たなアートを加える事によって、
魅力を発掘できたいい一例だったかなと考えているところで
ございます。そうして、佐々木先生の大きなお力添えもいた
だきまして、2013 年昨年の 11 月、日本で 4 番めの創造
都市ネットワーク加盟都市になることができました。

そして提言の中で 2 つ目に出てきました札幌国際芸術祭
を、創造都市さっぽろの象徴的なイベントとして開催をする
ということを創造都市さっぽろ推進本部への提言としていた
だきました。同時に札幌市の文化芸術基本計画を平成 21
年 3 月に作りまして、この中でも国際芸術祭の開催に向け
た調査を行うということになってございました。平成 21 年
度、22 年度は調査を進めまして、23 年度には具体的に
検討委員会を設置をし、そして、平成 24 年の 6 月に札幌
国際芸術祭の仮称基本構想というものを策定をし、札幌
初の国際芸術祭に開催に向けた具体的な動きがスタートし
たというところでございます。この札幌国際芸術祭基本構
想は、当時はまだ仮称でしたが、4 つの目的を掲げました。
1 つは単なる国際芸術展、芸術作品を鑑賞するだけではな
く、市民の中にこの文化芸術が、ライフスタイルとして消費
されるような、身近なものにしていくというところ。そして、
札幌らしい芸術を支える人づくりというものをやっていこう、

それをまちづくりに繋げていこうということでございました。
そして 3 つめは、文化芸術の力による札幌の魅力を再発見
しようと、そして新たに価値創造をしていこう、そして創造
都市さっぽろを牽引する多様な人材の集積。全国からそう
いったことに関心のある方、ボランティアの方々にも来てい
ただき、観光そして経済の活性化にも繋がっていけば、価
値が大きくあるのではないか。このような基本構想を立て
たところでございます。そして、具体的に国際芸術祭。この
基本構想の中で、テーマは「都市と自然」ということが決
定いたしました。そして、ゲストディレクターは、音楽家の
坂本龍一さんにお願いしたわけです。なぜ、坂本さんなのか、
というところですが、彼は、命を大切に、そして森を大切
に、木を大切にする。そういった坂本さんの社会貢献活動
が札幌市の市政方針と非常にいいマッチングをしているとい
うこと。そして、メディア都市を目指す札幌として、坂本さ
んが様々なところ、特に山口情報芸術センター等で、メディ
アアートに対して非常に深く関わられて深い造詣をお持ちだ
ということがありましたので、坂本龍一さんに第一回はお願
いするのがふさわしいだろうということで決定いたしました。
坂本さんに関しましては、さきほど上田市長のお話にもござ
いましたが、開幕直前に、ご病気の治療・入院ということで、
様々な予定に参加できませんが、その分スタッフががんばっ
て何とかやっていこうということで、一致団結して今進めて
いる所でございます。

さきほど横浜市さんのプレゼンの中に、まち全体を使っ
てというお話がありましたが、札幌市のこの国際芸術祭も、
まち全体を使って芸術祭を展開しようということになりまし
た。出ていますのは、ガラスのピラミッド。イサム・ノグチ
がゴミの埋め立て地の上に作ったと言われる芸術作品であ
ります、モエレ沼公園という、会場の 1 つでございます。そ
して、当時の赤れんが、今は観光地でもありますが、ここ
にも札幌の歴史的に活躍された方々の作品を展示している
と。それと、札幌の昔の大書院と言われたところで、これ
は大通の一番西の端っこにあるところですが、史料館。こ
こも会場です。そして、都市と自然の都市の部分の展示室
として、近代美術館というところ、そして、南の外れにあり
ますが、芸術の森美術館という所で、ここは「自然」に関
する展示が担当するところ。そして、このスライドの地下空
間の上の方は、チカホと呼ばれております。三年前、震災
の次の日にオープンになりました大通駅と札幌駅を繋ぐ歩
行者空間でございまして、普段も様々なマルシェや、市民
の作品展示が行われており、ここは期間中ほぼ貸切の状態
で、主にメディア・アート作品を中心に展示してございます。
そして、一番下が 500m 美術館と呼ばれています。元々は
かなり殺風景な通路だったんですが、そこにクリエイターた
ちの作品の発表の場となるような、展示会場とし、今回も、
北海道に縁のある作家たちの展示会場として使っていると。
このように、札幌市内の幅広い場所を展示会場として活用
しているということでございます。



73

添付資料 創造都市政策セミナー「芸術祭と創造都市」

その中で、いくつか特徴的なものを簡単にご説明したい
と思います。札幌の新たな価値とか歴史を知る展示という
意味もあろうかと思いますが、ここ北大では、中谷宇吉郎
先生という、世界で初めて昭和 11 年に人工雪をお作りに
なられた方でございます。博士の膨大な研究の資料の中か
ら、坂本龍一さんとアーティストの高谷史郎さんが、厳選
に厳選を重ねまして、非常に美しく特徴的なもの、20 作
品を展示をしています。天然の雪と、ご自身でお作りになら
れた人工の雪の結晶。これが両方見られるのが、道立近代
美術館でございます。この右には、非常にこの中谷さんを
尊敬しているというドイツのアーティストのカールステン・ニ
コライという方が、人工雪を作るインスタレーションを展示
しています。

これは、昔の札幌控訴院、今の札幌史料館の左側に置
いているコロガル公園 in ネイチャーという展示でございま
して、2012 年に山口の情報芸術センターの方で作られた
作品でございます。この中にはマイクが仕掛けてあったり、
LED 照明があったりと様々な仕組みがあって、それをどう
やって使うか、どうやって遊ぶかということを子どもたちに
考えてもらう。そしてワークショップも開いて、どういう風に
したらもっと面白くなるかということを、子どもたちの意見
も聞きながら、それをまた改造していくと、いうことを期間
中に何回かやるということをやっています。そうした子ども
たちの創造性を刺激する作品で、実はここ、山口の情報セ
ンターのこの同じコロガル公園の1つとテレビ電話で繋がっ
ておりまして、子どもたち同士呼びかけをしてお話をしてい
ると。こちら側には札幌の壁を感じるという風鈴があって、
それが鳴ると向こうに風が伝わるということで、向こうの扇
風機が回るという仕掛けがあって、山口との連携プロジェク
トがこのような形で繋がっており、非常に面白い取組になっ
ているなと、今日見て思いました。

そして、先ほどの北の方のモエレ沼公園の展示でござい
ます。ここで「見えざるものが見え、聞こえないものが聞こ
える。」という作品が展示されておりまして、この 2 つをご
紹介したいと思います。これはプロジェクトシンフォニー in 
札幌ということで、これも YCAM 山口情報芸術センターと
の連携事業でございますが、坂本さんが非常に樹木・森林
というものに興味がおありで、木というものは、光合成によっ
て光をエネルギーに変えると。すなわち、光は電磁波の一
種ですから電磁波をとらえる天才なんだと。それをなんとか
みんなに聞こえるようにできないかということで、樹木の光
合成によって微妙に変化する樹液等の変化によってデータ
が変化し、それをセンサーで微弱電流として捉えて、それ
をネットワークにして、最終的には坂本さんが音にしてしま
うという。ガラスのピラミッドの中の会議室に、11 個のス
ピーカーが設置してあります。これは、全世界、北大の中、
札幌市内、道内、それとイギリスだったり、オーストラリア
だったり海外も含めて、そのとき時の木の活動状況というも

のを聞くことができる、スピーカーによって聞くことができる
というに「聞こえないものを聞く」と、いうコンセプトの作
品でございます。2 つめが、これが見えないものを見えるよ
うにということで、真鍋大度さんという女の子 3 人の音楽
ユニット Perfume の昨年の紅白歌合戦の時の演出とかや
られた方ですが、彼の作品でございまして、ここに充満して
いる電波を見えるようにするのかと。例えば、今スマホをい
じっていましたが、それによって電波が揺らいで、それが作
品に反映されると。80MHz から 60GHz までのどの周波
数帯の電磁波がどういうふうに動いているのかということが、
美しく見えるということでございます。真鍋大度さんは人間
の脳の動きと、都市の電波の動きが非常に似ているんでは
ないか、そういうようなご興味から、脳が活発に動いてい
る時というのは、そういう脳波も出るし、都市の中でたくさ
んどういったような電波が動いているのか、ということをど
う可視化していくのか。実は、これソニーさんの協力で設置
されております、355 インチのディスプレイでございますが、
4K のディスプレイです。非常に迫力のある画像でございま
す。今回の視察の中には入っていなかったのですが、もし
お時間があればぜひこちらの会場にも足を運んでいただけ
ればと思います。

今回の芸術祭では、アーティスト 62 名に参加いただき
ました。ゲストディレクターやキュレーター 15 名の方々に
ご協力をいただきました。そして何より、不夜城と言われる
くらいがんばった事務局スタッフ、芸術祭初めてで非常に
大変だったと思いますが、非常に学びの多かったこの芸術
祭の開催準備、今まだ進行中でございます。全く気を抜け
ないのでありますが、順々に頑張ります。そして、札幌市
民 1100 人の方に応募いただいて、札幌では初めての試み
だったんですが、みんなが参加して手作りで盛り上げていこ
うというところでございます。その他、芸術祭本体ではなく、
芸術祭期間中に行われる様々な連携イベントということで、
100 を超える連携イベントをやってございます。この夏から
秋にかけて、アート一色にしようということで、色んな方に
ご協力をいただいて、この開催にこぎつけています。そして、
メディアアート札幌のこれからというところですが、残す所
50 日あります。我々みんなでさらに盛り上げて、さらに事
故のないよう、そして検証もしなくてはいけませんので、検
証の準備もして、さきほど佐々木先生からも長官からも、ぜ
ひ続けてくださいねとお話いただきましたので、ぜひ続けら
れるように、世界から、市民のみなさんから評価いただけ
るような芸術祭で最後はよかったねとお互いの肩をたたか
れて終われるような芸術祭にしたいというのが、今の私の
希望でございます。長くなりましたが、ご清聴ありがとうご
ざいました。
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モデレーター 佐々木雅幸氏
私は、様々な世界の都市を見ながら、ハイテク産業だと

か、あるいは情報化産業だとか、次代のリーディング産業
とまちづくりの研究をしてきたんですけれども、20 世紀の
終わりから、21 世紀にかけて、ハイテク産業とか情報化産
業に代わって、多くの研究者がアートの方に関心を移したん
ですね。それで調べていきますと、ビルバオのグッゲンハイ
ムミュージアムが登場した後、一斉に世界中で現代アート
の美術館がどんどんと急激に増えます。今や、都市の必要
なインフラとして美術館抜きには語れないほどです。横浜な
どが始めた現代アートのトリエンナーレも、世界的にどんど
ん増えている。

世界的にグローバル化が急激に進んでいく中で、文化が
画一化されるということに対して、非常に危惧感を持ってい
る。それで、文化多様性という方向に動く。文化多様性と
言う時に、現代アートというものが、それぞれの地域の固
有の資源だとか、固有の歴史とかをどういう風に掘り起こし
ながら、新しい価値を作り出すか。それを、市民・住民に
インスパイアしていく、鼓舞していく。そういったプロセス
が根幹になるのじゃないかと思って聞いておりました。 そ
れで、昨年の 1 月に横浜市で創造都市ネットワーク CCNJ
の設立総会が成功して、CCNJ が徐々に日本の中での認
知が広がってきて、文化庁もこれを 2020 年までに全自治
体の 1 割くらいまで広げたいということになってきたのです
が、創造都市ネットワークが農村も含めて広がっていく時
に、現代アートのビエンナーレ、トリエンナーレのような継
続的なアートイベントが、大変大きな力になる。これをお互
いに連携しながら広げていく中で、CCNJ のネットワークと
いうものが評価されるということなのかなぁと思って聞いて
いまして、そこでのポイントになるのは、予想できない困難
が現れる中で、どう乗り越えて継続していくのか、そのため
の力をどうやって準備していくのか。このあたりを、一番最
初に田邊さんの方から、実際にこういうところに汗をかいて、
こんな困難があって、それをこういう形で乗り越えてきたん
だというお話がいただけるならお願いします。

田邊氏 :はい、横浜市の田邊です。今のお話でいくと 2 点
あるんですね。1 つは、大きな芸術祭開催すると時にどうし
ても資金面で大きな資金が必要になるということです。運
営もそうですけれども、2011 年展の開催に当たって、国
際交流基金さんから出ていた資金が途絶えると、いうこと
で、どうやって運営していくかと。規模を小さくするのか、
もしくは、今までと同じようにやるために、国の協力をどう
やって得るのかというところを、市長以下、横浜市選出の
方だけではなく、神奈川県選出の国会議員の方も協力して
くださって、どうにかして大きな国際的なイベントを継続し
てやっていこうということになりました。ヨコハマトリエンナー
レが、すでに 3 回実施されていた実績がものを言ったかな
と思います。多くの方々が、色々な各省に要望を出してくだ

さり、折衝を繰り返してくださった後に、文化庁さんが引き
受けてくださって、ヨコハマトリエンナーレを継続して開催
できるような制度を作ってくださったという経緯がございま
す。それは、資金面での苦労があったということです。

もう一つ、運営の面では、横浜美術館の館長が逢坂恵
理子さんという、今トリエンナーレの委員長で、専門家でご
ざいましたので、国際交流基金の方が運営から外れてしまっ
たんですけれども、逢坂さんを筆頭に実施できるだろうと。
近代・現代を対象とした横浜美術館には、現代アートに
長けたスタッフがいたので、問題無いというところがひとつ。
最後に、地元のバックップなんですね。ボランティアさん
の数が札幌市さんは一回目で 1100 人というのはすごいな
と思ったんですけれども、トリエンナーレを 3 回やっていて、
当時 1400 名位ボランティアスタッフさんの登録があったん
ですね。それに加えて、普段から活動している BankART
があることや、もう一つ強力なところでは、黄金町というエ
リアで、アーティストの方に入っていただいて街づくりを行っ
てきたこと。始まった時は、現代アートってなんだ、わけわ
かんないという声があったそうですが、そのまちの方が徐々
にアーティストと触れ合って、新しい考え方を入れて、、ま
ちづくりが上手くいってきたということがありました。です
ので、そういう地元の方の声が「当然トリエンナーレ継続
するんでしょ」、という大きな後押しになりました。正直一
番苦労したのは、一番最初の資金のところです。規模を小
さくしなきゃいけなくなるかもというところが、結果的には、
文化庁さんに大きな支援をいただいて継続でき、今回も開
催できているという状況でございます。

佐々木氏 :文化庁がこれからどう支援していくかは、もし
時間があればこの後、青柳長官からも一言お話いただきた
いと思いますが、どうしても、大都市がやる大規模な芸術
祭というのは、知事や市長さんの威信もかかっているから、
かなり気張ってやっていて、今日のシンポジウムでも結構ガ
チンコ勝負になるので、なんとか緩衝材がいるだろうと思っ
て、ぐっと小さい規模の民間から芸術祭を興してきた山出さ
んにお声掛けしました。

なんといっても、「混浴温泉世界」という非常にショッキ
ングな名前があって、私もびっくりしちゃったんですけれど
も、さらに A 級劇場とか言われて、えっと思ったんですけ
れどもね。山出さんという個性がキラリと光るネーミングも
含めて札幌・横浜トリエンナーレ型と違うやりかたを山出さ
んは、どういう風にして、多くの小さなイベントをキュレーショ
ンしてこれたのか、その創造の源泉とはなんだろうか ? もし
お答えいただけるならお願いします。

山出氏 : なかなか難しい質問だと思いながら…。そもそも
の話をすると、僕は 2004 年まで、それこそ文化庁さんの
代替研修でフランスに行って、一応僕アーティストなので、
作品をずっと作っていたんですね。プロデュース的なことっ
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て全くそれまでは考えたことがなかったんですけれども、た
またまあるインターネットの新聞記事を読んで、この人に会
いたいという人がいて、それは別府の人だったので、もう日
本に帰ろうということになったんです。僕大分県出身ですが、
別府は生まれた場所でもないし、いまだに 10 年やっていま
すけれども、住んだことも無くて、ヨソモノなんですよ。今
は非常に意識してそうしてるんですけれども。その中で、色
んなアーティスト達にこの非常に特異な、魅力的なまちを見
てもらいたいなということと、すごくノスタルジックな話だけ
れども、僕が子供の頃見た風景を、あのみんなで浴衣を着
てすごい猥雑だけれども、なんだかわからないその場所の
磁力というものをすごく感じられる風景を、僕はとても見た
い、思い出して見たくなったというのが最初なんですね。な
ので、誰からも頼まれてないんですよ。実は、とてもアーティ
スト的な発想かもしれませんが、継続するというのは、多
分そこしかないんだと思っていて、信じたいんですよ、そこを。
つまり、パッションのある人間が、リスクをしっかり持って
活動を続けて、その熱を広げていって、自分だけが何かを
する、自分がリーダーシップをとって全てを管理することを
するのではなく、色んな活動が勝手に生まれてくる。伝染
するというか、僕はそれをやりたいんですよ。なので、今日
大分県の方が来られてますけれども、今大分県全体で少し
そういうことが広がってきていて、言ってみれば、BEPPU 
PROJECT に負けないぞ !という教え子が出てきて、かなり
僕らもちょっとあたふた押され気味なんですけれども、それ
はとても嬉しくて。僕の今の一番の夢というか、理想は、ど
んどんうちの PROJECT の影がなくなって、山出もやること
が無くて、お声がかからない。けれども面白い活動が毎日
のように起こっているということを作りたい。自分がこうなに
かそこでコントロールするのではなくて、色んな人達が始め
ていく。それはとても小さなタネかもしれないけど、それが
多分創造的な都市だと信じてるんです。

佐々木先生からご紹介いただいて、2006 年別府でも創
造都市の国際シンポジウムをやって、チャールズ・ランドリー
さんのお話が、創造的な都市というのは、何らかの箱がで
きることではありません。というような話の中で、一般のお
じいちゃんも行政の方も全ての人間が創造的な活動、また
は考え方が許される都市のことなんだ、ということを話され
て、僕それはとても大切な言葉だと思っていて、フォーカス
すべき人だと思っています。

佐々木氏 : やはり、パッションが源泉なんですね。それは、
その温度が大事で、多分高い温度の人たちが集まりだすと、
臨界質量が高まっていくよね。今、大分はその直前まで来
てると思っています。来年はある程度、臨界点を越えていく
のかも。

山出氏 : 来年 7 月から 9 月に混浴温泉世界やるんですけれ
ども、やはり色んなことがあって、来年 4 月に大分県立美

術館ができる。それだけじゃなく、横に繋げていって、色ん
な形で連携を始めていくようなことにしていきたいし、大分
県の知事もそうですけれども、来年がとにかく大分として本
当に大切な年で、それも 7 月から 9 月にかけてというのは、
ターゲットの月です。この場でこんなこと言うのはあれです
けど、来年この創造都市ネットワーク会議を大分県でやっ
てほしいですね。いい温泉もご紹介しますし、お食事処も
満載、国東半島で登山とアートを楽しみ、汗をかいてる横
で汗を流し、トリテンナーレを楽しみつつ、お手洗い行くと
きはトイレンナーレを楽しみ、移動する時は、トレインナー
レで移動するという感じで、ぜひ皆さまお待ちしております
ので、みなさまよろしくお願いいたします。ありがとうござ
います。

佐々木氏 : 今年はたまたま札幌市さんが昨年の秋にユネス
コ創造都市ネットワークに加盟され、国際芸術祭が今年開
催されるということがあったので、この時期に政策セミナー
を開催させていただきました。併せて 2 日後の 8 月 10 日
には、東川町で、創造農村ワークショップということにな
ります。これまでは、ワークショップとセミナーは別の会場、
別の場所だったんですけれども、今回は連続的に開催とい
うことなんですが、来年の場合は、今立候補宣言があった
ので、創造都市政策セミナーは大分が有力候補だと思い
ます。農村の方は、十日町さんが来られてるし、大地の芸
術祭のような色々なイベントの場で、お互い視察をしなが
ら、経験談を語り合ってもいいですね。今回やはり札幌の
ケースを見ていても、坂本龍一さんが山口情報芸術センター
YCAM の館長をやられておられたので、そのネットワーク
を使っておられる。それから、やはり瀬戸内国際芸術祭とか、
大地の芸術祭で北川フラムさんが作られたネットワークがあ
る。こういうものは、重層的にあるので、比較的短い期間
でもある程度のところまでは成功するということで良かった
なと思うんです。その中であちこちで同じようなアーティスト
が出てきて、なんか個性が見えないと言われないようにして
いく。つまり、多様性を高めるということです。今回「都市
と自然」というテーマを最初聞いた時に、難しいテーマを
掲げたなと思ったんですね。都市と自然って違うものじゃな
いですか。自然といえば農村といえば自然の要素が多いけ
れども、都市っていうのは、人工的な場ですよね。都市の
文化っていうのはやっぱりその自然というよりかは、むしろ
非常に高度な文明の積み重ねなんですね。それでどうやっ
てこれを結びつけて解明するか、難しいテーマだと思ったん
ですけれども、おそらく坂本さんは直感なんだろうね。空か
らヘリコプターとか色んなところから札幌を見た時に、都市
のすぐ近くが自然で囲まれている。なので、「都市と自然」
ということを直感したんだと思うんですけど、このテーマの
選び方とか、坂本さんから色々注文を出されて、現場もあ
たふたしたとか、そういう苦労話がもしあればお願いします。
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酒井氏 : やはり「都市と自然」というテーマに関しては、さ
きほどの冒頭の市長の挨拶にもありましたけれども、札幌
市はこういう都市機能を十分に持ちながらも、ほんとに
ちょっと行きますと、海があり、川があり、山があり、スキー
が出来て、海にも行けて、そういうのは札幌の財産だと思っ
ております。逆に言うと、さっきキュレーターの方がおっ
しゃっていましたけれども、俯瞰してみると札幌には中間的
なものがなくて、本当に都市と自然しかないと。むしろ札幌
の特徴というのは、まさに都市と自然なんだ、というところ
もこのテーマの在り方の中にはあったのかなと。今回、作
品を見ていても、それを対立するものと捉えている作品もあ
りますし、それらがどう融合していくのか、折り合いをつけ
ていっていくのか、と捉えているものもあるし、わたくしは
今回のこのテーマは、非常にわかりやすいテーマでしたし、
美術館もたまたま、自然の中にあり、そして都市部もある。
開催としてもそういう形で収めやすかったかなと思います。

佐々木氏 : じゃあひとこと事務局長さん、どうぞ。

小田垣氏 : 事務局長の小田垣でございます。都市と自然に
ついてですが、これからの都市の在り方を考えるという時に、
環境負荷をかけてきた都市の成長を、これを今振り返って、
今一度自然と都市の関係性を考えていこうと、そういう趣旨
でございます。

佐々木氏 : ありがとうございました。長官に一言お願いする
前に、これからそれぞれが連携してどうやって日本全体を元
気にするということをやりたいと思うんで、それに向けて提
言とかアドバイスとか、みなさんありますか。

田邊氏 : 横浜トリエンナーレは専門家の方のネットワーク
で、インターナショナルビエンナーレアソシエーション（IBA）
というのがこの夏にベルリンで総会をやり発足、参加しま
して、ネットワーク化されているんですが、国内の芸術祭の
ネットワークというのが無いですね。CCNJ を活かして、ど
うやってネットワーク化していくかというのを、次に横浜が
その役割を担わなければいけないだろうと、手前味噌です
けれども思っております。やっぱりそれは過去の歴史も含め
て、そういうことを取組として、行政が深く関わってやらな
きゃいけないだろうと。CCNJ と別のところでやるんではな
くて、なにか CCNJ の中でできないかなと、そういう話を
しているところでございます。

山出氏 : 今、県内の中で、基礎自治体との連携ということ
を、すごく頑張ろうと思って動いているんですけれども、例
えば、今回の札幌さん、横浜さんに限らず福岡でもやられ
てますけど、そういう形での連携って非常にあると思うんで
すが、同時に都市というよりも、アートって横軸を挿すの
に非常に柔軟性のあるもののはずなんですよ。それはなぜ

かというと、アートではないんだと僕は思うんですが、要す
るにクリエイティビティということだと思うんですよ。それは、
いかなる分野においても、教育でも福祉でもなんでも、そ
こには創造性という人間が関わっている以上、創造性とい
うものは必要であって、その創造性を豊かにしていく、また
更に活力を回復していくという意味で、アートというものが
必要だし、我々のビジョンの話だと思うんですよね。そうい
う意味では、都市の連携ということと共に、産業であるとか、
多分野との連携というものも、もっともっとやっぱり考えな
いといけないなと感じています。

佐々木氏 : では、長官ずっとお聞きになって、これから文化
庁としてもこういう方向だとか、一言お願いいたします。

文化庁長官 : どうもありがとうございました。こんなにおも
しろくて、そして、それぞれがこんなに工夫をしていらっしゃ
るということを聞いて、大変心強く思いました。そういう意
味で、私達も今、色々な助成事業等が業界や団体や組織
に向いていましたが、少し軸足を地域に移そうということを
考えております。ちょうど、政府も「まち・ひと・しごと・
創成本部」というものを作って、本腰で地域おこしをやろ
うとしているんで、それに乗ってできるならば、平成 27 年
度予算が少しでも増えるようにしたいと思っております。そ
れから、もうひとつは、今お聞きしていて、やっぱりネット
ワーク化とネットワーク化によるそれぞれの地域への共振と
いうか、響きあうような効果が拡大するというものに、ぜひ
この CCNJ はなっていただきたいと思いました。実は、私
ども色 と々分析しておりますと、文化関係の投資というのは
大体、経済波及効果が、最低でも 1.4くらいあって、1.7
から 1.8ぐらいはあるケースもあります。その数値は、公共
投資よりも高いくらいなんです。様々な地域で、文化投資を
することは、経済的にも非常に効果が高いものと考えており
ます。文化庁としても、皆様のお取り組みを応援しております。

佐々木氏 :ということで、文化庁は全面的に応援をされると
いうことで、安心して前へ進めてください。今日はどうもあ
りがとうございました。

- 閉会
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参加者アンケート ( 有効回答数 17）

１、本日のセミナーをどちらでお知りになりましたか
回答数

文化庁ホームページ 1
CCNJ ホームページ 5
CCNJ 公式 Facebook 2
CCNJ メールニュース 2
パンンフレット・チラシ 5
創造都市ラウンドニュースメール 0
その他 4

※複数回答あり
２、本日のシンポジウムのプログラムのうち、関心の高かっ

たものをお選びください
回答数

１、青柳正規文化庁長官基調講演 12
２、北川フラム氏 10
３、田邊俊一氏 7
４、山出裕司氏 12
４、酒井裕司氏 3
５、パネルディスカッション 3

※複数回答あり
・芸術文化が及ぼす波及効果と意義付けを知りたかったの

で、小さな自治体を主たるステージとした話は理解し易
かった。（２）

・国としての考え方をきくことができた。実際に事業を大局
的に行なっている団体の苦労や工夫を聞くことができた。

（１、３、４）
・中身の濃い話でした。普段下向きになりがちな生活の中

で、明るく明かりの見える話でした。（２）
・小さい町での活動の見本のようだった。（４）
・先進的な取組について話を聞いてみたいと思っていた

が、政策を推進していくうえでの苦労話が聞けてよかった。
（２、５）

・民間ベースでの取組は面白い（１、４）

３、セミナーで紹介のあった各地の芸術祭へのご意見、ア
イデアなどがあればお聞かせください

・札幌の芸術祭はまだまだボリュームが少なくて市民の関
わりが薄いと思う。市民レベルの参加形態も欲しい。

・イベントの中継録画して WEB でいつでも見られるように
してほしい。一過性のイベントに終わらせないように。

４、札幌市が「ユネスコ創造都市ネットワーク」に「メディ
アアーツ都市」として平成２５年１１月に加盟認定され
たことをご存知でしたか

回答数
セミナー参加以前から知っていた 8
本日のセミナーで初めて知った 4
知らない 1

５、創造都市政策について、期待することをお聞かせくだ
さい

・行政のみならず市民や企業が一体となって、地域活性化
していくために、恊働していくことを期待している。

・日常のあらゆる分野で創造性が浸透する機運をつくって
ほしい。

・各都市団体の連携が進むとよい。
・今実際に取組されている自治体等に是非地域再生のロー

ルモデルとなってほしい。

６、今後の政策セミナーで取り上げてほしいテーマなのど
があればお聞かせ下さい

・外国の事例紹介。	
・今日やったセミナーのように他地域のアートフェスティバ

ルや取組を紹介するセミナー、ワークショップをどんどん
やった方が良い。

７、その他ご意見・アイデアなどがあればお聞かせください
・CCNJ のネットワークを活かして、それぞれが情報を発

信しながら相乗効果があれば良い。
・市民が自由に意見アイデアを言えるオープンな場を作って

ほしい。

お住まいの市町村
札幌市 3
他道内 1
道外 7
所属等
a 一般・市民 2
b 研究員・教員 1
c 学生 0
d 自治体職員 7
e 地域づくり団体 0
f その他 1
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創造農村ワークショップ in 東川町

「創造農村と文化景観ツーリズム」

開催地挨拶 東川町長 松岡市郎氏
皆さんおはようございます。今日は全国各地から写真文

化首都、「写真の町」東川町へお越しいただきまして心か
ら歓迎を申し上げたいと思います。ちょうど今、国際写真
フェスティバルの企画をやっておりまして、会場が無いとい
うことから内覧を兼ねて、本会場でシンポジウムを開催さ
せていただくことになりましたけれど、ご理解いただきまし
たことに厚くお礼を申し上げたいと思います。

昨日は東川町のフェスティバルで授賞式がありまして、
空席が目立つかとも思いましたが、皆さま方がそれを埋め
ていただきまして、30 年の節目にふさわしい授賞式になっ
たのではないかと、私ども大変喜んでいるところでございま
す。冒頭写真文化首都というお話をさせていただきました
けれど、後ほどシンポジウムの中でも触れる機会がござい
ますので、省略させていただきますが、その発祥の原点と
いうのが創造農村ワークショップに賛同したということでご
ざいまして、今日は本ワークショップでも刺激的なお話が
あるのではないかと思いますが、それぞれが刺激を受けて
いただきまして、その刺激が進化の源になるのではないか
と考えております。本日のワークショップが実りあることを
心からご期待申し上げて、歓迎の挨拶とさせていただきま
す。ありがとうございました。

主催者挨拶 文化芸術創造都市振興室長 佐々木雅幸氏
皆さんおはようございます。大変良い天気に恵まれまし

て、昨日、東川町写真文化首都 30 周年の非常に意味の
あるイベントに参加させていただきました。また私どもが進
めております、文化芸術創造都市の全国ネットワーク化に
松岡町長にご理解いただき、素晴らしい企画を開催してく
れることとなり、まずは最初にお礼を申し上げます。ありが
とうございました。

パワーポイントで、創造農村という考え方をどのように
文化庁で応援するかということをお話させていただきます。
今年の 3 月の終わりに下村文部科学大臣から「文化芸術
中期プラン」というものが発表されました。これは 2020
年東京オリンピック・パラリンピックというものが決まりま
して、従来はオリンピックとパラリンピックというのは文部
省と厚労省が分かれて主管していたのですが、今回一本化
して文部科学省が東京都あるいは JOC と一緒に進めるこ
ととなったのです。その 2020 に向けて日本がスポーツの
みならず世界の文化のハブになろうと、そして具体的には
人を作る、地域を元気にする、文化芸術の交流のハブとな
る、3 つの柱を掲げました。特に地域を元気にする、ハブ
にする、その 2 つについて、ネットワークを拡充して、具

体的には 1700 ある自治体の約 1 割の 170 に CCNJ の
ネットワークに入っていただいて、日本全体が文化芸術で
元気になろうと、そしてそれをベースに世界と交流しながら
ユネスコ創造都市ネットワーク、あるいは今年から東アジ
ア文化都市事業というもので重層的にこのネットワークを
広げようと考えているのです。特にオリンピアードというの
は元々スポーツだけの祭典ではなくて、文化と教育との総
合的な祭典でありました。そういった意味でロンドンオリン
ピックの成功は、実はロンドンオリンピックにおいてイギリ
ス全土で展開された文化プログラムというのがありました
ので、今回日本も 2020 にむけて文化芸術の面でも取組
を進めようということになりました。そういうこともありま
して文化芸術創造都市振興室というものを今年の 4 月に、
京都府庁の 1 室をお借りして置いたのですが、私がこれを
兼務するということになっております。

今回創造農村ワークショップは第 4 回をむかえます。1
回目は秋田県の仙北市で行いました。2 回目は篠山市、3
回目は木曽町でやりまして、文化庁としては第 3 回目の木
曽町での開催から文化庁の事業として進めるという形にい
たしまして、これから先毎年こういった事業を積極的に応
援するということにいたしました。この写真は昨年の秋まで
木曽町の町長を務めました田中さんでございまして、私の
友人でもありまして、私が 10 年ほど前、『創造都市への
挑戦』という本を書きましたら、私の所に来られて、「あな
たがいう創造都市という考え方は素晴らしい、これは都市
だけではなく農村にも適応できるのではないか」と言われ
て、それ以来私は「創造農村」という言葉が頭の隅に残り
まして、是非これを理論化して政策化できないかと思って
おります。昨年のシンポジウムで田中前町長が言われた言
葉で私が印象に残っているのが、「天と地の理にあった産
業を育てる。そこに住み、そこに合った産業を作り、そし
て暮らせる社会を作ること、これが創造農村だ」というふ
うに田中前町長は言われました。それから、私の別のイン
パクトをうけた言葉が徳島県神山町の NPO 法人グリーン
バレーの大南さんが、私が日経新聞に書いたアイデアを「創
造的過疎」と呼び換えて、これから過疎の自然豊かな所こ
そ先端的な仕事ができると、アーティストや或いは ICT の
ワーカーの人たちが集まる場所を作られていまして、大変
大きな成果をあげておられます。創造都市とか創造農村と
いう言葉を、学者として私は定義しておりますので、特に
創造農村といった場合、「住民ひとりひとりが創造的に働
き、暮らし、活動するということ」が定義であると思うの
ですが、もう少し具体的に条件を考えていきますと、「住民
の自治と総意に基づいて、豊かな自然を保存する中で固有
の文化を育み、新たな芸術技術を投入し、職人的ものづく
りと農林業の結合による、自立的循環的な計画を備え、グ
ローバルな環境問題やローカルな地域社会に創造的な問
題解決を行えるような創造の場に富んだ農村である」。少
し長いので恐縮ですが、要は東川町、または美瑛町がやっ
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ておられることを学者風に書くとこうなる、ということでご
ざいます。そしてこういった流れはイギリスのチャールズ・
ランドリーや、アメリカのリチャードフロリダが世界的なリー
ダーとなって進めていますが、2012 年ロンドンオリンピッ
クの成功、これはイギリスの政府がとったクリエイティブ
フューチャーといった考え方、或いはロンドン市がとったク
リエィティブロンドンという政策、これが実を結んだものだ
といわれておりまして、これからのオリンピックはスポーツ
の祭典だけでなく文化芸術の祭典でもある。そういった意
味で、東京オリンピックが日本全体を元気にするようにとい
うことを今考えている。それからアメリカのリチャードフロ
リダという学者がこれから創造都市を作るために一番大事
なのはタレント、従来言われてきたハイテク型の人材を集
めるということだけではない、むしろトレランスです。すな
わち、寛容性を持った街、オープンマイルドな地域を作る
ということを指すわけですが、そういう新しい地域づくりが
潮流になりました。これは文化の多様性、芸術文化の多
様性ということがベースになっておりますので、ユネスコも
創造都市ネットワークを世界で推進しておりまして、7 つの
ジャンルで現在 41 の都市が入っておりまして、この会場に
もこの関係の都市の方々がお目見えだと思います。この都
市を調べていきますと、決して大都市ばかりではなく、中
規模な都市、例えばイタリアのボローニャの都市では職人
的なものづくりで、高級車をつくったり、楽器をつくったり、
あるいはジュエリーをつくったりしている。つまり職人的な
ものづくりこそオペラである。オペラという語源はそもそも
職人が自発的に自由に創造的につくるということを指してお
ります。また、小さな町たとえばサンタフェという所では人
口 6 万人以下ですが、ここではたくさんのギャラリーや美
術館があってクリエイティブツーリズムということを推奨し
ておりまして、これまでのマスツーリズムに代わって、ツー
リストが他ではできないクリエイティブな体験をするという
ことを大事にしている。そして都市と農村が連携するという
考え方を世界に広めています。様々なクラフト或いはアート
作品というものを、お互いが楽しむということになります。

文化庁としては 2007 年度から毎年、創造都市長官表
彰というのを続けておりまして、この中で小さな自治体を
応援するということで創造農村ワークショップというものを、
今支援するということになりました。この中では先ほど申し
ましたように、木曽町では地域資源を活かした、あるいは
文化を幅広く資源にする取組をされておりますし、今日お
みえの美瑛町長がリーダーシップをとっておられます、「日
本で一番美しい村連合」の有力なメンバーとして、美しい
村づくりを展開されている。かつてイギリスのウィリアムモ
リスというアーツアンドクラフトムーブメントを展開した方
が「美しいものを作る人は美しい場所に住まなければなら
ない」といっています。美しい村を作るということは美しい
物を作りだすということに繋がっている。大変大事なことだ
と思います。鶴岡市もまた創造農村として、地元の在来野

菜を活かした新しい食文化と、食文化映画祭を展開されて
おりますし、篠山市では古民家を活用した、ギャラリーや
レストラン、あるいは宿泊施設を通じたクリエイティブツー
リズムを展開している。ということになりまして、日本でも
創造農村というものはいまや独自に理論化をして政策的な
体系化をすることを通じて、より広げるということが課題に
なっているのだろうと思います。私は創造農村ということを
考えたときに、日本におけるこれの先駆者は宮沢賢治だと
思うのですね。宮沢賢治は『農民芸術概論』というものを
書きまして「半農半芸の夢」というものを語ったわけです
ね。この宮沢賢治の思想の基にあったのは、イギリスのラ
スキンとモリスであります。ラスキンはまさにナショナルトラ
スト運動の思想的な先駆者でもあって、美しい国土を守る、
その美しい国土の中から新しい芸術が生まれて、そして新
しい産業が生まれるとそういうことを考えたわけであります。
こういった宮沢賢治の思想を例えば、哲学者の梅原猛さん
が大変高く評価をしていて、従来の西欧哲学にない、自然
を克服するというより自然と共生するという、一体感をもっ
た新しい哲学があると評価をしておりますが、私は創造農
村論を深めることによって、日本独自の創造都市論という
ものを展開できると考えておりまして、皆さん方と一緒に、
創造農村ワークショップで様々な経験や実践例を踏まえな
がら、さらに前進するという機会にしていきたいと思ってお
りますので、是非今日のワークショップでも様々な新しいア
イデアを提供頂ければ、私どもにとって大変意義のあるこ
とだと思っております。どうもありがとうございます。

基調講演 北海道大学観光学高等研究センター教授 
敷田麻美氏

皆さん、おはようございます。北海道大学の敷田麻実と
申します。今日お話するのは、都市と農村の新たな関係を
つくることに観光というものがどういう役割を持っているか
ということです。そして観光とは何かを皆さんと共有した後
に、都市と農村を考えるキーワードとして観光のお話をし
ていきたいと思います。言葉の中でツーリズムと観光を多
少使い分けますが、ほとんど同じだと思ってください。

さて、この機会をいただいたのは、「創造農村」で観光
について書かせていただいたご縁によります。私は普段は
エコツーリズムや地域資源をどう使っていこうかという研究
をしています。

ところで皆さんは、1 年間にどれだけ移動しますか。実
は 9000 キロくらい移動しています。これは、マイカーによ
る移動が多くなり、鉄道、バスに比べて圧倒的に移動量が
増えています。このように私たちは今、観光でなくても、移
動する時代に入っています。では観光とは何でしょう。ここ
にあげた中では、観光はどれだと思いますか。実は「被災
地へのボランティア」が観光です。こういう質問をするのは
なぜかというと、観光の意味が正確に共有できていないと、
政策をつくることができないからです。観光 3 条件という
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のがあり、これは WTO 統計にもほぼ一致します。
1 つ目は、1 泊以上 1 年未満滞在するとうことです。こ

の 1 泊するというのは非常に大きなキーになっています。
1 泊するということは、それだけ移動しなければいけない
所へ行っているということで、日常生活圏から出ていくとい
うことです。ただし 1 年以上いると、それはもう移住になっ
てしまいます。観光というのはその日楽しむレクリエーショ
ン以上で、1 年未満、移住未満の活動だと思ってください。
観光政策ではこの範囲を狙うことになります。

それから 2 つ目は、楽しみが目的で、労働が主目的で
はないということです。よって「出稼ぎ」は、労働が主目
的で、もちろん観光することもあると思いますが、主目的
は稼ぎなのでこれは観光ではありません。

さらに 3 つ目は、居住地から出て、戻って来るというの
がポイントになります。駆け落ちは観光ではありません。戻っ
て来ないからです。地元でのお花見は地元から出ていない
のでレクリエーションです。観光ではありません。被災地
でのボランティアは労働が含まれていますが、労働が目的
ではなく、ボランティアという支援が目的なので、これが観
光ということになります。すなわち今日はこの 3 条件に照ら
し合わせた観光が、どのように創造農村に貢献できるかと
いうことで話を進めたいと思います。

次は観光の仕組みについてです。観光に必要な要素は
たった 2 つです。この 2 つさえ皆さんがわかっていたら、
観光をつくることも観光することもできます。1 つは観光資
源。観光資源のない観光地というのはありません。そうい
う所に人は行きません。もう 1 つ重要なことは観光客で
す。観光客の来ない観光地というのは存在しません。この
2 つの要素をどのように結び付けていくかということが、観
光というシステム、仕組みになっています。ですから皆さん
が、政策や実際の仕事で観光を考える時は、この両方を
結び付ける役割が、観光というものであると考えてくださ
い。観光客を呼んでくるのが観光だと誤解すると、政策が
間違ってつくられてしまいます。観光資源と観光客、これ
を結び付けてバランスをとるのが観光という仕組みだと考え
てください。こちらに「という資源」と書きましたが、地域
側から見ると、お客さんも資源です。つまり観光というのは、
実は両方に資源を持っているという珍しい仕組みで、いか
にこのバランスをとるかということが重要です。

ただし、こういう仕組みは、身近にもあります。それは
医療です。観光と同じ仕組みを持っています。医者に行く
ことを考えてみてください。私たちは、病院に医療サービ
スを消費しにいきます。病院の反対側にいるのは患者です。
病院はこのように医療システム、医療サービスを提供する
場所と施設設備と患者で成り立っています。

ここでポイントがひとつあります。いかに医療サービスの
質が高くても、この医療施設や設備が十分でないと医療が
成り立たないということです。手洗いが汚い病院、食事が
まずい病院には行きたくありません。昨今産婦人科は医療

サービスで選ばれるというよりも、産後どのように快適に
過ごせるかということでお客さんに選ばれています。このよ
うに医療と観光を比較して考えると非常にわかりやすいの
で、皆さんの身近な体験から政策をつくることができると思
います。

本題の都市と農村の関係に入ります。都市と農村の関係
というのは多様であり、この関係だけというのではありませ
んが、現在日本では、8 割の人が都市といわれる人口集
中地域に住んでいます。世界で見ると、50% 以上が都市
に住んでいるということになります。私たちは基本的に、都
市にいる人と非都市部にいる人を大きく分けられるように
なってきています。世界では、毎日 16 万人が都市に流入
していると言われています。つまり都市の方はどんどん拡張
しているという時代になってきて、集積と分業で成り立って
いる都市と農村の区別が、誰から見ても明らかということ
になりつつあります。

都市部になぜ人が集まるかというと、効率が非常にいい
からです。人口が 2 倍になると都市機能は 2 倍以上に増
加していきます。給与も地域の生産効率も上がっていきま
す。都市の方が経済的にも社会的にも充実するので、人が
集まってくるわけです。

このような状況になると、都市と農村の役割分担という
のは簡単に起きます。自然が豊かで伝統文化がある農山村
と、経済の中心で、現代文化が非常に豊かで創造性があり、
自然はないけれどインフラが豊かな都市という場所に大き
く分かれています。北海道でいうと、都市が札幌で、農山
村は札幌以外ということになります。

この結びつきの一番シンプルな形というのが、田舎から
自然と生産物を都市へ提供し、都市はそれを買って、それ
を利用してお金を払うという関係です。これが基本的な関
係としてできあがっていきます。なぜできあがるかというと、
非常に経済的に合理的だからです。物を黙って送れば、お
金が来るという関係です。

しかし、これを続けていくと役割が固定するので、「私何
とかする人、あなた何とかする人」の関係になっていきます。
つまり農村側は、物を黙ってつくって、それを買ってもらえ
る限りはいいではないかと思考停止に入るのです。都市側
も誰かわからないけれど、つくってくれて安定供給されるの
だったらそれでいいと思います。そうすると別に国内の農村
でなくても、安全ならばニュージーランドでもオーストラリ
アでもいいかとなってしまいます。

また、都市側はもっと高いレベルのことを考えていきま
す。自然がやっぱりほしいとか、もっと食にこだわって安全
安心な物を食べたい。さらには生きていることを実感した
い。都市では労働や労働条件が厳しいから、もっと生きて
いることを実感できるような暮らしをしたいと思うわけです。

逆に農村側は、農業で収入を得ていますが、農業以外
にも収入があったらいいとか、都市のような暮らしが農村
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でも実現できないか、せっかくある地域資源をもっと活か
したい、さらには地域の人口維持のために何らかのことを
やりたいと考えます。そこで、都市の人が農村に来て、例
えば移住すればいいということになります。実際、都市住
民の 3 割が農村への移住を望んでいるという統計を紹介し
た記事が出ています。

しかし、その記事にあるように、移住希望者が、農村へ
行って農業をするわけではなく、「農」という暮らしをした
いわけで、そもそも農業やろうとは思っていない。基礎生
産を支えるような農業ではなく、農を求めているのが現実
だと考えられます。そこでこういう都市のニーズを、どうやっ
て農村が実現しつつ、農村としても生き残っていけるかと
いうのが創造農村という提案です。

佐々木先生が書かれた部分では、コミュニティが柔軟な
経済システムを備え、創造的問題解決を行うとなっていま
す。ここのポイントは経済のシステムをつくるということです。
これはスローガンやひとつの主張ではありません。具体的
な経済の仕組みに変えていこうということです。

以前提案されたひとつの考えかたを、紹介します。
OECD は先進各国で構成されています。その調査によると、
各国の国土の 75% が田舎で、その内の 96%、つまりほ
とんどの土地は農地です。しかし、そこを使っている農業
就業者は全体の 13% しかおらず、農業生産額は田舎の総
生産の 6% にしかなっていない。つまり 94% の生産は別
の産業が担っているという統計が出ています。

そこで 2006 年に「ニュールーラルパラダイム」が提案
されました。もはや農業だけの農村にさせないという考え
方です。以前のモデルは、農業 = 補助金でした。補助金
というのは中央政府から来る補助金で農業を支えていくと
いうことです。しかし、新しい提案では、いろいろな収入
源で、補助金から投資へと転換が促されています。つまり
農村や田舎で魅力的な産業を持つことができれば投資が来
るので、それを農村で活用するという大きな提案です。ま
さにニュールーラルパラダイムの内容が創造農村の姿です。

ではこのような創造農村のモデルはないのでしょうか。
実は以前からこういうモデルはありました。皆さんがよく
知っている「夕鶴」という戯曲です。これが創造農村のモ
デルに非常に近いと考えることができます。夕鶴の関係を
整理したいと思います。夕鶴の主役として鶴 (「つう」) が
でてきます。「与ひょう」という青年はその鶴を助け、その
恩返しとして鶴が千羽織と非常に高い技術を提供しました。
しかし、千羽織りが生まれると農村だけで魅力が閉じるわ
けではなく、都市側の消費者にも魅力的な製品として市場
に出て行きます。鶴がつくった千羽織というのは、農村で
高次加工している創造的生産で、与ひょうと鶴による事業
体が創造農村だと考えることができます。もちろん鶴が持っ
てきた技術というのは外から来たものですが、それは農村
で開発しようと、外から輸入してきて農村に定着させようと

大きな問題ではありません。むしろ、元々いた農村の人が
新しいアイデアや新しい技術の導入を得て、創造的生産が
可能になっていたということがポイントだと思います。

ところがこの仕組みというのは、残念ながらここで止まり
ません。なぜかというと、利益を得ることができるので、「運
ず」と「惣ど」という二者が関わってきたからです。この
二者というのは鶴とは全くの関係のない存在でしたが、与
ひょうと消費者の間に入って、もっと売れるぞ、もっとお
金が儲かるぞと与ひょうを刺激して増産させたのです。創
造農村が動き始めても、消費者との間にこういう存在が生
じると、必ずしも創造農村が創造農村として維持できなく
なります。つまり、この仕組みをいかにコントロールするか
ということがポイントになっています。創造農村というのは、
創造農村だけで独立という話ではなく、都市との関係をい
かにつくっていくかという問題に終結していくわけです。

もちろん、この運ずと惣どという二者が邪魔だからのぞ
いてしまえというように、創造農村が直接都市と付き合う
という選択肢もあると思います。しかし、この人たちは利
益が発生する、もしくはここに面白さを感じて入ってきたの
で、無理に止めることはできません。むしろこの存在を意
識したうえで、どのように都市と農村の関係をつくっていく
か、その中間のところを農村として運営していけるかという
ことになると思います。その点では、美瑛町というのは都
市との付き合いにワンクッションとして、いろんなものをつ
けてコントロールをしようとしています。東川の写真の行事
というのは、東川で主催をして、中間を創造農村側につけ
てあるということで、都市の写真業者や協会から完全にコ
ントロールされる存在ではないと思います。これが創造農
村の暮らしの基本的な形と考えてください。結局、鶴と与
ひょうの関係は破たんします。運ずと惣どにそそのかされた
与ひょうが利益獲得に走り、創造的生産が単なる消費と供
給の関係に戻ってしまったからです。そうならない創造農
村運営が、創造農村のスタートの時から設計される必要が
あります。

さてここで、このパターンを観光で考えるとどうなるかと
いうことを少し説明します。観光というのは最初にお話した
ように、お客さんが地域外から来て、楽しんで帰ってもら
う行為です。ではなぜ観光に注目するのかということです
が、最初に説明した地域資源 = 観光資源が非常に重要で
す。そのために地域資源を効果的に活用できそうだと考え、
元々地元にあるものを活かせるかということです。よその人
から見ると非常に魅力的な地域資源は多くあります。毎日
いっしょにいるので、私たちは家族に魅力はあまり感じませ
ん。しかし、よその人が自分の家族を見ると「すごくいい
家族だね」と言ってくれたりしますが、これと一緒です。

元々地元にあるものの魅力が発見できて活かせる観光は、
コントロールする制度や法律が比較的少ない分野です。市
町村の観光部署に行っても、法律関係の書類が並んでいる
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ことはまれです。これは無差別に事業をしているということ
でなく、複数の分野にまたがってコントロールされているの
で、観光部局に法律や制度運用が厳密に求められていない
ということです。

また資源開発コストが少ないこと、これは観光が持っ
ているひとつの特徴であります。観光というのは、例えば
見るだけで成立をします。この美瑛から大雪の山並みを見
る、また札幌で藻岩山から札幌の街並み、夜景を見るな
ど、直接消費しているわけでなく見ているだけです。しかし
立派な観光です。このように資源にするためのコストが非
常に少なく、工場や生産基盤を新たにつくる必要がないと
いうことがポイントです。

それから多様な関係者の参加が誘導できるということが
あります。旅行商品というのは複合サービスで、関わる人
は宿泊、食事、販売、情報、行政、運輸と多様になります。
これを他産業でやろうとすると、例えば農業からでは、他
産業は農業主導に反対します。しかし、観光は害がないと
思われているので、観光からそういう申し出をしても文句を
言われないという、曖昧ですが大きな特徴を持っています。

もうひとつは製品輸送コストがかからない。先ほどの夕
鶴の例でも、町へ反物を送り出すというのは輸送コストが
かかります。しかし観光サービスを消費する場所は観光地
なので、お客さんの方からコストを払って来てくれるという
特性をもっています。ですから輸送コストを考えずに設計で
きるという活動です。

最後のポイントは創造的活動に大きく関係します。エン
タテインメント産業は、おもてなしというふうに呼ぶことも
ありますが、これは誤った認識を呼ぶので、エンタテイン
メントだと考えてください。お客さんを喜ばすために技能を
伸ばす余地がある、これが観光の持っているひとつの魅力
です。

さて次に地域資源、これについて解説をします。資源と
いうのは「人の役に立つもの」だと考えられ、この地域資
源は多様であるということが、いろいろな法律や提案の中
でもはっきり位置づけされています。いまや地域資源という
のは石炭や石油ではなく、農業地や農業用水、棚田、農
村景観、伝統工芸、生物多様性と拡張してきています。で
すから農村には、たくさん地域資源があるということになり
ます。実際、地域には自然景観を含めた地域資源が豊富
にあります。

では、この観光による創造農村づくりは、どのように地
域資源を活用すればいいのでしょうか。観光まちづくりと
いう言葉を使いますが、これは地域問題を解決する為に手
段として観光を使うというまちづくりです。しかし、まちづ
くりに、必ずしも観光を使う必要はありません。皆さんが、
観光が適切だと思えば、観光を使えばいいということです。
観光以外のまちづくり、例えば、福祉のまちづくり、環境
のまちづくりをしてもいいわけで、選択肢のひとつだとお考

えください。
ただしこの観光まちづくりというのは、先ほどの観光の

条件でお話をしたように、いくつかの長所があります。そ
れが活用できると判断された場合だけ、観光まちづくりを
選べばいいのです。実際、観光まちづくりというのは年々
注目度が上がっていて、新聞記事数もずっと増えています。
つまり、このやり方に魅力を感じる人が多くなっています。

観光まちづくりにはいろいろあります。まず、観光まちづ
くりでよく一番よく行われるのがイベントです。しかし、い
くつものイベントをするには組織が必要で、組織づくりもま
ちづくりです。さらに、まちづくりというのは 10 年とも 20
年とも言われますが、影響範囲も時間の長さとともに大き
くなります。

こういうまちづくりの規模を考えると、皆さんが手掛けて
いるまちづくりというのは、おそらく地域でサービスやイベ
ントをつくるというようなひとつのまちづくり、小さな活動
から始まると思います。これは、その日限りの活動です。イ
ベントツーリズムという言葉がありますが、その日やその週
という期間限定です。

しかし、このイベントを何回も行うには、その時だけの
適当な仲間だけではできません。おそらく組織をつくらな
ければならないので、観光協会やデスティネーション・マー
ケティングというような地域組織をつくる必要があります。
これもまたまちづくりの一部です。

さらに、組織ができれば通年いろんなことができるよう
になり、長期的視点にたった、創造、課題解決の場になり
ます。この段階までくると、長い時間もかかり、参加者も
大勢になります。

先ほど佐々木先生が紹介された、神山町の例で言えば、
アートのフェスティバル開催時は最初の段階で、一つひと
つ単品でした。これが、小さな組織ができ、それを超えて
グリーンバレーということで長期的視野にたった創造農村
構築に移行しているということです。このようなまちづくり
のスケールのどこに皆さんのまちづくりがあるかということ
がポイントだと思います。イベントばかり繰り返していても
地域を維持できません。

創造的な観光、クリエイティブツーリズムの例をひとつ
紹介したいと思います。北海道でも非常に最近注目をされ
ている、「ワインツーリズム」です。なぜワインツーリズム
を紹介するかというと、これが新しく入ってきた文化であり
資源であるからです。私たちは日本酒とビールの文化を持っ
ていましたが、1980 年代以降、特にポリフェノールの健
康効果が注目されてから、ワインが非常に身近な飲み物に
なりました。

さらにワインツーリズムには際だった特徴があります。日
本酒を対象とする観光は、「日本酒ツーリズム」とは言い
ません。それは「酒蔵ツーリズム」と言います。なぜでしょ
うか。それは酒蔵しか見るものがないからです。日本酒は
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米から造られ、日本全国、海外からも持って来ることがで
きるので、米を見に行っても意味がないのです。北海道で
いうと、根室でお酒を造っていますが、根室でお米はとれ
ません。しかし、うまい酒ができます。お米がとれなくても、
お酒ができてしまう。土地につながったものを見るには酒
蔵を見るしかない、というのが酒蔵ツーリズムです。日本
酒ツーリズムがあるとすれば、町の居酒屋に行ってお酒を
飲むということになります。しかしワインの場合は、葡萄を
収穫してから 1 時間以内に加工するというのが非常に良い
と言われています。ジュースにすれば運搬できますが、そ
の土地で育った葡萄を使って醸造するというところに良いワ
インができる秘訣があるので、土地から切り離せない。ま
さに、住んでいる土地とつながった地域資源という、外に
持っていけない特質を持っていることになります。

もうひとつは、ワインは農村で全てを消費することは難
しいということです。都市の食文化のように、ワインだけで
なく、例えばチーズとパンと一緒に消費されて初めて、ワイ
ンがおいしく飲めます。つまり、そこには都市側の文化も
必要ということです。さらにこの都市側の文化を認識した
生産がワインでは必要になります。そのため、農村が勝手
に造ることはできず、都市でこういう嗜好がある、こういう
ワインがいいということを強く認識し、逆に都市に向かって
はたらきかけながら造っていくのがワインということになり
ます。

実は日本のワインは、神奈川県で一番たくさん造ってい
ます。なぜかというと、アメリカから葡萄ジュースを輸入し
て、大手の工場で生産しているからです。そのほかには長
野、北海道です。

しかし北海道では小さなワイナリーができており、空知
地方はワインツーリズムの中心になりつつあります。この空
知地方ですが、葡萄の生産量が大変多いかというと、農
業生産量のうち、葡萄生産の割合は 0.2% で、残りは米
作です。しかし、地域のブランドとしてはワインです。皆さ
んがご存じの池田町では、葡萄の町と書いてあるから、葡
萄をたくさんつくっているだろうと思われています。しかし
池田町で葡萄畑を探してみてください。主な農産物は野菜
です。

つまり、ワインと葡萄にはシンボルとなる力があるという
ことです。さらにそれが土地とつながっているので大きな魅
力があります。ワインツーリズムでは、葡萄を造っているビ
ンヤードにお客さんが来て、見学をしたり収穫したり、ワイ
ナリーの解説があったりするのが一般的です。この後、試
飲や買い物で楽しめます。

このワインツーリズムの構造というのがなぜクリエイティ
ブツーリズム、創造農村のモデルになるかというと、農村
に来ることの意味をワインで説明できるからです。ここでは
ワインで説明していますが、これはほかの商品や地域資源
でも説明できると私は考えています。

農村がワインやワイナリー、葡萄畑といった地域資源を、

ワインを愛好する都市住民に提供します。最初に農村側と
してしなければならないことは、ワインやワイナリーや葡萄
がこの地域にあるかけがえのない資源であるという認識で
す。自分たちで資源だと思わない限りは資源になりません。
お宝探しとか地域の宝発見という活動がありますが、最初
に地域資源に価値がある、これは私たちが売ることができ
る、PR できるものだと認識をすることです。ここまでだと
ご当地自慢にすぎません。「おらの町のワインは日本一だ」
と言うだけでは誰もそうは思ってくれないのです。それが都
市に対して本当に共有できる価値があるかを考え、自分た
ちだけで思い込んでいる価値を都市の人たちと共有できる
ように変換することが必要だということです。この変換作業
がうまくできないと、都市の人たちは他にもいいところがあ
るのではないかと見向きもしません。

この時のポイントはワインだけで説明をしてもダメだとい
うことです。例えば美瑛町のような景観があって、そこでつ
くられているものというふうに地域のイメージとして説明し
なければ、都会の人にとって単なる製品ではないか、ニュー
ジーランドから買った方がいいということになります。土地
とつながっているという説明の仕方、つまり地域イメージと
して都市側に伝えることが一番大事です。

それに反応した都市住民は、ワインを買い求めた時、ど
んな所でそのワインつくられているのだろうと想像を膨らま
すのです。都市の人は田舎を大事だと思っているわけでは
ありませんし、田舎のためにワインを飲んでくれることもあ
りません。ワインがおいしいから、仲間と飲むと楽しいか
ら飲んでいるだけです。都市の人たちの行動というのはい
わゆるわがままな、自分のための行動です。

しかし、確実にワインツーリズムとしてこちらに来てくれ
るし、ワインを買ってくれます。そこで、この経済的な利益
を「農村への意味のある投資」に切り替えて行う必要があ
ります。これは税金をとるなり、お客さんが払った一部を
景観整備やワイナリーの整備に再投資するということで実
現できると思います。これをせずに、都市の消費者から得
たものを全部使ってしまうと、地域資源の価値が上がらな
いから、地域は廃れていきます。地域資源が魅力を失い、
都会の人からは飽きられていきます。

また、地域の関係者は地域資源に価値があると思ってい
るので、その資源を都市の消費者はわかってくれると思い
込んでいます。しかし、都市の消費者は「農村的なもの」
に共感しているのではなく、「おしゃれな農村」に共感する
のです。先ほどの農業ではなく「農」へのニーズだと言う
ことと似ています。そのため、生の「田舎」ではなく、そ
れを都市住民が共感できるようなイメージに一生懸命変換
して伝えなければなりません。また、仮にむき出しの田舎
が受けたとしても、それは短時間で消費し尽くされてしまい
ます。しかし、イメージに変換しておけば、消費尽くされて
も本体の農村は残ります。創造農村のモデルでは、このよ
うに 2 つの変換作業が重要です。
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ところで、創造性という観点から観光の形態が大きく変
わりつつあります。以前の私たちの観光は、寺や神社など
を見学する観光が主でした。それは「昔の人の創造性 ( の
結果 )」を見に行く観光です。そういう観光では、観光客
は創造性と何ら関係がありません。

そして現在は「体験観光」へと観光は変わってきていま
す。これはちょっといいように思いますが、実は専門家や
体験ガイドが頭をつかい、観光客はそれを聞いているだけ
になることが多いのです。そうではなく、観光客が観光地
で創造的な活動に参加でき、観光客にとっても創造的な観
光が現在生まれています。自分で何かをする、例えばクラ
フトをつくる、ライフスタイルを学ぶなどの新しい観光です。

この新しい観光はまだ事例が少なく、現在はまだ体験観
光が中心です。しかし、なぜこういう観光の変化が進んで
いるかというと、その自分の創造性に非常に魅力を感じる、
ドラッカーの言う「生産消費者」というような観光客が出
てきたからです。最近 3D プリンターがよくメディアに出て
きますが、自分でものをつくる DIY、これが本当の喜びだ
ということに気づく人がたくさん出てきました。観光の最先
端はそこに移行しつつあります。

私は「観光翼賛論者」ではないし、「観光が地域にとっ
て全て」ではないと思っています。観光は非常に注意をし
ながら活用する活動であり、産業です。これを間違えると、
処方箋を間違えたのと一緒で毒にもなります。都市にいい
とこ取りをされるリスク、例えば、一生懸命に創造農村と
して創造的な観光をつくっていっても、その観光を簡単に
都市側が「管理」できます。地域の手から切り離すことが
できるのです。

またイメージや背景として地域が利用されるリスクも持っ
ています。さらに、観光には工場のような煙を出す生産設
備がないので、環境負荷がないだろうという誤解がありま
すが、実際には「観光の負荷」があります。そのため、本
当の観光のメリットというのは、資源利用するメリットから
デメリットを引き算したものと考えてください。しかし、メ
ディアではほとんどメリットしか触れません。どれだけメリッ
トがあるかということを協調します。デメリットを引いて残っ
たものが、本当のメリットで、これを皆さんが最初に計算し
て、クリエイティブツーリズムを展開する必要があります。

例をあげます。斜里町は知床自然遺産の町です。斜里
町のごみは、家庭ごみが 16% しかないのに、観光ゴはが
46% を占めています。町のゴミの半分は観光客が出したと
言っていいのです。これが観光地の現実です。

同じ知床ですが、野生生物であるキタキツネに魅力を感
じて、エサをやったり近づいたりして、本来や野生化してい
なければならない生物が人慣れをしている。キタキツネな
らまだいいのですが、これをヒグマにすると、ヒグマの気が
変わった時には大変な事故が起きます。この写真の人は高
山植物になんとかして近づこうとして、ロープをまたいでい
ますが、これは持続可能な観光ではありません。

観光による資源利用は、直接食べたり飲んだりする「直
接消費」と、観光地の自然に囲まれたレストランで食事をし、
自然のイメージを楽しむ「イメージ消費」、さらにはレスト
ランの食事などの消費が目的で、観光地が背景として使わ
れる「背景消費」と消費形態が異なる消費が存在します。

わかりやすく言うと、コーヒーを飲むためにスタバに入る
「直接消費」は、コーヒーが飲みたいから直接コーヒーを
消費します。一方、コーヒーではなく、スタバの雰囲気が
必要だという人がいます。スタバで仕事をするとはかどるの
で、仕事をしに来る人もいます。その人はスタバの雰囲気、
つまりイメージを消費しに来ています。これがもっと進むと、
スタバでなくても、とにかく恋愛小説にでてくるようなコー
ヒーショップならどこでもいいということになります。それは
コーヒーショップが何らかの目的のための背景に使われる
ことです。

そろそろまとめたいと思います。今日は観光による創造
農村の可能性についてお話しました。

第一に、付加価値生産への目覚めとして、観光は非常
に優れていると思います。初期の投資コストが少ないから
です。人をエンタテインする観光は誰でもできるという気
軽さがあります ( 実際はそうではないと思いますが )。また
モノからイメージへの転換が可能なことも観光の特徴です。
背景にならなければ、地域をイメージとして消費してもら
える可能性があります。物の消費量には限界がありますが、
イメージ化して消費をしてもらえば生産性が上がります。

第二に、地道な活動と創造的な活動のバランスをとる必
要があります。全ての地域、農村が創造農村になることは
難しいと思います。それは、誰かが、私たちが毎日食べる
じゃがいもやにんじん、米をつくらなければならず、この担
い手の地道な活動を無視して創造農村はありえないからで
す。例えて言えば、皆さんが病院に行った時、いつも「創
造的治療」を受けたいでしょうか。まずは、ごく普通の治
療をしてほしいはずです。つまり、地道な基礎的な医療と
先進的な高度先進医療を二つ兼ね備えるから、バランスが
とれて役に立っているわけです。先進医療だけで社会が成
り立つわけではありません。このように基礎生産を担う部
分と、創造生産の部分をうまく使い分け、ひとつの地域で
できなければ、地域間連携していくという、この認識が必
要だと思います。

第三に、創造活動を担う人材育成については、仕組み
つくり、つまりプロセスを設計していく人材が、どうしても
創造農村には必要になってきます。以前のようにつくれば
買ってもらえるという大量生産の仕組みに参加するのでは
なく、新たな仕組み自体をつくるという存在がこれから必
要になってきます。そこで、仕組みを創れる人材育成とセッ
トにならない創造農村や、クリエイティブツーリズムとい
うのはありえないと考えてください。まちづくりはその点で、
地道さが求められる活動です。そこから光る創造の成果が
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はじめて出てきます。観光も例外ではありません。
本日はご静聴ありがとうございました。以上で講演を終

わります。

パネルディスカッション
モデレーター 野田邦弘氏

早速、パネルディスカッションに入っていきます。今日の
佐々木先生、敷田さんからのお話を踏まえながら、実際に
現場で創造地域づくりをされている方々にお集まりいただ
きました。これらの事例を含めながら、どういうことが起こっ
ているのか、起こしているか、そこにおける課題は何かに
ついて、短い時間ですが、まとめさせていただきたいと思
います。

私の自己紹介ですが、鳥取大学から来ました。鳥取大
学では 10 年前に、地域学部というものが立ち上がりまし
て、地域とともに連携していくということでやっております。
私自身は文化政策を研究しております。最近では文化を活
用した地域づくり、地域再生という点について重点的にやっ
ています。本日はモデレーターということで、皆さんの発表
を進行させていただきながら、終わりの方では、ご質問ご
意見を承りたいと思いますので、是非積極的にシンポジウ
ムに参加していただきたいと思います。それでは早速です
が、3 人のパネリストから 15 分程度のプレゼンテーション
をしていただきます。まず美瑛町長宜しくお願いいたします。

美瑛町長 浜田哲氏
それでは私の方から 15 分間お話をさせていただきます。

美瑛町の町長ということでありますけれども、一方では日
本で最も美しい村連合の会長という肩書をいただいており
ます。町長になって 4 期目が終わる 16 年目でありますけ
れど、長い間町長をさせていただく中で、美しい村連合を
立ち上げた背景、そしてどこに向かっているかということを、
絞り込んで話をさせていただきたいと思っています。宜しく
お願いいたします。

まず美瑛町の町の概要ですが、東京 23 区と同じだと町
民の方も言っていますけれど、そんな中で人口は 10,600
人、世帯数 4,786というところです。人口推移ですけれど、
やはり少なくなってきています。昭和 30 年と 35 年の間
をピークとして下がってきているという状況です。土地利用
でありますけれど、山林が 70%、それに次ぐのが畑という、
丘の町美瑛らしい土地利用となっております。それから産
業としては農業が柱でありますが、その農業に大規模化と
いうのが進んでいます。そういうことから農家人口も減って
いるということであります。それから商工業については、私
の町は旭川、富良野のちょうど真ん中にあるのですが、そ
の分昔はなかなか旭川にも富良野にも買い物にいけない、
今は自動車がありますのでそんなことはありませんけれど、
商工業についてもいろんなものがあったという、そういう経

歴を持っています。農業よりも商工業の方が売り上げの方
が多いのでありますけれど、それは観光とかいろんな要素
がありますので、基本は農業だと私も考えております。

観光客の推移でありますけれど、丘の町美瑛という所に、
白金温泉という温泉地帯などもありまして、見込み客では
ありますけれど、ずっと 120 万台です。私は宿泊と両方大
事にしようということでやっておりますけれど、やはり震災
のあった時は減っています。それからだんだん増えてきてい
るのですが、これは後でどういう要素があったかということ
をお話させていただきます。観光、農業、工業事業の町だ
という歴史の中で観光というのは大きなウェイトを持ってき
たというのは間違いないと思っております。

イベントにおいてはこの地形を活かしまして、マラソンこ
れは JR 北海道さんが民営化の時に一緒にやろうと始まっ
たものですが、5 千人か 6 千人の方が、6 千人以上は上
限カットでそれ以上は無理だということでやらせてもらって
います。火祭りは終わったばかりでございますが、十勝岳
の噴火、30 年に一回噴火する十勝岳を背景に持っている
ものですから、町長もうかうかしていられないで、朝起き
ると山の方を見て噴火しないように日々拝んでいるというの
が、町長の大きな仕事でもあります。そういう火祭り、つ
まり前の噴火があった時に、噴火を、山を治めようと始まっ
た火祭りでありますけれど、神社の方々を中心に盛り上がっ
てくれています。それから自転車、これは私が町長になっ
た時に始めたのでありますが、職員に秋のイベントを入れ
なよということで話したのですが、職員の方から条件が出
まして、「町長が自転車に乗ったら」というので、インターネッ
トで自転車を買いまして、「乗ったぞ」と言って始まったの
が自転車で、目標は千人ですが、今年 4 回目で千人に行
くのではないかとみています。そして宮様国際スキーマラソ
ン、これは歴史があって 37 回です。美瑛の白金温泉で始
まり歴史を持っています。ただこの歩くスキーは人数を集
めるというには、最近は寂しいですけれど、はやりすたりが
ありますので、こういうイベントを大事にしています。それ
から丘の町美瑛として知られたきっかけは、隣の富良野市
が我々の兄貴分ですから、観光地として進んでいき、美瑛
も紹介された。前田真三先生という写真家の方に、美瑛
の景色を「これだと」言っていただいた。それが元で、美
瑛町には実はこういう財産があったと、今の丘の町美瑛の
発信だったかなと思っています。

16 年ということですけれども、町長就任前は民間の
中小企業の現場をやったり、経営というところにおりまし
た。そして議会を 2 期やって、町長に就任させていただい
たのですが、民間サイドから見ると、行政とは非常に、議
員をしていたとはいえ煮え切らない部分がありました。3
つ、その時大きな課題となった部分があります。これから
の町政運営の模索、財政も公債比率が 20% 以上いって
いましたので、それをどうするかということ。自立と持続と
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いう、民間の企業であればもうどうしようも離せないこと
ですが、ここ経営部分といった時にどう達成することがで
きるか。今後将来・未来について、町というのはどういう
ものであったらいいのかということを考えました。まず第 1
点のこれからの町政運営ということですが、原則民間です
と、稼ぐことが全てでありますけれど、町政運営にはいり
ますといろんな財源があるということでは幸せですが、一
方では縛られるというか拘束される部分が非常に多いと思
うのです。ここを町長がどうやって、知恵を絞って町民の
判断と行政とが一緒になって地域固有、美瑛では美瑛だか
らというまちづくりができるかということを考えました。そ
れから当然財政、国が財政不安している中で町村だけで財
政が潤沢であるわけではない、という状況の中で持続して
まちづくりができるのか。市町村合併というのが町民にとっ
て、行政マンにとって大きな契機だと、まちづくりの契機だ
と捉えるべきだというふうに思っています。職員にこう発破
をかけました。今までは皆さん国や道、いろんな関係機関
との流れの中でまちづくりをしてきたけれど、時代が変わっ
た。大きな合併はいらないよと言えるそういう町はどうある
べきか危機感を持った気がします。2 点目が町村の新しい
まちづくりのポイントは何だったか。小さい企業ですと、や
はり、小さい連携というのを模索します。それから新しい
風を作るためには、どうしても企業や大学や有識者、海外
との連携が必要だということ、それからもう 1 つ地域固有
の資源、もう一度地域に帰ろう、もう一度地域から足元を
見直そうという、地域バックフィーチャーという、話をしま
した。それから自立持続という目標でありますけれど、都
市と地方で新しい役割を作り出そうということであります。

それから地域の自立的決定権、決定権だけは我々が持
とうじゃないか、経済的社会的に持続的な物、私たちは地
域として国の役に立てるかどうか。そういう視点はどうして
も譲れないものだと、役割の大きなものだと見ています。

今日紹介するのは 2 点、町のブランド・地域資源として
の農林業、これを紹介させていただきます。町のブランド
だということで美しい農村景観、丘の町美瑛、これをどう
いうふうに情報を発信するか、中小企業では、真似をでき
ない技術力、または情報力を持っていることが、生き残る
ための最大の武器であります。丘の町美瑛というこの武器
をしっかりと確立しようと。そう思っている中で企業との連
携、民間といろんな話をする中で、フランスの美しい村連
合というものにいきあたりました。フランスでは 30 年の歴
史をもっています。2 千名以下の町や村が参加できる組織、
美しい村というものに出逢いました。まずはフランスに行っ
たのですけれど、そこでフランスの方々に思いがけない暖か
く迎えてもらえまして、じゃあ日本は何をできるのだという
問いかけを頂きました。一年待ってくれという話で、その
後はフランスの美しい村を見せていただきまして、こういう
風に美しい村の町長、村長のいるなかで地元のワイン、ビー

ルを飲ませていただきました。向こうでは地元のワインや
ビールやパンやチーズが最高のもてなしで、企業の作った
ものは次の次くらいだというお話をいただきまして、ショッ
クをうけました。1 年かかっても何もできなかったのですけ
れど、2 年目に入って、やっと 6 つの小さな村と連携しな
がら始めました。このロゴマーク、実はこれ博報堂に知り
合いがいて、無料でロゴマークを作ってもらったのですけれ
ど、今も大事にしています。失ったら二度と取り戻せない、
そんな日本の農山村の景観や環境文化を守ろうとする活動
を始めた。これを宣言と言います。小さな輝くオンリーワン
を持つ農山村が自らの地域に誇りを持って自立するという
ことで、これを皆でやっていこうというのが美しい村の宣言
です。はじめに集まった村たちが美瑛町と南は九州南小国
村まで入っています。今は 53 の地域が、日本中で展開す
るようになりました。これは入学試験がありまして、なかな
か入れない、資源がいるということです。住民の活動も評
価の対象となります。我々の地域づくり、地方がもう一度、
我々が中心になったらどうなのかというのを描いてみました。
またひとつはいろんな課題、景観とかそういったものを大
事にしながら、経済力、地域の活性化というのをどう取り
上げるかというのも非常に大きな課題であります。これは
日本国中で展開しつつあるのですけれど、今年 8 月には美
しい村マルシェを札幌でやります。それから世界美しい村
連合というものも組織されておりまして、会長は今イタリア
になっていますが、初代の会長はフランスです。真ん中に
世界連合のマークがありますが、日本が提案したマークで
すが、これが採用されました。今イタリアが会長で、フラン
スと私、日本が副会長をやっています。世界で最も美しい
村連合の総会、今年はベルギー、来年は日本だということ
で、美瑛町で 2015 年 6 月 28 日に世界連合の総会をす
る準備をしています。

地域資源を活かすということで、基本は農林業をどこま
でしっかり支えるかという原点はまちがいなく持っていよう
と思っています。そこにツーリズムというテーマを抱えてこ
んで、地域ブランドをどういうふうにするか、村を活性化し
ていこう、住民とひとつのテーマでまちづくりを進めていこ
うと思っています。美しい村、美味しい村づくり、楽しいま
ちづくりをテーマとしています。持続的なまちづくりをどう
できるかというのを検討し、農業は土づくりが基本だという
ことで結構お金をかけています。それから産地としてのテー
マを抱え込んでいます。もうひとつ情報ということで、東京
にアンテナショップ。実は美瑛町は東京に、3 つの拠点を
持っていまして、東京事務所、美しい村の事務所の拠点も
持っています。それから美瑛選果という施設もやっていま
す。それからヤフーなんかも美瑛町のまちづくりに参加し
たいということで、職員研修の場を美瑛町に設定していま
す。それから学校跡地を利用したレストランで、売上が相
当上がっていてびっくりしているのですけれど、見る観光に
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食などのテーマをいれた時に、どれだけ観光が厚くなるの
が少しずつ見えてきた段階であります。それから住民文化
ですとか住民活動をテーマとした施設を議会に提案し、議
決をいただいて、今取り組みを進めています。最後ですが、
都市化というのが日本の大きな流れであったと思いますけ
れど、私は美瑛町というまちづくりを通して、やはり次の時
代に向けた新しい資源としてのまちづくりを進めたいと思っ
ています。私は共生というテーマを、都市化の次に共生と
いうテーマでまちづくりを進めています。以上です。ありが
とうございます。

野田氏 : ありがとうございました。美しい村連合のお話は
美瑛町長が自ら、行かれて発案された。地域のブランディ
ング化というのをやっぱり、創造農村の大きな道具だと思
うけれど、それを個別の自治体や地域を超えて、ネットワー
クでやるという考え方が新しいかなと思います。かつ、こ
れはかなり厳しい審査基準と 5 年に 1 回見直しがあるとい
うことで、ブランド価値を常に維持、向上させていくという
仕組みが組み込まれているとのが、新しい点だと思います。
どうもありがとうございました。続いて、貝沼さん宜しくお
願いします。

株式会社明天 テマヒマうつわ旅主宰 貝沼航氏
株式会社明天の貝沼と申します。福島県の会津若松か

ら来ました。私は、手元にある資料の中にも入っていると
思いますが、「テマヒマうつわ旅」という事業を行っていま
す。これは会津に 400 年伝わる会津漆器という伝統工芸
の魅力をもっと多くの方に知っていただきたいという思いで
始めました。この事業は、半年くらい前からの取り組みな
ので、まだまだやり始めですけれど、僕自身は 8 年前から
会津の伝統工芸を元気にしたいということで会社を立ち上
げて活動しています。これまで、様々な試行錯誤をしてき
たのですが、最終的にこの事業に行きつきました。今日は、
その辺りの、なぜこの事業を始めたかという理由を中心に
お話できたらと思っています。テマヒマうつわ旅というのは、
会津漆器の工房で五感を使った様々な体験ができる産地ツ
アーです。今までずっと「体験ツアーです」という説明をし
てきましたが、実は、なんかちょっと違うというのを感じて
いたのです、言葉として。観光でもないし、なんだろうとい
うことを感じていたのですけれど、先ほど佐々木先生と敷
田先生のお話をお聞きして、これこそまさしく伝統工芸のク
リエイティブツーリズムをやろうとしていたのだと気づきま
した。昨日も、お申込みが 1 件入ったのですけれど、テマ
ヒマうつわ旅の場合は必ず、僕とお客さんで事前に電話で
一度お話して、「どんなことやりたいですか」「どういう目的
でいらっしゃいますか」というやり取りをして、オーダーメ
イド型でツアーを作るのですね。昨日のお客さんはちょうど
ワイン好きの方で、マイワイングラスを漆器で作れないかと
いうことを考えていて、それ面白いですねと。工房で職人

さんと一緒に世界でひとつだけの「マイワイングラス」をそ
の場で作りましょうかという話をし、お客さんも是非やりた
いということだったので、職人さんに確認して「こんなお客
さんがいらっしゃるんですけれど、どうですか。一緒にワイ
ングラスを作ってもらえませんか」と言ったら、職人さんも

「面白いね」ということで、今度やることになりました。そ
ういうのが凄く楽しいと思っています。たぶん通常の観光
会社さんだと、そういうものって面倒臭くて受けたくないと
いうでしょうけど、僕らは観光じゃないということは、そう
いうことを大事にしていることかなと思います。さて、スク
リーンを見て下さい。「japan」。これはどんな意味でしょう
か。ポイントは最初の一文字は小文字になっています。日
本という意味だと大文字ですよね、小文字で japanと書く
と正解は、漆です。漆とか漆器の意味になります。china
というと陶器、japan だと漆器。そう言うぐらい日本独自
の物として世界で認識をされているものなのですね。マリー
アントワネットやマリアテレジアも、宮殿に漆の間を作って
いました。その時代に西洋のピアノは黒になっていったので
すけれど、それは日本の漆器の影響で黒になりました。そ
れまでは茶色だったのです。この漆、日本人が古代から
9000 年前くらい旧石器時代から使ってきました。ちなみ
にこの漆の文字ですが、木の中で唯一サンズイがつく文字
です。それ以外の全部の木は全部キヘンですけれど、漆は
サンズイです。ではその漆器って何が素晴らしいのかという
お話ですけれど、実は「生きている器で、生まれ変わるこ
とができる器」です。こういう器っていうのは、世界でも
漆器だけかなと思っているのですけれど、実は漆器って塗っ
た後もずっと 10 年くらいかけて固くなり続けてきています。
表面もどんどんピカピカになっていきます。この写真の右と
左のお椀は違いますけれど、ピカピカの右の方が 10 年く
らい使った後の器です。漆器というのは使い込むと、味わ
いをまして、輝きを増していくものです。ただ、ずっと使っ
ていくと当然ボロボロになっていくわけですが、漆器が更
に良いのは、塗り直しができるということです。塗り直して、
生まれ変わったら次の代に引き渡すことができる。これは
日本人の暮らしと合っている器だなと思います。そもそも漆
の木自体が不思議な木で、東南アジア、特に日本に自生を
している木です。これをだいたい 15 年くらい育てて、そこ
から漆の樹液を採るのですけれど、15 年くらい育ててそこ
からとれる漆の液の量は牛乳瓶 1 本くらいです。じゃあ牛
乳瓶 1 本から漆器ってどれくらい作れるかというと、お椀
でいうと 10 個ぐらいです。15 年育てて、10 個分のお椀
がやっとできるというのが漆器です。職人さんは「漆の一
滴は血の一滴」というのですけれど、それくらい貴重な自
然からの贈り物を頂いていて、かつ漆の液というのは乾くと
硫酸につけても全く変化が無いというぐらい丈夫で、あと
接着剤じゃ全然敵わないくらいの凄い接着力があるという
ものです。

漆器の制作は分業制で、まず木地を挽く職人さんがい
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ます。この木地もだいたい樹齢 100 年くらいの木を使って
20 から 30 年寝かしたものをやっと使い始めるという息の
長い産業です。こうやって漆を職人さんが塗って、最後に
蒔絵さんが絵をつけて完成をさせる。漆器って本当に一言
でいうと「100 年かけて作られるものであり、100 年かけ
て使う器」だなと思っています。今日のキーワードに出てく
ると思うのですけれど、近代社会、高度経済成長からバブ
ル、市場経済の流れという中で、本当に日本も世界も便利
というのを追い求めてきたと思うのですけれど、便利は勿
論いいことですけれど、そこで失った大事な物とか、弊害
が出ていると思っています。まさにそういう大事な物を漆に
は取り戻せる力があるし、それこそ地域にある大事な宝っ
て、そういうことなのではないかと思っています。

とはいえ、japan と言われる漆というのは、もう消えて
しまうかもしれないという現実があります。これは会津漆
器の生産高のグラフですけれど、ちょうどバブルの 1988
年がピークで、140 億ぐらい、これが今 2008 年までのデー
タしかないのですけれど、今と言えば 20 億をきっていま
す。グラフのここ上の色 3 つが手仕事の本物の流通量です
けれど、ここは本当に数が減っています。最盛期の 8 割減
になってしまっています。本物の技を持っている職人さんた
ちもどんどん高齢化していって当然寿命があるのでお亡くな
りになっていくという状況です。道具を作る職人さんも減っ
ていて、漆塗りの刷毛を作る職人さんは日本に 2 人しかい
ません。そして蒔絵師さんが使う蒔絵の筆を作る職人さん
はたった 1 人になっています。japanという漆ですけれど、
日本産の漆というのは全流通量のわずか 3% になっていま
す。97% は中国産とか、ベトナム産の漆になってしまって
います。これをなくしたくないという思いが僕の活動のベー
スとしてあって、8 年前から会津漆器の、特に本物を作っ
ている職人さんのコーディネーター、まだまだ修行中なの
で卵と書いていますが、として活動しています。ちなみにこ
の写真は、会津にある日本最大の漆の木で樹齢 100 年以
上の漆の木です。

ということで最初に 8 年前から始めたのが美大生とのプ
ロジェクト、新しい商品を作りましょうとか、全国のデザ
イナーさんとコラボレーションをして市場性のある商品を
作りましょうということをやってきたのですが、正直なかな
か上手くいきませんでした。作って面白いものできるので
すが、これがなかなか販売に結び付かないというところが
あって、ずっと漆器というものと携わって、つきまとってき
た課題があったのです。それは何かと言うと、皆に言われ
るのですけれど、「漆器は買わない。自分の生活に合わな
い」と一般の人によく言われてきたのです。そうなのだけれ
ど、漆器はいい物だよ、と言っていたのですが、伝わらな
いというもどかしさがずっとありました。じゃあなぜ買わな
いのかというのを 900 人くらいにリサーチをしたのですね、
そうすると 1 位 60% 値段が高そう、贅沢品というイメージ、

2 位 31% 取扱いが面倒、すぐに剥げそう、3 位 24% 使っ
たことが無い、良さが分からない。とことで、全部「〜そう」
とか「イメージ」とか、「そもそも使ったことが無い」、よう
は分からない、もはや謎の物に japanという漆器が人々の
中になっているということに気づいて、ここを変えないとと
にかくダメだということを思いました。

じゃあ自分はどうして好きになったのだろうということに
考えた時に、工房で職人さんの作る姿を見て感動したから
なのですね。自分の信念を貫いて、本物にこだわって手間
暇をかかる物を作っている姿を見て、感動して、まさにロッ
クだと思ったのです。僕はロックが好きなので、これを共
有したいなと思ったけれど、ロックの基本はライブだろうと
いうことで、始めたのがテマヒマうつわ旅です。コンセプト
としては作られる 100 年と使われる 100 年が出会う場所
ということでやっていて、現場の様子はこの写真のような感
じです。皆漆器って分からないと言って来るけれど、帰る
時には漆器好きになって帰っていくという、感動して漆器っ
てこんなに面白かったのかという感じですね。この 2 人も
忘れられないお客さんです、目がハートになっていますよ
ね。この目にお客さんになってもらうっていうのが大事だな
と思っています。たまには若い女の子が来て、職人さんも
楽しそうですね。外国人の方が来られるということも分かっ
て、今外国人専用にこのコンテンツを売っていこうという流
れもあって、地域資源を海外の方に楽しんでいただくとい
うのは可能性があると感じています。一般のお客さんだけ
ではなく、やっていると料亭さん、BtoB のお客さんも来て
くださって、そういうのもきっかけになって銀座の料亭と組
んで、3 ケ月会津の食と完全オリジナルの器で楽しんでもら
うという企画もやりました。料理長は怖くて信念のある方
だったのですけれど、こういう器を作って欲しいというのを
オーダーメイドしてくださって、職人さんたち皆で頑張って
作って、試作発表の時が一番ドキドキしたけれど、この料
亭に試作品持って職人さんと一緒にプレゼンテーションし
たのですね。そしたら料理長さんは、ずっと腕組みしていて、
ぷいとどこかへ行っちゃった。ダメだったのかなと職人さん
と顔を見合わせていたのですけれど、その後、宴会の時間
があって食事していたら、この料理長さんが僕らの持ってき
た一枚の器に、この写真のように盛り付けて持ってきてくだ
さったのですね。「このイメージだったのですよ」と料理長
さんも仰って、これを見た時に職人さんが凄く感動した顔
をしていたのが、僕は今でも忘れられないです。作った時
はどう使われるかイメージつかなかったのだけど、「こうい
うふうに使われるんだ、自分の作ったものが」というのを
目の当たりにした瞬間に職人さんたちが、自分が作ってい
るものに凄く誇りを感じたってお話をされていました。さっ
きの夕鶴の話じゃないけれど、この近代社会の中では、作
る人と使う人っていうのがすごく離れちゃっていて、作る人
も誇りを持てないという状況があったと思うけれど、こう
やって結びつけるとお互いに誇りをもったり良さを感じたり
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ということが生まれるのだなと実感しました。もうちょっと
話のネタがあるのですが、お時間なので続きは後ほどのディ
スカッションの中でしたいと思います。

野田氏 : ありがとうございます。会津漆器ということに、個
人的にも魅せられてしまった貝沼さんの報告でした。やは
り地域の固有価値というのを発信していくことに、その人
がその価値自身を自分が共有していく、素晴らしいと本当
に思っているか、ということが大事だと思います。最後です
けれど、ご当地、東川町町長からお願いします。

東川町長 松岡市郎氏
それでは東川のお話をさせて頂きたいと思います。「写真

の町」東川町のまちづくりということでありますが、先ほど
触れましたように、写真の町を宣言しましたけれど、「写真
の町は心を写す写真の町、真を写す町」を掲げております。
写真の町を宣言しましたのは 1985 年ということです。そ
して写真の町に関する条例という不思議なものがございま
すが、この条例があるがゆえに 30 年写真の町が続いてき
たと思います。若い職員に持続可能なまちづくりは何だろ
うと問いかけましたら、答はこういうことです「子作りです」
これから若い人たちに多いに定住していただかなきゃいけ
ないと考えています。

今年の 3 月に写真文化首都の宣言を行いました。後ほ
どそのお話をさせていただきたいと思います。東川町日本
一の物がいくつかある。どんな日本一かといいますと、旭
川空港から日本で一番近い、車で 7 分で行っちゃうのです。
旭山動物園に日本一近い、ここから 15 分で旭山動物園に
行っちゃうのです。そうしますとどんなことがおきたか、本
州から議員の視察団が増えました。3 日か 4 日に 1 回くら
い増えておりますけれど、やっぱり地域間連携というのが
大切だなと感じております。そして私たちの町の一番の地
域資源、人材です。竹田津実、写真家で獣医で愛飲家です。
彼がこう言います、嘘はダメだがほらはふけ、私はもう忠
実なものですから、ほらをふきっぱなし、うちの若い職員
にほらをふかれたと思うのですけれど、竹田津先生のお話
を忠実に守っている。全てがイエスマンという、どんな顔を
しているかこんな顔をしている、是非講演にお呼びいただ
ければと思います。

音読みと訓読みというのがあると思いますが、東川とい
うのを読んでみますと音読みでいうとトウセン。東川にはこ
ういうお寺がある、このトウセン寺というお寺です。これは
神社、これはというとヒガシカワ神社と言うのです。で、あ
る日私は夢にこんなものがあったらいいと描きまして、「ト
ウセンの酒」です。来年 3 月に統一地方選挙があります、
これもトウセン、勝つということを当選と言いますけれど、
これが本当にできちゃったのが「東川米」。選挙の時はトウ
センマイ、お米は東川米とうい有名なお米。選挙に買って
トウセン、選挙に使ってトウセンということであります、来

年選挙になりましたら、選挙に必須のものですから是非お
使いいただきたいと思います。私の町には 3 つの道があり
ません、国道がない、鉄道がない、3 つ目上水道がない、
しかし皆さんの都府県にはない素晴らしい夢のある道があ
るのです。北海道という道がある。北海道で、国道、鉄道、
上水道がないといったらイメージするのは、ひょっとしたら
鹿しかいなのじゃない、馬しかいないのじゃないか。馬と
鹿しかいないと馬鹿になってしまいますね。

これから本題に入っていきますけれど、美味しい水、こ
れは皆さん方にもご用意しておりますけれど、カルシウムと
マグネシウムの割合これが 2 対 1 で入っているのが一番理
想的な水だと言われています。見て下さい、この水はこれ
が 2 対 1、そして非加熱水。加熱がなされていないという
ところが大変重要であるそうですが、この前フランスへ行っ
た帰りに水が出てきましたけれど、これもカルシウムとマグ
ネシウムの割合が 2 対 1、スポーツドリンクには最高とい
うことで思っております。我々がまちづくりを進めていくと
きに、得意な分野を伸ばすということが必要ではないかと
考えております。我々得意な分野というと写真の町を 30
年ほど前に宣言いたしましたので、写真だと考えておりま
す。カメラの歴史は 1840 年代、北海道開拓が 1810 年代、
東川の開拓 1890 年代ということでありますから、カメラ
の開拓の歴史、北海道の歴史というのがほとんど同一の世
代である。写真文化というのは大衆化され各家庭に最低
カメラが一台ある、今は各家庭どころかスマホがあります
ので、全員が持っておられるという時代になっている。一
枚の笑顔の写真を見つめる被災者、3.11 の震災がありま
したけれど、その被災者が写真をじっと見ている、あの姿
というのは、私たちも何万も何十万をもってしても語ること
ができないと思うのです。写真というものが、絵よりも強し
というふうに考えています。そこで、写真文化首都の宣言
を行いました。昭和 63 年に国は多極分散型国土形成促
進法という法律を作りました。東京に一極集中させないで、
地方に分散させましょうという法律だったのです。しかしそ
れが一向に進みません。進まないどころか東京でまたオリ
ンピックが行われるということでありますから、政治、経済、
文化、スポーツまでも東京に行ってしまうということであり
ますから、我々はそういう得意な分野のものを東京からど
んどん地方に引き出していこうということで写真文化首都と
いうものを宣言させていただきました。

未来のキーワードとはなんだろうと昨日お話をさせてい
ただきましたけれど、今大きな流れが来ていまして少子化、
人口減少化、高齢化、農村社会というのは崩壊する、あ
るいは生産も減少、消費も減少していく。小さな町では、
生きていけないというふうになっていくわけですけれど、そ
のキーワードとはなにか。can だと思っています。オバマ
大統領が勝利宣言しました時「Yes We Can」を何度も
繰り返しました。Can というのは何かできるということで
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すけれども、これをひとつひとつ分解してみますと c とは
culture、そして creative だと思うのです。我々が持って
いるカルチャー、我々が持っている創造力、内面の力をど
う発揮するかということだと思いますし、aというのは Asia
であり art、アートというのは芸術でもあるし、我々日本
人が持っている技術でもあると考えております。もうひとつ
agriculture、ということで農業も入ってくるのだと思いま
す。そして nというのは自然を大切にするということで、ネッ
トワークに入りながら最高のまちづくりを進めていくことだ
と、こんなふうに考えております。

東川人口推移を簡単に述べますけれども、開村時 710
人おりました、今は 8 千をきるぐらいですけれど、我々人
口というのは 1 万人を目標にしようと、定住人口が 8 千人
で、株主という町を応援してくれる人口を 2 千人。合わせ
て1 万人にしようということであります。今定住人口 7,927
人くらいになっております。株主でいいますと、応援住民
2,713 人、今はだいたい 3 千人近くになっております、合
わせますと 1 万人になっているということになりますが、今
定住人口の方は昭和 47 年くらいの人口に戻りつつあると
いう状況でございます。で、昨日のお話に婚姻届けの話が
出ていました、これが婚姻届けですが、このピンクの方を
戸籍窓口に出す、そして控えが出せるようになっております。
それからプロジェクト「君の椅子」ということで大学との連
携で、お子さまに椅子をお送りしておりますし、東川中学
校の椅子と机も木製の物ということになっております。いわ
ゆる大雪山というのは素晴らしい山ですけれど、私たちに
いろいろな恵みを与えてくれている、そういう自然から大切
なものを恵んでくれる大切な山、大雪山という一説もあり
ますがどうでしょうか。

我々は農村らしい宅地造成をしたいということで、疎の
ある空間を作っていこうと考えております。疎があるという
ことが、必然というふうに考えておりまして、宅地も 110
坪くらいある、そういう所に住宅が作られている。過疎と
いいましたけれど、私たちは価値のある疎をつくっていこう
じゃないかと、価値のある疎というと、僻地の状態をいう
のではないと考えております。過疎ではなく価疎、価疎と
いうのは、その疎に価値をどうつけていくか、それは生活
空間と芸術文化、それがまちづくりになっていくのだろうと
考えています。できるかぎり町の活動に文化に関わる全て
の活動をまちづくりに生かしてという方向で今進めていると
ころです。

道の駅というのがありますけれど、その横にモンベルと
いうのがあります。そのモンベルが観光客をたくさん呼ぶと
いうことで 4 万人くらいが来ております。平成 24 年 4 月
から、誘致を行いましたけれど、鳥取県大山町を参考にさ
せていただきました。このモンベルですが施設は町が作り
ました。辰野会長さんというモンベル会長と先ほど出てき
ました、竹田津氏と非常に仲が良くて、その方が東川に是
非ということで呼んでくれた。写真甲子園が縁でございます。

うちは地下水しかございませんから、手押しのポンプを
つけております。各地につけておりますが、全部で 14 種
類あります、これが子ども達の遊び場になっている「うち
の子ども動物園に連れて行ったら 1 時間で飽きた。しかし、
この水のポンプで遊ばしていると 1 日中遊んでいる」という
くらいですね、水というのは魅力的なのだろうと思います。

時間がきたので、まとめたいと思いますけれど、私たち
は忘れていたものがあると思う、それは何かというと、私
は東京へ行くといつも思うのですけれど、子ども達が自由
に遊ぶ場所を我々が奪ってしまったのではないかと思うの
です。ですから、子どもたちが自由に遊べるようなそういう
環境を、私たちは教育の中に或いはまちづくりの中に活か
していこうと考えていますし、教育の姿勢というのはフィン
ランドの教育に学んでいこうと考えています。この施設なん
かもフィンランドの施設に学んでいこうということで、施設
はこのようなことで、この学校の中に造形物をたくさんいれ
ております。また本物をいれています。これミケランジェロ
のダビデ像です、こちら側に安田侃の石ですが、このダビ
デ像がつくられた大理石と安田侃の大理石は同じイタリア
の石切り場からでたものです。この本物があります。そんな
ことも子どもたちには伝えたいと思います。

野田氏 : ありがとうございました。全ての機能が東京に一
極集中していくなかで、「写真首都」と言い切るのはすご
いと思いますね。それだけの勢いがあって 30 年続けたか
らこそ、例えばモンベルという企業も当地に進出してきた。
つまり文化にお金を使うは、従来は補助金と考えていたの
だけれど、投資という側面もあって、その投資によって地
域のイメージを変えていく、ブランド化していき、企業誘致
も進んでいくかと思うのです。

それぞれの方に言い足りないことがおありだと思うので
すけれど、先に質問にお答えいただけたらと思います。浜
田町長、「美しい村連合」については大変厳しい審査基準
があって、5 年に 1 回ローリングをして要件を欠いていた
ら認定を取り消すということですが、フランスなんかで取り
消した例ってあるんでしょうか。
浜田町長 : 実は私どもの美しい村連合は市町村、企業が
入っています。起業の経営者が入っています。学者の方々
が入っています。それが世界連合と違い、異質なものを集
めて、取組をしたらどういうことが起こるかということも検
証しています。日本の企業の毎年 1 千万以上のお金を集め
て、私どもの NPO に出してくれたり、取組をしてくれてい
るけれど、その評価の部分は企業ですとか、学者の方です
とかに真剣にやっていただいて、地域づくりを外の目から見
ていただく。フランスではそういう部分はあまりないのです
けれど、フランスの方では日本より進んでいまして、実際私
が最初にフランスに行った時に 3 つくらいが入り、ひとつ
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はもうこのメンバーとしては合わないということで、実際に
そのような例はありました。

野田氏 : もうひとつですが、美しい村連合は日本では
2005 年、地域にとってどういう影響を与えたか、例えば
観光客が増えたとかですね、地域の住民の意識がこういう
ふうになったとかその辺の地域社会への影響はありますか。
浜田町長 : 一番嬉しいのは住民の方々は我々の町が、ど
こに行っても美瑛はこういう町だと、美しいと言えるように
なったということ、自分の町に自信を持って生きているとい
うことは感じています。

野田氏 : やっぱり大事なのは地域に対する愛着や誇りです
ね。それが明確な言葉で表現されたということですね。貝
沼さんに確認させてほしいのですが、ロック少年が漆に魅
せられたというお話だったのだけど、どうして作家にならな
くてプロデューサーを選んだのですか。
貝沼氏 : そうですね、それは単純に、まず僕自身が作るこ
とは苦手というか、そういう才能はないというのは分かっ
ているので、そちらは選ばなかったというのがあります。そ
して、最初に職人さんと出会って、魅力を感じて、プラス
そのうえで課題をお聞きした時に、なんとかしたいという想
いがあったのですね。作る側だと同じ側になっちゃうので、
違う立場で職人さんたちのお手伝いをする存在というのが
多分必要で、今までは問屋さんという人たちがいて、その
人たちが職人さんの仕事を作るということをやってきたと思
うのですが、その機能が上手くいかなくなっているのです
ね。違う形で新しく、職人さんの魅力を引き出したり、お
客さんや世に発信したり、という人が必要だろうなというの
を直感的に感じたということです。

野田氏 : それでは松岡町長にお尋ねしたいのですけれど、
人口が増えていくのはどういう背景があるのでしょうか。
松岡町長 : やはり、無いということに魅力を感じていると思
うのですね。国道が無い、鉄道が無い、水道が無い、だ
けど文化的生活はできるということで、旭川市に近いとか
空港に近いとかそういうこともありますし、文化的な事業
が多いということ、それから住民の動きがいろんな意味で
活発化しているというところに魅せられているのだと思いま
す。

野田氏 : ありがとうございました。パネリストの方で、「こ
れを言っていない」という方があれば順不同でどうぞ。
貝沼氏 : 最後の結論が先ほど言えなかったのですけれど、

「テマヒマうつわ旅」という新しい取組を半年くらいやって
いて、結局何だろうかと考えた時に、体験という価値を通
じて新しい商品販売の仕組みを作ることだと感じています。
観光じゃないと言ったのはそこの面で、実際に出会ってい
ただくと物が売れ始めるという実感があるのですね。だい

たい半年間でまだまた小さいけれど、漆器の売り上げだけ
で 250 万円くらい。今プラスチック成型とか安物しか売
れないと産地が自信を無くしている時に本物の漆器がちゃ
んと売れているということが大きいと思っています。プラス、
そこから派生して、商品開発のプロジェクトが 6 つくらい
立ち上がっています。半年で 6 つなので、だいたい 1 か月
に 1 個くらいで、新しいプロジェクトが立ち上がり始めたと
ころが凄く大きいと思っていて、産地を開くということをす
ると、新しい人がどんどん入ってきて、待っていましたとい
う人が入ってきて、そこから予期しなかったいろんな展開
が生まれてくる、そういうところが凄く効果としてあると感
じています。
浜田町長 : 民間の方から町長をやらせていただいて、いろ
いろ困る事もあるのですけれど、住民の方々に実は理解し
てほしいと思うことがある。行政運営という部分では町民
職員と一緒に協力体制をとるという、フェイス to フェイス
でやれるのですけれど、町の経営ということになると、教
育ですとか文化ですとかいろんな要素がある。株式会社の
経営経験は町の経営には全く役に立たないもので、実は町
の経営はもっと幅広いもので、企業とかそういったものと
違ったものが経営概念としてあると思うのですね。議会の
方々、町民の方 と々いう論議をする中で、例えば行政が何
かをやる、お金を使う。そのこと自体に採算がとれるのか、
何の意味があるのかと、いろんな論議をすればするほど何
もできなくなるということがあります。やはりその地域の経
営という広い枠組みを考えると、例えばそれだけでは元が
とれなくても、投資、人材育成はまさにそうですし、将来
のメンテも通して発生します。そういった物について住民の
方と議会の方 と々一緒になって投資も必要なのだというこ
とを、これからの地域づくりの中に是非織り込んでいく必
要があると思っています。私にとっては非常に大きなテーマ
としてあります。議会の方々を含め、そういうことを分かっ
てもらうためには実績を出していかねばならないという想い
はあるのですけれど、そんなことが必要だと思っています。

野田氏 : 新しいことをやろうとすると、議会からそこだけを
取り出して、じゃあ成果があるのかとみられてしまう。もう
すこし中長期的に考える視点も必要なのではないか、その
辺で松岡町長はいかがですか。
松岡町長 : うちの場合は、新しいこともいろいろチャレンジ
しておりますけれど、議会の皆さんも進むべき方向も同じ
方を向いておりまして、異論が無いということで、小さな町
だからできることだなということであります。
野田氏 : 異論がないくらいまで、もう議論をしているという
ことでしょうか。
松岡町長 : そうです。写真の町というのは条例がございま
して、きちんと書いているわけですから、そちらの方向に進
んでいこうとする時に異論が出ないような条例になっている
のだと思いますね。
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野田氏 : 同じようなことは全国各地で起こっておりまして、
瀬戸内国際芸術祭に100 万人来たというのが、それはオー
バーな数字だろうと議会から言われ、ディレクターを議会
に呼んで、質問するという話が出ています。日本ではその
文化政策を補助金ベースでやってきた。そういう意味でい
うと貝沼さんは、例えば会津漆器というものを会津市のひ
とつの地場産業として、世間に対しての打ち出していくとい
うことは考えておられますか。
貝沼氏 :そこはいろいろ働きかけを考えているのですが、さっ
き東川町さんのお話に学校の椅子と机が出てくるのがあっ
て、凄くいいと思ったのですけれど、まさにそれの漆器版を、
小学校給食で使っていただくということをできないかと今考
えているのです。
野田氏 : もう具体的に働きかけているということですか
貝沼氏 : 隣の町では少しやりはじめているので、これからで
すね。どうやっていくか。

野田氏 : 実は東川の工芸が盛んですね。その辺りの紹介を
お願いします。
松岡氏 : うちはお米と観光、工芸の町といわれるぐらい、
工芸産業が盛んでして、小さな手作りの工房がたくさんあ
ります。大きなところも何か所かありますけれども。一生
懸命やっているものを次の世代にどう引き継いでいくかとい
うことを考えた時に、やはり子ども達の教育、机と椅子そ
ういうものに使う。そして職人さんらが 1 年に 1 回学校を
訪問して、机を自分たちで磨くのです。その指導をきちんと
して、そういうことで地元の地場産業の大切さ、そういう
ものを学んで次にそれを引き継いでくれるということになる
のではないかと思っています。木工作品というのは非常に
大きな産業のひとつです。

野田氏 : これまでの製造業のように物を作って売るという
ことと違って、観光とかサービス業がだんだん大きくなっ
ていますが、そういう意味で写真とか、美しい村連合な
どは、地域に新たなブランドを形成するものだと思います。
投資効果が数字で表せなくても、先々でじわじわ効いてく
るようなものがあって、これからの時代そういうところにき
ちんと目配せできる政策をやっていかないと、その地域が
取り残されていくのじゃないかと思います。佐々木先生の
おっしゃったサンタフェは人口 7 万人くらいですけれど、美
術品の取り扱い高が全米で第 2 位ですね。ギャラリーも
200くらいありますので、そういう都市モデル、地域モデ
ルがあるので、例えば写真については東京にはビジネス機
能はあるけれど、文化としての最新の拠点は東川になった
ら、なりつつあるのだろうと思いますが、だから写真文化
都市とおっしゃったとは思いますけれど。

私の方から 5 分くらいプレゼンをさせていただこうと思
います。美しい村連合にも入っています島根県の海士町と

いう所です。ここは、人口が 3 千人をきっています、島根
の港から 3 時間船に乗って行く、本当に条件不利地です。
後鳥羽上皇が島流しにあったように、京都の皇族が流され
るくらい僻地だと。後鳥羽上皇ここで亡くなられているので、
記念館があります。ここの町長は山内さんという方です。こ
の人が町政を改革し、産業づくりをしました。その成果で
町が蘇るのです。役所の意識改革をどんどん推し進めていっ
て、役所は住民を代表する株式会社だと町長は自分の給
料を 50% カットしちゃいます。それに踏まえて職員にも給
料カットを求めたりして、それが受け入れられてきます。そ
うすると住民の方も補助金要らないという話が出てくるの
だそうです。役所から変わっていったということです。海
士町では産業改革が大事ですけれど、今日は教育改革に
フォーカスしたいと思います。実は、海士町には I ターンが
多いのですけれど、そこに重点的に政策をうっていきます。
また仕事がなければできないので、仕事を作っていくこと
を含めて政策化しているんですけれど、2004 年から 7 年
間で移住者が、住民の 2 割くらいが I ターンになったのです。
産業政策、新しい仕事づくり、と若者の I ターン誘致とい
うのが上手くいっている。ただ町長はそうすると昔からの住
民から I ターン者ばかり優遇しているじゃないかと、いうふ
うには言われるという話もありますけれど、確かに地域は
活性化している。島に島前 ( どうぜん ) 高校という高校が
あります。この高校が 1 校だけ島にあります。それが定員
割れをずっとしていて、廃校寸前だったのですけれど、そこ
に岩本裕さんという人を呼んできて、彼に高校の改革のプ
ランを作ってもらった。彼は非常にユニークな人で、いろ
んな面白いアイデアを持っている人ですけれど、彼は海士
町とあるきっかけで繋がりができて、この改革案を作りまし
た。それで、どういうことをやったかというと、特別進学コー
スという大学受験のコースと、地域創造コースを作りまし
た。そうすると島外からとたくさんの人が受験をし始めるよ
うになったそうです。入試倍率が 1 倍を超えて、かなり 2
倍に迫ろうとしたという、そうすると島の子どもが入試に落
とされるのではないかと心配していましたけれど、そういう
ことで高校自体が再生したという、つまり高校が無くなると
いうことは、若者が中学を出たら島の外に出なければいけ
なくなりますから、子どもがより一層いなくなるということ
になるのです。うちの鳥取大学はこの島前高校と連携をし
ながら、いろんな取組について研究活動をしています。と
いうことで人材育成ついて、創造農村の場合はひとつの大
きなテーマになると思うのですけれど、ひとつの事例として
海士町の特に人材育成のための高校の改革と成功というこ
とについてご紹介しました。

- 質疑応答 http://ccn-j.net/activity/ 参照

野田氏 : 最後にそれぞれのパネリストから皆さんにメッセー
ジを一言ずつお願いしたいと思います。
浜田町長 : 地域は衰退するという消滅するという世論があ
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りますけれど、我々が狙っていくにはやっぱり次の時代を
しっかり見据えることができるか、そしてそれがちゃんと相
互に情報発信ができるかどうか、情報発信をする責任とい
うのは非常に重いと思っています。そういうことを広域連携
ですとか、いろんな方 と々異分野の協力ですとか、そんな
ことを通じて国の方向自体も我々を見据えながら、まちづ
くりを進めていければなと大それたことを思いながらやって
います。
貝沼氏 :今日は冒頭の話から「クリエイティブツーリズム」
がひとつのテーマだったかなと思うのですけれど、そこで僕
が大事だと感じるのは、どういう人に来てほしいのか、と
いうお客さんを選ぶ、絞る視点だと思うんですよね。今ま
での観光は、やっぱり質より量で、どれだけ多くの方が来
てもらえるかというのが判断基準だったと思うのですけれ
ど、クリエイティブツーリズムの場合は量も大事ですけれ
ど、お客さんの層も大事。僕だったらどういう人に職人さ
んと出会ってほしいのかということを意識するということで
す。そうすると、ちゃんと続くのかなと思っています。あん
まり量を追い求めすぎちゃうと、地域側、うちの取り組み
だったら職人さんがもたないということになってしまうので、
そこはすごく大事だと思っています。僕もまだ試行錯誤しな
がらやっているので、大事なものを見極めながら頑張りた
いと思います。ありがとうございました。
松岡町長 : 東川町にお越しいただき本当にありがとうござ
いました。私どもは観光産業というのは非常に重要なこと
だと思っています。さまざまなものが観光の資源になってい
くのだと思いますが、さきほどの Can の中で話をしました
けれど、今アジア地域の人たちとどう交流を進めていこうか
ということで、ベトナム、タイ、ウズベキスタン、台湾、中国、
インドネシア、韓国といった、国外の人たちに来ていただき、
日本語の勉強を学びながら、そして日本の生活文化という
ものを地域の人たちとどう体験していただくかということを
進めていまして、去年に述べ、トータル 8,000 日の滞在を
していただきました。これに 365 で割りますと 22 か 23
になるのだと思いますが、22 人が一年間人口の増えたと
いうことにもなったわけですので、そういうものを大切にし
ながらネットワーク化を図っていけたらいいなと思っており
ます。ある方に「写真の町は真を写す町、心を写す町であ
る」と英訳してほしいと頼みましたら、こう訳してくれました。

beauty makes to photography、hospitality make for good 
memory.ということで最後に yy がつくのですけれど、景観
は非常に写真がいいし、暖かいおもてなしというのは記憶
に残るのだということでありますが、そういったものを進め
ていきたいと思っております。ありがとうございました。

野田氏 : 創造農村ワークショップという名前ですが、創造
農村という概念はまだまだ日本で生まれたてということでご
存じない方が多いと思います。ただこの言葉に込められた
想いは様々にあるのですが、どうしてそういうネーミングに

なっているかということです。創造都市、創造農村という
概念は、世界でグローバル化が進んでいく、主に経済の面
でグローバル化が進んでいくのですけれど、その一環とし
て文化の画一化がどんどん進んでいくと考えられます。文
化の画一化というと観光でいうと昔型の敷田先生のお話に
なった最初のタイプです、みんなが同じ所に行って、集団
で行動して物見遊山で帰ってくるということになるのだと思
うけれど、そういう物では飽き足らないと次の段階になっ
ていく、3 段階目のクリエイティブツーリズムになっていく
というのは、実は文化の画一化というものに対する対決軸
というか、地域にしかないものそこの固有の価値とか文化
とかですね。そういうことで都市や農村が、創造都市や創
造農村ですと言い始めているということがあって、それを文
化庁が支援している。ということにここ数年なってきたと思
います。ですからいろんな言い方、地方分権でもあるだろ
うし、人々の暮らしで言うと脱都会かもしれない。最近都
会の若者が田舎志向にどんどん動いているということがあり
ます。間違いなく田舎志向というか脱都会というものは強
まっている。ただじゃあ受け皿ができているかというと、必
ずしもそうではないのが実態だろうと思いますが、いつま
でも国に頼って、政策を待っているというのでは進みませ
んので、地域の中でアイデアを出していくことが必要になる
と。そうはいっても単独の地域だけではなかなか日の目を
見ないこともあってこのようなイベントがあるということです。
道内で海を持っている町と山のまちの連携がありますよね、
都会と農村の交流もあるし、海外との交流もあると思いま
す。その中で交流ということ、ネットワークというものがキー
ワードになるのではないかと思っております。来年の創造
農村ワークショップにも是非ご参加いただければと思いま
す。今日はありがとうございました。

佐々木氏 : お礼の言葉を申したいと思います。私は文化庁
の末端でいろいろな新しい文化政策の方針作りに関わって
いまして、お話の中にも出てきましたけれど、2020 年の
東京オリンピック、パラリンピックで東京再集中が起こって
はいけないと思っています。その時は日本の地方津々浦々
から元気になる、この為のシステムをどう準備したらいいか。
その為には創造都市、創造農村のネットワークをとにかく
早く作って、広げることと思っております。そうしないと日
本の国の形が変わらない、我々が小さな所から、ひとつひ
とつ繋がって、そしてずっと変わらないできたものを変えよ
うという、そうした目標の年次を 2020 にしたいと思って
おりますので、是非皆さん方のお力を借りしたいと。今回
は札幌市から始まって東川町、美瑛町、様々の町の力をお
借りしましたので、これをまた十日町、大分市、に引き継
いでいただいて、流れをより強くしたいと思っております。

ー閉会 
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参加者アンケート ( 有効回答数 19）

１、本日のセミナーをどちらでお知りになりましたか
回答数

文化庁ホームページ 0
CCNJ ホームページ 4
CCNJ 公式 Facebook 1
CCNJ メールニュース 3
パンンフレット・チラシ 5
創造都市ラウンドニュースメール 1
その他 5

※複数回答あり
２、本日のシンポジウムのプログラムのうち、関心の高かっ

たものをお選びください
回答数

1. 敷田麻実氏 15
2. 浜田哲氏 7
3. 貝沼航氏 9
4. 松岡市郎氏 10
5. パネルディスカッション 6

※複数回答あり
・都市と田舎、またその中間機能として観光がどう機能す

るのか、わかりやすく整理されとても勉強になりました。
（１）		

・クリエイティブツーリズムの典型例として、とてもおもし
ろかった。（３）

・過疎を価疎と捉え直すというお話が東川の魅力をうまく
表現している。（４）		

・まちづくりのコンセプトの参考になった。新しい取組みの
中にも農業に軸足があるように感じられた。人口増加に
はおどろき。（４）	

・人材の活用（中間）システムの大切さ（投資という考え
方）その中から情報発信のあり方を研究できそう。（１ー
４）	

・北海道内の他の自治体の皆さんにももっと周知して頂き、
こういったムーブメントを大きくして頂きたいと思います。

（１−４）
・観光の意味をしっかり定義していただき、それを念頭に

話を聞く事ができました。各々の仕事活動に立脚したナ
マの話で大変説得力があり、参考になりました。（１−５）

・どこの町内にもあてはまるよい講演だった。東川町が招
聘してくれて大変よかった。（１−５）

・すべてが素晴らしく良かった。また会場が小学校だった
のが非常に良かったです。（１−５）

３、本日のシンポジウムで紹介された農山漁村地域での
ツーリズムへのご意見・アイデアなのがあればお聞かせ
ください		

・地域資源の多い町はたくさんあります。どう動かすか？微

力ながら自分も参加し創造農村づくりに力を出したいと
思っています。	

・町内会など小集団地域でも活用できると感じた。
・敷田先生がお話されていた中間組織の部分の人材が地

域におらず、代理店に搾取されてしまう傾向があると思
います。この中間人材（プロデューサー）の地域自身に
よる人材育成を国として考えて頂きたい。

４、以下のキーワードのうち創造農村ワークショップで取
り上げてほしいものをおえらびください

回答数
なりわいの創出 6
過疎地の人口計画 2
在来作物の活用 2
エネルギー自給 6
里山再生 4
歴史的建築物の活用 4
創造的過疎 6

※複数回答あり
・プロデューサー人材育成。	
・新しい生き方、働き方、暮らし方を可能にする地方や農

村における「なりわい」。加えてそのことを促進する中間
システムの在り方について考えたい。		

・地域の担い手として、国際化対応。地域に外国人が
観光等で入ってくることに対応できる、人材の育成、
確保をどうすべきか考える必要があると思っておりま
す。	

・地域住民の意識を変える方法		

５、その他、ご意見・アイデアなどあればお聞かせください
・スタッフ様のおもてなしも最高でした。ありがとうござい

ました。
・大変良い機会をいただいたと思っております。内容も素

晴らしかったと思います。

お住まいの市町村
東川町 3
札幌市 5
他道内 3
道外 3
所属等	
a 一般・市民 5
b 研究員・教員 0
c 学生 0
d 自治体職員 5
e 地域づくり団体 4
f その他 1
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2014年8月8日（金）

会場： 北海道大学構内 ファカルティハウス「エンレイソウ」
主催： 文化庁、創造都市ネットワーク日本（CCNJ) 共催： 札幌市
お問い合わせ： 札幌市 市長政策室政策企画部 創造都市推進担当課
〒060 8611 札幌市中央区北1条西2丁目 Tel.011 211 2136
申込み： 創造都市ネットワーク日本 

文化庁 平成26年度文化芸術創造都市推進事業

文化庁
www bunka go jp

創造都市ネットワ ク日本
ccn j net/

札幌市
北海道札幌市
www c ty sapporo jp/

創
造
都
市

政
策
セ
ミ
ナ
ー

芸術祭と創造都市

in
東川町

創造農村と文化景観ツーリズム

in
札幌市

文化庁 平成26年度文化芸術創造都市推進事業

会場： 東川町地域交流センター 多目的ホール
主催： 文化庁、創造都市ネットワーク日本（CCNJ) 共催： 東川町
お問い合わせ： 北海道東川町写真の町課
〒071 1423 北海道上川郡東川町東町１丁目19番８号
Tel.0166 82 2111(内線５９０）
申込み： 創造都市ネットワーク日本 

2014年8月9日（土）→10日（日）

文化庁
www bunka go jp

創造都市ネットワ ク日本
ccn j ne /

北海道東川町
town higashikawa hokkaido jp/東川町

ccnj

ccnj

第
４
回

創
造
農
村

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

札幌市では“創造都市さっぽろ”の象徴的な事業として今年の夏に「札幌国際芸術祭
2014」を初開催します。世界的に著名なア ティストである坂本龍 氏をゲストディレ
クタ に迎え、札幌の歴史文化・風土、地域経済、暮らし方などをア トの視点で見つめ
直すことで都市と自然との共生のあり方を問う、従来の展覧会の枠組みを超えた新しい
形の芸術祭を目指しています。市内各所で展開するこの祭典に参加していただき、心ゆさ
ぶる感動と創造性を育む喜びを体感してください。

東川町国際写真フェスティバルは、「写真の町」東川町民の 年間の集約と新たなる出発の意味を合
せもった”まつり”として”写真”と”写真を愛する人 ”々のために開催します。このフェスティバルは、｢写真
と自然｣｢写真と人間｣｢写真と文化｣を展開の柱とし、芸術としての写真から写真に親しむ大衆的な文
化・娯楽までを組み込み、写真の世界に可能性と広がりを持たせることをもうひとつの重要な展開機軸
としています。町内各所で開催されるフェスティバルを体感してください。

札幌国際芸術祭2014 テーマ：「都市と自然」
会期：2014 年7 月19 日（土）～9 月28 日（日） 72 日間
主な会場：・北海道立近代美術館 ・札幌芸術の森美術館・札幌駅前通地下歩行空間（チ・カ・ホ）

東川町国際写真フェスティバル
会期：2014年８月５日(火）～９月３日(水） メイン会期 ：８月５日(火）～８月10日(日）
主な会場：東川町文化ギャラリ ・農村環境改善センタ ・赤レンガ倉庫

▶セミナー ファカルティハウス「エンレイソウ」
14 10～ 受付
14 30～14 50 主催者挨拶・基調講演 文化庁長官
14 50～15 00 開催地挨拶 札幌市長
15 00～16 00 基調講演 北川フラム氏 「芸術祭と創造都市」
16 00～16 20 休憩
16 20～18 00 パネルディスカッション 
  横浜市、BEPPU PROJECT（別府市）、札幌市

▶意見交換会 ファカルティハウス「エンレイソウ」
18 30～20 00 意見交換会(会費4 000円）

2014.8.8(金）
会場／北海道大学構内 ファカルティハウス「エンレイソウ」

2014.8.9(土）→10(日）
９日受付／東川町役場第 小会議室

１０日会場／東川町地域交流センタ  多目的ホ ル

1970年大分生まれ 2005年に
同団体を立ち上げる
平成20年度 芸術選奨文部科学大
臣新人賞受賞（芸術振興部門）
別府現代芸術フェスティバル 

「混浴温泉世界」総合プロデュ
サ （2009 2012）国東半

島芸術祭 総合ディレクタ （2014）
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〒060 0808 
北海道札幌市北区北8条西5丁目

札幌駅から徒歩20分
地下鉄北12条駅から徒歩15分

▶視察受付：東川町役場
▶シンポジウム会場：

東川町地域交流センタ  多目的ホ ル
〒071 1423
北海道上川郡東川町西３号北７番地
旭川空港からバス15分(道草館前下車)
旭川駅からバス40分(道草館前下車)

▶視察ツアー 札幌国際芸術祭「札幌芸術の森美術館」
  9 20 受付 （札幌市役所前）、9 30 出発（パ クホテル経由）

10 10～11 40 札幌芸術の森美術館視察
11 40 出発（パ クホテル、札幌市役所前経由）、12 30 到着(エンレイソウ／セミナ 会場） 

９日 ▶視察ツアー 「東川町国際写真フェスティバル、他」
12 30～13 30 受付（東川町役場第 小会議室）

14 00～18 00 現地視察(写真の町東川賞授賞式、大雪旭岳源水など）

１０日 ▶シンポジウム 東川町地域交流センター 多目的ホール
  9 15～  受付
  9 30～  9 45 主催者挨拶（文化庁）・開催地挨拶（東川町） 
  9 45～10 35 基調講演 敷田 麻実 氏
  「創造農村とツ リズム：都市と農村の新たな関係を創る」
10 40～12 30 パネルディスカッション
  美瑛町、テマヒマうつわ旅（会津若松市）、東川町

※会場 旭川市間の送迎バスあり ホ ムペ ジにてお申し込みください

18 00～20 00 ▶意見交換会 cafeLibr(会費3 000円）
※会場→旭川市までのお送りバスあり

in
札幌市

無料

無料

in
東川町

パネリスト 山出 淳也
NPO法人 BEPPU PROJECT 代表理事／
アーティスト
http://www beppuproject com/

主なプロデュ スとして「アントニオ ガウ
ディ展」(1978 1979)、「子どものための
版画展」(1980 1982)、「アパルトヘイト
否(ノン)!国際美術展」1988 1990)など
2000年にスタ トした「大地の芸術祭
越後妻有ア トトリエンナ レ」（ふるさ
とイベント大賞 大賞 オ ライ！ニッポン

大賞グランプリ他受賞）、「瀬戸内国際芸術祭2010 2013」（海洋
立国推進功労者表彰受賞）などの総合ディレクタ を務める

講師 北川 フラム
㈱アートフロントギャラリー代表取締役会長／
公益財団法人福武財団常任理事
URL:http://www artfront co jp

2005年横浜市役所入庁 2009
年より創造都市施策に従事
2011年4月より翌年3月まで文
化庁国際課にて国際文化交流
業務に従事 2012年より 横浜
市役所にてトリエンナ レ担当
係長として 横浜市の創造都市

施策とヨコハマトリエンナ レ2014開催業務に従事  

パネリスト 田邊 俊一
横浜市文化観光局創造都市推進課トリエン
ナーレ担当係長
http://www yokohamatriennale p/2014/ 市民まちづくり局（現市長政策

室）情報化推進部IT推進課プロ
ジェクト担当課長 同局企画部
企画課長 環境局円山動物園長
を経て 2012年から現職

パネリスト 酒井 裕司
札幌市市長政策室創造都市推進担当部長
http://www c ty sapporo jp/

大阪市立大学大学院創造都市
研究科教授 同都市研究プラザ
所長を経て 2014年4月より現
職 創造都市ネットワ ク日本の
顧問も務める
主著に『創造都市の経済学』

『創造都市への挑戦』 編著に
『創造農村』など

モデレ タ   佐々木 雅幸
同志社大学経済学部特別客員教授／
文化庁文化芸術創造都市振興室室長
http //www creat vecity jp/1944年大連生まれ 古代ギリシ

ャ ロ マ美術史研究の第 人者
として 30年以上にわたり 地中海
各地の遺跡を発掘調査 1967年
東京大学文学部美術史学科卒業
後 ロ マ大学に留学 古代ロ マ
美術史 考古学を学ぶ 東京大学

副学長 国立西洋美術館長を経て2013年7月文化庁長
官に就任 現在に至る 東京大学名誉教授 日本学士院
会員 2006年紫綬褒章 2011年NHK放送文化賞受賞

講師 青柳 正規
文化庁長官
http://www.bunka.go.jp/

会津若松市在住 34歳 2005年に
福島県初の社会的企業として株式
会社明天を設立 設立以来 伝統工
芸の産地活性化をミッションとして
産地インタ ンシップによる後継者
育成事業 全国の若手デザイナ と
職人の連携による新商品開発事

業 飲食店を中心とした販路開拓事業などを行ってきた 現
在 活動の集大成として「テマヒマうつわ旅」を展開中

パネリスト 貝沼 航
株式会社明天 代表取締役／
テマヒマうつわ旅 主宰
URL：http://tematr p com/

モデレ タ  野田 邦弘
鳥取大学地域学部地域文化学科教授
http://www pref tottori lg jp/

1952年北海道美瑛町生まれ 秋
田大学卒 民間企業役員を経て
1991年美瑛町議 1999年美瑛町
長に当選 2005年「日本で最も美し
い村」連合を発足 農業を基幹産
業としながら各産業が連携して「丘
のまちびえい」の魅力を更に高めて

いくとともに、「日本で最も美しい村」連合の活動を通じて
全国にその魅力を発信している

パネリスト 浜田 哲
美瑛町長/「日本で最も美しい村」連合会長
https://www town biei hokkaido jp/
https //www utsukush i mura jp 1951年北海道東川町生まれ

71年室蘭工業大学中退 72年
東川町入庁 社会教育課長 税
務課長を歴任し 2003年3月に

「新しい世代で郷土の自立を目
指そう」と訴え町長となり 前例
踏襲せずユニ クな政策発信に

より 独自のまちづくりに取り組んでいる

パネリスト 松岡 市郎
東川町長
http:// own higashikawa hokkaido jp/

石川県庁に勤務 その間に豪州
ジェイムズクック大学大学院留
学 金沢大学大学院修了 退職
後 金沢工業大学環境システム
工学科教授を経て 2007年から
現職 専門はエコツ リズムと地
域マネジメント。「地域からのエコ

ツ リズム」「観光の地域ブランディング」ほか論文多
数 知床地域科学委員会委員 北の観光まちづくりリ
ダ 養成事業座長などを務める

講師 敷田 麻実
北海道大学観光学高等研究センター教授
http://www cats hokudai ac jp/ shik da/

申込URL  http //ccn j net/news/2014/07/seminer sapporo 2014 html#000198 ※申込締切８月４日 13時 申込URL  http //ccn j net/news/2014/07/workshop higashikawa 2014 html#000199
※申込締切８月４日 13時

札幌駅

北海道大学
札幌キャンパス

地
下
鉄

北
12
条
駅

北13条門

正門

ファカルティ
ハウス
エンレイソウ」

横浜市職員としてトリエンナ レ
や創造都市政策策定に関わる
文化経済学会〈日本〉（元理事
長）日本文化政策学会理事
NPO法人都市文化創造機構理
事 鳥取県文化芸術振興審議会
長 鳥取県地方自治研究センタ

理事長 あいちトリエンナ レ実行委員 関西広域
連合の「はなやか関西 文化戦略会議委員」などを兼
任 主な著書『文化政策の展開』、『創造農村』

※会場周辺は８月９日、１０日の間、歩行者天国として出店やイベントがおこなわれます。

東川町
地域交流
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※敬称略 ※敬称略

※参加にあたっては、いずれもホ ム
ペ ジでお申込みください。（先着順）

※参加にあたっては、いずれもホ ム
ペ ジでお申込みください。（先着順）
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定員100
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創造都市政策セミナー＆創造農村ワークショップ 広報パンフレット
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創造都市ネットワーク日本 

自治体サミット

このサミットは、わが国の創造都市間の連携交流を図る
と共に、国内およびアジアをはじめとする世界の創造都市
間の連携交流の促進を目指し、創造都市ネットワーク日本
(CCNJ) に参加する自治体の長との情報、知見、経験など
の交流を深めることを目的としています。

主催者挨拶 文化庁長官 青柳正規氏
本日は、本サミットの開催にあたり、準備に当たっておら

れました一般社団法人ノオトの皆さまや、創造都市ネット
ワーク日本の顧問でいらっしゃいます佐々木先生、会場と
させていただいている横浜市、本日のためお越しくださった
各市長の皆さま、それから CCNJ 加盟団体の皆さま、そ
の他、多くの皆さまのこれまでのご尽力に対して心から感謝
申し上げます。

第 2 次世界大戦終了後、日本は奇跡的な復興を成し遂
げました。それは、戦禍を受けて、いろいろなシステムを徹
底的に変えることができたからではないかと思いますが、経
済成長の後で、現在は一定の成熟段階に来ており、目指す
べきモデルがなくなってしまっております。今後、さまざま
な格差が広がっていくと思いますが、この日本という社会を
どのようにしていけば良いのか。例えば、地域の格差や社
会的な格差、そういう格差をどのようにうまく拡大しないよ
うにしていけばいいのか、そういった観点で、恐らく文化芸
術創造都市という考え方が、一層重要な役割を担うのでは
ないかと考えております。

現在、日当たりのいい都市、あるいは、さまざまな意味
で行政的に国内やそれぞれの地域の中核を成している所、
あるいは先端産業がたまたまあることによって地域が潤って
いる所、そういう日当たりの良い地域に比べて、現代のさ
まざまな条件の中で決して恵まれてない、いわば日当たりの
悪い地域との格差が一層広がっているのではないかという
気がいたします。その中で、決して日当たりがいいわけでは
ないけれども、頑張っている都市が、最近たくさん日本の
中で浮上しつつあるのではないでしょうか。文化庁長官を
拝命してから、約 1 年、さまざまな所を見せていただきま
した。地域奉仕がいかに日本社会全体にとって、現在、喫
緊であると同時に大変重要なものなのかを肌で感じてまい
りました。空洞化で衰退していくような成熟国家の多くは、
経済や産業ではなく、文化芸術が持つ創造性で地域を活
性化させようとしております。この取り組みで一番重要なこ
とは、それぞれの地域に住む住民の方たちが、自分たちで
何か作品を作るように工夫しながら考える、試行錯誤し、
苦心して何かを生み出すという過程ではないかと思われま

す。これは芸術文化創造都市の創造という部分に込められ
ているのと考えております。また、政府でも、内閣を挙げて
地方の町、人、仕事を力強く推進をする政策の審議が国会
でも行われております。そして、文化庁でも、こうした潮流
の下、国が画一的な施策を推進するのではなく、いかに地
域に合ったものを創造するかが大切だと考えております。そ
のためには、何より、そこに住んでいる方々の心意気や誇
りが一番大切であります。そこで、いろいろ創造し、悩み
苦しみ、そして何かを生み出す過程が大切であり、創造都
市という言葉は、今、われわれの社会の中で、その重要な
役割を担っているのではないかと考えております。

この芸術創造都市に関して、私は、市長や町長といった
自治体の首長のイニシアチブが非常に重要だと考えており
ます。例えばユネスコの創造都市でも、やはり、各市長さ
んのイニシアチブによって町が蘇っていくという例を、例え
ばナント市や横浜市、金沢市など、創造都市で先行してい
る所である市長の存在が、実に大きな役割を担ってきてお
り、また、長期にわたり市長をなされているケースが多いか
と思います。多くの自治体でイニシアチブを発揮し、中長期
的に文化政策を担う首長の存在があることを、我々は素晴
らしいこととして意識せざるを得ないのではないかと考えて
います。

以前は、社会の仕組みが今よりも、かなり単純でありま
した。単純であったからこそ、国が一律の政策を決めて、
それが日本全体に、あまねく一定の高揚を持って浸透して
いたと言うことができましょう。しかし、社会が複雑になっ
てくると、各地域での必要なもの、あるいは、そこで充足し
ているものが次第に違ってきておりまして、その結果、地方
分権が、以前よりはるかに重要な役割を担うようになって
いると考えます。それに伴い、国の役割は以前よりも小さく
ならざるを得なく、各地域で特性に合った政策を、その地
域が作り上げて実行していかないと、真に有効で効果的な
行政ができなくなっているのではないでしょうか。

このような背景があり、さまざまなことで、地方の判断に
任せる政策ができてきております。その結果、地域を活性
化する際に、地域の首長や議会が、ますます重要になって
いると同時に、そのことを支えるための一人一人の市民が、
その地域の強みは何か、どうすれば自分たちの生活が、よ
り質が高く安全なものになるのか、それぞれ主張せざるを
得なくなっております。もちろん、一人一人がマクロな政治
に関わる必要はないのかもしれませんが、自分たちの生活
を守るためには、ある一定の主張をせざるを得なくなってき
ております。このことは、現代社会の過去 10 年ぐらい前と
は、大きく違う状況ではないかと考えております。地域に住
む住民の方たちが、自らの創意工夫により、文化芸術が持
つ創造性で地域を活性化させる文化芸術創造都市の取り
組みは、成熟社会である、わが国において、ますます重要
な役割を担うものと考えております。それぞれの地域に住む
方が、いかに、さまざまな文化資源を生かし、ブラッシュアッ
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プして定着化し、そして長続きするようにしていくかが、文
化芸術創造都市の根幹であり、その取り組みを推進するこ
とが、地域への誇りや、それに伴う活力につながり、ひい
ては、少子高齢化や地方の疲弊など、成熟社会が生み出
す社会課題の解決や、あるいは国際的な貢献にも結び付く
のではないかと思います。

2020 年には、東京オリンピック・パラリンピック競技大
会が開催されます。この 2020 年をスポーツだけではなく、
文化の祭典として、日本全国を文化の力で盛り上げたいと
考えておりますが、そのためにも、皆さまに中核を担ってい
ただきたいと思います。皆さまにおかれましては、2020 年
を地元の魅力の再発見や、海外からの来訪者の増加の契機
として積極的に活躍していただくと共に、それが一過性のイ
ベントに終わることがないように、継続して文化振興にお取
り組みいただきたいと思います。文化庁としても、今後とも
CCMJ のような意欲ある自治体や団体の皆さまで構成され
たネットワーク組織の支援をしていく所存でございます。皆
さまがたのお取り組みの一層の発展を期待して、ごあいさ
つと致したいと思います。どうもありがとうございました。

開催地挨拶 横浜市長 林文子氏
皆さま、こんにちは。横浜市長の林文子でございます。

本日は全国から、本当にたくさんの方にお越しいただきま
した。心より歓迎申し上げ、御礼を申し上げたいと思いま
す。本日、創造都市ネットワーク日本 (CCNJ) の 8 都市の
市長が集まり、また、文化庁青柳長官にもご支援をいただ
きながら、CCNJとして初の自治体サミットを、ここ横浜で
開催できますことを本当に光栄に思います。ご参加の皆さ
ま、そして、開催にあたり、ご尽力くださいました皆さまへ、
あらためて深く御礼を申し上げたいと思います。この CCNJ
は、昨年 1 月、文化芸術が持つ創造性を活用したまちづ
くり、創造都市施策に取り組む都市により発足をいたしま
した。それぞれの豊富な経験と知見を共有するために、政
策セミナーやワークショップ等の活動を重ねてまいりまして、
また、文化庁様にもご支援をいただき、連携や交流を深め
てまいりました。

設立当初、23 だった参加自治体数は、現在、実に 41
まで増加しております。また、加盟団体は、自治体のみな
らず、NPO や文化活動団体にまで広がっております。現在、
国においても「地方創生」が重要施策に位置付けられる中、
文化芸術の創造性によりまして、地域課題の解決と、さら
なる活力の創出を目指す「創造都市」の取り組みは大きな
期待を集めております。本日のテーマに掲げているとおり
2020 年の東京オリンピック・パラリンピック開催は、文化
芸術、創造都市の取り組みにおいても、大きな節目となり
ます。世界中の注目が集まる中、日本全国で展開されるオ
リジナリティあふれる文化・創造都市の取り組みを一層強
化して、広く発信していくチャンスでございます。

既に下村文部科学大臣からも、文化プログラムの盛り上

げに向けて、力強いメッセージも頂戴しております。私た
ち創造都市が、どのような役割を果たし、また、今後の文
化施策の展開に、どのような可能性を示すことができるか、
ぜひ、皆さまと議論をしてまいりたいと思います。

また、本日は、CCNJ 顧問の佐々木雅幸先生から、『東
アジア文化都市を契機としたネットワーク形成』と題して、
お話をいただきます。

今年始まった、この東アジア文化都市事業で、横浜は中
国の泉州市、韓国の光州広域市と共に、開催都市を務め
させていただいております。この 1 年を通じて多くの方々に、
東アジアの多様な文化に触れていただき、アーティストはも
ちろん、市民相互の交流も深めてまいりました。

中でも、夏に実施いたしました青少年による交流は、3
都市の将来を担う世代の相互理解と交流を深める、非常に
有意義なものでした。また、私どもも各都市の文化芸術ビ
ジョンと、その背景に触れ、大変多くのことを学んでおりま
す。

CCNJとしても、今回のサミットが、あらためて、各自治
体の取り組みに学び合い、また、今後一層、連携を進めて
いく契機になることを、開催都市として大変強く願っており
ます。

ただ今、青柳長官からお話しいただきまして、私は大
変、感銘を受けました。日本の文化芸術、今まで取り組
んできたことが世界から見てどうなのかという大きな課題に
ついてもお話をいただきましたし、私たち基礎自治体、こ
の CCNJ のネットワークがどれだけの可能性を秘めており、
何をしなければならないのかということを示唆していただい
たと思っております。文化庁様、文部科学省様からも力強
い後押しをしていただいており、まさにチャンスが来たのだ
と思っております。

日本もインバウンド 1000 万人を超えまして、次は
2000 万人、3000 万人と言われております。しかし、一
番は、国民、県民、市民の方々が創造活動に参加できるよ
うに広めていく、そのつなぎ役を務めるのは私たち基礎自
治体だと思っております。そういう意味で、今日のシンポジ
ウムは大変意義あるものになると思います。活発な議論を
させていただきたいと思います。どうぞよろしくお願い申し
上げます。

基調講演 同志社大学経済学部特別客員教授、文化庁
文化芸術創造都市振興室長、創造都市ネットワーク日本
(CCNJ) 顧問 佐々木雅幸氏

こんにちは。今から 50 分程お時間を頂きましたので、
東アジア文化都市事業と、この創造都市ネットワーク日本
の関係、それから今後の展開の方向について、私が考えて
いることを、お話しさせていただきたいと思います。

まず、「欧州文化都市」という事業がございました。これ
はギリシャの文化大臣のメリナ・メルクーリさんと、フラン
スの文化大臣のジャック・ラングさん、この 2 人が、たま
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たま、ヨーロッパの文化大臣会合のおりに喫茶店で話し合っ
て、そこから始まったということを、伺いました。それから
この写真は河合隼雄元文化庁長官でございます。私は十数
年前にイタリアのボローニャに留学をしておりました折りに、
たまたまフィレンツェにおいて、日本とヨーロッパの文化関
係者が会合を持つ機会に同席させていただきました。その
ときは、まだ、河合先生は長官になる前だったのですが、
話題はやはりEU が進めておりました「欧州文化都市」、そ
の後、「文化首都」という形に言葉が変わりましたけれども、
その事業の成功について、これを日本でも何とか実現した
いし、できればアジア規模で、そういった事業ができない
だろうかということを、ワインを飲みながら話をしておりまし
た。その後、河合先生は長官になられて、今私が拝命して
おります文化芸術振興室長、この振興室は京都府庁の本
館に分室の形で置かれているのですけれども、河合先生が
長官になられたときに、国立京都博物館の施設に関西分室
が発足しました。それを引き継ぎまして、私は文化芸術都
市振興室という事業を率いているわけですけれども、何か
の縁があったのかもしれません。

さて、「欧州文化首都事業」というのは一体どういうフレー
ムのものであったかということを、おさらいをしてみますと、
この後、モデレーターをします太下さんなどと一緒に調べ
てきたことなのですが、EU 加盟国の中から、毎年、「欧州
文化首都」として、都市を選定し、その都市が年間さまざ
まな文化事業を行う。その大きな目標というのは、EU 統
合開始の年が 1985 年でございまして、目前に迫っていま
したので、その統合される EU の中で、都市ごとに文化多
様性を広げるということと同時に共通性つまり EUとしての
一体性という、多様性の中の統合ということが、大きいテー
マとしてございました。3 番目が、ヨーロッパの小都市は、
産業革命以来製造業が発展していたのですが、これが 20
世紀の末に、ことごとく衰退産業になりましたので、経済で
はなくて文化で地域を再生しようといった方向が出てまいり
ました。地域再生を文化芸術でやろうということになったわ
けです。そして 4 番目に、この文化活動を通じて市民生活
の質を向上し、あるいは市民の連帯感を高めるというよう
な目標を持って、「欧州文化首都」が展開されました。毎
年それまで 1 都市でしたのですが、西暦 2000 年に、一
気に 9 つの都市が事業を展開し、それ以降は毎年 2 都市
が選ばれております。EU の各国が都市を選定するという形
で事業を展開してきました。

これに対して、「東アジア文化都市」は全く新しい取り組
みでございまして、その経緯となりましたのが、2011 年に
奈良で行いました第 3 回日中韓文化大臣会合の場におい
て、日本側から中国、韓国に提案し、そしてこれが合意を
見て、2014 年から取り組みが行われるということになりま
した。この「東アジア文化都市」の場合、EU の「文化首
都」と違うのは、EUという統合した政治体はないわけです。
従って、まず日中韓 3 国がそれぞれ都市を選定し、その交

流を通じて相互の理解、連帯感を形成しようということでご
ざいます。同時に、東アジアの多様な文化というものを国
際的に発信する。そして 3 番目には、そのことを通じて都
市の活力を再生あるいは高めるといったことが目標として挙
げられるわけであります。先ほど、横浜市の林市長がお話
しになりましたけれども、初代の日本側の東アジア文化都
市としては、横浜市が選ばれて事業を展開し、現在はクロー
ジングに向かって大きな盛り上がりを作り出しているところ
でございます。

さて、この「東アジア文化都市」あるいは「欧州文化首都」
という事業について、われわれ研究者が、どのように概念
的に、その理論的な方向性を考えてきたかといったことを振
り返ってみますと、私の友人でもあるチャールズ・ランドリー
という、国際的な場で活躍していますコンサルタントはこの
9 月のユネスコの創造都市ネットワークの年次総会でもゲ
ストで発表し、つい先週、アジアとヨーロッパの ASEM 会
議においてもゲストのスピーカーとして招かれておったので
すが、21 世紀の冒頭に THE CREATIVE CITY という非
常にインパクトのある本を出しました。彼のこの本の基礎に
なったのは、1985 年から始まった「欧州文化首都事業」
です。それらの実践的な経験をまとめておりましたので、説
得力のある問題提起をすることができました。ここでは、中
心的概念というのは、クリエイティブ・ミリュー（creative  
milieu）という言葉を使っておりまして、都市が抱えるさま
ざまな問題、これは失業問題であったり貧困問題であった
り、あるいは社会的排除の問題であったり、こういった問
題を解決するということを創造都市の大命題にして取り上げ
ました。併せて、創造産業、クリエイティブインダストリー
という新しい産業群にも関心を寄せたわけであります。

従いまして、この創造都市という言葉は、一言で言えば、
文化と創造性による都市再生ということができますし、20
世紀から 21 世紀にかけて、地球経済が大きな変動を経験
した、グローバリゼーションと地域情報経済化、その中で
グローバル化に一面的に流されるのではなくて、都市が持っ
ている文化的伝統を再評価し、そして市民のアイデンティ
ティを確固としたものにしながら、未来に向かって新しい文
化を創造すると。そういうことを通じて地球環境との調和を
図る持続可能な都市をつくろうというテーマになっていった
わけでございます。

特に、この考え方は、イギリス政府が早くから政策化を
致しまして、イギリスの文化・メディア・スポーツ省が、創
造産業という統計書を出すことによって、世界的に創造産
業に大きな注目が集まりました。先ほどもご紹介しました
ASEM の文化大臣会合の今年の共通のテーマは創造産業
でございまして、文字通り世界中の文化大臣級の方々が、
それぞれの国での、創造産業の振興、現状について熱く語
るということでありまして、今や創造性革命みたいなことが、
全世界で起きていると言っても過言ではございません。この
イギリスの政府の中でも、特にロンドンが中心的な役割を
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果たしたわけです。ロンドンでは、ケン・リヴィングストンと
いう市長が登場しまして、クリエイティブロンドンという政
策を約 8 年間にわたって展開しました。これは、よく言わ
れることですけれども、その最大の成果の 1 つは、まさに
ロンドンオリンピックの成功に結び付いたということであっ
たと思います。それまでは、オリンピックというのは、スポー
ツの祭典だと思われていたのですが、ロンドンが試みたこ
とは、カルチュラルオリンピアードという文化の祭典であっ
て、それもロンドンのみならず、イギリス全土を対象にして、
オリンピックの前の大会が終わってから 4 年間にわたって、
大々的に文化イベントを展開したわけです。18 万イベント
で、4300 万人の市民が参加をしたという成果があったと
いわれております。こうして、創造都市というキーワードが
具体的に国を動かし、そして地域を再生していく。オリンピッ
クも、また、その姿を変えるということになってきたわけで、
今は 2020 年を前にして、先ほど青柳長官、林市長が、と
もども語られましたけれども、東京オリンピック・パラリンピッ
クを前にして、創造都市ネットワーク日本としては、このイ
ギリスの経験を学びながら、さらにそれをしのぐというよう
な取り組みが、今必要になっているのだろうと、あらためて
思う次第でございます。

このイギリスあるいはヨーロッパの動きに呼応する形で、
アメリカではリチャード・フロリダという経済学あるいは社
会学の学者が登場致しまして、クリエイティブクラス、創造
階級という新しい社会階級について関心を喚起致しました。
この一群の社会階層の共通点は、創造的な仕事に何らか
の形で関わっているということでございまして、自然科学や
社会科学の研究のみならず、アート、デザイン、エンターテ
インメント、スポーツ、メディア、こういった領域です。そして、
それを支える専門職の人たちを合わせると、なんと、アメリ
カでは今、全就業人口の 3 割が、何らかの意味で、クリエ
イティブクラスに属する。そうなると、クリエイティブクラス
が集まる都市でなければ発展しないというのは自明のことだ
ということを彼は述べました。アメリカ国内では 1965 年に
既に、製造業よりサービス業が上回るのですが、1990 年
の段階で、創造階級というものが製造業よりも上回るとい
うことでございます。ここでのキーワードは、創造的な人々
は、例えば、ゲイやレズビアンのような同性愛者のような新
しい社会通念を持った人たちを排除しない、寛容性のある
社会でなければ創造都市にならないという問題提起をした。
つまり、寛容性という言葉が新しいキーワードとして浮か
び上がったわけです。クリエイティブ・ミリュー、創造的な
環境ということと寛容性、この 2 つが創造産業や創造都市
を発展させるという切り口が生まれました。例えば最もゲイ
ピープルが多いのは、アメリカのサンフランシスコだと。従っ
てサンフランシスコの湾を下っていきますとシリコンバレー
があって、シリコンバレーのハイテクの技術者とサンフラン
シスコのアーティスト、クリエイティブな人たちが一緒になっ
て新しい産業もつくっている。これが、クリエイティブな産

業クラスターに結び付いているという展開でございます。
このように、イギリス、ヨーロッパ、そしてアメリカ、北

米全体で、創造産業、創造都市ということに関心が広まっ
たときに、ユネスコは、この流れをつかんで、2004 年から
創造都市のグローバルネットワークというものを提唱するよ
うになりました。それに先立って、ユネスコは 2001 年に「文
化多様性に関する世界宣言」というものを採択しております。
この当時、WTO において、映画だとかテレビ番組などのよ
うな文化的コンテンツまでも貿易自由化の対象にするという
ことがございまして、これに激しくフランス、イタリアの映画
産業が抵抗していたという経緯がありまして、グローバル化
の中で、その多様性を喪失していくと、これは人類的な損
失だということで、グローバル化の中でこそ、むしろ文化の
多様性を高める必要がある。文化を創造し、保存し、発展
するのは、都市の仕事ですから、創造都市というものが、
全世界的ネットワークを組んで、この文化多様性というもの
を高めようという志でユネスコはネットワークを始めたので
す。

現 在 の と こ ろ、 こ れ は Crafts and Folk Art、
Music、Literature、Design、Media Arts、Film、
Gastronomy の七つのジャンルで、41 の都市が加わって
いるわけであります。このユネスコのネットワーク、今はま
だ、ヨーロッパとアジアが多いのですが、現在審査中のも
のを含めますと、今年の 11 月末にはさらに 30 程度増える、
早晩 100 にいくだろうと思われます。世界遺産が今 1000
を超えようとしておりますので、世界遺産まではいかないわ
けですけれども、恐らく、ユネスコからすると世界遺産に次
ぐ大きなヒット商品というほどもないですけれども、中心的
な施策になってくるのではないだろうかと思っております。

今日のテーマは、東アジア文化都市とネットワーク形成
ということでございますが、創造都市のネットワークとは、
一体何を目指して、どのような活動をするのかということを
考える上で、このユネスコのネットワークの考え方が参考に
なると思いますので、これについて触れておきたいと思いま
す。ユネスコは国連の機関でございますので、国連が掲げ
ています、持続可能な発展、持続可能な社会の実現とい
うことは大命題でございます。これを実現するのは、実は、
都市の在り方が大きいわけです。都市が持続可能でなけれ
ば、地球経済全体がうまくいかないわけです。都市という
のは、ほとんどの経済力を持っていますから、その都市が
金融不安に巻き込まれて破産するようなことがあってはなら
ないし、環境破壊の下で人間が住めなくなっても困るわけ
です。従って、都市こそ発展のための担い手であり、同時
に新しい産業や新しいライフスタイルを生む創造活動の要
であると。つまり、クリエイティブ・ハブであって、この新
たなる社会や文化を創っていくクラスターというものを持っ
ているのだと。このネットワークは、従って、創造都市とい
うものが集まって、この地球全体の持続可能な発展と文化
多様性というものを実現するためということが、共通のミッ
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ションである。同時に、そのために創造産業を振興する、
あるいは、グローバルなパートナーシップを育成する、ある
いは、国連だとか各国政府に対して、政策提言活動を強化
する。そして、また、創造産業の発展のための、さまざま
な手だてを具体的に考える。そして、さらに大事なことは、
地球の中で今、大きな社会的な格差がある。地理的な格
差がある。グローバル・サウスという大問題がありまして、
飢餓と貧困というのは、あるいは疫病は、このグローバル・
サウスから起こってくるわけですが、ネットワークの大命題
というのは、この地球の中で貧困にあえいでいる南の都市、
地域を、どうやって支援しながら、クリエイティブにしてい
くかということが掲げられております。

過去 2008 年から、毎年、年次総会が開かれ、2011
年には、ソウルにおいて、初めての市長ラウンドテーブル会
議が行われました。今年は中国のシンセンにおいて会議が
行われていまして、ここで来年度は日本の金沢市が、この
年次総会を行うということが確認されました。本日出席の
山野市長がソウルのラウンドテーブル会議に参加されて、こ
こで強いメッセージを発せられて招致に成功したわけでござ
います。私どもとしては、このユネスコのネットワークという
ものと、「東アジア文化都市」あるいは「創造都市ネットワー
ク日本」相互の関係、連携をどう強めていくかということを、
今後考えていかなければならないし、金沢におけるユネスコ
の世界会議を CCNJ 全体としても成功に導くことが必要な
のではないかと思っております。

さて、ここで、歴史的に日本における創造都市のムーブ
メントを振り返ってみたいと思います。日本で最初に創造都
市という言葉を都市政策の中で具体化したのは、金沢市で
ございました。そして、市の行政機構の中で初めて、創造
都市推進課というのを置かれたのは、横浜市でございます。
そういった意味で、金沢市、横浜市が相次いで CCNJ の
会長を務めておられますが、この 2 つの都市に次いで、神
戸市、札幌市、京都市、そして名古屋市といった都市が創
造都市に関連する条例を作られたり、ユネスコの創造都市
としての認定を受けるというところになってまいります。そし
て、この都市から始まった動きを文化庁がさらに積極的に
支援をするということを2007年から行いました。2007年、
現在顧問をしていただいております青木保先生が長官をな
されているときに、文化庁長官表彰（文化芸術創造都市部
門）を開始されまして、毎年四つないし五つの都市を表彰
致します。これらの都市が集まって会議をする場所が持つこ
とができるようになりました。

さらに、2010 年からは、文化庁が文化芸術創造都市モ
デル事業を開始致しまして、そんな大きな金額じゃないの
ですが、小さい都市でも、小さい自治体、つまり農村など
財政力の弱い所でも、創造都市事業を展開するための支援
が、ここから始まりました。それによりまして、「創造農村
ワークショップ」というものが開始され、仙北市、篠山市、
木曽町、東川町という形で、第 4 回を今年数えております。

おそらく第 5 回は十日町市でやっていただけるのではないか
と思っております。都市から始まったものが農村まで広がっ
てきて、今日本の地方創生ということが大きいテーマになっ
ているわけですけども、私どもは、それを先取りし、「創造
農村」ということを考えて展開してきたわけでございます。

ちょうど、この 2011 年は先ほど申しましたように、日中
韓の文化大臣会合において、東アジア文化都市事業を、日
本側から提唱するということになりましたので、ネットワー
クというものが大きな都市、中規模都市、そして小さな自
治体に広がると共に、アジアを視野にして、さらに、重層
的展開をするということを目指してきたわけでございます。
この中で、2013 年 1 月に横浜市において創造都市ネット
ワーク日本の立ち上げが行われました。先ほど林市長がお
話しになりましたように、23 自治体で出発し、現在 41 自
治体にまで拡張しております。この年、札幌市が、メディア・
アーツの分野でもユネスコ創造都市として認定を受けるとい
うことで、この流れは確実に広がってまいりました。そして
さらに、この東アジア文化都市事業が開始されるというわ
けでございます。

個別に幾つかの都市について触れてまいりますと、2001
年に金沢市が創造都市会議を始めるきっかけは、実は経済
界が音頭を取りまして、金沢経済同友会という経済団体が、

「21 世紀の産業政策は創造都市だ」と、創造産業という
ものを都市で発展させないといけないということを早くから
認識されまして、そして、この福光さんという方が委員長に
なって、推進会議を進めます。これを受け止めたのが、当
時の山出保金沢市前市長でございます。早速2004年には、
金沢 21 世紀美術館ができました。これは、今年 10 周年
を迎えますが、毎年来場者 150 万人ぐらいの、現代アー
トの美術館としては奇跡的な成功を見たわけでございます。
やはり、クリエイティブな場所、クリエイティブな空間とい
うものを都市の中に作り出すということの意味が、この美術
館 1 つでもって、はっきりと示されたと思います。さらに、
この美術館の中で、伝統工芸の現代的な展開をにらんだ、
さまざまな催し物が行われるようになりまして、ユネスコの
創造都市として 2009 年に金沢市が認定を受けたというこ
とでございます。

この金沢市の動きを察知しながら、横浜はさらに大胆な
事業展開をされまして、2004 年には、日本で初めて行政
の中に創造都市推進課を設置されまして、事業を展開しま
す。現在展開しております横浜トリエンナーレは、2001 年
から始まっておりますが、さまざまな拠点やアートセンター
を広げており、共通するのは、使われなくなった銀行の建物、
郵船の倉庫、古い工場跡、そして私鉄電車のガード下の汚
いスペース、こういった所をアートスペースに展開し変えてく
るということで、横浜では創造界隈という言葉をうまく使い
まして、界隈にクリエイティブ・ミリューというものを広げ
てきて、ここに創造産業が張り付いていくという流れが出て
きたわけでございます。先ほど、社会問題の解決に、芸術
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を活用するということがありましたけれども、違法特殊飲食
店、いわゆる旧青線・赤線地区を再生する、黄金町バザー
ルというようなアート事業も成功裏に進んでいるところでご
ざいます。

このように、金沢、横浜、そして、神戸、札幌、京都と、
有力な都市を中心にして始まった創造都市の流れの中に、
創造農村という、もう一つのアプローチが生まれます。木
曽町の前町長の田中勝己さんが、私のところへ来られまして、

「創造都市っていうのはいいけど、これは農村にも適応で
きるだろう。創造農村ということをやってみたいけどどう思
う ?」と聞かれまして、私はびっくりしました。「創造農村」
なんて考えてもみなかったわけです。では本格的に取り組ん
でみようということになり、文化庁の近藤誠一前長官が、「全
国あちこちで、この創造農村を広めるというワークショップ
やったらどうだ」ということでご支援いただきまして、2011
年から創造農村の取り組みも始まりました。

実は、創造都市ネットワーク日本を立ち上げるにあたって、
「創造都市田園ネットワーク」という名称にしたらどうだと
いう強い意見もございました。ただ、ユネスコも創造都市
ネットワークと言っているので、とりあえずは、日本でも創
造都市ネットワークとして、そこに創造農村も入るというと
いう理解でいきたいという形で出発しました。しかし、中身
としては、この創造農村ひついて、もっと意識しようと。第
2 回は、現在事務局を担当しておりますノオトのメンバーが
中心に活動しています篠山市、ここで行われまして、創造
農村に関する積極的な、理論的な問題提起が行われまし
た。第 3 回が木曽町で行われ、今年の第 4 回を東川町で
開催してきたところでございます。また、この中で、鶴岡市
においても創造都市政策セミナーを開催させていただきまし
て、現在、篠山市と鶴岡市が創造農村を代表して、幹事市
として参画いただいているということでございます。こうした
流れの中で、2013 年 1 月 13 日、先ほど言いましたように、
この横浜市において、ネットワーク日本が設立されたわけで
あります。

ここから、横浜の東アジア文化都市事業について、話を
してみたいわけでありますが、この約 10 年にわたる、日本
における創造都市の流れの中で、横浜市は創造都市施策
の第 2 ステップとして、東アジア文化都市事業の展開を位
置付けるという考え方を採って積極的に、この事業に取り
組まれたというところが特徴だと思います。大体、われわ
れは、10 年というのを一つの区切りにして考えるわけであ
りますが、2004 年から始まった横浜の創造都市づくりが
2014 年から第 2 ステップを迎えるということで、東アジア
をにらんだネットワーク作りに関して積極的に交流し、日本
の創造都市ネットワークの方向性を示すというような意気
込みが、ここに感じられるように思いました。

私も、この実行委員会に加わりまして、泉州と光州に出
掛けたのですが、この横浜市が取り組んだ事業を簡単にご
紹介しておきます。事業のコンセプトとして 3 つの柱を立て

ておりまして、1 つが先駆性、開放性、これは横浜の気風
です。港町横浜の気風。それから、中国、韓国をはじめと
する東アジアや国内他都市との交流、共同。そして、地域
の振興、経済効果。この 3 つの柱をバランス良く展開しよ
うという考え方、これを 3 色で、スカイブルー、コーラル
ピンク、シルバーグレーで示すようなロゴを作っております。
そして、この広報親善大使として、でんぱ組 .inc の女性た
ちが指名され、オープニングで、中国の泉州市の交流事業
で舞台に登壇されましたが、中国の若い人たちは、一気に
盛り上がりました。今、日本のカルチャー文化の最先端の
力というのは、凄いですね。この東アジア文化都市事業に
総力を挙げて、事業展開をされてきました。メイン企画は、
横浜トリエンナーレということで、これは皆さんがたも、開
催期間中ですのでご覧いただけると思いますが、森村泰昌
さんの、メッセージ性のあるアートの展開、特に大阪から
釜ヶ崎の芸術大学というものを招致いただいて、釜ヶ崎の
おっちゃんたちが作り出す芸術作品、これが横浜美術館の
メインのスペースに展開しております。そういった作品も含
めて現代アートというものは、社会問題というものにどのよ
うに向き合うかということが本当によく分かるような企画が
されていると思います。

さらに横浜の事業は、林市長になられましてから、トリエ
ンナーレだけではなくて、ダンス・ダンス・ダンスとか、あ
るいは音祭りだとか、ダンスや音楽というジャンルを広げて
きて、よりその大衆性を高めてきたというところも特徴かと
思います。つまり、横浜は市民を巻き込んだ大きな胸にな
るような事業展開をする中で、東アジア文化都市事業を迎
えているということが、私どもは非常に参考になるなと思い
ます。

こういった中で、これから、私どもは、その東アジア文
化都市事業を通じて一体どういう方向に事業の展開あるい
は、その意義を見いだしていくのかということを考えてみた
いわけでありますが、例えば作家の村上春樹さんが 2012
年に『朝日新聞』に書かれた、大変深みのあるメッセージ
がありました。少し読ませていただきますと、『この 20 年
ばかりの東アジア地域における、最も喜ばしい達成の 1 つ
は、そこに固有の文化圏が形成されてきたことだ。そのよ
うな状況がもたらされた大きな原因として、中国や韓国や
台湾の目覚ましい経済的発展が挙げられるだろう。各国の
経済システムは、より強く確立されることにより、文化の等
価的交換が可能になり、多くの文化的成果、知的財産が
国境を越えて行き来するようになる。この東アジア文化圏
は、豊かな安定したマーケットとして着実に成果を上げつつ
ある。文化の交換は、われわれがたとえ話す言葉が違って
も、基本的には感情や感動を共有し合える人間同士なのだ
ということを、1 つの重要な目的にしている。それは、いわ
ば、国境を越えて魂が行き来する道筋なのだ』と言ってお
られまして、東アジアにおける固有の文化圏、東アジア文
化圏というものが、今後、私どものこの歴史問題とか領土
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問題を乗り越えていくときの大きな土壌といいましょうか。
そういう共通の感情、感動、これをより強く強固なものにし
ていくということが、この地域の平和と安定をもたらすに違
いない。そのための事業が東アジア文化都市事業であると
言ってもいいかもしれません。今や、国ができなくても、都
市が率先して、そういった歴史的に意義のある仕事をやっ
ていくという時代が来たのだろうと思っております。

さて、これまで申し上げてきたことを、まとめてみますと、
以下五つぐらい挙げられるのではないかと思います。東ア
ジア文化都市事業の成果と課題、これは、まだ、1 年目が
終わる直前ですので、あまり成果ということを言っちゃいけ
ないのですけれど、第 1 が現下の複雑で困難な政治的環
境の中で、3 都市の市長および市民、関係者による献身的
な努力の中で、初年度にふさわしい文化交流の実績が上
がり、相互信頼の基盤が確立したと思われます。第 2 は、
都市間の文化交流の広がりと深まりが、東アジアの平和と
持続的発展にとって不可欠な要素であることが確認された
と思います。第 3 は、そのような中で、実は中国と韓国の
都市は私どもより大変積極的な姿勢で取り組んでおります。
例えば韓国の光州広域市は、20 年間の計画を国が持っ
て、東アジアのみならずアジア全域の文化的ハブ都市にな
ると、こういう壮大なる計画を持って、初年度の東アジア
文化都市事業を進めているわけです。そして、来年の初め
には、光州事件の現場となった、かつての県庁舎跡が巨大
なアートセンターとして生まれ変わって、ここをアジア全域
の文化ハブにしていく。場合によれば、東アジア文化都市
事業の継続的な事務局を担ってもいいというぐらいの強い
意気込みを示しておられます。一方、中国は、当初は東ア
ジア文化都市事業というのは、欧州文化首都のように各国
が毎年やるのでなく、何年かおきに事業展開する。例えば、
今年横浜がやりましたら、3 年後に日本の都市が事業を展
開するというタイプのものを想定していたのですが、中国は
たくさんの都市があるから、そんなことしていたら回ってこ
ないから、毎年やりたいといわれました。韓国も、もちろん
オーケーだ毎年やりましょうということになって毎年 3 都市
ずつが交流していって、これまで参加した都市の大きなネッ
トワークを作れないかというようなことを言われていました。
私もそうした会議に臨席しておりましたけれど、日本側のほ
うはちょっと受け身でございまして、「そうはいっても、来年
の予算決まってないので、簡単にオッケーはできない」とい
うような内情もございました。しかし、流れは大変強うござ
います。中国、韓国は、国を挙げて文化産業、創造産業、
創造都市を進めるという強い意気込みを持っていますので、
私どもは、これをしのぐ大きな展望を持って展開していく必
要があるとあらためて思っております。従って、第 4 が、ユ
ネスコの創造都市ネットワークは全世界レベルのものでござ
います。そして、国内のネットワークは、わが創造都市ネッ
トワーク日本がございますが、これらと連携していきながら、
アジアレベルでの創造都市ネットワークを展望するというこ

とが極めて重要になってきております。第 5 に、こうした展
開は、差し当たって 2020 年の東京オリンピック・パラリン
ピックにおける文化プログラムを全国展開する。東京だけ
が元気になるのでは困るわけで、この文化プログラムの全
国的展開を創造都市ネットワーク日本が担う、その中心に
なる。そして日本全体をクリエイティブにする。併せて、こ
の東アジア文化都市事業を CCNJとしても、連携しながら
強めていくという重層的な視点を持って進めていく段階に来
ていて、この流れは大変に速いし、恐らく、もっと強まって
くるのだろうと思います。

そういった意味で、私どもは、国内の創造都市ネットワー
クを持っている。いまのところは中国、韓国にはないわけ
です。まだ、都市がバラバラに競争している。われわれは、
お互い連携して、情報を共有しながら取り組んでいる、こ
の強みを、さらに発揮をしていきたいなと考えておりまして、
将来やっぱりアジアにおける創造産業のネットワークという
ものが、先ほどの村上春樹さんが言われたように、東アジ
アからアジア全域の文化圏に広がっていったときに、さらに
大きな、うねりになってくると、このように思う次第でござ
います。

これから、第 2 部では、各都市の市長さんによるディスカッ
ションがございますが、ぜひ、これからの方向について、積
極的なご提言をいただければありがたいと思う次第です。ど
うも、今日は、ありがとうございます。

テーマⅠ 文化景観や資産を生かした創造都市、創造農村
の発信とCCNJの役割
榎本政規鶴岡市長、山野之義金沢市長、酒井隆明篠山市
長、仲川げん奈良市長
進行／三菱 UFJリサーチ & コンサルティング 太下義之氏
コメンテーター／東京藝術大学 熊倉純子氏

太下氏 : それでは、最初のテーマを始めていきたいと思い
ます。最初のテーマは、文化景観や資産を生かした創造都
市、創造農村の発信と CCNJ—Creative City Network 
of Japan の役割と、ちょっと長いタイトルになっておりま
すけれど、登壇していただいている四都市の市長さんの顔
触れを眺めますと、各市とも歴史的、文化的な伝統がある
都市ばかりです。そういった歴史的な文化的な資産を生か
して、今どういう取組をしようとしているのか。それが、さ
らに、このネットワークの中で、どういうふうに活性化され
ていこうとしているのか。また、これからのタイミングとして、
2020 年に東京オリンピックが開催されますけれど、これに
合わせて行われるであろう文化プログラムの中で、これらの
地域資産がどう生きていくのか、こういったことをテーマに
しながら、お話をいただきたいと思っています。

皆さんのお手元に、この創造都市ネットワーク日本の自
治体サミットというパンフレットがあるかと思います。この中
に、各都市のご紹介もありますけれど、これを読んでおいて



103

添付資料 創造都市ネットワーク日本 自治体サミット

と言うだけでは味気ないと思いますので、最初に、せっかく
今日ご参集いただいた 4 都市の市長さんに、ここに書いて
いることを踏まえながら、各都市の現状、それに対する創
造都市政策のお取り組みの紹介を、この席の並びの順番で
お伺いしたいと思っています。最初は、鶴岡市の榎本市長
に食文化創造都市の取り組みについて、お話しいただけれ
ばと思います。よろしくお願いします。

榎本鶴岡市長 : ありがとうございます。山形県鶴岡市の市
長を務めております榎本政規といいます。鶴岡市といって
も、皆さん、ご存じないかもしれません。日本海側に接する、
13 万 5000 の人口ですけれど、行政面積だけは 13011
キロ平方、市レベルでは全国 7 番目の行政面積を持ってい
ます。地形的には、霊峰月山、出羽三山。そして、それか
ら流れる赤川、そして穀倉地帯で有名な庄内平野と日本海
という。基幹産業が農業でありますけれども、そういう観
点からすれば、日本で一番原風景が残っておるといわれて
おります。毎年、日本には台風が襲来するわけであります。
私どもの地域は、ぐるっと山に囲まれ、そして日本海に面し
ている関係から、私どもに台風が来るときには、もう既に
温帯低気圧になっております。そして、春夏秋冬、四季が
一番はっきり残っている所と言われております。そんな関係
で私ども鶴岡、食文化で、これからいろんな形で世界の皆
さんと一緒に手を携えて取り組んでいければと思っていると
ころであります。と申し上げるのは金沢市さんも、あるいは
京都市さんも、京野菜あるいは加賀野菜で有名ですけれど
も、私どもの所も在来野菜がいまだに、この庄内・鶴岡に
50 種類ほど、ここにしかないといわれている野菜が作られ
ております。それは農家の皆さんの種を保存する意識の高
さと共に、保存してきたものを、うまく発掘して、そして世
に出さしてくれたのが山形大学の、農学部だったじゃなかっ
たのかなと思っております。農学部の先生がたが、もう廃
れていくと思われていた種をもう一度世に出していこうとい
う形で取り組んでおられます。それらを使って地元の食材を
作り上げていきたいなと思っています。

それと共に、ご存じのとおり、西の伊勢参りといわれて
いるとおり、東の奥参りといわれている出羽三山の修験の
山がありまして、ここは、当然修験でありますので、動物性
の食物は使っておりません。精進料理といわれる山菜を中
心とした伝統的な食文化が残っております。先般、パリに
おいても、この出羽三山の精進料理を持ち込んで、フラン
ス人に対して食の PR をさせていただいたところであります。
そして、もっと変わっているのは、500 年以上経っている
国の重要文化財となっています、黒川の農民芸能の 1 つで
ありますが、ここもまた変わった食材をいまだに、保存をし
ているところであります。そんなことを通して、日本の各地
域と一緒になって、日本の食文化、和食を PR してまいり
たいと思っております。今年の 11 月には、ユネスコの創造
都市ネットワークの食文化で認定が受けられればいいとい

うことで、市民の皆さん挙げて取り組んでいるところでござ
います。どうぞ機会がありましたら、ご来客をいただければ
と思います。以上でございます。ありがとうございました。

太下氏 : 榎本市長、ご紹介ありがとうございました。私も
鶴岡は既に何十回もお伺いしておりますけども、今、ご案
内あったとおり、鶴岡市内には修験道という日本古来の宗
教の総本山である羽黒山があります。修験道というものは、
豊穣を祈るための宗教でもありますので、古来より全国か
ら鶴岡に植物の種子が持ち込まれて、そこで種子の交換が
なされたのではないかといわれています。それが、今の在
来作物の伝統につながっています。さらに、黒川集落には
500 年以上の伝統がある黒川能が継承されています、500
年以上ということで、能の初期の姿をとどめたような形で、
それを農村集落が継承しているということです。榎本市長
ご自身もおっしゃっておりましたけれど、日本の原風景を残
している、日本全体にとっても非常に貴重なエリアではない
かと思っています。そういった文化的背景のもとで、独特な
食文化が、今日にも生きているということですね。どうもあ
りがとうございます。では、続きまして、金沢市の山野市長
のほうから、ご紹介をお願いします。

山野金沢市長 : 皆さん、こんにちは。今日はこういうお時
間頂きまして、本当にありがとうございます。創造都市ネッ
トワークのことに特化したお話しさせていただければと思い
ます。恐らく、ここにいらっしゃる皆さんに、金沢市のイメー
ジと聞いたら、多くの方が、歴史、伝統、文化、学術と
いうふうにおっしゃっていただくのではないかと思いますし、
そのとおりです。その中で、色々なものがありますけれども、
金沢の個性、金沢の魅力、金沢の強みを 1 つ挙げろと言
われたら、私はやっぱり、工芸、クラフトを挙げたいと思っ
ています。そして、その工芸、クラフトに深み、奥行きを与
えるのは、食文化だというふうに強く確信をしているところ
であります。先人もその思いであったと思います。金沢美
術工芸大学という大学をお聞きになったことをある方も、た
くさんいらっしゃると思いますけども、実はこれは戦後すぐ
にできました。これは、まさに金沢の先人が金沢というまち
は工芸のまちということを強く理解をされていて、当時の市
長さんや議会の皆さん、職員の皆さん、市民の皆さんがご
理解いただいたからこそ、金沢美術工芸大学が戦後間もな
くできました。間もなく、開設 70 年になります。平成元年、
金沢市制 100 年に合わせまして、当時の市長さんがしっか
りとしたことをやろうということで行いましたのは、卯辰山
という緩やかな山に建物を造りまして卯辰山工芸工房とい
うものを設置しました。どういうものかといいますと、工芸
に関わっていらっしゃる方、中高校生とか大学生ではなく、
専門の教育を受けられた方を研修生として受け入れる。そ
こで 2 年間研修をしていただく。しかも、授業料をとるの
ではなく、月々10 万円研修費という名目でお渡ししている。
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さらに、研修生は、金沢、石川県に限るなんてことはあり
ません。全国どころか世界中から来ます。そういう方たちが
金沢でしっかり工芸を学び、多くの方が金沢、石川県に残
るのですけれども、東京や全世界へ向けて、活躍する方も
いらっしゃる。それについて、税金の無駄遣いという声を僕
は聞いたことがない。恐らくは多くの市民の皆さんは、そこ
で学んだ方が、他の所に行って、海外に行ってもそうです
けれども、金沢の卯辰山工芸工房で学んだという自負を持っ
て発信をしてくれることが、金沢の工芸の都市としてのブラ
ンドを上げていくことに繋がっている、というふうに思って
おります。

ありがたいことに、ユネスコの創造都市ネットワークにク
ラフト部門で、お認めをいただき、さらに拍車がかかりまし
た。クリエイティブ・ワルツといいまして、まさにネットワー
クを活用し、金沢から若い方が研修で他の創造都市へ行き
ました。その都市からも金沢に受け入れます。そうやって若
い方たちが相互に行き来して、そこで学ぶことによって、こ
れまで自分たちが学んできたことに、さらに、刺激を受けて
戻ってくる。また、来た方から、金沢の職人さんも、金沢
のさまざまな文化も刺激を受ける。そこで新たな化学反応
が起きて、その化学反応が文字通り付加価値を付け加える
ことによって、金沢の文化が、さらに持続可能、持続発展
的なものになっていっているのだと思っています。

さらに一歩踏み込んだことを、昨日致しました。銀座 1
丁目に、恐らくは市町村では極めて珍しいと思いますけれど
も、金沢の魅力発信拠点を構えました。これは金沢の物産
を売っていくのではありません。僕はいつも言うのですが、
営業の要諦はターゲットの明確化です。今回、新幹線が来
年 3 月 14 日に金沢に来ることもあるので、首都圏という
ターゲットを明確にしました。金沢の魅力、金沢の強みは
なにか。先ほど言いましたように、工芸、クラフト。そこに
厚み、深みを加えてくれるのが食文化。金沢の魅力発信拠
点は、工芸と食文化に特化した形でオープンを致しました。
銀座 1 丁目で、銀座の金沢という、そのままですけれども。
そのままの名称、dining gallery 銀座の金沢で調べていた
だければと思います。1 回足を運んでいただければと思いま
す。語弊があるかもしれませんけれども、ちょっと敷居を高
くしました。やっぱり金沢のブランド、金沢の本物を感じて
いただきたいという思いでやらせていただきました。

ここ CCNJ で私が期待するものは、我々も皆さんから、
いろんな刺激を受けたい。もしかしたら口幅ったい言い方で
すけれども、金沢市から多くの自治体の皆さんも刺激を受
けていただくかもしれない。そうやって、繰り返しになりま
すけれども、そこで化学反応が起きることによって、お互い
付加価値をさらに高めていくことができればと思います。以
上です。

太下氏 : 金沢山野市長、ありがとうございました。確かに、
市町村レベルではアンテナショップの開設は非常に珍しい

事例かと思います。今、議論が中断していますが、いずれ
日本が道州制に移行するとしたら、今東京にある、都道府
県のアンテナショップが要らなくなるわけです。むしろ市レ
ベルまたは地域レベルのアンテナショップがこれから必要に
なってくるのではないかと思います。今回の金沢市さんの事
例は、その先駆けになるかもしれませんね。どうもありがと
うございました。それでは続きまして、篠山市の酒井市長、
ご紹介をお願いします。

酒井篠山市長 : 皆さん、こんにちは。兵庫県の篠山市です。
篠山市と言っただけでは、なかなか全国的に通用しないで
すけれど、丹波篠山と言っていただいております。先ほど創
造都市、創造農村というお話がありましたが、私の方は小
さなまちです。人口が 4 万 5000 人ですから、創造農村の
ほうに当たると思います。中心にお城跡がありまして、周辺
に農村集落とか山とか田んぼが広がる、そういったまちで
あります。全国的に有名なのは、黒豆であります。

この創造都市への取り組みのきっかけは、丹波篠山は山
奥というイメージが強いけれども、実は大阪、神戸、京都
まで、1 時間の距離になります。今後どのようなまちづくり
をしていくかというときに、今まででしたら、都会に近づけ
る、都会と同じにしていく。こういった方向で、まちづくり
に取り組んでこられたかと思うけれども、そうではなしに、
この篠山らしい田んぼ、篠山らしい魅力を生かしたまちづく
りをやっていこうと。その魅力とは何かというのは、農業で
あり、文化であり、まち並みである。こういったときに、こ
の創造都市というネットワークのことを知りましたので、ご
指導を得まして、ここに加盟をさせていただきました。です
から、先人が築かれた、その良さを、その魅力を発揮する
まちづくりを活かして目指していこうと考えています。どのよ
うな取り組みをしているかにつきましては、1 つは農業の面
で農都宣言、農業の都・篠山市として宣言をしています。
これからの農地、農村、この農業のブランドを守っていこう。
もう 1 つは、この文化とまち並みをさらに伸ばしていこうと
いうことです。文化庁の重伝建、重要伝統的建造物の保存
地区という歴史的なまち並みが、篠山は 2 ヶ所も選定をし
ていただいておりますし、全国で年明け初めての元旦能「翁」
というものもあったり、京文化の影響を受けた、パンフレッ
トに載せておりますお祭りがあったりします。こういったも
の大事にしていく。まち並み、これも景観計画を作ったり、
土地利用計画を作ったり、広告物の規制をしたりして、こ
の良い雰囲気を常に保っていきたいと考えております。この
6 月には、これは自慢ですけれど、国から都市景観大賞も
頂きました。これを守るだけではなしに、創造性を発揮して
いくには、どうしたら良いだろうかということを検討しており
まして、取り組みを始めているのが「まちなみアートフェス
ティバル」。まち並みとアート、つまり古いまち並みの中で
現代アートを展示する、これをずっと 3 年続けてやってきて
おります。「食と器のビエンナーレ」、篠山市には丹波焼と
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いう焼き物があるのですけれど、そういった食器に丹波の
食を盛る、こういった取組。それから、古民家を、地元の
建築技術を生かして、そこに農家民宿、いろんなお店が入っ
たり、最近では、そういった取り組みを紹介していただき、
観光で来て頂く方は確実に増えてきております。ですから、
私が今、市民の皆さんにごあいさつで言っている言葉は、「世
界の皆さん、こんにちは」、それだけで明るい気持ちになる
のですが、私たちの魅力は世界的なものですよと、決して
山奥の遅れた所ではありませんよと、そういったことで地域
に誇りを持って暮らしていきたいと取り組んでいるところで
す。

太下氏 : 酒井市長、ありがとうございました。農の都と書
いて「農都」という言葉は、非常にいいネーミングですね。
篠山市の元副市長が代表をされている団体も同じ名前だっ
たと思いますけれども、非常にいい取組ではないかと思い
ます。今 TPP の議論も進められていますけれども、日本の
農業がクリエイティブな産業であり、農業に携わるというこ
とが、実は輝かしい仕事だということをもっと PR していく
必要があるかと思っていますので、そうした取組の、ある意
味で最先端をいっているのが篠山市ではないかと思います。
では、続きまして、奈良市の仲川市長のほうから、ご紹介
をお願いします。

仲川奈良市長 : ご紹介いただきました奈良市長、仲川でご
ざいます。登壇者の、もしかしたら参加者の中でも、一番
若年の 38 歳でございますけれども、奈良の市長は、今 5
年目をさせていただいております。古い町のイメージが奈良
にはあります、鹿と大仏というふうに、よく表現されますけ
れども、奈良の持っている魅力や価値というものをいかに掘
り起こしていくか、そして、また、光を浴びていくかという
中で、創造都市ネットワークの考え方に共鳴を致しまして、
参画をさせていただいております。また、2016 年の東アジ
ア文化都市事業に際しましても、国内の候補都市に先日選
定をしていただき、大変光栄であったと共に責任の重さも
実感をしているところでございます。

今、申し上げましたように、奈良といいますと、非常に
古い、特に奈良時代を中心とした価値に、どうしても注目
が集まってしまいます。もちろん、これは非常に大きな価値
がありますし、古都奈良の文化財が世界遺産登録から 16
年たっておりますけれど、これは非常に大きなものがあるの
は、間違いのない事実だと思っています。ただ、それだけ
ではないと私は思っています。1 つには、奈良には、その
文化を継承してきた、さまざまな技術や知恵、また想いと
いうものがございます。ちょうど来年から、1 年間かけまし
て、春日大社の式年造替が行われますけれども、これは伊
勢神宮、また出雲大社などでも、今注目の取り組みでござ
いますけれども、奈良の春日大社は、ほぼ 20 年に一度繰
り返してきておりまして、今回が 60 回目ということで、20

年掛ける 60 回イコール 1200 年続いている取組ですけれ
ども、やはりこれを継承するためにも、技術の継承というこ
とも非常に重要になっています。

先日、奈良で世界の文化財保護に関わる専門家の方が、
一堂に会する会合がございまして、そこで 20 年前に採択
をされた奈良文書という文書について、これからさらに、ど
う広げていくかという議論がなされました。その奈良文書と
いわれるものの、一番中心的な意味は、西洋の石の文化、
つまり古いものを古いままで残っているということに価値を
見いだすというところから、古いものを随時、人の手で、技
術で修理保存しながら継承しているという、いわゆるアジア
的な木の文化の価値というところに評価をしたというのが、
20 年前の奈良文書の大きな役割でございます。そういう意
味では、奈良の中でも、大仏様も 2 度焼け、その度に再建
をしておりますし、そのときには、為政者の大きな力だけで
はなくて、例えば、資材についても、港に『大仏行き』と
書いて置いてある資材が、その道中行く人たちが、バトンタッ
チをして、リレーをして運んで、最後、東大寺まで、1 つも
物が失われずにきちっと届いたというようなこともございま
す。つまり、多くの人たちの、恐らく、何万という人たちの
小さな力が寄せ集まって奈良の文化や歴史というのは、今
日まで継承されているのではないかと思っています。

そういう意味では、鹿と大仏に非常に焦点の当たる奈良
ですけれども、それ以外のところの価値を、いかに伝えてい
くかということが、この文化事業の中では、我々非常に重
要視しているところでございます。特に、さまざまな文物の
ルールが奈良にはあるわけですけれども、実は知られてな
いものも多くございます。今年から始めた取組で、珠光茶
会というお茶会があるけれども、これ、千利休の師匠の師
匠であります村田珠光が、奈良に縁があり、その珠光が始
めた、わび茶をしっかりと継承していこうということで、今
取り組んでおりますし、清酒発祥の地というのも、奈良の
正暦寺というお寺が、そのルーツだといわれています。ま
た、能の発祥の地というのも知られているところですけれど
も、能舞台の大きな松の絵がございますが、あの影向の松
も、今 3 代目だと思いますけども、その松のそのものが残っ
ております。また、芝居という言葉の語源も奈良の春日の
芝生の上の舞という言葉が省略をされて芝居という言葉に
なっているように、いろんな物事のルーツがあるのですが、
このルーツというところをしっかりと次の世代につなげてい
く価値にしていきたいなと思っています。

実は、私、昨日中国西安から帰ってきました。韓国の慶
州市、それから中国の西安市、そして日本の奈良市、3 市
姉妹都市でございますけれども、その 3 市の首長会談をし
た際にも、東アジアの緊張状態をどう乗り越えていくかとい
うことが大きな論点になりました。国家間のさまざまな状況
は、都度変わるけれども、地方同士の取り組み、特に文化
の取り組みには、それを乗り越える力があるということを確
認し合いました。慶州市長の言葉を借りれば、川は常に右
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に左に曲がりくねりながら、いろんな障壁にぶつかるけれど
も、最後は大きな海に繋がっていくと、そういった視点を持っ
て取り組んでいこうというお話がありました。奈良時代、思
い起こしてみれば、何もない町に新しい国づくりの礎が築か
れたわけで、特に世界各国から文化や芸能を柔軟に受け入
れた。今風に言えば、ダイバーシティーとインクルージョン、
これが国づくりの元であったと思っています。奈良市がこれ
から、新しい文化都市事業をしていく際には、この 2 つの
ダイバーシティーとインクルージョンということをしっかりと
テーマに据えながら、さらなる新しい文化の継承にチャレン
ジをしていきたいなと、そんなふうに思っております。以上
でございます。

太下氏 : 仲川市長、ありがとうございました。つい昨日、
海外からお帰りになったばかりということですけれど、西安、
慶州と奈良市という 3 つの世界遺産都市でのお話し合いの
中で、まさに政治的には緊張関係にある東アジアですけれ
ども、国と国との関係というのは難しさが伴うとしても、都
市と都市との関係というのは、それとはまた別の交流がきっ
とできると思いますので、その意味でも、『東アジア文化都
市』が非常に重要な取り組みになってくるのだと思います。
奈良市さんは、2016 年の東アジア文化都市の開催都市に
内定されていますね。今年 2014 年が横浜市ですけれども、
来年 2015 年が新潟市。2016 年が奈良市。2017 年が
京都市と、こういうふうに先々内定しております。この「東
アジア文化都市」の取組は、非常に重要な取組だと思いま
すので、ぜひ頑張っていただきたいと思っております。今、
4 都市の市長さんを一巡して各都市のお取り組みをお伺い
したところです。もう一巡ぐらいをして、今後の取り組みの
ご予定であるとか、この CCNJ の中での、ご活躍もお聞き
したいですが、その前に、コメンテーターの熊倉先生にコ
メントをいただけますでしょうか。

熊倉氏 : ありがとうございます。山野市長に伺いたいのです
けれども、先ほども市長自らおっしゃっていましたけれども、
この春、十数年ぶりに金沢を訪れまして、前に伺ったとき
と同じ町とは思えない賑わいで、まず、伝統的な保存地区
が本当に、ただまち並みが残っているだけでなく、活用さ
れて、まさにクラフトの現代的なデザインへの試みというの
が、作り手と直結して出会えるようなお店が多数ございまし
たし、何より世界中からの観光客で溢れていて、京都だっ
たら分かりますし、一部の国の外国人団体観光客の人が押
し寄せているというのは見たことがあるけれども、何か特別
に海外に向けて、観光プロモーションをしていらっしゃるの
でしょうか。また何が魅力で外国人の方々が金沢にあんな
に訪れていらっしゃるのか。また、金沢の 21 世紀美術館
も遅まきながら、初めて伺って、中学生が庭でたくさん遊ん
でいて、ショップにも詰めかけていて、びっくりしたんですが、
今のこの金沢のにぎわいに、先ほどの佐々木先生のご講演

にもありましたが、やはり 21 世紀美術館も何か役割を果
たしているんでしょうか。

山野市長 : アートが、文化が、まちを元気にするっていうと
いうことは、ここにいらっしゃる皆さんは一般論としてご理
解いただけると思いますけれども、それをすごく分かりやす
く実証したのが、間違いなく金沢 21 世紀美術館であると
強く思っています。子どもたちの話をしていただきましたけ
れども、これはやっぱり蓑豊初代館長のアイデアで、まず
は、とにかく子どもたちに 1 回美術館に足を運んでもらえ
れる仕組みを作ってくれということで、オープンしたその年
は、小学校 1 年生から 6 年生まで全小学校、美術館に招
待をいたしました。バスをチャーターして、予算が 4000
万掛かったそうです。蓑豊館長は、当時の山出市長に、「こ
れが認められなかったら、俺は辞める」と言うくらい強い
姿勢で、まずは美術館に、とにかく、分かっても分からなく
ても足を運んでもらう、美術館に足を運んだっていう実体
験が大事だということで、されました。さすがに、2 年目以
降は、予算の関係もありますので、小学校 4 年生は全員、
21 世紀美術館に足を運んでもらうという形にしました。足
を運んでいただいた方、お分かりになるかと思いますけど、
普通、美術館とか博物館は、静寂な中で鎮座まします美術
館、博物館が一般的だと思いますけれども、21 世紀美術
館の、いわゆるフリーゾーンは、子どもたちが走っても平気
なんです。走っても、誰も怒らない。僕は、ちょっと知的な
遊園地という表現で、よく言っていますけれども、そのちょっ
と知的な遊園地のあるおかげで、若いお父さんやお母さん
が子どもたちを連れて、美術館に行く。何をするっていうわ
けではなくて、美術館に来るようになってきますし、そうい
う方たちが近隣でお買い物もしてくれるようになりました。
噂が噂を呼ぶという大変典型的なパターンでして、1 年目
に無料ゾーン含めて 100 万人の方が来てくれました。新聞
やテレビで大きく、大げさに言えば世界中の新聞やテレビ、
雑誌で、美術館冬の時代といわれているこの時代に 1 年目
から 100 万人来たということが大きく報道された。大きく
報道された、じゃあ行ってみようかなということで、さらに
たくさんの方が来てくれました。また、蓑館長から引き継い
だ秋元館長もその期待に応えるべく、学芸員の皆さんもア
イデアを練りながら、さまざまな企画をすることによって、
今でもたくさんの方が来てくれていますし、間違いなくまち
が元気になったと思っています。21 世紀美術館の力は大
変大きいと思っています。ただ、我々は、21 世紀美術館だ
けに、あぐらをかいているわけにはいきません。

先ほどから同じ表現で言っていますけれども、やはり 21
世紀美術館も、我々金沢というまち自体も常に刺激を受け
なければいけませんから、おっしゃっていただいたように世
界に向けて情報を発信するよう意識しています。いろんな雑
誌で記事にしていただいたら、金沢市は東京に事務所があ
りますから、可能な限りその出版社にお礼に行くように言っ
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ています。特集を組んでいただいた出版社には、僕が東京
へ来た際に直接お礼に行って新たな売り込みをすることに
よって、さらに扱ってもらうようにしていますし、海外から
著明な雑誌の編集の方をご招待し、取材をしていただいて
扱ってもらうようにもしています。これが、ここ数年間、少
しずつ形になってきているのではないかなと思いますし、引
き続き、していかなくてはならないと思っていますし、銀座
の金沢で新たに、魅力を発信していければと思います。

太下氏 : それでは、引き続きまして、お集まりいただいた 4
都市の市長の皆さんに、今までの各都市の取り組みとか、
各都市の文化資産の状況をお話しいただきました。そして、
今後、東アジア文化都市も毎年続きますし、2020 年には
オリンピックも開催されます。このオリンピックの文化プロ
グラムは 2016 年から始まりますし、さらにアジアを中心
とした国際交流の重要性など、今後どういう展開をお考え
なのか、といったことについて、先ほどと同じ順番で、お伺
いしてまいりたいと思います。ではまた鶴岡市の榎本市長お
願い致します。

榎本市長 : ますは、国内的には、共にユネスコの食文化に
申請をしております、お隣の新潟県新潟市さんと同じ思い
を持つ都市として連携をとっていきたいと思っています。と
申し上げますのも、農林水産業であったり、あるいは酒づく
りであったり、同じような基盤を持っております。また、羽
越本線を通して、新潟さんから見ると、私ども小さな都市
ですけれども、きらきら羽越観光圏ということで、常にご指
導いただいているところでありますので、今後とも一緒になっ
て取り組めればと思います。また、来年の 10 月に開催さ
れますミラノ万博には、新潟市さんと一緒になりまして出店
をし、日本の食文化を PR していきたいなと思っております。
また、本日同じように、このステージに上がっております兵
庫県の篠山市さんには、歴史まちづくりの観点から、一般
社団法人のノオトの金野さんにご指導をいただいています。
指導いただいているのは、明治大正時代、養蚕で一大産地
になったことがあります、松ヶ岡地域です。そこの産出群を
何とか、これから、歴史遺産あるいはまちづくりとして取り
組んでいるところであります。とりわけ、私どもの市は、養蚕、
生糸、精錬、染色、捺染の五つの工程がいまだに残ってい
る全国でも唯一の所になっておりますので、全国の絹に関
わる地域の皆さんとシルクサミットっていうことで、絹をもう
一度細々でも取り組んでいければと思っているところであり
ます。

また、我々は食文化でありますので、東アジアのことを考
えれば、今年度のユネスコの世界のネットワークの会議が
開かれた中国の成都市、そして韓国の清州市と併せて、東
アジアの中で食文化を通して連携を取っていければと思っ
ております。もちろん、食文化以外でも、鶴岡は歴史小説
家の藤沢周平先生の誕生の地でありますし、皆さんご覧に

なったかもしれませんけれども、『おくりびと』が撮影され
た地としても、いまだに野外スタジオを持っておりますので、
そんなことを通しながら、食文化以外の地域の皆さんとも、
この CCNJ を通して、ぜひ、連携を取りながら、共に高め
合ってまいりたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願
い致します。以上です。

太下氏 : ありがとうございました。今、新潟市さんとの連携
のお話ありました。鶴岡市さんと新潟市さんは同じ CCNJ
のネットワークのメンバーになりますが、共に、今ユネス
コの創造都市ネットワークの食文化都市の分野で申請中で
す。両都市揃って同時認定されと良いと思います。世界的
に見て、食文化都市が比較的近接して 2 カ所ある所は他に
はないのですね。もし認定されると、食という魅力あるコン
テンツで、相当なインバウンド観光の需要が引き出せるので
はないでないかと思っています。そういう意味でも、来年の
10 月のミラノ万博で 2 都市が共同出展する。極めて変わっ
た形の出展形態だと思いますけれども、いい PR の機会に
なるのかなと私は思っております。ありがとうございました。
続きまして、金沢市の山野市長のほうから、今後の展望の
お話をお願い致します。

山野市長 : さっき長く喋ったので、箇条書きで幾つか申し上
げたいと思います。まず、先ほどお話しした 21 世紀美術館、
今年で 10 周年を迎えました。10 周年にあたりまして秋元
館長が明確におっしゃったことは、中国、韓国、台湾と共
同で展覧会を行っていきたい。10 周年を迎えて、これから
の 1 つの大きな目標にしていきたいとおっしゃられました。
まさに、今日のテーマにぴったりな考え方だと思っています
し、全面的にバックアップをしながら、21 世紀美術館を核
にしながら、東アジアの文化のハブになると言ったら、少し
生意気かもしれませんけれども、そのために、しっかりとやっ
ていきたいと思っています。

2 つ目、長官が 6 月に石川県にお越しいただきまして、
ご講演をいただきました。そのときに、2020 年には、石
川県と富山県で工芸サミットをとおっしゃっていただきまし
た。私も、大変嬉しく感じましたし、知事も全く同じ思いだ
と思っています。金沢市と致しましても、石川県とも連携を
し、富山県とも連携をし、文化庁のご支持をいただきなが
ら、2020 年の工芸サミットを、しっかりと取り組んでいき
たいと思いますし、その前にプレ大会なり、いろんなものが
必要になってくると思いますので、そのことにつきましても、
連携をしながら対応していくことによって、あらためて、工
芸のクラフトの金沢ということを、しっかりと世界に発信を
していければと思っています。

3 つ目は、これも先ほど、クリエイティブ・ワルツ、人材
を育てていく付加装置として卯辰山工芸工房のお話をしま
した。できたのは、平成元年でしたけども、実は 30 周年
に向けて、リニューアルを考えようとしています。コンセプト
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はもう明確です。明確に決めています。そこで学んだ方たち
が、世界で活躍する。世界に発信できる人材を育てていき
たい。世界中から多くの優秀な人材を引き付けることがで
きるような付加装置を作っていきたいという、その思いで、
30 周年にはリニューアルオープンにこぎ着けたいと思ってい
ます。そこが間違いなく新しい、これも少し生意気な表現
かもしれませんけれども、日本の世界の工芸作家、アーティ
ストの付加の装置になっていけばという心意気で取り組んで
いければと思っています。

もう 1 つは、これもしつこいのですけれども、昨日オー
プンしました銀座の金沢から、首都圏だけではなくて首都
圏から世界中に金沢の魅力を発信していけるように、さら
に磨きをかけていきたいと思っています。文化庁で文化芸
術立国中期プランを作っていただきましたので、我 と々しま
しては、それをしっかりと受けて、連携をしていきながら、
2020 年のオリンピック、パラリンピックに向けて、しっかり
とした文化プログラムを作っていければと考えています。以
上です。

太下氏 : ありがとうございました。実は日本人が思っている
ほど、きれいな絵皿というものは海外では売れないらしいで
すね。それは理由があって、やっぱり食文化の違いで、西
洋では基本的にソースを使った料理が多いので、食べた後
はお皿が汚くなる。だから、皿はすぐ片付けるものという
文化なのですね。日本は、あっさりとした調理が主ですか
ら、食べた後も、お皿を愛でるという深い文化が育まれた
のですね。皿という文化を欧米に持っていく上でも、もっと
深い文化の浸透から持っていかないと、なかなか、いけな
いのかなと思っています。一方で、2020 年に向けてビジッ
ト・ジャパン・キャンペーンで、海外からの観光客が現状
の 1000 万人から倍の 2000 万人にするということですか
ら、日本でそういう独自の文化を味わっていただけると、もっ
と、海外への方のイメージも変わっていくのかと思っており
ます。それでは、続きまして、篠山市の酒井市長、今後の
展望、お願い致します。

酒井市長 : この創造都市ネットワークに入って、大変良かっ
たと思っております。このように国内のそうそうたるまちの
皆さんと一緒にさせていただけるということ。それから、私
のほうも、この 3 月にユネスコの登録申請をしています。世
界のいろんなまちと一緒にやっていけるというのは、大きな
誇りと思っています。ただ、課題は、市民の皆さんに、こういっ
た取り組みが理解されているかというと、なかなか創造都
市、創造農村といいましても、なんのことか分からない、パッ
と聞いて分かりません。ですから、私は、そうぞうしい都市だ、
やかましいということで、明るく元気な農村だと、言っている。
こういった理解を深めることが大切です。

それから、私たちのように小さな都市、そういった所の
自治体の共通の悩みは、やはり人口が減っていっていると

いうこと。将来、消滅するかもしれないというようなことが
言われる中、これから、どのように、このまちを維持してい
くかということですけれども、私はこういった取り組みが、
これから、どんどん都市に集中するのではなしに、魅力ある
市に、みんなが住みたいという、大きな何かきっかけにな
るんじゃないかということで期待をして進めたいと思ってい
るところです。やはり、農業、文化、建築技能と、こういい
ましても、それが直ちに、皆さんがそれによって生活してい
けることと結び付けられるかというと、全体的には、なかな
か難しいとこがありますので、今日のご講演に創造産業、こ
ういったお話がありましたけれども、いかに結び付けていけ
るかというのが、私のほうの今後との課題だと思っておりま
す。そういったところへ取り組んでいきたいと思っています。
以上です。

太下氏 : 確かに、クリエイティブ産業というのも大事な要素
になってくるのだと思います。クリエイティブな産業によっ
て、地域が輝くわけです。そのことによって、都市や地域も
持続可能性が増していくと、こういう、いい循環ができれば
いいと思っています。ぜひ、篠山市さんはじめ、このネット
ワークに入ってらっしゃる自治体のみなさんが、お手本とい
うとおこがましいですけど、そういう姿勢を示していくことで、
日本全体が盛り上がっていく、そういうようなムーブメント
になればいいかと思っております。それでは、お待たせしま
した。奈良市の仲川市長、今後の展望のご紹介をお願い致
します。

仲川市長 : 私は 2 つあります。1 つは、世界の中の奈良、
もしくは世界の中の日本ということを強く意識をした取り組
みをしていきたいと思っています。日本は島国っていうふう
に、よく言われますけれども、例えば分かり易くいいますと、
今、奈良は外国人の観光客が非常に増えています。その話
だけを聞いていますと、日本だけが観光がはやっているよう
に見えるけれども、実は、例えば中国人の観光客であれば、
韓国の伸び率のほうが圧倒的に多いわけです。日本の事情
だけ、日本の状況だけを見て、「いやあ、最近こうだ」って
いうふうな理解をしがちですけれども、世界の中で日本が、
今どういう状況にあるのかという立ち位置、ドメインという
のをしっかり認識をして、取り組みをしていく必要があるの
かなと思っています。文化のところで、その話を少し繋げて
申しあげれば、例えば奈良の中もそうですし、日本の中に
は、アジアやシルクロード、各国のいろんな文化・文明が
溶け込んで、もう既に内在しているという状況があります。
これが非常に文化的にも価値のあるものだと思います。現
地の国、オリジナルの国には、既にもう消滅してしまったよ
うな文化や芸能、そういったものが、多分に日本の中には
残されている。これをわが国としての、大きな価値として、
もっと活用していくべきではないかと思っています。ちょうど
2020 年にオリンピックございますけれども、2016 年はス
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ポーツ文化ダボス。世界中の文化人、スポーツ関係者が
一堂に日本にというようなことを政府もおっしゃっておりま
すので、そういう動きとも連携をしながら、対日本文化の
価値というだけにとどまらずに、世界の中で、どういう立ち
位置を持っているかということを意識して、特に奈良として
は、取り組みをしていきたいと思っています。

もう 1 つは、地方発ということの重要性だと思っています。
今回の東アジア文化都市事業は、これは文化庁さんの取り
組みで、国家プロジェクトという非常に大きな位置付けに
なっております。一方で奈良市をはじめ、候補に手を挙げ
ているのは、地方の自治体。この地方の発意、地方の創意
工夫というところで、この東アジア文化都市事業が広く展開
されていくということに、私は大きな可能性があると思って
います。国や学識の方がお墨付きを与えるという形の文化
の認証ということではなくて、今までになかったものも含め
て、新しいものを共に作っていこうという地方の取り組み、
それから、その地方同士のネットワーク、こういったものが
新しい切り口を切り開いていくチャンスになるのではないか
なと思っております。以上です。

太下氏 : 仲川市長、ありがとうございました。今、正倉院
のお話がありましたけど、これは非常に象徴的ですよね。あ
る意味、アジア全体の文化のアーカイブが、あの正倉院に
あるということではないかと思います。今、文化庁のほうで
もアーカイブの重要性というのは非常に議論されているとこ
ろですし、日本のナショナルアーカイブみたいなものも必要
じゃないかという議論がありますけども、ぜひ、2020 年に
向けての期間に、そういったアーカイブという文化を継承す
るという、そういったセンターも併せて整備されたらいいな
と思います。最後に総括的なコメントを、熊倉さんのほうか
ら何かございますか。

熊倉氏 : 首長さんが並ばれて、こんなに深い文化の話がで
きる日が、私の目の黒いうちに来るなんて、感慨無量でご
ざいます。本当につい一昔前は、あまり首長さんは文化の
ことは語りたがらない、非常にステレオタイプな文化観を
述べられることが多かったのですが、やはりそれだけ地域の
資源をどう掘り起こすかというときに、文化という視点はや
はり、大事だなというふうに感じました。1 つだけ 1 回目の
1 巡目のときに、仲川市長がおっしゃいましたが、名もなき
人々の参画ということが成功には非常に重要ではないかと
思っております。太下さんとも、ご一緒させていただいてお
りますが、文化庁の文化審議会、文化政策部会のほうで、
先週の部会で萩市長がお見えになられて、日光江戸村の営
業も受けたけれども、あれにくみしなくて良かったと。なか
なかまち並み保存ということで、市民コンセンサスを得てい
くのは当初、非常に難しかった。しかしながら、自らの手
で行うことが、非常に意義があったと思うというふうにおっ
しゃっていたのが印象的でした。

最後に1つ本の宣伝させていただいてもいいですか。『「地
元」の文化力』というので、これはサントリー文化財団さ
んが、もう何十年も前から、サントリー地域文化賞という
賞を出していらっしゃいます。その文化財団の研究会へ私
も参加させていただいて、そのサントリー地域文化賞を受
賞するようなユニークな文化活動がある町が、果たしてIター
ンや U ターンへ何か関係があるのかということで、私は参
加させていただいております茨城県取手市のことを書いてい
るのですが、私の文はともかく、この文化が人々の地域へ
のロイヤリティーに関係があるかもしれないという初めての
社会学的な統計調査が、最後の章で大阪大学の吉川先生
と、その研究室によって行われていて、非常に示唆に富む
研究だと思いますのでこちらにいらっしゃる方々にも、「文
化だ」と言うときに一つの武器になればと思って、ご紹介さ
せていただきました。

太下氏 : ありがとうございました。そうこうしているうちに予
定の時間が過ぎておりました。控室で打ち合わせのときは、
そんなに喋ることあるかなとかおっしゃっていた首長さんも
いたのですけれど、やっぱり政治家の方は喋りだすと、止
まらないところもありまして、すっかり予定の時間をオーバー
しましたが、これで第 1 セッションのほうは、終わりにさせ
ていただきたいと思います。皆さん、どうもご清聴ありがと
うございました。

テーマⅡ  現代の文化芸術の国際発信
上田文雄札幌市長、関口芳史十日町市長、門川大作京都
市長、林文子横浜市長
進行／東京藝術大学 熊倉純子氏
コメンテーター／三菱 UFJリサーチ & コンサルティング 太
下義之氏

熊倉氏 : それでは、サブテーマ 2、現在の文化芸術の国際
発信ということで、お集まりいただきました。こちらのセッショ
ンでは、ぜひオリンピック、パラリンピックについての期待
なども、後ほど伺ってまいりたいと思います。基調講演をな
さった佐々木先生は、いつも日本の創造都市に非常に重要
な案件として、コンテンポラリーアートという要素を挙げて
いらっしゃいます。今回こちらにお越しいただきました自治
体では、それぞれ大型の現代芸術祭を開催するという共通
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点がございます。既に何度も開催されている、あるいは今
年初めて開催、来春に開催ご予定のところもございます。ど
れも億というお金が掛かっている大規模なもので、何だか
急に現代アートが盛んな国になったような気がして、現代
アートファンも非常に増えました。1990 年代には、まだ「難
解な」という枕言葉ついていた現代美術ですけれど、十日
町市を中心とする越後妻有アートトリエンナーレに毎回 30
万から 40 万の人々が押し寄せる。どこの都市も、あるいは
どこの地域もアートプロジェクトをやらなくちゃと、さまざま
な形のアートプロジェクトが、さまざまな形で行われていま
す。現代美術の大衆化が進んでいるとはいえ、大型の芸術
祭を開催するというのは、首長さんとしては、結構大きなご
決断ではないかと思うんですけれども、まずは、その辺りか
ら、皆さんに伺っていこうかと思います。上田市長、1 回目、
素晴らしい展覧会でした。でも、札幌の若いスタッフの方々
は、「いやいや、札幌では、まだこういうのなじみがなくて」
とおっしゃっていましたが、市民の反応などいかがでしたか。

上田札幌市長 : 実行委員会のスタッフたちの反省会を、今
しっかり進めているところです。一番大事なのは、市民が
何を感じるかということです。アートはアーティスト芸術家、
あるいはクリエーターのためにあるわけじゃなくて、その表
現の対象が、どのように感じ、何を持ち帰ったか、そして、
それを内省化して、どう自分の生き方に反映することができ
るのかできないのか、そこら辺が一番大事なところだと私は
思っております。特に行政が、これをやるというからには、
そのことが検証されなければ、うまくいったのか、そうでな
かったのかというようなことも、成否というものは付けられ
ないだろうというふうには思っております。私ども、第 1 回
目で、かつ、先ほどおっしゃいましたように、難解な現代アー
トというイメージが非常に強い分野について取り組もうとし
たわけでありますので、初めは 30 万人ぐらいという想定を
して始めたところでありますが、数こそ 48 万人近くになり、
予想に反して多くの方々においでいただいている。そして、
表層的なアンケートでありますけれども、ほとんど 4 分の 3
ぐらいの方々は、とても良かった、良かった、また来たいと
いうふうに言っていただいております。その、良かった、そ
うじゃなかったという、その内容が、これからいろいろな方々
を通じまして、もっと深い感想を頂戴しながら取り組みもさ
らに進めていきたいと思っております。

札幌は、なぜこれを始めたのかということを少しお話をさ
せていただいていいですか。創造都市さっぽろという宣言を
2006 年に致しました。そして、2009 年に、この創造都
市さっぽろを推進するために、どんなことをするのか、いう
ようなことで、まだ、この芸術祭も一つの課題ということで、
取り組みを始めたところでありまして。2014 年、今年にそ
れが成立したというわけであります。創造都市という言葉も
分かりにくい、と先ほどの酒井市長はそうぞうしいものだぞ
と、とにかく賑やかになるものだ、というようなお話だった

と思いますが、そういう側面もあると思います。私どもの札
幌、私たちが心の支えにしているのは何なのか。非常に自
然条件の厳しい北海道という所で、145 年生活をしてきて、
大都市を建設してきた。その札幌人が、あるいは、北海道
人の精神的な基調って何なのかと考えたときに、それを一
つ誇りに思えるのは、Boys, be ambitious という開拓者
精神であったり、あるいは、1972 年、今日のテーマでも
ありますけれども、冬季オリンピックがアジアで初めて開か
れたのは札幌だと。それを成功させることができたという市
民の誇り。こういったものが札幌人、北海道人の、冬を耐え、
そして、そこから新しいものを作っていくっていうことに挑戦
できる人間として、われわれ居るんだという思いではなかっ
たかなと思います。ただ、クラークさんが札幌から去られて
百四十何年、さらには冬季オリンピックが 1972 年ですか
ら、もう四十何年経過をしております。直接体験した人が、
だんだん少なくなってくるという状況の中で、われわれの精
神的な誇りだとか帰属意識だとか連帯感だとか、それを何
か持ってくるのは、新たに作らなきゃいけないのではないか
と思っております。

それと、もう一つは、まちづくりにおける市民自治ですね。
行政から何かやってもらう。あるいは、税金さえ納めていれ
ば、何でもやってくれるはずだということではもう済まない
少子高齢社会が到来しているわけであります。そこにおいて、
やっぱり横の連帯だとか、帰属意識だとか、そういうことっ
ていうのは、ものすごく大事なまちづくりの要素になってま
いります。それと市民自治システムを入れますと、自分のこ
とは自分でやる。そして、それをいかに快適にするか。そ
して、そのことが、何の苦にもならない、楽しくやれる。そ
れは、創造的に物を考える。そういう習慣を私たちは付け
ていかないといけない、というような思いと重ね合わせまし
て、創造都市ということが、市民一人一人が創意工夫に満
ちた生活をし、産業を興し、そして文化を起こす。そういう
主体になっているんだという思いで、今、創造都市というも
のを作り上げていこうとしています。それの発展形式として、
我々が実践していることが、独りよがりのものではないと時々
チェックを入れる。それは国際性との比較、他都市との連携、
こういったことです。そんな意味で国際芸術祭に初めて取り
組みましたけれども、世界的な評価を受けておられる方々
の表現の方法、あるいは、物事の視点、こういったものが
展開される国際芸術祭を札幌でやれたということ、それを
観賞する機会を得たことは、地元の芸術家にとっても、わ
れわれの札幌市にとっても、とてもいいチャンスであったし、
また、こうして、創造都市ネットワーク日本の皆さん方と一
緒に、物を考えることができるチャンスを頂けたということ
も、大変嬉しく思っております。

熊倉氏 : ありがとうございました。十日町市の関口市長、「大
地の芸術祭」は火付け役といいますか、老舗といいますか、
しかし、最初の頃は、訳分かんないなっていう感じだった
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んじゃないかと思いますけれども、12 年ぐらいを振り返っ
ていかがでしょうか。

関口十日町市長 : 新潟県十日町市の市長の関口でございま
す。今ほど、お話を頂戴したわけですけど、2000 年から
越後妻有、大地の芸術祭を始めております。ただ、そのと
きは、多分新潟県の合併推進のための地域おこしの一つの
施策だったんだと思うんです。新潟県内で幾つかのエリアに、
やらないかと声が掛かったと伺っています。ところが、幾つ
か手は挙がったのだけれども、形になったのは、越後妻有
だけということでありました。2000 年に第 1 回展をやりま
して、その当時は、将来合併構想が県のほうで決まってい
たモデルの 6 市町村が一緒になって、同じチャレンジをしよ
うと。そういう中で、仲良くなって、うまく合併しようという
ことだったと思います。結果は、五つオッケーで、一つ脱落
しまして、今、十日町市と津南町と 1 市 1 町で越後妻有を
やらせていただいております。東京 23 区よりも広いエリア
の中に、300 ほどの作品が点在しているということでござい
ます。私も実際回りますし、友人やお客さまなどを、ご案
内するわけですが、子どもなどを連れていきますと、本当に
もう疲れたと、まいったと、暑いと、そんなことを、よく伺
うんですけども、その作品に行くまでの所で何か発見しても
らったら、嬉しいなと、いつも思っています。越後妻有には、
星峠の棚田ですとか、非常に農業と格闘した歴史的な、ま
さに産業遺産が残っていますけど、その棚田に行き着くま
でに時間がかかるんですけども、棚田の先に、実は作品が
置いてあるんですよね。それが、やっぱり作家の狙いなんだ
と思うんですよ。訪ねてきて、この作品目当てに来てくれたら、
そこに何か面白いものが待ってますよと。もっと言えば、もっ
と見ていただきたいものが、そこにありますよといったもの
の集積が越後妻有じゃないかと思っています。

いろんな若者が、どんどん入り込んでくれています。外国
の作家さんも来られます。そして、今、100 ほどの集落が、
この越後妻有の作品展示に関わってくれていますけど、ご
案内のとおり、みんな高齢化集落なんですよね。そこのお
年寄りが、大学生の女子学生などに、「おじいちゃん、すご
い技持ってるね」とか、「意外に力強いね」とか言われなが
ら頑張って、作品制作に関わっていく中で、少しずつ自信
を付けてきた、この 12 年間ですか、もう歴史なんじゃない
かなと、こんなふうに見ております。

熊倉氏 : ありがとうございました。私、4 回目のときでした
か、十日町市の仙田保育園で、学生たちと合宿し、活動発
表をさせていただきました。下見の時から、集落のおばあ
ちゃまが「芸術祭ですか。ご苦労さまです」って言ってくだ
さって、びっくりしましたし、オープン初日に最初に私ども
の発表会場に訪れた年配の男性のお客さまは、村上市から
楽しみにいらっしゃったそうで、ちょっと話し掛けて、「これ
をやっている芸術大学の者です」って言ったら、即座に「そ

れはありがとうございます」って言われました。地域の方に
ありがとうございますって言われたのは初めてで、いつもアー
トなんか邪魔だと言われていたのに、なんという変わりよう。
また、どこの作品を訪ねても、その集落の方がニコニコと
いろいろエピソードを語ってくださって、まさに、「我が作
品」というふうにして来訪者が来るのを待ち構えている。私
は、越後妻有は、その体験が一番面白いと思っておりまして、
大型祭でありながら市民参加型に育っていて、うらやましい
なと思います。

所変わって、京都でございますが。門川市長、京都でも
現代芸術祭というのをやるんですか。京都は要らんだろうと、
みんな思っているんじゃないかと思うんですけど、なぜ、現
代芸術祭なのでしょうか。

門川京都市長 : 来年初めて、京都国際現代芸術祭という名
においてやるわけですけど。似たような芸術祭が、いろんな
所でやられていたんですね。京都の町って本当に 1000 年
を超えて文化芸術創造都市であり続けた。来年琳派 400
年ですから、400 年前の現代芸術でしょうね。文化芸術、
常に伝統を大切にしながら、新たな挑戦を繰り返してきた
まちです。それで、兼ねてから、「現代芸術祭やりたい」「や
ろう、やろう」、と、まあ大体、お酒飲んだときに盛り上が
るんですね。そして、各人しーんとしてくると。芸術系大学
でも、京都市立芸術大学から京都造形、光華、精華、嵯
峨芸、等々、五つ、六つ、もっとあるかな、こういうまちで
すから、誰が中心になるか、どういうコンセプトでするのだ。
なかなか一つのコンセプトで京都のまちが一丸となってやれ
るということが非常に難しかった。しかし、やはり、やりたい。
とりわけ、京都市立芸術大学でも、伝統的には日本画です
けども、今、世界に評価されている作家というのは、現代アー
トですね。そういうことを含めて、もう一度やろうと。こう
いうことをしていくのが、新たな挑戦していくのが、京都の
まちの本質である。横浜さん素晴らしいな、十日町さん素
晴らしいな、札幌さん素晴らしいなと思いながら、そうした
都市の先進性に学び、しっかりと横の繋がりを大事にして
やっていきたいなと思います。同時に、京都に伝わる、この
日本の伝統とか文化ということも大事にしていかなければい
けないと、このように思っております。今、棚田の話があり
ました。京都も日本の百景の一つに選ばれた棚田なんです。
意外と知られてへんですね。京都の町て、ものすごう広いん
ですわ。限界集落もいっぱい。京都は市内の 75 パーセン
トが森なんです。左京区なんか、大阪市より広い。こうい
う所ですので、意外な農家の現代アートも、山の現代アー
トもできるなと思って、皆さんと学びながら、同時に京都の
独自性も発揮して、世界に開かれた取り組みしていきたいと
思います。

熊倉氏 : 林市長、お待たせいたしました。横浜トリエンナー
レが間もなく閉幕でございますけれども、私もつい先週でし



112

添付資料 創造都市ネットワーク日本 自治体サミット

たか、拝見させていただいて。平日でしたけれども、人がた
くさん入っていまして、若い人たちでにぎわっておりました。
森村泰昌さんという日本が世界に誇るアーティストの視点か
ら、現代における芸術の神髄とは何か、社会との関わりと
は何かということを、実に端的に、非常にユニークに描き
出していて、大変見ごたえのある展覧会でした。そして、横
浜美術館の最後の展示室に、冒頭の佐々木先生のお話にも
ありました、釜ヶ崎のおっちゃんたちが書いたお習字などが
並んでいました。ジョン・ケージやマレービッチといった現
代芸術の始祖の作品から始まった展示が、釜ヶ崎のおっちゃ
んたちの表現へつながっている。果たして 21 世紀の芸術
家とは誰ぞやという大きな哲学的な問いを投げ掛けてくれ
るようなレベルの高い展覧会でした。札幌の坂本龍一さんの

「都市と自然」というテーマに真っ向から大真面目に取り
組んだ展覧会と並んで、単に現代アートの国際的スターた
ちが並ぶ大型国際芸術祭にとどまらぬ、内容の濃い展覧会
がこのような大きな規模で開催され、老若男女が楽しんで
いるのを拝見して、日本もようやく本格的に現代芸術を受
け入れる素地ができたのかと、嬉しかったのですが、いか
がでしょうか。もちろん、一般の市民のかたがたには、決し
て易しい内容ではなかったと思いますが。

林横浜市長 : ありがとうございます。今、ご紹介してくださっ
たとおりの状態が、今回の横浜トリエンナーレでございまし
た。ちょっと遡ったお話をいたしますけど、今回で横浜市は
5 回目ですので、歴史的にはかなり長いと思います。私が
2009 年に市長職に就かせていただき、最初に取り組んだ
のが、2011 年のトリエンナーレでございました。

ご承知のように、横浜市は、1859 年に開港しました。
昔の横浜市のいろいろな写真などを見ておりますと、東京
に伍するぐらい文化芸術が盛んでした。特に、伊勢佐木町
辺りには芝居小屋がたくさんありました。江戸には市村座
や中村座などの芝居小屋があったんですが、横浜市にもた
くさんございました。今は全くそういうものがありません。
これには残念ながら、関東大震災や横浜大空襲、そして、
敗戦、終戦後には接収されて、なかなか返還されない。重
要な経済拠点となるような所も接収されてしまい、返還が
遅れたというような事情がございます。ですから、横浜とい
うのは、東京に隣接しているけれど、経済的には厳しい環
境でしたので、創造都市の取り組みを、とても一生懸命やっ
てきました。

今、みなとみらい 21 地区には、非常にいろいろなビ
ルも建っておりますけど、150 年前の横浜は半農半漁の
100 戸の大変貧しい村でした。開港後、いろいろな苦難を
乗り越えて、現在は 370 万人の都市になりました。日本初
の近代水道をはじめ、まちづくりの高い技術もありますし、
思いもあります。ですから、クリエイティブ・シティというこ
とで、トリエンナーレをいち早く取り組んできたことは、非
常に意味があったと思います。

さて、先ほどご紹介いただきましたが、今回のトリエンナー
レは、私は素晴らしいと思っているんですが、やはり、かな
りの方にとっては難し過ぎて分からない。音声ガイドを聞い
ていただくと分かるんですけども、何もなくお歩きになって
いると分からないということは、確かにあると思います。

2011 年のときに、「トリエンナーレはつまらない」「何を
やってるか分からない。」「暑い。まちを歩くのが嫌になっちゃ
う」というご意見を、一部の方からいただきました。そこで、
小さいお子さんからご高齢の方まで、ワクワクするような楽
しいトリエンナーレをやりましょうということで、そういうと
ころにかなり力を入れました。その結果、2011 年の第 4
回のトリエンナーレは大変に評判が良かったんです。皆さん、
家族連れで来ていただき、過去最高のお客さまが来られた
と思います。

一方、今度の展覧会は、そういう風には言っていただけ
ない。しかし、私はオープニングの際に展示を見て、素晴
らしくて、非常に感動したんです。こういった現代アートを
通じて、世の中にはこういうふうに考えて生きている人が居
るということを知ってもらわなくちゃいけない。現代アート
は非日常的です。「えっ。こんなふうに物事を捉えるんだ」
という、発見と驚きの短い旅なわけです。

今回は、（アーティスティック・ディレクターの）森村（泰
昌）さんの最高傑作じゃないかと思えるほど、森村さんの
世界に他ならない。いわゆる玄人筋からウケている。一般
の方には、「難しいな」という方もいらっしゃいます。でも、
私は、このトリエンナーレは、そういうことでいいだろうと
思っています。ただ、行政が展開しておりますので、税金も
投入していますし、国にもご支援いただいていますから、結
果を出さなくてはいけない。入場者数もいろいろと評価され
ます。それでも、やり続けなくてはいけないと思います。

今回も、学生さんは多いです。小中学校をはじめ、修学
旅行でもおいでいただいています。当然、「わからない」「つ
まらない」と言う方もいらっしゃる。でも、あえて本格的な
展覧会を見ていただき、このトリエンナーレを物事を深く考
えるきっかけとしていただき、芸術家の素晴らしさや、こう
いう現代アートに取り組んでくれる人たちの大切さ、リスペ
クト、そういうものを 3 年に一度、感じていただきたいと思
います。

横浜市はクリエイティブ・シティということで、まちづく
りや景観を非常に重視しています。夜景の美しさもプライ
ドにしています。今、スマートイルミネーションをやってお
りまして、船からご覧になると、非常に美しいと思います。
一方、「夜景が美しくても、人は繰り返し来てくれない。心
を動かすものは何だろう。それは、ワクワクして楽しいもの
だ。」ということで、私は、横浜芸術アクション事業という
ものを起こしました。来年は「Dance Dance Dance @ 
YOKOHAMA」というイベントを予定しています。横浜の
街そのものを舞台に、オールジャンルのダンスプログラムを
行う、ダンスの祭典です。2012 年にもやらせていただきま



113

添付資料 創造都市ネットワーク日本 自治体サミット

した。昨年は、あらゆるジャンルの音楽を市内の様々な会
場で演奏する「横浜音祭り2013」を行いました。ですから、
今年はトリエンナーレで現代アート、その次にダンス、その
次に音楽をやる。（Dance Dance Dance のような）市民
の皆さまが一緒になって踊っていただくというものもあれば、

（トリエンナーレのような）尖がった、突き刺さるような、
心を揺さぶるような、そういう思いもしていただく。そんな
気持ちで、今、やっております。11 月 3 日はフィナーレで
ございます。何とぞトリエンナーレにお越しいただきたいと
思います。ありがとうございます。

熊倉氏 :とんがった表現に対する政治のトレランスがすごく
上がっている気がして、頼もしい気が致します。太下さん、
いかがでしょうか。ぜひ、コメントをいただければと思います。

太下氏 : 実は私も現代美術は大好きで、大抵のトリエンナー
レやビエンナーレを見に行っているのですけれども、今、日
本ですごい状況になっていますね。熊倉さんもお話しになっ
たとおり、全国でビエンナーレやトリエンナーレみたいなも
のを数えていくと、軽く100 以上の数になります。こんな
国は、世界中に日本のほかには多分ないです。なんで日本
人は、こんなに現代美術好きになってしまったのかと思うほ
ど、すごい状況です。ある意味、現代芸術祭が祭り状態と
いう状況にあります。これはすごく日本的で特殊な状況では
ないかと思ってます。現代芸術と市民との関係についても、
多分、西洋で行われているドクメンタとかヴェネチア・ビエ
ンナーレなどとは、多分違うのですね。

今日お越しになっている越後妻有の大地の芸術祭が典
型的な事例かもしれませんけれど、集落の方々が自ら芸術
祭の運営にまで関わっているところが大きな特徴だと思い
ます。たとえば、作品を作る部分に参加したりとか。また、
つづら折りの道で、ツアー・バスが通れない所については、
集落の方々が総出で案内してくださって、そのことによって
見学ツアーが成立していたりとか、ものすごい状況になって
るわけです。これがすごく日本的な状況だと思うのですよね。
もともと日本人と文化との関わり方を考えてみると、一部の
エリート層がハイカルチャーを担っているというだけではな
いのですね。たとえば、俳句や連歌もそうですし、盆栽と
か書道とか、さまざまな習い事、お稽古事として、今、残っ
ている文化もそうですけど、プロとアマとが混在一体となっ
て、みんなが楽しんでいるという状況が日本の文化の大き
な特徴です。そして、それらの文化を楽しんでいる限りにお
いて、あまりプロとアマのしきいがないような、そういう楽
しみ方を日本ではずっとしてきたのですね。もしかしたら、
そのような日本的な文化の楽しみ方の型に、今、現代芸術
はすっぽりとはまりつつあるのかもしれないと感じています。

一方で、それに対して、今回の横浜トリエンナーレに対
する評価というものは、「面白いのだけど、難しい」という
感じが多いですよね。これはまさに、今までの日本的なビエ

ンナーレの裏返しというか反動みたいなもので、日本で初
めて実現した西洋型のビエンナーレだと思います。すなわち、
極めてとんがった人がトップに立ち、その人がディレクター
シップを発揮して、全面自分のコンセプトで展覧会を開催し
ますという形です。これは、西欧のドキュメンタなどでは全
く普通のやり方です。もっとも、そのようなやりかたは、あ
くまでエリートが一部のエリートに対して発信しているとい
うものです。日本でもエリートを自称している人にとっては、
あのようなビエンナーレは評価されるのだと思います。だけ
れども、日本型のビエンナーレが普及・定着しつつあるな
かで、今回の横浜トリエンナーレのような試みに対しては、
結局のところ「面白いのだけど難しい」という評価しか、表
面的には出てこないのではないかと思います。

熊倉氏 : 日本は、農村の方々も含めて、もともとものすごい
文化力の高い国民だということを各地で再発見します。市
民の文化力やトレランスが上がっているから、各地でアート
プロジェクトが成立するのだと思います。地域型の芸術祭
は、美術界からは大衆化を揶揄する批判ももちろんありま
すが、金沢 21 世紀美術館などの功績を含めて、クリエイ
ティブな事に関心の高い人々を現代美術に引き付ける努力
が全国各地で熱心に行われ、享受層が広がったからこそ、
札幌や横浜の芸術祭のような、知的で哲学的で、かつ質の
高い国際芸術祭が日本でも一定の市民的評価を受けるよう
になったと思います。1990 年代初頭だったら、今回の横
浜トリエンナーレのような試みには、おそらく1 万人ぐらい
しか入りませんでしたものね。

さて、もうあと 20 分しかないので、オリンピックの話題
にまいりますが、次のオリンピック・パラリンピックに、今、
何を期待なさっているのか、現代芸術に限らず、それぞれ
のお考えを述べていただければなと思います。基調講演に
もありましたように、オリンピック会期中はともかくとして、
その前 4 年間、リオ大会が終了してから東京大会までがカ
ルチュラル・オリンピアードである。と、東京都としては、
東京だけで文化事業を展開するのではなく、ロンドンオリン
ピックに倣って全国でやっていきたいねとなっています。そ
して、2020 年も、ただのお祭りで終わらせるのではなく、
その後にレガシーとして、精神的な文化、あるいは日本人
の誇り、そういうようなものに何を残していけるのか、とい
うことが一番大事だということは、現在文化庁の審議会の
ほうでも話し合われているんですけども、そういうことと関
連して、2020 年に向けて、いかがでしょうか。東京以外は、
あまり関係ないという声もあるようですが、上田市長いかが
ですか。

上田市長 : オリンピックといえば、札幌、長野、東京がオリ
ンピックシティとなっています。私どもも、2020 年が東京
に決まり、嬉しく思っておりますし、サッカーなどの予選が
札幌で行われることが予定されておりますので、それに向け
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て、みんな楽しみにしています。オリンピックは、私どもも
市として体験しており、また、今年中に東京オリンピックの
次の 2026 年の冬季オリンピックを目指そうという議論が
今高まっております。2030 年になるかも分かりませんけれ
ども、それを目指して、まちづくりしていこうという機運が
大変高まっておる状態であります。

オリンピックっていうのは、そのイベントがうまくいくの
は当然のことでありまして、世界から素晴らしい人たちが
集まるわけですから、これが失敗するわけはないんですね。
2020 年に向けて、私どもは、それまでがまさに、私たち
の運動であり、活動であり、その機運を自分たちがどう自
らを芸術としていくかという自己変革をしていく過程としての
アプローチというか、一番大事なことだと考えておりますの
で、オリンピックに目標が定まったという意味合いでのリピー
トということで、いろんな取り組みをして、関連付けて、自
己改革をしていく。まちづくりを改革していく力にしていくと
いうことが、とても大事なことだと思っています。

熊倉氏 : ありがとうございます。関口市長、いかがですか。

関口市長 : 私どもは、本当に 2020 年東京オリンピック・
パラリンピック決定して良かったなと思っているんです。も
ちろんスポーツも、いろんな取り組みをします。そして、で
きればホストシティとして、どこかの国と一緒にずっとオリン
ピック・パラリンピックを目指して、やっていきたいと思うん
です。我々、クロアチアの皆さんと、サッカーである意味仲
がいいもんですから、そんなことができればなと思っている
んですけども、もちろん、その中では、スポーツだけではな
くて、文化的な芸術祭も含めてきっといろんな交流ができる
と思うんです。

来年 2015 年は、2018 年、あたりをターゲットにして、
しっかりと受け入れ準備やっとかないかんと思っています。
それはもうリオの後ってことですから、多分、随分と盛り上
がっているんだと思います。我々の市民は、要はおもてなし
が大好きなんですね。ですから、トリエンナーレの期間中に
おいでいただくと、みんな思いっきり、おもてなしするわけ
ですよ。大地の芸術祭は大好きなんだけど、もう、おもて
なしが忙し過ぎて、他全然見れんかったっていうのは結構
多いんです。それぐらいのめり込むんで、まさに大衆化になっ
たかもしれませんけど、名もなき人たちが美術を本当に楽
しんで、交流を楽しんでいます。ですから、そういう中に、
2020 年という枠組みができたというのは、本当にありがた
いと思います。

もう一つ、やっぱり、市長として、特に子どもたちに頑張っ
てもらいたいと思っているのは、やっぱり英語だとか語学の
問題ですね。日本人はまだちょっと苦手ですからね。少し
練習して少し話すと、より楽しくなるというのが絶対あると
思うんです。ですから、英語も中国語も韓国語も全部含め
なんですけど、そういう意味で、この経験をうまく活かして、

物怖じしない、恥ずかしがらない、また違う種類の日本人
がたくさんできてくるといいかなと。その準備はしなきゃい
かんと思っているところでございます。

熊倉氏 : ありがとうございます。確かに、サッカーのワール
ドカップのときに、自治体が自分の国じゃないチームを受け
入れて、それを応援するというのは、とてもすてきだったの
で、今度のオリンピックでも、自国じゃない国を応援する日
本人みたいなのが見えたら面白いんじゃないかなと、私も
思っています。ありがとうございました。

門川市長、京都は大変なことになりそうです。皆さん、
オリンピック行って、京都見て帰るんじゃないでしょうか。

門川市長 :50 年前の東京オリンピックではそうでもなかっ
たみたいです。今、オール京都で 2020 年にどうしていくか
ということを検討しているんですけど、いろんな花街の人に
聞いていると、「そんな忙しおまへんでしたで」って言うては
る。まあ、しっかりと取り組んでいきたいと思います。それで、
2020 年、東京オリンピックに向けて、政令指定都市でい
ち早く推進体制を立ち上げたり、いろんなことしてきました。
東の京でオリンピック、本当の京で文化芸術。こんなことを
言うたら、怒られるかもしれませんけど。

それで、早速、「京都文化芸術プログラム 2020」の策
定に取り組んでいます。京都市は何よりも市民生活の中に
文化芸術が息づき、さらに都市としての創造力を発揮する、
まさに創造都市の概念です。そうしたことを、しっかりと実
践していく。また、2010 年から 2015 年までの観光振興
計画がありまして、今 116 の事業を推進しています。「京
都に行ったら、いつもいっぱいやな。京都はほっといても、
ようけ人が来はるな」こういうようにおっしゃるんですけど、
決してそうではないです。十数年前、大阪の花博のときで
1000 万人で、その後、ずっと停滞していたのが京都なん
です。100 の事業をしっかりと取り組み、特に外国からの
受け入れ環境の改善等してきました。例えば、小さな旅館
が人気なんですね。ところが、そこは多言語対応できない。
それで、京都市で 24 時間 5 ヶ国語対応のコールセンター
を作る。これを奈良にも大津にも広げていくと、こんなこと
をやっているわけです。

それで、あらゆる取り組みを、全国の自治体と連携してやっ
ていく。そのときに一番大事なのは何かというと、やっぱり
一過性の催しにしないこと。だから、6 年後を目指すんじゃ
なしに、毎年何をしていくか。例えば、今、十日町の市長
がおっしゃったんですけど、こんなことを今年から始めよう
と思います。6 年後に大学生、社会人になっている小中学
生に華道、茶道、あるいは着物の着付け、これを体験させ、
それを英語で説明できる。オリンピックのときに、しっかり
とおもてなししましょうということで、今、覚える、体験する、
それを英語で説明するというモチベーションを掲げながら、
これをやると、一生もんですから、そういうことを一つやる。
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もう一つは、こんなことがありました。この 7 月に、世界
で最も影響力のある旅行雑誌といわれている『トラベル・
アンド・レジャー』。ニューヨークで発行されています。月
刊 100 万部売れています。19 年間、大規模な読者アンケー
トで、ワールドベスト都市というのを発表していました。2
年前に、日本の都市で初めて、ベスト 10 入りしたのが京
都で 9 番でした。それが、去年 5 番になりました。2020
年、1 番を目指そう、世界で最も憧れられる都市にしよう
と思ってたら、今年 1 番になりました。これ、維持していく
のに大変なんです。そんな第 1 番が、風景、景観。2 番目
が文化芸術。3 番目が食文化なんです。4 番目が人、おも
てなし。5 番目が価値。この点で京都が 1 番になったとい
うことは、私は、日本に対する評価だと思う。

この間、京都に伝わる日本の文化を大事にしようというこ
とでやってきました。例えば、7 年かかりましたが、この 8
月中に屋上の看板全部撤去していただいた。パチンコ屋さ
ん、ファッションホテルの電飾の看板、全部撤去していただ
いた。あと少し残っていますけども、赤い看板、大き過ぎ
る看板、現時点で 2 万 3 千撤去していただいた。屋上の
看板撤去してもらうのに、足場代だけで 1000 万円かかる。
全部自己負担です。これを、2 万 3 千ですからね。壮絶な
取り組みであります。そうしたことが、非常に評価された。
同時に、市民ぐるみのおもてなし部で、3 年前に観光おも
てなし大使制度を作り、観光おもてなし課長を配置してや
りましたけど、マスコミに一切注目していただけませんでし
た。京都の発信力が弱いからですね。去年初めて「わ。す
ごかったんですね」と、なったんですけど、こういう市民ぐ
るみの取り組みをしているということなんです。

もう 1 点だけ、外国から来られた方が、古さと新しさが
絶妙に調和していると、これはいいことであると。だから、
今度、現代アートもやっていこうとなりましたが、古さのほ
うが、どんどんと消えております。アメリカのピーター・グリー
リーという ジャパンソサエティーの理事長が、久しぶりに
京都で年末年始過ごされました。「除夜の鐘も素晴らしかっ
た。お雑煮も良かった。お寺参りも良かった」と、感動さ
れた。しかし、「クリスマス飾りが増えましたけど、門松は
減りました。」と、寂しそうに言わはる。「着物姿が減りまし
たね。」と言わはる。

現代アートをどんどんやりましょう。クリスマス飾りもいい。
しかし、外国から日本に来られる方は、その土地、その土
地の伝統、その精神文化も含めて、こういうことも求めてお
られる。従って、これを大事にしなければならない。私ずっ
と着物を着ていますけど、京都で、世界で最高の織物とい
われている、その一つ、西陣織が出荷額が最盛期の 8% に
なりました。京友禅は 2.8% になりました。今、着物買う
といてください。20 年後に重要文化財になります。いや、
担い手が 60 代、70 代になっています。日本の工芸が、そ
のほんまものが危機に瀕している。やっぱり、伝統的な工
芸など伝統産業があって伝統文化がある。そこから、イノ

ベーションを起こして、また現代アートもある。
だから、日本人が 1000 年を超えて大事にしてきたもの

を、今大事にしなければならない。同時に新たな挑戦もし
なければならない。こんなこと感じています。これをオリン
ピックの機会にやっていきたいな、と、こういうことです。

熊倉氏 : ぜひ、お茶やお花の先生方や旅館のおかみの方々
の着物経費が必要経費として認められるといいですね。

林市長、お待たせしました。もちろん、東京 2020 に関
しては強い期待をお持ちかと思いますが、いかがでしょう。

林市長 : 今年の 3 月に、文化芸術立国中期プランが取りま
とめられました。そして、東京オリンピック・パラリンピッ
ク大会を大きな社会変革の機会だと位置付けていただきま
した。今日の冒頭での青柳文化庁長官のスピーチも、本当
に私たちを励ますものでした。日本はすごい勢いで経済成
長してきて、今、大変な踊り場で苦労しておりますけれども、
文化芸術が全ての都市のベースになるものなんだというこ
と、それが大きく日本全体を支えることになるということを
はっきり言っていただいたというのは、あまり記憶になかっ
たように思います。

実は、横浜市はこれだけの都市でありながら劇場があり
ません。ご承知のように、フランスだったらパリのオペラ座、
モスクワにはボリショイ劇場がございます。そしてそこには、
専属のバレエ団がある。例えば、ウイーンに行けば国立歌
劇場があって、オペラとバレエをほぼ毎日、演目を変えて上
演しています。日本には、そういうものは、ほとんどないと
思います。

今回、各都市の市長さんが揃いましたけれど、それぞれ
本当に魅力的で、全然違う。同じ日本の中で、これだけ文
化も違う、持っている芸術性も違う。こういう所が成長戦
略の一つなんだということを言っていただいています。私は、
この東京オリンピック・パラリンピックに向けて「地方創生」
に取り組みたい、横浜市を、芸術家を尊敬するまち、芸術
家が住みたいまちにしたいと思っています。何十年もかけて
修練して、素晴らしい芸術を提供してくださる方たちが、あ
まり大事にされないような雰囲気が、今、日本にあるんじゃ
ないかなと思います。文化庁や国が、東京オリンピック・
パラリンピックは文化芸術の祭典でもあるんだ、ぜひやって
ほしい、と言ってくださっていますので、これを私たち、こ
のネットワークで手を繋ぎながら、それぞれの得意とすると
ころを生かしながら、文化事業を着 と々やりたいと思います。

口幅ったい言い方になりますが、来年予定しているダン
スのイベントは、オリンピックの文化芸術活動のモデルケー
スになるべく取り組みたいと思っております。CCNJ で統一
したロゴなどを作って、東京オリンピックまでのあと 6 年弱
を皆さんでご一緒にやっていきたいなと思っています。九都
県市会議という、私どもの（関東）近郊の県知事と市長が
集まる会でも、オリンピック・パラリンピックを契機とした
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文化芸術施策の強化ということを宣言しております。
今回の横浜トリエンナーレは、障害のある方とアーティス

トの協働から生まれる現代アートの国際展「ヨコハマパラト
リエンナーレ」が、横浜トリエンナーレと連携して開催され
ていることは大変素晴らしい状況でございます。パラリンピッ
クに向けても芸術活動を盛んにできると思います。とにかく、
私どもが手をつなげば、本当に素晴らしいムーブメントが起
きると思いますので、そういう意味で、ぜひ一緒にやってい
きたいと思います。

熊倉氏：太下さん、締めのコメントをお願いします。

太下氏 : オリンピックについて、一言触れておきたいと思い
ます。実は、オリンピックは「文化の祭典」である、という
ことは、この場に参加されているみなさんの間ではかなり共
有されていることかと思うのですけど、一方で、仕事柄、私
が地方の文化政策の関係で地方都市などに行くと、まだ地
方の方々は、「オリンピック ? あれは東京の話でしょ」と
冷ややかな態度をとる方が多いようです。先ほど熊倉さんか
らもご紹介あったとおり、2012 年のロンドン大会のときに
は、イギリス全土で 1200 カ所以上、その大半がロンドン
市外ですが、全体で 18 万件以上もの文化イベントが行わ
れたということです。恐らく、東京オリンピックのときにも、
日本は全国で同じような状況になるでしょう。一方で、今
年の 2 月に文化庁さんと観光庁さんと東京都とブリティッ
シュ・カウンシルが共催して、ロンドンオリンピックのキー
パーソンを呼んで講演会を行ったときに、盛り上がった話と
して、ロンドンは、オリンピックに合わせて観光キャンペー
ンやりましたという話がありました。それが「ロンドンプラス」
ですね。すなわち、ロンドンに来た方を、もう 1 都市プラ
スワン、もう 2 都市、プラス 2というかたちで国内観光して
もらおうというキャンペーンだったのです。その成果は、取
りあえず置いといて、それを聞いた観光庁の方が、ロンドン
プラスと同じように、「東京プラス」というキャッチフレーズ
を打ち出しています。しかし、私は、打ち出すべきキャッチ
フレーズは逆だと思うのです。何が逆かというと、2020 年
の 7、8 月の実際の東京の状況を考えてみると、羽田と成
田のフライトはもうフル稼働だと思います。現に今、羽田空
港はいかに増便するかという議論をしていますね。そして都
内のホテルも既に足りないのではないか、という予測が出
されています。ところで、イギリスと日本の国土構造の違い
をみてみると、日本は、新幹線や国内のフライトも含めて、
極めて東京集中のネットワークのフリークエンシーが高いの
です。そして、なぜか、各地方に国際空港があります。そ
う考えると、海外からの観光客を羽田空港や成田空港に呼
ぶのではなくて、地方の国際空港にダイレクトに呼んで、地
方都市にステイしてもらって、もしオリンピックの試合見た
いのだったら、新幹線とか飛行機で通ってもらえばいいのだ
と考えています。だから、観光庁が提案している「東京プ

ラス」ではなくて、逆転させて、行きたい人はプラスで東京
へ行けばいいという「プラス・トーキョー」の戦略を絶対と
るべきだと思います。それが、日本全体の地方創生にもつ
ながるのだと思います。ただし、逆の立場で考えて、もしも
ロンドンオリンピックのときに、ロンドンの空港には入れな
いから、どこでもいいですから地方都市に行ってください、
と言われても、海外の観光客は困ってしまいますよね。では、
どの都市・地方に行ったらいいのだろう、という時に文化
プログラムが大きなアトラクティブになるのです。この都市
にはこんな文化がありますというプロモーションを行うべき
なのです。「この期間はこういう文化プログラムをやっていま
すよ」という情報発信が海外からの観光客を引きつけること
なるのです。まさに、いい意味での競争が起こるのですね。
わが都市は、こんなおもてなしができますとかいうかたちで。
そして、日本全国でいかに観光客を引きつけるかという、い
い意味での文化的な競争が起こるのだと思います。こうい
う戦略を徹底的にやればいいと思います。ぜひ、「プラス・
トーキョー」戦略を全国で盛り上げたいと思います。

熊倉氏 : そうですね。オリンピックの期間中は日本旅行は高
いだろう。いやいや、こちらから入れば格安です、とね。あ
なたの国をわが町で一緒に応援しませんか、みたいに、い
ろんな所で盛り上がったりして、新しいオリンピックの訪れ
方になるかもしれません。というわけで、皆さまに熱く語っ
ていただきました。パネリストの皆さま、ありがとうござい
ました。会場の皆さまも、ご清聴ありがとうございます。

まとめ 国立新美術館館長 創造都市ネットワーク日本
(CCNJ) 顧問  青木保氏

横浜トリエンナーレ行きました。2 週間ほど前に参りまし
て、大変楽しく半日過ごさせていただきました。横浜ジャズ
プロムナードも同時にやっていたものですから、両方見よう
と思って参りました。もちろん中華街がなければ来なかった
かもしれません。（笑）やはり山下公園をはじめ、横浜での
散歩というのは素晴らしいですね。東京から来ますと、空
気が変わりますね。東京から 30 分ぐらいで、ハッと空気が
変わって、横浜は全然東京と違うことが分かります。高層
ビルなんかは似ているんですけども、実は、町の空気が全
然違う。

今日の 8 都市の市長さまのお話を聞いていて大変感動し



117

添付資料 創造都市ネットワーク日本 自治体サミット

たのは、やはりそれぞれの地域のいわば特性というか、魅
力をいかに生かすかというところです。ただ、単に、ここに
こういうイベントがありますだけでは駄目で、お話があった
ように、国際性とかグローバル化の中で、いろんな新しい
ものも取り入れながら、やっぱり本来の特色も発揮すること
が必要だと思います。文化の目玉があると、それを目当て
に行って、同時に食文化も、それから街並みやアートも味
わえるような、そういった複合的な計画が必要です。これ
一つだけだっていうのはだめですね。札幌は、僕も行ったこ
とのあるパシフィック音楽祭がありますね。それから、札幌
ジャズですよ。それで、今やアートですから、複合的な文化
力ですばらしい。

僕は、若い時は札幌といえばジンギスカンです。ジンギ
スカン料理をいっぱい食べたい。しかも、僕はアジアにもよ
く行きますから、そういった食べたものとか見たものについ
てアジアでもいろんな人に言って「札幌すばらしい。」と。

金沢 21 世紀美術館の良さが、現代アートと子どもを結
びつけ、現代アートが楽しいと感じさせるようになった。こ
れはすごいことです。日本を代表する建築家の妹島・西沢
両氏のグループが作った美術館の構造もいいんだと思いま
す。この間 9 月には金沢ジャスストリートに行ってきました。
今年は、もう素晴らしい秋日和の金沢で最高でした。もち
ろん行けば、ジャズだけじゃないです。お寺にも行くし、神
社にも行くし、もちろん、武家屋敷も見るし、おいしい料理
も食べますし。この複合的な魅力は、やはり大事です。越
後妻有も前から行きたい、行きたいと思っているのですが、
ジャズを入れれば絶対行きます。勝手を言ってすみません。

（笑）都市の魅力とか場所の魅力というのは、いろんな形
であるので、食文化だけ、アートだけにしぼることはありま
せん。

それから篠山市、丹波篠山は、行ったことありますけど
も、やっぱり独特な場所です。京都とも違う。京都の奥に
あって素晴らしい、やっぱり何か雰囲気がある感じがします。
それが何よりもまして深い魅力を感じさせます。

先ほども門川市長もおっしゃっていたように、いま国際博・
美術館会議（ICOM）の件で、いろいろとお世話になって
いるのですけど。京都国立美術博物館で鳥獣戯画展をやっ
てるでしょう。今、京都に行こうとすると、宿が全然取れない。
ホテルいっぱいですよ。だから、「しょうがない。神戸に泊まっ
ていくか」とか「まあ、しょうがない。滋賀に行くか」とか、
いろいろと考えるんです。京都は、素晴らしい所がいっぱい
あるんですが、泊まる所をもっと考えていただくとありがた
いです。それに京都なのに六つ星クラスのホテルがありませ
ん。もっともリッツ・カールトンが来るという話ですが。

金沢もそうですよ。金沢も素晴らしいんですけど、市内
で、やっぱり本当の一流ホテルがない。旅館や料亭がある
んでしょうがやっぱり本当にいい世界的なレベルでの一流の
ホテルが必要です。そういう期待はすごくあります。

ただ、先ほどおっしゃったようにこれだけ、トリエンナー

レ、ビエンナーレ、あるいはジャズフェスティバルが、全国
で、年間大体 100 から 150 ぐらいあるわけです。これら
が一過性のイベントで終わってしまいますと、あまり生産的
ではない気がします。それに日本のアーティストは、本当に
悲惨な状況です。個々のアーティストが、どんな生活をして
いるか。本当に人材育成という点では、これは漫画やアニメ、
ゲームもそうなんですけど、日本の誇るアートを支える人材
を、どこもきちんと面倒見ようとしない。去年、政府の国
家戦略特区の構想に、私どもも、六本木アート特区構想を
出したんですけど。六本木には国立新美術館とサントリー
美術館、森美術館、それから三宅一生さんの 21_21、4
つも美術館があるんです。六本木というと、以前は大体ダー
ティーなイメージで、麻薬とか犯罪だとか、暗黒社会が何
とか、というのが出てくる部分もあるのですが、今やアート
の街として知られるようになりました。アートによって街の
イメージ全体が変わった。来る人も変わってきます。安心し
て子供も老人も女性も来る。

こういうことを言い始めるときりがないので、いま中国や
韓国、東南アジアから観光客がいっぱい来ます。いっぱい
観光客が来ているんだけども、みんな、銀座とか秋葉原と
か行って、貴金属を買ったり、家電製品を買ったりするば
かりで、アートのほうへ仲々来てくれない。アジアの人たち
が、日本に行ってアートを見、音楽を聞き、あるいは、お
いしいもの食べると、そういうような観光の誘致の観光文
化政策というものを、各地域、各市町村が全面的に出して、
積極的にキャンペーンする時代になってきたと思います。創
造都市ネットワークをフルに活用して、そういうキャンペー
ンをやっていただきたいと思うんです。

目玉が必要です。目玉を作るということ。世界の人たち
が日本に行って見たいという気持ちを起こさせる文化の目玉
を。アジアの人たちが求めているのは、一つは安心安全に
過ごせる。それから、ともかく、いろんなものが自由に買える。
また、例えば、自国内では禁じられているアニメ、マンガも
日本では自由に見られるとか、そういうキャンペーンをして、
日本へ行けば何か付加価値がある、と。ただ単に一般観光
と商品の買物を考えるんじゃないと。オリンピックを目指し
て、ますます、海外発信を個々の市からしていただいく。そ
れによって実は日本人も、いろんな所に行って楽しめる。

高齢社会もみじめったらしいことでは決してない。みんな
生活を楽しむ達人が住んでいる所だぞ、というような キャ
ンペーンも門川市長にやっていただいて、というふうにも期
待しています。

今日は各市町村の市長さまの素晴らしいスピーチを聞き
まして感動しました。横浜市長さんから素晴らしいスピーチ
を聞きました。文化についての本当に心がこもったスピーチ
だった。今日の創造都市のご報告、私個人も学びかつ楽し
ませていただきました。すごく刺激を受けて、凄い感銘を受
けました。本当にどうもありがとうございました。
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「本日の会議を契機に文化庁と創造都市ネットワーク日本が、文化芸術創造都市を、さらに推進していくことの宣言」
CCNJ代表 山野之義金沢市長
たくさんの市長さんにお集まりいただきました。長官もいらっしゃいます。今までの議論を踏まえまして、自治体サミット宣
言をさせていただければと思います。読み上げる形で進めたいと思います。

創造都市ネットワーク日本 自治体サミット 宣言

2020 年のオリンピック・パラリンピック競技大会が東京で開催されることが決定しました。オリンピック憲章では「文
化プログラム」の実施について定められており、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会は、文化芸術活動に
おいても、日本全体の取組を一層加速する、重要なきっかけになると考えています。

「創造都市ネットワーク日本 自治体サミット」では、東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機として日本のプ
レゼンスを高めていくために、世界に誇る日本の文化的な景観や資産を活かしたまちづくり及び日本各地で行われている芸
術フェスティバルを積極的に世界発信していくこと、創造都市ネットワーク日本はそのプラットフォームとして機能していくこ
との重要性を確認いたしました。

この会議に参加した文化庁、自治体、NPO 等団体及び参加者は、「2020 年に日本が『世界の文化芸術交流のハブ』
となる」という目標に向けて、ネットワークを広げるとともに、文化芸術活動を強力に推進していくことをここに宣言します。

平成 26 年 10 月 31 日

文化庁長官 青柳 正規

創造都市ネットワーク日本 自治体サミット
首長サミット登壇都市

札幌市長 上田 文雄
鶴岡市長 榎本 政規
横浜市長 林 文子
十日町市長 関口 芳史
金沢市長 山野 之義
京都市長 門川 大作
篠山市長 酒井 隆明
奈良市長 仲川 げん

参加団体・参加者一同

- 拍手

山野氏：今ほどは、宣言をお認めいただきまして、誠にあ
りがとうございます。大変勉強になりました。最後の、プラ
ス東京は面白いですね。しっかりとやっていければいいなと
思っています。CCNJ を通しまして、ネットワークを強固に
していくということは、逆説的に聞こえるかもしれませんけ
れども、それぞれの都市の個性により一層磨きをかけなけ
ればいけないということになってくると、私は思っています。
同じような都市であるならば、ネットワークを組む必要は全
くないと思っていますので、CCNJ のネットワークをより強

固にしていくためにも、それぞれの都市が、それぞれの都
市の個性にさらに磨きをかけることによって、ネットワーク
のシナジー効果を高めていくことができると思っております。
本日は、大変有意義なご議論をいただきました。また、宣
言を決議いただきましたことを、あらためて御礼を申し上げ
まして、私からのごあいさつとします。本日は、本当にあり
がとうございました。

閉会
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参加者アンケート ( 有効回答数 19）

１、本日のセミナーをどちらでお知りになりましたか
１、CCNJ ホームページ 4
２、CCNJ 公式 Facebook 2
３、CCNJ メールニュース 4
４、横浜市ホームページ 0
５、創造都市ラウンドニュースメール 3
６、その他 6
創造都市ラウンドニュースメール 1
その他 5

※複数回答あり
２、本サミットへの参加理由をお聞かせください
・CCNJ に参加し他の先進都市の事例を研究するた

め。	
・戦後商業で形成された都市の未来像を再構築する上で、

創造都市のコンセプトに期待し、新たな都市再生を図り
たいと思います。

・オリンピックと行政文化とかがどのように融合するのか興
味があったため。

・内容の確認と未来へのヒントを探るため
・他の団体との出会いや交流ができたらとも思いまし

た。	

３、本日の自治体サミットのプログラムのうち、関心の高
かったものをお選びください
１、基調講演「東アジア文化都市を契
機としたネットワーク形成」

12

２、首長サミットグループ討論「文
化景観や資産を生かした創造都市・創
造農村の発信と CCNJ の役割」

10

３、首長サミットグループ討論「現代
の文化芸術の国際発信」

7

※複数回答あり
・東京オリパラに向けた取組を模索するため。
・未来ビジョンの明確さと戦略がすばらしい。
・各市長の意識の高さにおどろきました。
・京都市や横浜市のオリンピックと文化かかわりに関する

話が聞けて、とても参考になりました。
・衰退しつつある農業の都市の未来を考える上で、文化と

どのような切り口から融合することで、持続可能性のあ
る農村まちづくりのスタイルを見る事ができた。

・創造都市にまつわる理論的な背景やこれまでの取組経
緯、今後の方向性などにつき理解できた。

・市民をどう巻き込むのか。ネットワークを深めるために今
後どうあるべきか、考えるきっかけになりました。CCNJ
の様子も情報が頂きたかった。	

４、創造都市政策について、期待することをお聞かせくだ
さい

・金沢市の開催で加盟団体自治体はどのような出番や広報
の場が交流の場がもてるのか。積極的な参加、協力さ
せて頂きたいと思います。	

・地方の中小都市の活性化。		
・連携の輪の拡大。	
・大学などアカデミックな期間との連携	。
・個別のシンポジウム、小さなグループでの研究会をして

ほしいです。		
・市民を巻き込み地域を持続的に発展させるという視点を

忘れてはいけない。地域外への PR のみならず、地域内
への PR にも力を入れてほしいです。		

・どこの都市でも同じような事をやってしまったら、一
過性のブームとして終わってしまう事が考えられるの
で、しっかりと都市の特色を出す事も忘れないで欲し
い。	

・創造都市のノウハウを他の自治体にもどんどん紹介して
いってもらいたいと思います。	

・予算面（補助金）の充実。	
		
５、今後、CCNJ 主催のセミナーで取り上げてほしいテー

マなのどがあればお聞かせ下さい
・インバウンド観光について。		
・オリンピックを契機とした文化振興策のディスカッション

など。		
・他の東アジアとしの動向、あるいは欧州としの最近の動

向も知りたいです。		
・事業評価の仕方、予算どりの仕方。
・子どもだけではなく２０代−４０代を取り込む施策づく

り。	
・都市再生、団地再生との連携
・文化と農業、観光などとのコラボレーション。
・また自治体と他の加盟団体と分けてでも交流する場がも

てましたら、横でのつながりが広がると思います。
		
６、その他ご意見・アイデアなどがあればお聞かせください
・会員という名札表示でなく団体名市町村名の名札にして

頂けましたらと思います。
・ユネスコからのゲストの話も聞いてみたいです。
・自治体の首長との交流会を期待する（交流の場、直接

関すを述べる場）	。		
・参加者同士で交流できる工夫があるとよいと感じました。
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自治体サミット当日配布資料（全８ページ）



文化芸術創造都市推進事業 成果報告書

本報告書は、文化庁の委託事業として「一般社団法人ノオト」が実施
した平成 26 年度文化芸術創造都市推進事業の成果をとりまとめたも
のです。従って、本報告書の複製、転載、引用等には文化庁の承認手
続きが必要です。








